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プロローグ









　──一緒！　また一緒！

　少女は喜びに震えていた。目め尻じりに涙を溜ため、少年の下へ向かう。

　少女は、どうしてこうなってしまったのか分からない。

　少年は誰よりも頑張っていた。困っている人を救おうとしていただけだ。自分の血を流すことになっても、決して泣いている人を見捨てようとしなかった。

　だから今の自分がある。少年だけは自分を見捨てず、助けてくれたから。

　そんな少年が……どうして、あんな悲しい目に遭わなくてはならないのか。

　──元通り！　みんな笑え顔がお！　また、元通り！

　でも今の少女には、もうどうでもいいこと。少年とまた一緒にいられる。それだけで良かった。

　──皆嬉うれしい！　でも……でもでも！　私がきっと、一番嬉しい！

　心の甕かめから喜びの水が溢あふれてくる。次から次へ、溢れては零こぼれた。

　少女が少年に向けるこの気持ち──誰に向けるものとも違う。

　最初は、父に抱いた感情に似ていると思った。でもどこかで違和感を覚えていた。

　少年が、自分以外の女の子と仲良くしていると凄すごく腹が立つ。寂しい気持ちが溢れ、彼を困らせたくなる。父と母が仲良くしていても、そんな気持ちにはならなかった。

　少女はずっと、その正体を探っていた。この気持ちがいったい何なのか。

　でも今日、彼ともう会えなくなると思って……少女はそれが何なのか分かった気がした。あまりの悲しさで心が壊れるかと思った。目の前が真っ暗になって、全すべてを壊したくなった。少女はその時、思ったのだ。




　彼と一緒にいられない世界なら……いっそ滅んでしまえ、と。




　それだけ少年は、少女にとって掛け替えのない存在となっていた。

　少女はこの気持ちを、少年にしか向けない。この気持ちはとても神聖なもので……決して他の誰にも向けてはならない。そう、少女は思った。

　──だって！　だって私！

　魔女のホウキに乗って、少女は少年を目指す────




　この時、彼女はまだ知らなかった。この世界がいかに残酷であるかを。

　少女は悲しみに押し潰つぶされてから知ることとなる。

　少女が少年に抱き続けていた想おもいの正体は……【恋慕】だったのだ。






Ⅰ　過去と現い在ま









　九月下旬。時刻は一六時。

　ここはヘキサ特別教導軍事学校【氷ひ室むろ義塾】──その教育棟にある、多目的教室だ。

　部へ屋やの前には、一人の少女が立っていた。

　長身の麗人である。ショートヘアーの黒髪で、左目を前髪で隠している。左手に嵌はめられているのは鉄製の義手だった。グリーンのラインの入った防護服を着ている。

　──着替えに来たら……変なモン、見ちまったね。

　少女・伍いつ橋はし月げつ下かは戸惑いながら、防護服のファスナーを降ろす。胸元から巨大な双丘が飛び出した。爆乳と表現していい大きさである。インナーのタンクトップは、胸の肉感をそのまま表すように張っている。

　月下は珍妙な光景に出くわしていた。

　──最近はすっかり涼しくなったし。エロサイトを見ているようでも……無い。

　中では、スター小隊の三人がデスクワークをしていた。

　三人は月下の子分にあたる。また、ケンカっ早いことでも有名な悪僧トリオだ。

　月下は、彼らがエロ本以外の書物を読んでいる姿を見たことがない。

「…………」

　月下は興味本位で、そのまま覗のぞくことにした。




　タンクトップに迷彩ズボン姿の三人組。右手の甲に【六角形の刻印】──これは人とヘキサを分ける象徴しるしである。三人は光学キーボードをカタカタと打っていた。

「偉くなるとよー」

　金髪ボーズ頭の少年・亜あ賀が沼ぬま大だい地ちが言う。

　大地の目は死んでいた。指だけが機械的にキーボードを打っている。

「現場仕事よりこういうデスク仕事が多くなるって本当だったんだな。一いちノの瀬せを見てたから、そんな風には思えなくてよー。もっと楽できるもんだと思ってた」

　大地の左右には、江え藤とう山やま武たけと前まえ田だオルソンが座っている。

　山武はチャラい系・顎あご髭ひげといった風ふう貌ぼうの男子生徒。オルソンは一九〇センチを超える日系のブラジル人だ。オルソンは生気の無い顔で言った。

「言っちゃだめよ大地。あれは仕事しないトップの典型ね」

　山武も二人の話に混ざる。彼の目も死んでいた。

「やってることガチでライオンの群れのボスだからな……まぁ、部長は女だし、雄ライオンさんも色々と大変みてーだけど」

「ライオンってよ。雄がだいたい一匹でリーダーやって、雌を何匹も囲うんだろ？　狩りも子育ても全部、雌の仕事……雄は上あげ膳ぜん、据すえ膳ぜんで、やりたくなったら雌と交尾しまくり」

　大だい地ちは表情を変えないまま、額ひたいに青筋を浮かべる。オルソンが言った。

「ナニそれ最高よ。リアルハーレムよ。そして何な故ぜか、ブチョーの顔が浮かんできたね」

　オルソンは荒すさんだ笑みを口に貼はり付けた。山やま武たけは病人のような顔でお腹なかを擦さする。

「俺おれ、今日はやることあるって言ったら、腹パンされたんだ。昼間の牛ぎゆう丼どん、全部リバースしてからここに来た……絶対オレ、あの人とだけは結婚しない。毎日ＤＶされそうだもん」

　大地のキーボードを打つ力が強くなる。白い歯を出して恨うらみ言を零こぼし始めた。

「二言目には部長命令、部長命令……『副部長これやれ』『副部長つかえねー』『副部長、調子乗ってる？』『副部長、ハゲた？』」

　大地は肩を震わせる……山武、オルソンも肩を震わせ始めた。

「オレ……恨むなら大地を恨みなって言われた」

「僕ぼく、何も悪いことしてないよ。でも今月に入ってこういう仕事、もう七回目よ」

　三人は今こ年としの夏に昇格したばかりだ。機兵部内の有望株となっている。

　でも、彼らの直接の上司──機兵部の部長──は、ソレが気に食わない。最近では嫌がらせのように、何かにつけて仕事を押しつけてくるのだ。

　三人は、積もりに積もった恨みを爆発させた。

「「「どんだけ俺らのこと！　目めの敵かたきにしとんじゃぁああああぁあ!!」」」




「ユニゾン、してるし」

　月げつ下かは笑うのを必死に堪こらえる。

　──……でも、複雑な気分だね。

　月下は、初代部長・神かん無な木ぎ緑みどりとの出来事を思い出していた──





　　　　＊＊＊＊＊






　女性だらけの店内──緑と月下が席に着いている。緑は元気よく手を上げた。

「お姉さ～ん！　クリームパンケーキ一つと！　ハニトー三つだぁ！」

　ひまわりのような笑え顔がおを振りまく。亜麻色の長い髪と大きな胸。身長は月下より低いが胸は緑の方が大きい。彼女が大きな挙動をする度に、豊かな胸がゆさゆさ揺れた。

　程なく、注文した品が運ばれてくる。二人は甘かん味みに舌した鼓つづみを打った。

「わたし思うんだふぇど！　アイふとクリーむのコラボレーションっふぇ、フォアグラに勝てる組み合わふぇだと思うの！」

　アイスとパンケーキで口をいっぱいにして、緑が言う。

「吞のみ込んでから喋しやべれ」

　対面の月下はハニートーストを切り崩していく。大皿に乗った半斤パンが三つ分だ。

　それにざくざくナイフを入れ、大口を開けてパンの塊を頰ほお張ばる。

　緑みどりはその様子を見て、蜂はちの巣を齧かじる熊くまみたいだなと思う。パンケーキをやっつけた緑はアイスティーのストローに口をつける。嚥えん下げしてから月げつ下かに言った。

「月下ちゃん。今日もありがとね」

「あーに、気にすんな。いつものこった」

　月下は口端を持ち上げる。蜂はち蜜みついっぱいのパンをまた頰ほお張ばった。

　本日──査察の名目で防衛省が機兵部に乗り込んできたのだ。氷ひ室むろ義塾は、機兵部の戦果を粉飾・改かい竄ざんして報告している疑いがあると言って。

　最終的に機兵部と査察官たちの用意したパイロット達の模擬戦が行われた。

　結果は機兵部の勝利──規格外十番【テンナンバー】の生徒たちが、防衛省側を完膚なきまでに打ちのめしてしまった。

「なんか……いつも私、皆に頼ってばっかだね。一応、部長さんなのに」

　月下は右目で緑を盗み見る。いつもの緑らしくない、気落ちした様子だった。

「いいんだよ。緑は船長なんだから」

　月下の言葉に緑が「ふへ？」と声を上げる。

「船長は緑、船は私。葵あおいや睦むつ見みなんかは帆で、双そう条じようがマスト。陰険ウサギが大砲で三番隊のアレは……船内倉庫の備蓄でいいや。で、残りの部員どもが船員か」

　月下は大皿のハニートーストを三つ全すべて平らげる。可愛かわいらしく「けふ」とゲップした。

「前にも言ったが、緑は見る方向さえ間違えなきゃいい。アンタを行きたい所につれていくのが私の仕事なんだから。後は能天気に笑ってな……下のモンが安心できるようにね」

　緑は「うん♪」と弾むように返事をする。

「私もだけど……みんなも一緒に連れて行ってあげてね？　隊・長・さん！」

　月下は鼻でクスリと笑う。

「あいよ」

　月下は机の上のホットコーヒーを飲む。程よい苦味が口の中に広がった。

「私も結構、楽しくさせてもらってる……ショバ代は払わなきゃね」

　緑は「ショバ代？」とオウム返しに聞く。

「私は見ての通り、どこか冷めてる所があるからね。夢とか目標って言われても、ピンとこない。でも、そんな私の分まで、あんた達が夢を見てくれている。その夢に乗っかれるのが楽しいのさ。必要とされんのも悪くない。総じて私は……機兵部ここが好きなんだと思う」

　月下は空になったカップを置く。

「だから果たすべき義理は果たすし、通すべきスジも通すさ」──





　　　　＊＊＊＊＊






　三人の姿を見て、月下の胸に僅わずかな空むなしさが走る。

　──カッコつけてた手前でコレか。

　月げつ下かは頭をかく……緑みどりと話をしたあの時、月下は別の事も考えていたのだ。

　──船をやるのは、別に私じゃなくていいんだ。

　マストが折れたら替えればいい。大砲が壊れたら別のを積めばいい。船が壊れたら、また新しい船に乗り替えればいい。大事なのは残すこと。そして続けることだ。

　組織あたまさえ残ってさえいればやり直しは利きく。誰かが抜けても、空いた穴は誰かが埋める。すぐには無理でも人は育ち、最後は成るように成っていく。

　──組織なんて……そんなもんだ。

　月下は部室の戸を開ける。三人の視線が月下に集まった。鬼のようだった表情が一転、喜色に染まっていく。月下はそれを見て、犬かよと思った。

「月下さん！　すんません！　俺おれらで今後の隊編成、練ってみたんスけど！　ちょっと見てもらってもいいすか!?」

　月下は笑みを隠し、三人の編成案に目を通す事にした。







　一七時──戦せん騎き装そう・第四格納庫。

　鉄材の陰に隠れる男が一人──六尺豊かな身体からだを作業着で包む。ゲタ顔に、糸目が特徴的な少年だ。少年・橘たちばな柔じゆう呉ごは息を止める。暴あばれる鼓動が更なるビートを刻んだ。

「あ、葵あおいちゃん。部長見ませんでしたか？」

「お、日向ひなた、おつー。橘部長なら……あれ？　さっきそっちでグラン二号パンチヤーのメンテ、やってたと思ったんだけど──」

　二人の少女の声が聞こえてくる。

　──やぁ、みんな。俺の名前は橘柔呉。突然だが、最近の俺はちょっと変なんだが、その話を聞いてくれないかな？

　柔呉は心の中で、ここにはいない誰かに話しかける。

　──俺の仕事は、生徒が使う戦騎装の修理なりメンテ作業。三カ月ほど前にたくさん人が入ってきたの。そいつらが、まーまー使えるようになって、気付けばこっちの格納庫に専念できるようになったんだ。で、心に幾らかの余裕が出来たせいなのかは知らんが……。

　柔呉はソーっと顔を覗のぞかせる。二人の少女が話をしていた。

　一人は一いちノの瀬せ葵である。勝気な目元が特徴的な少女だ。

　セミロングの茶髪に、メリハリのとれたボディライン。現在は防護服──ライダースーツのような上下一体仕様──を腰まで穿はいて、上半身を丸々出している。インナーであるタンクトップは丈が短い。バキバキにカッティングされた腹筋が覗いていた。

　──こっちはまぁ良いとして。

　柔呉は視線を、もう一人の方へ。

　トップでくくったアッシュブロンドの髪を肩下まで伸ばす。その瞳ひとみも、髪と同じ灰色だ。ロシア人の祖母を持つため、顔つきもどこか日本人離れしている。整い過ぎた容姿と言っていい。

　彼女の名前は八や雲くも日向ひなた──目下、柔じゆう呉ごを困らせている人物だ。

　──副部長、今日も綺き麗れいだなー。

　柔呉はポッと赤くなる……白くて柔らかそうな肌。胸元は適度な膨らみを持つ。小さくはない。かといって大きすぎるわけでもない。

　絶妙な大きさだと柔呉は思っている。美乳と表現できる胸だろう。

　日向は元、整備部の副部長である。以前までは柔呉とよく時間を共にしていた。

　しかし、日向の専用機【グラン二号】が配備され、彼女はその籍を機兵部へと戻す。

　柔呉がおかしくなったのはその辺りからだ。

　まず、日向の事を考える時間が多くなった。彼女がいればこんな手間はかからなかったのにな、とか、そんな考え事だ。

　そして、日向を惜しむ気持ちは日に日にエスカレートしていった。

　携帯が鳴ると、彼女からのメールかと思って飛び付いてしまう。一人でご飯を食べていると、隣に彼女がいる妄想をしてしまう。

　口角を上げたニヤニヤ顔を偶然、鏡で見た時は、気持ち悪くて食欲を無くした。

　それらの反動のせいか……柔呉にはある変化が起こっていた。

　──ダメなんだよなー。前みたいに、普通に話せないんですわ。

　柔呉は大きな身体からだを更に縮める。一人かくれんぼを続けた。日向を前にすると、うまく言葉が出てこないのだ。ボロを出して、気持ち悪いと思われたくない。

　だから柔呉は、こうして彼女から逃げてしまっていた。

　──今度、時間が合えば氷室アイツに相談してみようか……でもアイツ、そっち方面はなぁ。

　橘たちばな柔呉の青い悩みは一八の秋、唐突にやってきた。

　一方……そんな柔呉の気配に、日向はとっくに気付いていた。

　日向は学園きっての銃の名手だ。それは戦せん騎き装そう・実銃問わずの話である。

　彼女の知覚感度は、一キロ先のスナイパーの気配にも感付くほど。

　周りの生徒からは百発百中のガンナー──【閃光の八ライトニング・エイト】と、憧しよう憬けいの念を集める天才だ。

　日向は横目で後ろ──柔呉のいる位置──を見た。それから悲しそうに目を伏せる。

　日向は僅わずかに、その唇を引き結んでいた。







　二〇時半──生途会室。

　終業時刻を大幅に過ぎても、生途会役員たちに帰る気配はない。一〇名以上の生徒たちが袖そでまくりをして、各おの々おのの仕事と戦っていた。鳴りやまない着信音。電話をかけたり、取ったり。光学キーボードを叩たたくように打つ者もいた。

　かつてのウォール街にあった、証券会社を彷ほう彿ふつとさせる仕事風景だ。

　田た中なか栄えい太た郎ろうはメガネの美形男子で有名……のはずなのだが、今日の彼は見る影もない。

　目の下には真っ黒な隈くまがあった。睡眠不足が祟たたり、顔はむくんで丸くなっている。顔中、脂が浮かんでテカっていた。額ひたいにはタオルで剣山を巻いている。

　田た中なかは四日、まともに寝ていない。そこで選んだ苦肉の寝落ち対策だった。

「生産部部員、ごじゅう六名の減員で、給与、額は一億二〇〇〇万減、あれ？　一二億、じゅう三おく……ぶ！　……ぐー、ぐー」

「ん？　田中!?　茜あかねっち！　田中が額から血を流したまま寝てる！」

「くぅ！　バケツで水、ぶっ掛けて起こして下さい！　その人にはまだやることが残ってます！　一人だけ楽になんてさせません！」

　目を真まっ赤かに充血させた少女──陽ひ葉よう茜が忌いま々いましげに言う。歳としは一二歳。つり気味の目が特徴的な女の子だ。茜は歯で栄養ドリンクの蓋ふたを開ける。中味を豪快に喉のどへ流し込んだ。

「ぶは！　四日くらいで情けない！　こちとら完徹六日目ですよ!?」

　茜は口元を拭ぬぐい、ひたすらキーボードを叩たたく。必死に何かの資料を作っていた。

「許さない！　私より先に寝る先輩なんて皆死んじゃえばいいんだっ」

　呪じゆ詛そのように茜は呟つぶやく。

　生途会をここまで忙しくしているのは、戦闘科の拡充が原因だ。

　生徒の転科手続きや、抜けた非戦闘科の穴埋めに役員たちは追われていた。

　そのせいで上半期の決算報告、下期に入ってからの経営企画・各部の予算采さい配はいなど、全くの手付かず状態だった。そして、その期限が明日に迫っているのだ。

　おまけに氷ひ室むろ義塾には、とある秘密作戦が控えていた。

　今や学園の航路は、彼らの双そう肩けんに委ゆだねられているといっていい。

　だが、そんな地獄の一丁目に引きずりこまれた、可哀かわいそうな生徒もいた。

　──何な故ぜっ！　何故っ！　何故ぇっ！

　目を血走らせる男子生徒──七なな扇おうぎ大和やまとがキーボードを叩く。

　金髪のソフトモヒカンは、力なく倒れてシャチホコみたいになっている。

　ワイシャツは汗を吸ってヨレヨレだ。全身から色濃い疲労が滲にじみ出ている。それでも袖そで口ぐちをめくってＰＣに向かう姿は、ブラック企業に捕まった企業戦士のよう。

「七先輩！　機兵部の疾しつ風ぷうは三四!?　三四でもういいですね！　下期はもうこれでいきますよ！」

「待ってくれ！　確認しようにも一いちノの瀬せが電話に出ないんだよごめんなさいっ！」

　キレ口調で女子役員に言われ、大和も半ば、キレ口調で言い返す。

「ハァ!?　この段階で知らないとか、バカなんですか!?　使つっかえなっ！」

　苛か烈れつな罵ば倒とうだった。大和は唇を嚙かんで文句を吞のみこむ。

　──これ、全部一ノ瀬ぶちようのお仕事だよね!?　報告期限、明日の二〇時なのに、何であの子、何もやってなかったの!?　そして何で俺おれが、これをやらなアカン!?

　大和は憎しみに、赤い歯茎を覗のぞかせる。

　──こ・れ・と・い・う・の・もっ！

　大和やまとは、自分をこんな修羅場へ放ほうり込んだ野郎を思い出す。




《君にしか出来ないことがある……今すぐに生途会室に行ってくれないか？》




　そう言われてしまえば大和も悪い気はしない。不承不承といった体で引き受けてみれば、かつての悪夢が再来した。

〔葵あおいの不ふ手て際ぎわ　＝　機兵部の不手際　→　生途会イライラ　→　大和死ね〕

　生途会室は現在、この構図になっている。怒声・罵ば声せい・人格攻撃の三重苦だ。大和はこの中で、葵が提出するはずだった書類を作らされている。

　大和は飢えた野獣の目で周囲を見る……この怒りを誰かにぶつけなくては先に進めない気がした。そうして大和は標的を捉とらえる。

　標的は事もあろうか、この場でくつろいでいた。

　ティーカップ片手に、一人の少女が黄昏たそがれている。

　長い黒髪に、大人びた顔つき。怜れい悧り・クールといった雰囲気を纏まとう。濃紺の士官服を豊かなバストが盛り上げている。

　生途会長・九重ここのえ紫し貴きは、何かに想おもいを馳はせている様子だった。

「はふん」

　紫貴は悩ましげに溜ため息いきをつく。その、場違い過ぎる姿を見て、大和の苛いら立だちが助長される。正義は我にあり！　とばかりに、大和は紫貴に嚙かみついた。

「おい会長さん！　部下だけに働かせて良い身分──」

「気安く話しかけないでください。ブサイク」

　大和は「おっほ！」と、変な声をあげた。

「ブ！　ブブブ！　ブサイクっ!?　こ！　この俺おれがっ!?」

　大和は自分の容姿に、密ひそかな自信を持って生きてきた。

　そんな大和を、紫貴は腐ったネズミの死し骸がいでも見るように言う。

「他に誰がいるの。そんな性犯罪者じみた眼めで私を見ないでちょうだい。おぞましいっ」

　紫貴は心しん底そこ嫌けん悪おする。塩がなかったので、代わりに砂糖を摑つかんで周りに撒まいた。

　一方の大和は、何か大切な物をズタズタにされた気がした。

「いるのよね。パソコンに向かっていない小説家を見て、創作活動をやっていないと決めつけてくる輩やから──」

　紫貴がそう言うと役員達が大和を囲む。女子役員が言った。

「七先輩！　会長の邪魔をしないでください！」

「紫貴さんは今！　学園の今後を左右する！　重大な案件に取りかかっているんです！　その深ぁーい考えは！　そんな名古屋城みたいな頭の人には到底理解できません！」

　茜あかねの口撃に、さすがの大和も怒らずにはいられなかった。

「シャチホコじゃねーよ!?　ソフトモヒカンだから！　超若い頃のベッカ○だから！　そういう、言われる人の気持ちを考えない悪口が、不登校とかを呼び込むんです！　発言には自覚を持てというか、もっと優しくしてくださいお願いしますから！」

　最後の方は、涙ぐんでの哀願だ。だが茜あかねも多分にイラついていた。

　茜は「ハァ？」と、大和やまとを睨にらみつける。

「あなた、アウェイのくせに、何でそんなに態度がデカいんですか？」

「呼んだの君たちだよねぇ!?」

　言い合いは過熱し、一〇対一の口論になる。

　そんな彼らのやり取りを、紫し貴きは意識の外へ追いやる。再び思考の海へと潜った。

　紫貴がずっと考えているのは制服のデザイン案だ。

　それも限られた生徒だけが着る事になる特注制服について。ちなみに、茜たちは学園の今後を左右する案件としか聞かされていない。

　でも実のところ、紫貴の思考は脱線していた。

　現在、その脳内はキツめのピンク色に染まっている────




《舞台はそうね……仕事終わりの二人。子供に着せる服について、彼と口論になってしまう。その口論がこじれてケンカになってしまうところから》

「君は俺おれの妻なんだから！　大人しく言う事を聞けばいいんだ！」

「きゃ！　ベッドなんかに無理矢理、押し倒して！　貴方あなたのそういう前時代的な考え、嫌いよ。いくら私が妻だからって……貴方の愛妻で！　学生結婚で！　子持ち、性が若干乱れがちな若妻だからって！　それを力ずくで従わせようなんて！」

「ええい！　そんな生意気なことを言う奴はこうだ！　ビリ！　ビリビリ！」

「あん！　何をするの！　服を破やぶらないで！　今はそういう気分じゃ！　んぁあ！」

「君は俺のものだ！　俺のものなんだからっ！　口答えなんて許さないぞ！　君は黙って俺に抱かれていれば良いんだ！　カチャカチャ」

「ズ！　ズボンを穿はいてっ！　今日は本当にダメな日だからっ！　ダっ！　んぁあ！」

《以下、野獣のように求め合う私と彼……三時間後、ベッドでピロートーク》

「ごめん、俺は最低だ……君にあんな酷ひどい真ま似ねを」

「いいの。アナタは優しすぎるから……無性に無茶苦茶にされたくなる日があるの。だから私、アナタのことをわざと挑発して──」

「あ！　アレは演技だったというのか？　く！　また俺の心を弄もてあそんで！　君と言う奴は！　もう許さないぞ！」

「あん、ダメよ！　アナタ！　子供が！　子供が起きちゃうぅううぅう！」────




　紫貴の瞳ひとみの中にはハートマークがあった。

　──二人目は……コレね！

　紫貴は心のメモ帳に今日の妄想プレイを書き込んでおいた。





　幕まく間あい　【ドール・ワルツ・レクイエム　　第九話　〔船出〕


２０６８年10月17日　放映】



　────────　アニメーション映像が流れる　────────




　一隻の宇宙戦艦が宇宙空間のデブリ帯──戦艦の残ざん骸がいや、隕いん石せき群が密集する箇所──の中を前進していた。

　宇宙船のブリッジには、サングラスに黒い外がい套とうの美青年──主人公・ジンがいた。

　ジンは艦長席で悠然と足を組んでいる。するとブリッジのドアが横に開く。赤い軍服を着た少年──エイルン＝バザットが憤然とした様子で入ってきた。

「ジン＝ナガト！　なんなんだコレは！」

　オペレーター席に座っていた少女が慌てて立ち上がる。おろおろと両者を見た。セーラー服にピンク髪のヒロイン・サクラである。くるりと艦長席が回ってジンが背後を向く。

「騒々しいぞ軍人。俺おれは今、考え事をしている」

「騒々しくもなる！　君たちが四星間の争いを止めようというから俺は力を貸すと言ったんだぞ！　それがなんだコレは！」

　言ってエイルンはブリッジを手で指す。

「アリスの力にモノを言わせてベール基地を強襲！　木星の新造艦【ヴェルナデッド】を強奪！　やっていることはただの盗賊じゃないか！　納得のいく説明をしてもらうぞ！」

　ジンは長い足を大おお袈げ裟さに組み直す。

「大事の前の小事だ。以上」

　エイルンは「説明になってない！」と怒る。呆あきれ顔になっているジンに言った。

「俺は君に言ったはずだ。大きすぎる力は争いを呼ぶ。君の持つアリスだけでも多くの組織からマークされているのに……こんな船まで手に入れてしまったら、銀河連邦まで本気にさせてしまうかもしれない。もっと静かに事を運ぶことだってできるはずだろ」

　エイルンの意見を聞いて、ジンは頰ほお杖づえをついた。

「そんなの当たり前だろう。バカなのかオマエ？」

「わ！　分かってるならどうして」

　ジンは「チっ」と、面倒くさそうに舌打ちをする。

「そんなものは放ほうっておいたって起こる事だからだ。星を壊せるような力が目の前にぶら下がっていれば、誰だって欲しいと思うし、手に入らなければ壊そうともする」

　ジンは左の人差し指で、椅い子すの肘ひじかけをトントン叩たたく。

「つまり、それぞれが勝手な思惑を持って勝手に動く。軍や国、星と、権力母体が大きくなってしまえば、個人の意思・主張でどうにかできるわけがない。だから戦争なんてモノがこの世から無くならないんだ」

　ジンは喋しやべりながら声音を低くした。

「敵がそうするつもりで事を運ぶ以上、相手の予定調和に付き合ってやるなど愚の骨頂だ。嫌でも戦いになるのは分かってる。ならば、そうなった時、敵を退けられるだけの手段と力を用意する。襲ってくるのが分かってて何もしないのは、生きる事を放棄しているのと同じだ。死にたい奴は勝手に死ねと俺おれは言おう」

「じゃあ君は……自分のせいでたくさんの人が死ぬことになっても、何とも思わないのか？」

　エイルンが顔を険しくして聞く。ジンの瞳ひとみがサングラス越しに鋭くなった。

「対価無くして覇は道どう成じよう就じゆの栄冠はない」

　エイルンは呼吸を忘れる。ジンは足を解いた。膝ひざに両りよう肘ひじを乗せ、その背中を丸める。

「賭かけるチップの量に怖おじ気けづいたのなら降りればいい。チップも賭けず、アレが欲しいコレが欲しい……そんなのが許されるのは五歳児までだ」

　ジンは最後にサングラスを取る。刺すような視線でエイルンに言った。

「大事なのは自分にとっての一番は何か。それだけはブレさせないことだ。でないと一番肝心な時に……選択を誤るぞ」

　エイルンは黙ってその言葉を刻む。だが皮肉にもジンの言葉は、エイルンにとって予言となってしまうのだった。






Ⅱ　勇者と仮の名









　西暦二〇七〇年──人類は【マリス】と呼ばれる怪物と戦争をしていた。

　マリスに奪われた命は十億以上にも上る。平和の二文字は地球上から無くなり、半世紀以上が過ぎた。人類は未いまだ、この劣勢を覆くつがえせていない。

　追い込まれる人類を支えているのは二つ──生贄と武器の存在だ。

　優先被虐対象者【ヘキサ】を一カ所に隔離管理し、マリスの侵攻を意図的に限定させた。

　ヘキサでおびき寄せたマリスを、対マリス戦用決戦兵器【ネイバー】で殺す。

　人類は生きたいがために、ヘキサを囮おとりとして利用している。

　同じ人間を差別することで、人類は自分たちの命と尊厳を保っていた。







　翌日・七時半──氷ひ室むろ義塾・特別棟。

　一人の少年が廊下を歩く。

　濃緑のブレザー制服を着ている。白いワイシャツに赤のネクタイ。堅かた物ぶつ・真面目まじめというイメージが先行する少年だ。目鼻立ちの整った顔立ちは、誰もが色男と認めるだろう。

　少年・氷室夏なつ樹きは、瀟しよう洒しやな木製扉の前まで来る。休めの姿勢を取った。

「おはようございます！　氷ひ室むろ夏なつ樹き！　ただいま参りました！」

「入りな」

　中から老婆の声が返ってくる。夏樹は扉を引いて中に入った。

　大理石の円卓が中央に置かれている。窓のブラインドは下げられ、室内は若干薄暗い。円卓の最奥には一人の老婆が座っていた。

「悪いね、朝一に。今日はこの時間しか取れそうになくてね。さっそくで悪いが、報告をしてもらえるかい」

　老婆は煙草タバコを咥くわえて、火を点つける。紫煙を燻くゆらせ、椅い子すに体重を預けた。

　彼女は氷室雷らい鳥ちよう──日本有数の大財閥【氷室財閥】の総そう帥すいにあたる。また、夏樹の正体を知った上で、彼を学園に置いてくれている人物だ。

「はい。では、まず新入部員の訓練状況から──」

　夏樹はＡ４判の光学書面データを展開する。ちなみに氷室夏樹とは偽ぎ名めいだ。

　この名は、夏樹がこの世界に来たばかりの頃に、雷鳥から与えられたモノである。

　彼の本当の名前は【エイルン＝バザット】。彼は、この世界ではアニメと認知される【ドール・ワルツ・レクイエム】の世界から、この世界に迷い込んできた少年戦士なのである。

　現在はこの世界と、一人の少女を救うために日夜戦っている。

「新入部員の育成は、亜あ賀が沼ぬまたちスター小隊に一任しています。所感ですが経過は良好と言っていいでしょう。一見すると無茶に思えるプログラムですが、亜賀沼は各部員の肉体の限界値にたいへん気を配っています。まぁ……部員たちからは鬼の亜賀沼と恐れられているようですが。この分なら俺おれの出番は無さそうです」

「そりゃ残念だ。本物の鬼を見れば、目の前にいる小僧なんて、まだ小鬼だったって分かるだろうに」

　雷鳥が意地悪そうに言う。夏樹は「やめてください」と苦笑した。

「柔じゆう呉ごたちの整備部は既に軌道に乗り始めています。この分なら問題ないでしょう。柔呉も現在は、グランの整備に専念出来ています」

「そうグラン……頼むよ。あの機体は鬼灯ほおずきの次に、学う園ちの柱になっていく、貴重な戦力だ。整備環境は常に万全にしといとくれ」

「もちろん。グランについては開発者である伏ふし見みも、能動的に整備に携わってくれています。ただ……その、彼女は考えなしに予算を使ってしまうところがありまして。今月に入って、整備部の資材調達予算で勝手な買い物を──」

「あーいいよ、いつものことだ。あとで補ほ塡てんするよう私から言っておく。で、パイロットの方はどうだい？」

　雷鳥の話を聞き、夏樹は内心で安あん堵どする。今日の報告で、この予算案件が一番の懸け念ねん要素だったからだ。夏樹は肩を軽くして報告を続けた。

「八や雲くもや伍いつ橋はしの操そう縦じゆうは、ある種の完成形です。乗る機体がグランであるならば、俺から言う事はないでしょう。一いちノの瀬せ同様、大いに頼りにさせてもらっています」

「ほお……異世界の英雄からお墨付きがでるなんて。うちの子たちもやるじゃないか」

「からかわないでください」

　雷らい鳥ちようが嬉うれしそうに言うと、夏なつ樹きはまた苦笑した。

「新入生の育成が進めば、部隊規模は三個中隊半に……かつての神かん無な木ぎ大隊には及びませんが、年内には大隊規模まで部を大きく出来そうです」

「そうかい……とうとうここまで来たか」

「戦績も上々です。内容的には隊長格の個人戦績に目が行きがちですが、七なな扇おうぎが指揮補佐に入ってくれていますので部隊の運用効率はぐんと上がりました。また、スター小隊とセレンの陽よう動どう殲せん滅めつも板についてきてます。セレンも最近では、自分からデストブルムに会いに行くように……どうかしましたか？」

　夏樹は不意に報告を止めた。対面の雷鳥は報告を聞いているのか、いないのか……優しい眼まな差ざしで夏樹の顔を眺めていた。

「いや。半年前にアンタがこの島に降ってきた時のことを思い出してね。最初は変な奴を拾っちまったと思ったが……いやはや。蓋ふたを開けてみなきゃ分かんないね、何事も」

　言われて夏樹も振り返る。思えばこの半年、本当に色々な事があった。

「ブッ潰つぶれる寸前だったこの氷ひ室むろ義塾がここまで立ち直ったのも、アンタの血の努力と、根性の賜たま物ものだ……本当にありがとう。エイルン＝バザット」

　雷鳥は机に手を付き、頭を下げる。夏樹は多分に恐縮した。

「あ、頭を上げてください！　俺おれは何もしていません」

　雷鳥は面を上げながら、悪戯いたずらっぽく片目を閉じる。

「謙虚も過ぎると嫌味に聞こえるよ」

「……恐縮です」

　夏樹は申し訳なさそうに破顔した。







　同時刻──氷室義塾・トレーニングルーム。

　高価なトレーニング機器が並ぶ。全身鏡が壁全面に設置されている。まだ早い時間のためか、中には一人しかいなかった。

　ジム内の一カ所──全身鏡が白く曇っている。光沢を帯びた板張りの床は、雨が降ったように濡ぬれていた。鏡の前に立つ、汗だくの男のせいだった。

「ふぅううぅっ」

　汗に濡れた筋肉が収縮する。スチームサウナの中にいるような汗の量だ。男が両手に持ったダンベルを落とすと、床に傷が付く。一つ四〇キロの代しろ物ものだった。

　上半身裸の男・睦むつ見みアギトは長髪を搔かき上げる。息を整えてから笑みを作った。

「思い出した……モーリスだ。モーリス・メーテルリンク。青い鳥の作者」

　アギトは鏡に映る自分を見る。

「幸福とは案外、身近なところにあったりすると、あの童話は教えてくれた……だが反対は？　不幸はどこに潜むものなのか」

　この鏡に映る自分──鏡像は、自分と似て非なるモノ。何な故ぜならば左右が逆転しているからだ。アギトはそのことから思考を広げていった。

「この鏡もそう。青い鳥で考えさせられるのは、当事者の目線・見方が結構大事な部分に来ているところだ。幸福も不幸も、近すぎると案外、気付かなかったりするのかもな」

　アギトはほくそ笑む。

「では世界を救いにきた俺おれは、人々にとっての幸福になるのか。それとも、【星の王子さま】を殺す俺が、人々にとっての不幸となるのか」

　そう言ってアギトは右手を水平に広げる。

「哲学か……結構おもしろいな。今度はこっち方面の本も手を出してみよう」

　そして………頭の中に呼び出す物だけをイメージする。

「来い──【アモン】」

　突如、正面の空間が割れた。アギトは目を見張る。

　割れた空間は窓ほどの大きさだった。そして──

　縦に並んだ【三つの目】が赤く光る。アギトは笑みを邪悪なモノへと変えた。







　夏なつ樹きが一通りの報告を終えると、今度は雷らい鳥ちようが本題に入った。

「エイルン。米国政府の確約を取り付けた」

　その一言で、執務室内の空気が変わる。夏樹も表情を険しくした。

「……では」




「ああ。【明みよう星じよう奪取計画】を始動する」




　夏樹は無意識に姿勢を正す。全身が力んでいくのを感じた。

「了解しました。今日中に九重ここのえには、俺から伝えておきます」

「そう構えなさんな。一番大きいハードルは越えられたんだ。アメリカさん、猫なで声で日本政府には上う手まいこと言ってくれると言っていた……今日だって、その件で本土にお呼ばれさ。総理と楽しいお食事会にいってくる」

　雷鳥は火の点ついた煙草タバコを灰皿に押し潰つぶす。夏樹は一歩前に出た。

「護衛は？　差し支えなければ俺も同行しますが」

「アンタもある意味じゃ、ＶＩＰ扱いだ。だからこの島にいとくれ。第弐富士の中にいるうちは安全だからね。ここは氷ひ室むろの私有地で、半・治外法権区みたいな場所だ。よっぽどの理由がない限り、日本政府でも簡単に手を出せない。まぁ？　マリスには通じない論法だがね。あいつらこそ、地球一の無法者だよ」

　雷らい鳥ちようはおどけるように言う。エイルンも「確かに」と相あい槌づちを打った。

　雷鳥は円卓の内線ボタンを押す。

「朝食を二人分。軽めので頼む」

　雷鳥は夏なつ樹きに向き直る。神妙な顔で切り出した。

「明日には明みよう星じようと武蔵むさしさんが第弐富士に来る……悪いがエイルン。武蔵さんのいる間、アンタは私の孫ということで話を合わせて欲しいんだ」

「そういえば、本物の氷ひ室むろ夏樹さんは……塾長の──」

　夏樹が表情を曇らせる。雷鳥は煙草タバコの箱に手を伸ばした。

「ああ。公になってないが、私と武蔵さんの孫にあたる」

　煙草を口に咥くわえ、火を点つける。雷鳥は煙を吸い込み、ゆっくりと吐き出した。

「この話は少し長くなる……朝食でも摂とりながらにしよう」







　同時刻──ネイバー第一格納庫。

　分厚い隔壁扉が左右に開く。黄金色の長い髪をした少女が中に入ってきた。

　白いワンピースを着ている。白いアザラシのヌイグルミを胸に抱く、白人の女の子だ。

　ライトブルーの大きな瞳ひとみ。真っ白な肌。小柄な身長とあどけない面立ちに、十分に幼さを残している。見た目一〇～一二歳ほどに見えるが一五歳だ。

　少女・セレンティーナ・エングヴィスは、格納庫内を行く。

　灰色の室内用鋼材がどこまでも続く。天てん井じようは一〇階建てのビルが納まるほどに高い。でも、セレンにとっては、どれも見慣れた光景だった。

　セレンはしばし歩く。するとソレが見えてきた。

　超巨大なハンガーに、巨大ロボットが背を預けている。

　全長二四・九メートル。重さ一〇一トン。

　頭部は魔女帽子のようだ。帽子から背骨と肋ろつ骨こつを伸ばしたようなボディをしている。手足が無い代わりに四本のマシンアームとテールユニットを持つ。

【魔術師】のアルカナを持つネイバー──ネイバー１番機【デストブルム】だ。

「クロ」

　セレンは相あい棒ぼうを見るや、嬉うれしそうな声を上げる。魔女帽子の下──デストブルムのアイカメラ──がパール色に光った。

　セレンはハンガー階段に小走りで向かった────

　デストブルムの正面にある、作業用通路にセレンが立つ。

　するとデストブルムがマシンアームの一本を動かす。ひゅるひゅると鋼鉄の蔓つるが伸び、鉄の蕾つぼみがセレンの胸元まできた。セレンは微笑ほほえんで、自分よりも大きなソレに手を当てる。

「おはよ」

　デストブルムのマシンアームはひんやりとして気持ち良かった。

　デストブルムは自分の意思を持っている。ある代償をセレンが負ったことで、自我を表出させるようになったのだ。現在はセレンと、友達のような関係を築いている。

　今日のセレンは非番だったが、朝から夏なつ樹きと登校していた。彼と別れてからは特にやることもなく……そこでデストブルムの所へやってきた。

「クロ。遊ぼ遊ぼ」

　セレンは通路にヌイグルミを置く。デストブルムに向き直って万歳をした。デストブルムのマシンアームが、セレンのお腹なかに巻きつく。すると闖ちん入にゆう者しやが大声を上げた。

「お！　邪魔！　しまぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]すぅっ！」

　持ち上げられたセレンは宙で横回転……デストブルムと一緒に下の方を見る。

　デストブルムの足下には眼鏡めがねを掛けた少女がいた。

　黒いスパッツに白のタンクトップ。その上から白衣を着ている。セレンほどではないがバストは重量感を放っている。しかもノーブラだ。

　鋼鉄製のユニット──手製の作業補助ロボット──を背負っている。

　眼鏡少女──伏ふし見み飛鳥あすかはぴょんぴょん跳ねた。動きに合わせて大きな胸が上下する。

「セレンっち、触手ゲーの巨乳ヒロインみてー！　スゲー！」

　飛鳥は瞳ひとみに尊敬の念を宿らせる。彼女が釘くぎ付づけになっているのは、巻きついたアームにより、存在を誇張するセレンのバストだった。

　セレンは小柄な身体からだに反し、胸だけは大きい。胸の谷間から、白い爆乳が零こぼれ落ちそうになっている。飛鳥は身体をうずうずさせた。

「う[image: ][image: ]。僕ぼくもやりたい！　それ僕もやりたいよー！」

　セレンはデストブルムと顔を見合わせる。マシンアームの一本が飛鳥の方へ伸びて行った。飛鳥が「おっ！　おっ！」と興奮する中、鋼鉄の蔓つるは飛鳥の身体を絡からめ取った。

「え！　Ｍ字開脚キタァアアアァアアァアァ！」

　飛鳥は初めての緊縛に早朝から大興奮だった。

　ひとしきり吊つるされていた二人は、作業用通路に降ろされる。飛鳥はやりきった顔で額ひたいの汗を拭ぬぐった。

「いい汗かいたーっ！」

　セレンは思う。あの格好のどこに感動があったのか……考えたが、セレンには分からない世界だった。一方の飛鳥はニコニコ顔でデストブルムを指す。

「セレンっち！　デストン、見ーせて！」

　セレンは首しゆ肯こうする。飛鳥は手すりから身を乗り出し、デストブルムを見始めた。セレンはそんな飛鳥に質問する。

「飛鳥。クロすき？」

「んー……好きとはちょっと違うかなー。敵として惚ほれてるというか。強敵と書いて友とかライバルと読む、的な？」

　飛鳥はデストブルムを観察しながら応こたえる。時折、宙空に光学メモを展開して、気付いた事を打ちこんでいく。

[image: ]

　飛鳥あすかはテンナンバーの一人で、【兵器の四アームズ・フオー】と呼ばれている。兵器開発の申し子である飛鳥の発明には、雷らい鳥ちようも資金援助を惜しまない。

　僅わずか二年で、八八個の特許を取得。戦せん騎き装そうで長年浸透していた設計概念を六個もクラッシュさせた。日向ひなたや月げつ下かの専用機である【グラン二号】と【グラン三号】も飛鳥が設計・開発した試作機となる。

　そんな飛鳥は、研究が行き詰まるとよく、こうしてデストブルムの見学にきていた。

「デストン……というか、ネイバー規格ってさ。誰が造ったかは分からないけど、同じ人間の造った兵器な訳じゃん？　で、こんな怪獣みたいな機体、どんな奴が造ったんだろーなーって考えると燃えてくるのよさ……こう、メラメラとね！」

　セレンは、飛鳥の言っていることがよく分からない。でも、良いなと思う。没頭できる何かを持っている人は、みんな活いき活いきしている。少なくともセレンにはそう映っていた。

「そして、この触手怪獣には、もはやロマンしか感じない！」

　飛鳥はうきうきでセレンの方を向き直る。

「ステは火力に全振り！　敵味方識別アリの広範囲マップ兵器持ちとか、てめース○ロボかよって！　電装系もチートで、ズリーったらない！　あんな高精度な砲撃、火器管制もなしにボコスカやんだもんなぁ！　普通、こんなの一人で動かせますかってー」

　飛鳥は手すりを両手で悔しそうに叩たたく。

「あー、やっぱ面制圧力でデストンの上を行ける気がしない。コンセプト被かぶりも嫌だし……やっぱグランは今のまま〔射撃特化〕かな？　となると、専用の筒か……貫通力でＩＭＥと張り合っても仕方ないし。じゃ、やっぱ射程になるのかにゃあ？」

　頭を悩ませる飛鳥あすか。表情がころころ変わってセレンはおもしろいと思う。飛鳥は何の気なしにセレンに聞いた。

「ねーセレンっち。デストンのＩＭＥカノンの使用感とか特徴って……分からないか」

　飛鳥は途中で聞くのを止やめる。でもセレンはデストブルムを見上げた。それから飛鳥に視線を戻す。

「小口径ＩＭＥカノン……砲塔数四。射程一・七キロ」

「んん？」

「発生させられる光線口径は直径八メートルが上限。これはノルブリンカの出力状態に左右される。使用後のラジエーターの冷却時間は最低でも三二秒。コレ以下でも使用は可。でもクロが疲れるのと、口径幅が縮小される」

　セレンはコンピューターの自動ガイダンスのように喋しやべりだした。

　飛鳥はその様子に度肝を抜かれる。

「え、セレンっち？」

「大口径ＩＭＥカノン。クロの持つ最高出力砲。砲塔数は同じ四。最大射程は三・一キロ。光線口径は最大三〇メートル。発射時、ラジエーター出力を九八パーセントまで溜ためないと撃てない。チャージ時間は四〇～六七秒。連射は不可。冷却時間は最低でも四八〇秒。その間、ＩＭＥカノンは全すべて使用できなくなる」

　セレンは喋りながら小首を傾かしげる……飛鳥が目をパチクリさせていたからだ。

「セレンっちスゲー！　超勉強してる！」

　鼻息を荒くする飛鳥に、セレンは首を横に振って見せた。デストブルムを指差す。

「クロに聞いたの。今」

　飛鳥が「えヴぁ!?」と、変な声を上げる。そう、これがセレンの負った代償。

【生体操作端末バイオリモコン】──セレンはデストブルムの自我を呼び覚ました代償に、脳を改造されている。医学的見地から言うと、セレンはもう人間ではない。

　セレンはデストブルムを操るのに最も適した生物……言わば〔生きたリモコン〕へと変容してしまったのだ。その恩恵として、デストブルムの持つ感覚や情報を共有できている。

　またデストブルムも、セレンを通して逐次、外界の情報を拾っている。

　例えばセレンと一緒なら、音楽や映画を理解し、楽しんだりもできるのだ。

「ブレイン・マシン・インターフェイスのリモート接続!?　すっげ！　デストンおめー！　そげなこともできるだか!?」

　飛鳥は驚きのあまり、おかしな方言になった。

「う[image: ][image: ][image: ][image: ]ん。デストンといい、エルフィーナちゃんといい……一体どこで作って、誰が送ってくるんだろうね？」

　飛鳥あすかが言うとセレンは小首を傾かしげる。「エルフィーナ？」と聞き返した。

「だってエルフィーナちゃん、ネイバー枠でしょ。送り元は違うと思うけど」

　セレンの頭に疑問符が三つくらい浮かぶ。飛鳥は後ろのデストブルムを親指で指す。

「だってコレ、この世界の科学力じゃ絶対に造れないんだもん……なら、どこか別の世界で造られたって考えるしかないじゃん。現にこうやって在あるんだから」

　セレンは心臓が跳び跳ねるほどビックリした。

「で！　でもエルフィーナ、雷らい鳥ちようが造ったって」

「アレ噓うそだよ？　できる訳ないじゃん。エルフィーナちゃんの戦闘映像、最新のやつ見たけど、ネイバー規格のずっと上を行っちゃってるもん。開発系統樹がネイバーとは掠かすりもしないから、何か、別のプロダクトラインで派生した機体のはずだよ？　多分ネイバーとは別の世界から来てるんだと、飛鳥ちゃんは思うのですよ」

　飛鳥は「うんうん」と頷うなずく。セレンは心臓に手を乗せる。鼓動が暴あばれ始めていた。

「じゃあ夏なつ樹きは……どこから来たの？」

「さぁ？　異世界じゃん？　あとは宇宙とか」

　飛鳥は雑に回答し、再びデストブルムの観察を始める。セレンは小さな声で呟つぶやいた。

「夏樹……宇宙人？」







　夏樹改め、エイルンは朝食のプレートを空にする。

　右・斜め前に座る雷鳥はプレートの半分程で、朝食を切り上げていた。

「権力争いに巻き込みたくなかったのさ」

　朝食の終わる頃合いを見て、雷鳥がぽつぽつ話し始める。

「さんざん私は嫌な思いをしてきたからね。氷ひ室むろの直系なんて、今も昔も毒蛇の巣そう窟くつみたいなところさ。仇きゆう敵てきよりも憎い相手が親・兄弟ってんだからやってられないよ」

　エイルンは眉まゆを曇らせる。雷鳥は締めのコーヒーに入った。

「結論から言うと私が、その子にあげられたのは【巴ともえ】という名だけだ。あの子はバカ親に生まれてすぐに捨てられ、それを優しい里親が拾ったってことにした。後は全く別の人生を歩んでもらうはずだった」

　雷鳥は当時の情景を思い出すように語る。

「でも、ちょっとトチっちまってね。妾めかけっ腹の兄の方にね、巴の存在が知られちまったのさ。あの子が中学の頃だったか……丁度、次期総そう帥すいの跡目争いで、血縁者同士の潰つぶし合いが起こってた時期さ。八六〇の関連企業と、財閥総資産、七〇兆を巡ってのね。私が手を打つよりも先に、あの子の里親が殺されちまった」

「兄弟同士でそんな……巴さんはどうなったんですか？」

　エイルンが眉を寄せる。雷鳥は食後の一服をする。

「ふぅ──。あの子は無事だったよ。じゃなきゃ夏樹は生まれてこないからね。その後、兄貴の方は生きたまま燃やしてやった。巴ともえには足長オジサン気取りで、私の方から後継人を申し出たんだ。無論、素生は明かさなかったがね」

　エイルンは胸が痛くなる。内容から、雷らい鳥ちようの人生の壮絶さの一端が窺うかがえた。

「でもあの子、私と同じで男運には恵まれなかったらしい……どうしようもないのと、一八の頃に結婚したが、旦だん那なは一年後に別の女を作って蒸発さ。巴に残ったのは手取り一二万で雇ってくれる工場と、腹の中のガキだけとなった」

「それで生まれたのが……氷ひ室むろ夏なつ樹きさん」

　エイルンは今日初めて、与えられた仮の名の素生を知らされていた。

「塾長は何な故ぜ、俺おれにお孫さんの名を与えたのですか？」

　エイルンは分からない。

　公式には存在しない、氷室雷鳥の孫──下へ手たをすれば雷鳥の立場を危うくする重大事案だ。自分が公にそれを名乗っていれば、波紋を呼ぶのは想像に難かたくない。

　雷鳥は聞かれて上を向く。それは何かを懐かしむような顔だった。

「……あの時、謝ってきたアンタの反応がね……死んだ巴にそっくりだったのさ。あの子は私が何か申し出る度に、いつも恐縮して謝ってたからね」

　雷鳥は「親子なのにね」と、どこか寂しそうに零こぼす。

「最後にあの子と会った日……出産間ま際ぎわの時か。出産予定日は、八月の半ばになると医者から言われていた。その時、あの子の言った言葉が忘れられなくてねぇ」




《氷室さん。ここから見える、あの木、見えますか？　こんなに暑いのに、あんなに緑に生い茂って……太陽に向かって真っすぐ伸びてるんです。この、お腹なかの子もあんな木みたいに育ってほしいな。苦しい事があっても、理不尽なことがあっても、負けずに真まっ直すぐ育って……いつだってお天道様に胸を張ってくれる、優しい子に──》




「それで、夏樹」

「私ではなく、巴が夏樹を育ててたら、きっとアンタみたいな子に育ったんだろうなって思ったらつい、ね」

　エイルンは複雑な気分になる。嬉うれしさと、申し訳なさが混ざったような感情だった。

　雷鳥は僅わずかに眉まゆを寄せる。

「だが巴の身体からだは、臨月を迎えたあたりから急激に弱っていったんだ。それで、夏樹を生んで入れ替わるように逝いっちまった。で……このババアを困らせたのはその後だ」

　雷鳥は話の核に入る。煙草タバコを灰皿に置くと、両手の甲をエイルンに見せた。

「夏樹は生まれながらの【ネイバーフッド】だったのさ」

　エイルンは「生まれ、ながら？」と、信じ難そうに呟つぶやいた。

　雷鳥は冷めたカップのコーヒーを飲み干す。

「ああ。胎児にヘキサが発症するのはとても珍しい例なんだ。夏樹は生まれながらの無変化分類ノンギフトだったのさ。あの時、私は運命を感じたよ。愛した男、そして娘の産んだ子もヘキサだった。私が【第弐富士】の完成を、人生の終着点に定めたのもそのあたりからさ」

「でも話では……夏なつ樹きさんはネイバーの起動実験で──」

　エイルンが言い淀よどむ。雷らい鳥ちようはおもむろに視線を落とした。

「巴ともえに出来なかった分、私は自分の手で夏樹を育てると決めた。夏樹の存在を秘匿し、あの子を鍛え抜いた。金も手間も一切惜しまなかったよ。あの子との間におそらく家族の情愛はなかったと思う。でも、憎まれる位で丁度いいと開き直ってたからね……せめて、この婆ばばあが死ぬ前に、あの子には一本立ちしてもらいたかったんだ」

　雷鳥はテーブルに置いていた手を軽く握る。

「そして三年前だ。とあるルートで入手したネイバー０番機……【アトメント】に夏樹とその許嫁いいなずけ、【桜さくらノ宮みや】の娘とで、起動実験に臨んだ」

　──……サクラ？

　エイルンは耳を立てる。でも思い過ごしだろうと、頭の外へ考えを追い出す。

「アトメントもまたデストブルムと同じ異質枠のネイバーでね……稼働方法に特殊な条件が必要な機体だったんだ」

　雷鳥は顰しかめっ面つらになって言う。その機体に対する嫌けん悪お感をエイルンに窺うかがわせた。

「条件？」

「あのネイバーは、操そう縦じゆう者に一人、そして【依より代しろ】とでも言えばいいのかね……稼働用に一人で、ネイバーフッドが二人必要な機体だったのさ」

　エイルンは絶句する────全身にびっしりと鳥肌が立った。

　──なん、だって？

　エイルンはよく知っていた。その仕様にとても似た機体の事を。

　挙措を失ってエイルンはテーブルに身を寄せた。

「あの塾長、今、依り代と？　あと確か、サクラノミヤと──」

「ん？　ああ、言ってなかったね。【桜ノ宮姫ひめ子こ】……造船分野の名門・桜ノ宮家。そこの令嬢もネイバーフッドになっちまって、それをずっとひた隠しにしてたのさ。私やセレンのところと同じだね。似た者同士のシンパシーというか、子育ての時は何かと協力しあったよ。そして娘が年頃になると、是非、夏樹に娘をやりたいっていってくれたんだ……本当、悪いことをしてしまった」

　雷鳥の悔恨にエイルンは嫌な予感がした。

「悪い事をした？」

「……起動実験でアトメントは、桜ノ宮の嬢ちゃんをノルブリンカに取り込んだのさ」

　──それじゃ……それじゃまるで、アリスの【ＧＰエンジン】じゃないか。

　エイルンは脂汗をかく。自分は何か、大きな秘密の前に立っている……そんな気がした。

　エイルンは意を決して質問する。自分の考えの、答え合わせをするかのように。

「そのアトメントという機体は彼女を取り込んで……夏樹さんを乗せて、どうなったのですか？」

「……起動実験のあの日、アトメントは桜さくらノ宮みやの嬢ちゃんを取り込み、嬢ちゃんを助けようと夏なつ樹きが中に乗りこむと勝手に動き出したんだ」

　雷らい鳥ちようは当時の事を思い出す。

「すると、白い光があの機体を包み込んで……そしたらこの世から一切合切が消えちまったんだ。アトメントも、それに乗った夏樹も姫ひめ子こ嬢ちゃんも一緒に──」

　エイルンは戦せん慄りつする……エイルンの頭は、『まさか』という単語だけで埋め尽くされていった。エイルンは両腕を震わせて聞く。

「……塾長。夏樹さんと姫子さんの生前の写真は残ってますか？」

　雷鳥は面めん食くらう。エイルンの表情から只ただならぬ何かを感じ取った。

　顎あご先に手をやり……やがて雷鳥は、左手の指輪──ガーネットの宝石──を回す。すると宙空に光学ファイルが幾つか並んだ。

　雷鳥はその中の一つに指で触れる。中から写真データを展開した。

「っ!?!?」

　それを見たエイルンが勢いよく立ち上がる。雷鳥も突然のことに驚いた。

　エイルンは中腰のまま、しばし固まる。そんなエイルンに雷鳥が言った。

「氷ひ室むろ夏樹、享年一九歳。桜ノ宮姫子、享年一七歳の写真だ」

　雷鳥の言葉など耳に入らない。

　エイルンはその二人の顔に見覚えがあった。否いな……あり過ぎた。

　雷鳥は豹ひよう変へんしたエイルンに戸惑う。エイルンは腕を震わせ……写真の二人に手を伸ばす。

「髪型や雰囲気は違うが……間違いない──」

　エイルンが元々いた世界──【ドール・ワルツ・レクイエム】という作品には四つの星を救った救世主がいる。その者は完前無欠の超越者として描かれていた。

　頭脳・武勇・精神。全すべてを初めから兼ね備えていた才人という設定だった。

　有り余る【才能】と【力】を武器に、銀河を覆い尽くすほどの敵を相手にする。

　ただただ、惚ほれた女ヒ性トを守るために。

　その救世主は、愛する人と魔人のロボットを従え、全宇宙と大おお喧げん嘩かし……遂ついには四星間の戦争を終結させてしまった。

　エイルンは立ちくらみを覚えたかのように額ひたいに手を添える。その救世主の名を呟つぶやいた。




「サクラ。それに…………ジンだ」




　写真に写っていたのは紅の勇者ですら足元にも及ばない……最強の救世主だった。






Ⅲ　計画と老英雄









　同日・一九時──生徒用マンション三階。

　エレベーターのドアが開く。エイルン改め、夏なつ樹きが出てきた。本日の就学労を終えて帰ってきたのだ。ずっと道中、夏樹はあの件が頭から離れなかった。

　──ジン＝ナガトと氷ひ室むろ夏樹。

　両者の関係性については、氷室財閥が調査する事となった。今の夏樹に出来る事はない。

　夏樹はいけないなと思う……明みよう星じよう奪取作戦が控えている今、自分の問題に気を取られるわけにはいかない。この作戦の成否が、氷室義塾の明暗を分けるのだから。

「ともかく……今は明星問題に目を向けよう」

　夏樹は自戒を込めて呟つぶやく。気持ちを入れ替えてから玄関ドアに手を伸ばした。

「ただいまー」

　玄関を開けると、トテトテと床を歩く音がした。

　リビングのドアを開けてセレンが顔を覗のぞかせる。白いワンピースにペンギンのスリッパを履いていた。夏樹は微笑ほほえむ。玄関で靴を脱いでいるとセレンが玄関までやってきた。

「？」

　夏樹はセレンを見て首を傾かしげる。いつも通りの無表情……なのだが、目をキラキラさせているように見えた。対するセレンは夏樹に向けて、右手の人差し指を立てる。

「ん？　指を？」

　セレンにせがまれ、夏樹も同じように人差し指を立てる。二人は人差し指を向けあった。

　セレンはゆっくり──胸の高鳴りを感じながら──自分の人差し指を夏樹の指へと近付ける。やがて……二人の指先が触れあう。

「っう！　っ！」

　セレンは感極まった様子で跳ね出す。夏樹の疑問は深まった。

「セレン、これは何の遊びだ？」

　聞かれてセレンは首を横に振る。子供が親にするみたいに夏樹の両手首を引いた。

「夏樹、別の世界の人？」

　言葉の不意打ちに、夏樹は顔を強こわ張ばらせる。その表情を見たセレンは確信した。

「やっぱり夏樹！　宇宙人！」

　セレンは小躍りしそうなほどに喜びだす。

　片や夏樹は、心臓を吐き出しそうなほど驚いていた。しかし何とか平静を取り繕う。

「ご、ごほん……そ、そんなはずないだろ？　誰がそんなバカな事を言ってたんだ」

　夏樹はセレンに鞄かばんを渡す。ネクタイを緩ゆるめながらリビングに入った。夏樹はそのままソファに腰掛ける。その間、セレンは鞄を夏樹の自室に置いてくる。台所を経由し、熱々のオシボリを持って夏樹に手渡した。夏樹は「ありがとう」と、それで顔を拭ふき始める。

　セレンはソファの手すりに上半身を乗せた。

「飛鳥あすか、言ってた。エルフィーナと夏なつ樹き、別の世界から来たって」

「はあ、なるほど伏ふし見みが……。あいつはけっこう突飛な言動が多いだろ？　きっと、からかわれたんだよ」

　気持ちよさそうに顔を拭ふきながら夏樹は説明する。でもセレンは信じない。ジーっと、疑いの眼まな差ざしを夏樹に向けている。夏樹はそれを横目で見て、また汗を垂らす。

「……ほら。君と同じで目は二つあるし。手だってタコみたいじゃないだろ？　あとは……あ！　日本語だって喋しやべってるじゃないか！　宇宙人なら宇宙人語を話してないとおかしいだろ？」

　夏樹は自分でも苦しい釈明だと思う。

　しかしセレンは顎あごに手を当てて首をひねる。夏樹の言葉に一理あると思ったのだ。でも、未いまだに眼差しからは疑念が除かれていない。

「宇宙人じゃないなら……イセカイ人？」

　夏樹が「ぐ！」と声を漏らす。悉ことごとく正解してしまっているので動揺を禁じえなかった。

　夏樹は話題を逸そらす作戦に切り替える。

「あ～……！　そうだセレン！　明日、武蔵むさしさんが第弐富士にくるぞ」

「武蔵？」

　細かったセレンの目が元通りになる。セレンは夏樹の隣に座り直した。

「ああ。明日からしばらく島に滞在するそうだ。セレンも武蔵さんにはお世話になったんだろ？」

　聞かれてセレンは「ふんふん」と首を縦に振る。

「俺おれは会った事がないんだが、どんな人なんだい？」

　セレンの関心が逸れた事に、夏樹は内心でホッとする。セレンは少し考えた。

「おっぱい」

「……んん？」

　夏樹は言っている意味が分からなかった。







　その深夜──氷ひ室むろ義塾・生途会室。

　室内は真っ暗だ。部へ屋や中に散乱する光学書面データが弱い光を発している。役目を終え、力尽きた役員たちが、各おの々おのの机で寝息を立てていた。

　その中の一人──大和やまともまた、椅い子すの上で舟を漕こいでいた。

　腕を組んで眠っていると……大和の眉まゆが険しくなっていった────




　刑務所のような門構えが聳そびえ立つ。其そ処こへ、一台のリムジンが停とまっている。

　車の横には老齢の従じゆ者しやと、立派な身なりの少年が立っていた。

「坊ちゃまっ……お坊、ちゃまぁ」

「もう泣くな、時とき世よ。大丈夫。僕ぼくはここで必ずこの病気を治して宗家に戻ってくる。お父様もお母様も、陛下の御前、ああ言うしかなかったんだよ」

　小学生くらいの少年は、右手の甲──ヘキサの刻印──を見せて言う。それを見るや従じゆ者しやは堪たまらず子供に抱きついた。

「時世は大おお袈げ裟さなんだよ……風か邪ぜ、ひいたら許さないからな」




　場面が転じる。




　カビ臭くさい石作りの小部べ屋や──少年は渡された収監服ボロを床に投げつける。

「僕は由ゆい緒しよある家柄の出だ！　こんな服、着れるわけないだろう！」

　年若い看守は椅い子すから立ち上がる。ニヤニヤ笑いながら少年の下っ腹を蹴け飛とばした。

「ぐっぷ！」

　少年は腹を押さえてしゃがむ。溜たまらず胃の中の物を吐き出した。

「お、まえ！　日本には！　基本的！　人権の尊重が！」

　涙目になって少年は看守を睨にらみ上げる。看守はしゃがむと彼の頰ほおをぺちぺち叩たたいた。

「難しいこと知ってるなー坊ぼう主ず。あったあった。俺おれもそれ、学校で習った気がするわ。でもさー」

　看守は少年の髪を毟むしり、ばら撒まかれた吐と瀉しや物ぶつの中に少年の顔を押しつけた。

「おまえヘキサじゃん。ヘキサに人権があると思ったか？」




　場面が転じる。




　アンモニアとカビの臭においが充満した懲罰房。

　首輪を付け、収監服を着た少年──腕を後ろに回され、壁から延びた鎖に繫つながれていた。

　対面には年若い看守が座っている。手にはスープの入った皿を持っていた。

「七二番、すげーなぁ。もう三日目なのにまだ反抗的……でもそろそろ限界でしょ？　俺もさー、やりすぎて殺しちゃうと怒られちゃうからさぁ」

　瘦やせこけた少年は、スープ皿だけを見上げている。口端から涎よだれが僅わずかに垂れていた。看守は鎖に繫がれた少年の前に皿を置いた。少年は力を落とす。

「ホラ……犬みたいに食え。ヘキサ番号一〇七二番」

　少年の頰に一筋、涙が零こぼれる。少年はスープ皿に顔を埋めた。すると看守は気が狂ったように笑い出した。




　場面が転じる。




　木造教室──幼年ヘキサの学習場で、少年が教室の前に立たされる。

　隣には例の、年若い看守が立っていた。戸口には別の看守が立っている。

「この子はたいっへん！　頭の悪い子です。俺おれが何度教えても自分の事をまだ人間だと思い込んでいます！　そこで……二一番！」

「は！　はい！」

　一番前の席に座っていた同年代の子が、泡を食って立ちあがる。看守は彼を前に来させると、警棒を手渡した。看守が命令する。

「殴なぐれ」

　彼が怯おびえながら警棒を振り上げた。でも少年に射すくめられて躊ちゆう躇ちよする。でも二一番は警棒を少年の額ひたいに振り下ろした。鈍い音が教室に鳴り渡る。

「ハイ！　このように皆で身体からだに教えてあげましょう！　今日から俺が良いと言うまで、七二番を苛いじめてみようか！」

　少年は額を押さえる。手には血がついていた。さすがに見かねたのか、戸口に立っていた別の看守が寄ってくる。

「おいおい。これはちょっとやり過ぎだろー」

「構うことねーよ。こいつアレなんだよ。テレビに出てチヤホヤされてた、あの──」

　少年の耳がピクリと動く。

「え？　うそ！　アレか？　戦せん騎き装そうに乗れるって、例の【神童】？」

　その看守は驚いて声を上げる。一方の少年は、目を真ん丸に広げていた。

「そーなんだよ。自分のこと、まだ高貴な家柄の身分とか思っちゃってる痛いお子ちゃま。勘当されてるとも知らないでさぁ……オラ！　何ぼさっとしてんだ！」

　若い看守は教卓を蹴けり倒す。

「苛めろって言ったんだよ！　聞こえなかったのか！　飯食わせねぇぞ！」

　彼の怒鳴り声に煽あおられるかのように、五人、十人と椅い子すから立ち上がる。少年の事をぞろぞろと取り囲んだ。若い看守はげらげら笑いながら少年の肩を叩たたく。

「よーし！　七二番を一番殴った奴には御ご褒ほう美びに夜、プリン一つ追加だ！」

　一人が少年の顔を殴る。横から髪を引っ張られた。始まった暴力の雨は秒刻みに加速してゆき…………少年の怒りは頂点に達する。

「っ！」

　少年は二一番の手から警棒をひったくる。教卓を踏み場にし、警棒を勢いよく若い看守に突つき出した。

「ぎゃああぁあああああああああああぁ！」

　看守は右目を押さえて絶叫した。

　少年は止まらない。泣きながら、今度は子供たちに飛び掛かるのだった。




　場面が転じる。




　少年が牢舎で体育座りをしている。目には青タン。収監服を着ている。その目は暗く淀よどんでいた。少年の檻おりに、見上げる程の大男が背を向けて乱暴に座る。

「派手にやったじゃんか。坊ぼう主ず」

　赤いバンダナに、切り揃そろえられた髭ひげ。筋骨隆々の老人だった。老人はサングラスを頭に掛け直し、肩越しに後ろを見る。

「いくら身体からだが出来てなくても、訓練した奴が本気だしちゃダメじゃんよ。二〇人も病院送りとは、さしものワシもびっくりだぜい」

　老人が笑って言う。少年は濁った眼めで言い返した。

「こっちくんじゃねぇよ……ヘキサじゃないからって偉そうにすんな」

　老人は「ほほ」と笑う。立ち上がって、檻を両手で摑つかむ。

　老人をぼんやり見ていた少年は……次の瞬間、腰を抜かすほど驚いた。

「ぐぅおおぉ！」

　金属の泣く音──鉄棒が曲がっていく。老人は力ずくで檻をこじ開けたのだ。仰天する少年の前に老人はしゃがむ。両手の甲を少年に見せた。

　両手の甲には六角形ヘキサの紋章──〔Ⅶ〕のローマ数字が刻まれていた。

「ざーんねん。こう見えておいちゃん。ヘキサはヘキサでもネイバーフッドさまなのよ」




　場面が転じる。




　少し大きくなった少年が老人に肩車をされる。

「どおだ！　でっけぇだろ！」

「お！　降ろせって！　オレ、もう一二になるん……ふわぁ！」

　老人の頭の上で、少年は心を奪われる。

　見上げるほど大きなビルがあった。駅前のターミナルには人がごった返している。少し行ったところには、繁華街を思わせるショッピングモールの入り口が見えた。

「オレ……今日からここに住めんのか？　今まで住んでた保管領じゃなくて!?」

「おうよ！　この第弐富士では、ヘキサだからって差別されない！　ヘキサになる前の暮らしが許されてる。いい子で勉強すれば小遣いをもらえるし、そのお金で好きなものも買える。甘あま酸ずっぱいラブコメだってし放題だ！」

　少年は目に焼き付ける。夢かと思って自分の頰ほおを抓つねってみた。痛い。痛いのに嬉うれしい。少年は「マジかよ」と、嬉し涙を溜ためた。

「俺おれのマイスィートが……長年かけて実現したヘキサの楽園だ」

　少年は、胸の奥底から喜びの風が吹き荒れていた。

「友達を作れ。夢中になれることを探せ。ついでに嫌な事もほどほどに頑張れ。そして元気に育つのがオマエさんたちの仕事だ。おいちゃんの仕事は、そんなオマエさんたちをマリスから守ることだ！」────




「……」

　大和やまとの双そう眸ぼうが開かれる。本格的に眠っていたらしい。夢見が良かったのか、すがすがしい表情だった。大和は横を向く。窓から陽光が差し込んでいた。

　他の皆はまだ寝ている様子だった。大和は座った状態で身体からだのコリを解す。机上の携帯を取り、日付を確認した。カレンダーを見て、大和の胸中に嬉うれしさが込み上げてくる。

「今日……爺じいさんが来るのか」

　大和は窓の外を見る。それから皆を起こさないよう、静かに生途会室を後にした。







　同日・一一時──ネイバー第二格納庫。

　ここはネイバーの予備の格納庫にあたる。内装的にはデストブルムの格納庫と全く同じだ。違いと言えば、作業重機や積まれるコンテナの数が少ない位だろう。

　ネイバー【明みよう星じよう】が、連結音を鳴らしてハンガーに連結される。その様を下から眺めるのは氷ひ室むろ義塾のメンバーたちだ。

　夏なつ樹き・セレン・葵あおい・月げつ下か・日向ひなた・柔じゆう呉ご・大和の七人である。

「ぉおおぉぉ」

　興奮の声を上げたのは大和だ。髪はボサボサで顔には脂が浮いていた。

「やはり実物は貫かん禄ろくがある」

　大和に続いて夏樹が言う。隣に柔呉がやってきた。

「こんだけデケーと、戦せん騎き装そうと違って搬入には大忙しだぜ」

　男三人は明星を見上げる。夏樹の背中にいるセレンも同じく明星を見上げた。

　全長二〇・五メートル。全重は一一〇トンとなる。白銀の全身装甲が光を鈍く反射していた。鎧よろい武者のようにも重騎士にも見えるデザインだ。実に力強いフォルムをしている。

「これには駆けだしの頃、助けられたなー」

「ふふ。確かにそうですねー」

　思い出話をするように葵と日向が話す。

「そうか。デストブルムが投入されるまではこの機体が島を守ってたんだからな」

　夏樹が葵に聞く。葵は「ハイ」と、明星の兜かぶと顔を見た。

「このサムライロボ……第弐富士の守り神みたいな感じだったんです。これと一緒の時は、はっきり言って負ける気がしなかったなー」

　話しながら葵は、夏樹が自分を見ている事に気付く。ニコニコ顔の夏樹を見て、顔を赤くした。葵は手をバタバタと振り出す。

「い！　今がダメとかそういう話じゃないですからね!?　確かにまだ隊の規模は小さいですけど、それでもあの頃以上に連戦連勝だし！　それに──」

　言いながら葵あおいはセレンの小さな身体からだをハグした。

「セレンのデス公も、今じゃ無敵のネイバーって感じで様になってきてるし！」

「クロいい子。クロ最強」

　セレンは喜ぶ子犬のように葵にじゃれついた。月げつ下かが夏なつ樹きに話しかける。

「隊長さんも一緒に闘ってみれば分かるよ。コレが後ろに控えている時の安心感は異常なんだ」

「明みよう星じようが強いのもそうなんですけど、武蔵むさしお爺じいちゃんがとにかく凄すごいんです。普段はアレですけど……戦場に出ると、もう台風みたいでしたから」

　日向ひなたのコメントも添えられ、夏樹はほとほと感心する。

「そこまでか……純粋に見てみたくなるな」

　最後は大和やまとが話に加わってくる。

「阿あ呆ほ！　これと爺さんはな。日本を五〇年間、無敗で守り抜いたんだぞ？」

　語り出した大和の目元には、どす黒い隈くまがある。押しつけられた仕事が今け朝さ方まで続いていたのだ。この場に生途会がいないのは、連日の徹夜で力尽きていたからだった。

「無敗!?」

「ふふん。軍関係者の間では【脳足りんボーンヘツド】などと揶や揄ゆする者も多いが、そんなのはネイバーを能力でしか見ていないデータ畑どもの戯たわ言ごとだ。生で、コイツが闘うところを見てみろ。【日の本の山やま斬きり刀がたな】や【サムライブレイド】の意味するところが分かる」

　大和は我が事のように明星を褒め称たたえる。そんな大和に葵が言う。

「七先輩、ミーハーくさ。キモ」

「僕ぼく！　君のせいで丸二日寝てないんだけど！　他に言うこと無いのかな!?!?」

　大和が歯をむき出しにする。動物気質の葵も反射的に「ガルル！」と大和を威嚇した。大和は迫力に負けて、「クゥン」と一歩引く。

　そんなこんなをしていると、メインゲートから一両のジープが走ってくる。ジープは夏樹たちの前で止まった。そして一人の男が降りてくる。

　──この人が。

　夏樹は現れた人物に目を奪われる。緊張の波が、自然と夏樹の心身を引き締めた。

　十分な上背と、それを支える筋骨。隆々とした筋肉がシャツを内側から盛り上げている。厳いかめしいバックルが腰元で輝く。色落ちしたジーンズは鍛えられた太ももでパンパンだった。革製のブーツと赤いバンダナ。サングラスに、切り揃そろえられた髭ひげが印象的だ。

　老人──結ゆう城き武蔵はゆっくりとサングラスを取る。出迎えた子供たちを見た。

「子供たちよ」

　武蔵の目に涙が溜たまる。葵と月下は何な故ぜか半眼になった。大和が足を一歩、前に出す。

「爺さん！」

「お爺ちゃんだよ[image: ][image: ]っ！」

　武蔵が大きく手を広げて走ってくる。大和も武蔵に向けて駆けだした。

「この、ハゲジジ──」

　大和やまとが憎まれ口を叩たたきながら走り…………突然、武蔵むさしの身体からだが描いていた軌道を変える。

　擦れ違った大和は、目を広げて後ろを向く。

「なん、だと？」

「葵あおいちゃああああん！」

　武蔵がそのまま葵に飛び掛かる。その両指をウネウネさせてだ。武蔵の両手は葵の豊かな胸を目がけて、一直線だ。

「だとっ、思った！」

　武蔵の懐ふところに飛び込み、葵のアッパーが天を突つく。武蔵の視界が天てん井じようを映した。

「ごっ！　は！」

　脳を揺らされるも、武蔵は踏みとどまる。前傾姿勢のまま右手を勢いよく伸ばした。

「月げつ下かちゅわああぁん！」

　武蔵の右手は、黒いタンクトップを突き上げる、月下の爆乳を襲った。

「触んな」

　月下の義手ストレートが武蔵の顔面にめり込む。武蔵は「おっぶ！」と、鼻血を散らした。武蔵は両脚を震わせながらダウンを防ぐ。

「この際っ、もう、日向ひなたちゃんの、尻で！」

　目を血走らせ、武蔵は震える右手を日向の股またぐらへ伸ばす。

「とても失礼ですよ」

　パンパァン！　と、日向が実銃を撃つ。武蔵は撃たれた腹を押さえる……力尽きたように仰あお向むけに倒れた。

「じ！　爺じいさぁあああん！」

　大和が武蔵を抱き起こす。武蔵は焦点の定まらない目で大和を見る。

「ぐっふ。大和か。わしもうダメみたい」

「大丈夫だ！　八や雲くもが撃ったのはゴム弾だ！」

「ふふふ。自分の身体の事だから分かる。セレンちゃん……そこにいるかい？」

　呼ばれてセレンが夏なつ樹きの背中から顔を出す。武蔵は死しに際ぎわに浮かべるような、穏やかな笑え顔がおでセレンに言った。

「最後にどうか……………………おっぱいを揉もませてくれないかい？」

「ヤ。武蔵えっち」

　セレンが眉まゆを斜めにする。武蔵は「ちぇ！」と、何も無かったように立ち上がった。

「この妖よう怪かいジジイ」

「おい。私いま、ちゃんと体重乗せたぞ」

「この人、実弾でも倒せるか不安なんですけど」

　葵、月下、日向の順でコメントが寄せられる。この中で置いてけぼりを食らってるのは夏樹だけだ。そんな夏樹に柔じゆう呉ごが言う。

「この人が結ゆう城き武蔵むさしさんだ。まー普段はこんな感じでファンキーだけど、戦闘になったらスンゲーぞー？　まさに鬼神の如ごとく。オマエ並」

　夏なつ樹きは内心で唸うなる。葵あおいは手て枕まくらを作るように、後頭部で手を組んだ。

「ただのスケベジジイだよ。私や姉御なんて、何回、胸揉もまれたか分かんねーもん」

　武蔵は片鼻を押さえて「ふん！」と血の塊を出す。それから夏樹の正面に立った。

「君が氷ひ室むろ、夏樹くんだね」

　夏樹はその目を見て、一瞬、返事を忘れる……武蔵の眼めには、大きな感情が乗せられているように見えた。夏樹は直立し、一連の動作で敬礼をする。

「ハッ！　機兵部・前線指揮官並びに、氷室義塾・第二特別義務生徒Ｓ・Ｄ・Ｓ指定！　氷室夏樹三年生であります！　お会い出来て光栄です、結城武蔵・英雄将！」

　夏樹の軍式挨あい拶さつに、思わず他の生徒も背筋を伸ばす。ちなみに【英雄将】とは、ヘキサでありながら公に人権を認められた、英雄・武蔵にのみ与えられた軍事役職である。

　武蔵は大きな右手で夏樹に握手を求めた。

「ああ。初めまして……儂わしも会えて嬉うれしいよ」

　夏樹はその手を握り返す。武蔵の『初めまして』には、様々な想おもいが込められているような気がした。

「さて。早速だが、雷らいさんの所に連れてってもらえるかい」

　武蔵は学園の方へ顔を向ける。既に雰囲気は完全に切り替わっていた。

[image: ]

「詳しい話を聞くとしよう」




　ネイバー７番機【明みよう星じよう】──この機体ほど、爪つま弾はじきにされてきたネイバーはない。

　ネイバーは【バレッタ条約】によって運用のガイドラインが厳しく定められている。原則、一国につきネイバーは一機しか持てない。そして明星は米国所有のネイバーとなる。

　しかし、貸与という形で、もう四〇年以上も日本に預けられている機体なのだ。

　そうなったのも、二〇三〇年に発動された【オペレーション・ヘラクレス】──米国主導で起こったマリス反攻作戦──で、人類側がマリスに大敗北したのがきっかけである。

　当時、米国はネイバーを七体独占していた。マリスに対処できるのは米国だけで、世界中の国々が米国の思惑に振り回された。【米国神話】の語源となった時期である。

　しかしオペレーション・ヘラクレス後、米国は大敗の責任を取らされる。ネイバーを始め、多くの資源財産を各国に毟むしり取られたのだ。

　その際、日本には【明星の永久借用権】が与えられた。それが四〇年前となる。

　以降、日本は明星によってマリスの侵攻を凌しのいできた。だがデストブルムの発見に伴い、日本も晴れてネイバー保有国の一員となる。

　本来なら明星は米国本土へ返還されるはずだった。しかし、力を取り戻しつつある米国は、明星を日本に置いたままとする。

　もし、この状態──デストブルムを正規運用している現況──で、明星を使用した場合、日本はバレッタ条約を違反したものとなる。

　米国の措置は、まさにソレを狙ねらってのモノだった。

　何な故ぜか────明星を日本に押しつけたかったからである。

　明星はネイバーの中でも、特に運用が難しい。ネイバーフッドを一人しか登録できないのだ。そして特別に、問題視される理由が、もう一つある。




　明星は武蔵以外のネイバーフッドを乗せることができなかったのだ。




　同日二二時──氷ひ室むろ義塾・第一教育棟。

　ここは一〇畳ほどの狭い部へ屋やとなる。白い長テーブルが一脚と椅い子すが四脚あるだけだ。

　小会議室では【明星奪取作戦】のブリーフィングが始められていた。

「……とまぁ、これが、明星に関かかわる政治背景のおさらいです」

　茜あかねが指示棒でホワイトボードを叩たたく。ホワイトボードには黒マジックで〔アメリカさんパネェ〕とか〔明星ゴミ〕とか〔弱腰の濱はま田だ内閣〕とか書かれていた。

　他の参加者は、武蔵・大和やまと・夏なつ樹きの三人だ。

　大和と武蔵が椅子に座り、夏樹は壁際に立っている。ちなみに茜と大和は、ここにくるまで十分に睡眠をとってきている。大和がキメ顔で言った。

「つまり、『明星、何で爺じいさんしか登録できねーんだよ。マジいらねーわー。日本に押しつけて新しいネイバー欲しいなー。鼻ホジ』Ｂｙアメリカ……という事でいいな？」

「わぁ！　まるで長い説明だと、頭に入らない誰かに向けたかのような、まとめコメントありがとうございますぅ！」

　茜あかねが嫌味臭くさい口調で拍手する。武蔵むさしは暗い顔で視線を逸そらした。

　そんなやり取りを見て夏なつ樹きが苦笑する。夏樹はペットボトルを開けている茜に言った。

「では陽ひ葉よう。【明みよう星じよう奪取作戦】について、概要の説明を頼む」

　茜は水で喉のどを潤しながら頷うなずく。ペッドボトルを置いて「こほん」と前置きした。

「まず結論から言います……二人には──」

　茜は言いながら、ホワイトボードに書いてある〔明星ゴミ〕の字をバンと叩たたいた。




「バレッタ条約に違反してもらいます！」




　武蔵と大和やまとが同タイミングで「「ハァ!?」」と声を上げた。茜が説明を始める。

「シナリオはこうです。三日後、日米両政府立ち会いの下、明星の【ネイバーフッド変更実験】が行われます。その時のネイバーフッド候補者が七なな扇おうぎさんとなります」

　大和が椅い子すを蹴けって立ち上がる。目を真ん丸に広げて抗議した。

「待て待て待て！　明星のネイバーフッド変更実験って、確か一度も成功したことが無かったやつだろ!?　それに俺おれはただのヘキサだ！　ネイバーに乗れるわけ──っ」

「その辺はまた説明しますので、とりあえず全部聞いてください……明星の再登録が済んだら、頃合いを見て日本本土にマリスが攻めてくる手て筈はずになってます。そこで義勇の人、七扇さんは居ても立ってもいられず、そのまま明星でマリスを討伐に……ですが、日本国内でアメリカのネイバーである明星に戦闘行為をさせたことで、日本はバレッタ条約を破やぶってしまう。これが作戦の前段です」

　椅子に座り直した大和──腕を組み、納得いかなそうな顔で質問した。

「全く意味が分からん。そんなことしたらデストブルムの接収問題や、氷ひ室むろ義塾の責任問題やらでこちらの立場が悪くなるだけだろ」

　茜は想定済みの質問だったのか、口元を緩ゆるめる。目を細くし、冷たい笑みを浮かべた。

「来月の七日……何が控えているか分かりますか」

「……来月？」

　聞かれて大和が考え込む。しばしの黙考を経てハッとなった。大和はみるみる顔を青くする。茜のその一言で、大和は作戦の全容を察した。

「【ＵＮ講和合同会議】……アジアの大陸防衛役を名乗り出ることで、バレッタ条約違反の責任を取らせるつもりか？」

　武蔵はキョロキョロと二人の顔を見る。置いてかないでといった表情だ。

「ん？　ん？　何？　何の話してるの？　おいちゃん付いてけてないよ！」

「大陸防衛に指定された国はネイバーを二機持てます。そして、大陸防衛に指定される条件は国連内において常任理事国に就任した国だけです。現在の常任理事国は、アメリカ・イギリス・ロシア・中国・ドイツの五カ国となってます」

　クイーンの発生場所は、世界に二つ存在する。

　一つは大平洋の【旧ハワイ諸島】。もう一つは大西洋の【旧フィンランド島】だ。

　この二か所から世界中へ、マリスがバラけて侵攻しているとイメージすればいい。

　国連は半世紀の時を費やし、各国のヘキサ保管領を整備した。

　二〇七〇年現在は、マリス侵攻の九割を局所に限定させるに至っている。

　そしてネイバーを配備し、クイーンの迎撃に回しているのだ。配置は以下の通り──


●アジア守護──日本所有・１番機【デストブルム】

●アジア守護──アメリカ所有・７番機【明みよう星じよう】※保険配備。

●北米守護──アメリカ所有・11番機【アレクサンドリア】

　南米守護──フランス所有・８番機【ナポレオン・ドラポー】ロイヤルガード指定。

　アフリカ守護──エジプト所有・９番機【イシス】※ロシア主導防衛。

●ヨーロッパ守護──イギリス所有・17番機【バルゴ・ティアーズ】

●北海守護──イギリス所有・15番機【クイーンエリザベス】

　遊撃守護──ロシア所有・18番機【メルキセデク】ロイヤルガード指定。

　遊撃守護──ドイツ所有・５番機【スタンダ・ヴァイゾン】ロイヤルガード指定。



●印の付いた箇所は、襲撃が圧倒的に多い激戦区だ。

　そして守護範囲の外に侵攻したクイーンを、マリス鎮圧部隊のロイヤルガードが叩たたく。

　現体制が完成しておよそ一〇年──各国はマリスの目を盗むように、資源財産の再生に専念できている。半世紀以上にも及ぶマリスとの闘争が、世界中の資源を削り取ったのは言うまでもない。だが、ここで問題なのは中国の立ち位置となる。

　中国所有・３番機【大太龍ダータイロン】、10番機【アカ・マナフ】。

　中国は、ネイバーを二機とも自国の防衛に充あてている。

　しかし、アジア圏におけるマリス侵攻の八割は日本へと集中しているのだ。稀まれに東南アジアへ上陸することもあるが、その対処はロイヤルガードが受け持つ場合がほとんどだ。

　つまり……中国は大陸防衛の任を果たしていない状態が続いている──

　茜あかねは親指を下に向け……それを直下に落とした。

「そこで仕事をしない中国を……常任理事国から引きずり下ろします」

　大和やまとは口元をヒクつかせる。

　武蔵むさしも理解が追いついたのか、大和と似たような顔になる。額ひたいをパチンと叩いた。

「代わりに日本が常任理事国へランクアップ。晴れてネイバーを二機、日本で運用するというのが、この作戦の後段となります」

　茜は説明を終える。大和は神妙な顔になった。冷や汗を流しながら言う。

「しかし、日本が大陸防衛を担になえば、今後、アジア圏でイレギュラー的に起こったマリス襲撃には、全すべて日本が駆り出されることになるぞ？」

「そこは大丈夫です。明みよう星じよう・デストブルム、そしてエルフィーナ……氷ひ室むろ義塾は、計三機のクイーン討伐のカードを握ってます。それにテンナンバーの先輩方も前線に戻ってきてくれました。氷室義塾の戦力は今、完全に整いつつあります」

　茜あかねの見解に大和やまとは熟考する。

「確かにそれなら……大陸防衛を実質、放棄している中国を良く思わないアジア各国は賛同するはず。だが、デストブルムが国連に接収されて終わりという事にもなりかねないぞ？　やはりリスクが高すぎる」

　茜はホワイトボードにある〔アメリカさんパネェ〕の文字を指でコンと叩たたいた。

「塾長がアメリカ政府を抱き込むのに成功しました」

　大和の頭が真っ白になる。茜は悪だくみをする悪代官の顔になった。

「そして、聞きわけの悪い日本政府の方は、そのアメリカさんに首根っこを押さえてもらいました……出来レースなんですよね。コレ」

　武蔵むさしが顔を青くした。椅い子すの上で腰を引かせる。

「やだ、茜ちゃん。マジ魔王」

「もう、ロイヤルガードが来た時とはまるで状況が違います。デストブルムは完全に運用軌道に乗り、氷室義塾は連戦連勝。追い撃ちに、虎とらの子のエルフィーナ……作戦時は防衛省に口を挟ませないくらいに、私たちの発言力は強まりました」

　大和が生なま唾つばをゴクリと吞のみ込む。

「アメリカ政府の方はすんなり協力を吞んでくれたそうです。中国が常任理事国の権威を失えば相当量の鉄を新しく引っ張ってこれます。今は自国で囲って産出量の二割も対外へは流していない状態ですから。アメリカは鉄の確保にいつだって血眼だし……要らない明星も日本に押し付けられて、むこうからしたら一石二鳥の美お味いしい話です」

　ずっと沈黙を守っていた夏なつ樹きが小さく挙手した。

「ここまでは俺おれも承知している。でも陽ひ葉よう。講和会議ですんなり日本を常任理事国にするなんてこと、本当に可能なのか？　幾らアメリカが裏で手を回してくれるとはいえ……デストブルムは多くの国が欲しがっているネイバーだ。デストブルムを没収する流れに話を持っていかれないか？　向こうからしてみれば、デストブルムを得る絶好の機会なんだろう？」

　夏樹の質問に茜は「ふっふっふっ」と笑い、光学書面データの一つを宙空に表示させる。その質問を待ってましたと言わんばかりの表情だった。

「そこでこの資料の出番です！」

　茜の出した光学ファイルは、【茜ちゃんのウィンウィンぷらん（対ＵＮ講和会議用・氷室外交戦略部太鼓判付）】と書かれていた。

「まず、日本が大陸防衛をすると、こーんなに皆がお得！　全・一五六四項目で細かにリストアップ！　更に更に!?　中国が二体、保有しているネイバーのうちの一体──」

　茜は、本日一番の悪い顔となった。

「ネイバー３番機【大太龍ダータイロン】が、抽選で一国さまにプレゼントされま～す」

　武蔵むさしが梅干しを何個も口に含んだような顔になる。大和やまとは「くは！」と笑い出した。

「アジア圏最強と謳うたわれる【女じよ帝てい龍りゆう】を、目め眩くらましの景品にするという訳か！」

　大和は気が触れたように笑いだす。額ひたいに手を当て、腹を抱えた。

「確かに！　それならデストブルムともつり合いは取れる！　【台湾戦役】で玉ぎよく山ざんを砕き、四〇〇〇匹のマリスを一瞬で蒸発させたような怪物ネイバーだ！　そっちが手に入るなら、対立勢力はこぞって中国を落としに掛かる！」

　もしも中国が常任理事国でなくなればネイバーを一機しか持てなくなる。そこで溢あぶれたネイバーの一体を、デストブルムの身代わりに立てるという算段だった。

　大和の反応を見て、夏なつ樹きは担保をもらえた気がした。

「どうだ七なな扇おうぎ。いけそうか？」

「行けるも何も……俺おれは勝てるゲームしかやらない性た質ちだ」

　大和は意地の悪い笑みを浮かべて返す。

「そしてゆくゆくは、お前の言っていたヘキサが平和に暮らせる国へ繫つなげるんだろ？　ならば絶対に回収しなくてはならないフラグだ……俺は乗るぞ」

　興奮する大和の肩を武蔵がちょんちょんと突つついた。

「なんだ爺じいさん？」

「あの[image: ][image: ]。でもコレ、おまえが明みよう星じように乗れないと成立しない作戦よね？」

　聞かれて大和は「あ」と声を上げる。冒頭の疑問に立ち返る中、茜あかねが言った。

「ハイ。米軍は過去、四五九回も武蔵おじいちゃんと明星の切り離し実験を試みて、全すべて失敗しています。試行ネイバーフッドは全部で七八〇人以上。中には特務みたいな、珍しい部位に刻印が発症した検体も含まれていたそうです」

　武蔵は「うんうん」と頷うなずく。

「明星さん、こじらせた喪女並に身持ち固いよ？　この童貞、乗せて動くのかね？」

「いや、そこさ。別に童貞って言わなくてもいいところだよね」

　武蔵に指差されて、大和は青筋を浮かべる。

「それは私も教えてもらってないんですけど、塾長は心配するなって言ってました」

　茜は雷らい鳥ちようの話を思い出すように言う。

「あの人の性格を考えるに、何らかの裏を取った上での発言だと思います。不確定要素があった上で、こんな大それた事をする人じゃないので。そこは心配しなくても良いかと」

　それを聞くと武蔵はすっきりした顔になる。大和の肩を叩たたいて白い歯を見せた。

「ハニーがそういうなら大丈夫！　明星を任せたぜ童貞！　じゃなかった！　二代目！」

「納得早ぇよ！　どんだけあの婆さんのこと好きなんだ！　あと五〇年も乗ってきたんだから！　ここ、もっと葛かつ藤とうとかさ──っ！」

　二人は友達のように言い合う。それを余よ所そに、夏樹はどこか浮かない顔をしていた。

　そんな夏樹に茜が話しかける。

「まだ中国に迷惑をかけること、気にしてるんですか？」

「頭では分かってるんだがな……いかんせん、難しいな。政治というのは」

　夏なつ樹きは寂しそうに笑う。茜あかねは「甘ぁい！」と一喝した。

「いいですか氷ひ室むろさん！　日本は仕事しないバカのせいで、もう何十年も肉の壁をさせられてきたんですよ？　こっちはマリスと死に物狂いで闘ってるのに、あっちは国民の大多数で殺し合いをしてるんですから。自国の統治もままならない国が、甘い汁をすすっているこの状況がおかしいんですっ！　だから変な同情は止やめましょう！」

　そういう茜は、まるで自分に言い聞かせているように夏樹には見えた。

「ありがとう陽ひ葉よう。君にはいつも気を遣わせる」

「……氷室さんは優しすぎるんです。いつかその優しさが裏目に出ないか……私はそれが心配ですよ」

　不服そうに茜は漏らす。夏樹は「気をつける」と謝った。







　同日・深夜──その基地は水深三〇〇メートルに建造された施設だった。

　迷路のような廊下で爆発が起こる。爆発の起こった箇所から、白い波が一気に流れ込んでくる。浸水を堰せき止めるため、至るところで隔壁が降り出した。

　その一画で、一人の男が足早に歩いていた。

　一八〇センチ以上の長身。グレーのスーツを着こなす。ブロンドの短髪をワックスで固めた白人男性だ。手には携帯電話を持っていた。

「何としても捕まえろ！　これはロイヤルガードの基盤を揺るがす大事だぞ！　もしも非公式のネイバーなんてものが明るみになり！　それを逃したなんて知られればっ！」

　白人男性──バートン・ティンバーはあらん限りの声量で怒鳴る。

　肌の白さも加わり、紅潮した顔の赤みは火傷やけどをしたかと見間違えるほどだ。それほどまでにバートンは追い詰められていた。

「希少なサンプルだからと感情を残しておけば！　何かあれば貴様ら研究部に全責任を取ってもらう！　貴様らのような、ただの糞くそをワサビペーストと有難がる狂人共が　我々のような神の慈悲と女房に祈りを捧ささげる、善良な人間の足を引っ張り！　間違えて引っこ抜いていくんだ！」

　バートンは怒りのあまり、廊下の壁を殴なぐる。怒りがおさまらずもう一発殴った。

「私が行くまでに絶対に何とかしろ！　でないと、その腐ったパプリカよりも臭においそうな頭に、銃口が焼き溶けるまで九ミリ口径をぶちこんでやる！」

　バートンは携帯を切る。Ｆ言葉を連発して何度も壁を蹴けった。

「絶対に手引きしたものがいるっ……いったい誰がこんな──」

　この基地の管理は完かん璧ぺきだ。誰かが内側から働きかけなければこんな事態にはならない。バートンは茹ゆだり上がる頭の隅でちゃんとそれを理解していた。

「そうだ……アンタには可愛かわいい魔術師マジシヤンが世話になったな」

　不意に背後から声を掛けられる。しかも日本語だった。

　バートンは銃を抜き、振り返ろうとする。見知らぬ誰かは、既にその身体からだを密着させていた。バートンは顔を歪ゆがめる。口元から血泡を出し、鼻を大きく広げて呼吸を繰り返す……バートンの腹から短刀が抜かれる。白いシャツが真まっ赤かに染まり始めた。

「お、まえ──」

　東洋人の少年だった。長髪の美青年──それはバートンのよく知るヘキサだった。

「ダメじゃないか。カードは仲良く振り分けないと……俺おれたちがどんな想おもいで、一枚一枚を配り、アンタたちに渡したと思ってる？」

　バートンは幻を見ているのかと思う。事実を前にしてしかし、脳が少年を、彼と認知するのを拒む。何な故ぜなら彼は、極東の島国にいて、決して外へは出られないはずだからだ。

「悪魔のデーモン、シック──」

　血が外に出て行くにつれ、バートンの意識は白ずんでいく。バートンは音を立てて、廊下に崩れ落ちた。

「塔タワーは同郷に預ける。こんな海底で燻くすぶらせておくほど、あの機体は安くない」

　バートンは消えゆく意識の中、こんな声を聞いていた。

「もうあんた達は監視されている。怖ーい悪魔が、六つの目を光らせて……な」

　その声を最後に……バートンの意識はプツッと切れた。






Ⅳ　勇者と晩餐









　翌日・六時──東京・首相官邸。

　白くなった空を眺める初老の男性──ストライプの入った上品なスーツ。しかし現在は深い皺しわが寄っている。胸元に輝くのは議員バッチだ。

　現・内閣総理大臣【濱はま田だ優ゆう】は言った。

「彼らはきっと、私を臆おく病びよう者ものと罵ののしるよ。山やま崎ざきくん」

　彼の後ろには七名の閣僚が集まっていた。その中の一人が充血した眼めで言う。

「いいじゃありませんか、臆病者で！　日本国民の安全と命を握っているのは、我々政府なのですから！　今は飛躍を目指すよりも安定を取るべきです！」

　他の議員たちも同様に頷うなずく。濱田総理は執務机の引き出しを開ける。総理に就任してから常用している胃薬の瓶を手にした。濱田総理は数粒取って嚥えん下げする……ここ三日の効ききの悪さには嫌気がさしていた。他の女性閣僚が言う。

「総理！　どうかご決断を！」

　濱田総理は思う。どうして、よりにもよって自分の任期中にこんな決断を迫られなければならないのか。やっと戦争以外のことにも目を向け、力を注げるようになってきているのだ。今の日本は……でも──

　様々な事を悩み抜き、総理は今日の朝を迎えていた。やがて濱はま田だ総理が決断する。

「では始めましょう……全すべてを無かったことにするための戦いを──」

　それを聞き、何人もの議員たちが眉まゆを開く。しかし濱田総理は、自己嫌けん悪おに苛まれていた。机の上に視線を寄せる。

　机上に浮かぶ一枚の写真データ──それは一人の少年を隠し撮りした物だった。

「これが最も犠牲を出さない方法とはいえ──」

　写真の少年を見ながら濱田総理は呟つぶやく。こんな年端もいかない少年に、自分がこれから何をするか……それを考えたら胃の軋きしみが強くなった。

「私を恨うらんでくれ。氷ひ室むろ夏なつ樹きくん」

　濱田総理は再び、忘我の視線で白い空を見た。







　同日・一三時──氷室義塾・戦闘科校舎。

　夏樹は紫し貴きと茜あかねを引き連れ、戦闘科の各科を回っていた。茜が二人について行く。茜が捉とらえているのは紫貴と夏樹のツーショットである。その目にあるのは失望の光だった。

「あん！　足が滑って！」

「大丈夫か九重ここのえ！」

　何もない廊下で紫貴がツルッと滑る。すんでのところで夏樹が紫貴を抱きとめた。

「ごめんなさい。氷室くん、私ったらまた」

「いや。ここ数日の疲れが溜たまってるんだろう。やはり総点検は俺おれと陽ひ葉ようが──」

「ダメよ。生途会からは二名の診断員を寄越すのが決まりなんだから。他の子たちにも無理させ過ぎちゃったし……私がやりたいの」

「君ってやつは……責任感が強いのも困りものだな」

　夏樹と紫貴のやりとりを見て、茜は無感情に「ハハハ」と笑う。

　このやり取りは本日、四回目だ。茜は『いつ氷室さん気付くんだろう。あーでもこの人、きっと気付かないだろうなー』と半ば諦あきらめていた。夏樹の見えてない所で、拳こぶしを握ってガッツポーズする紫貴の姿が痛々しい。

　生途会は上期決算の全業務から解放されていた。そこで、戦闘科の代表生徒である夏樹と、総点検巡回を行う事になった。

　夏樹にべったりの紫貴と、それを呆あきれて眺める茜──そんな三人がふと足を止める。

　三人が止まったのは多目的教室の前だ。夏樹は二人を見て、人差し指を口元に立てた。

　三人はこっそり、中の様子を窺うかがう────

　大だい地ち・オルソン・山やま武たけ・日向ひなた・田た中なか・月げつ下かで会議をしている。車くるま座ざの隊形だ。

　議長を務めるのは副部長の大地である。

　大地は首の汗を拭ぬぐう……中間管理職なんてやるもんじゃねーな、と思う。

　現在、会議では熾し烈れつな女の争いが繰り広げられていた。

「私らは走りたいように走る。テメーらは私らが走り易やすいように戦場整理をする。それでいいだろブス」

　月げつ下かは腕を組み、右目で対面の日向ひなたを見下す。

「だ・か・らっ。隊の規模が緑みどりさんの頃と全然違うんですってば。それが出来たのは戦力が十分だった事と、双そう条じよう君の二番隊がフォローしてくれたからだって何度説明すれば分かるんですかね。この雌ゴリラ」

　反論したのは車くるま椅い子すの日向だ。月下の綺き麗れいな鼻筋に皺しわが入った。

「こちとら何十、何百ってマリス連れて走るんだよ。半秒で状況なんて変わる。後ろで欠伸あくびこきながら銃撃ってる奴にはわからねーだろうがな。言い加減、分かれナイチチ」

「あははー。お尻に火がついて、目の前のことしか見えてないから、広ーい視野を持つ四番隊私たちがただ非常時に先導するだけの話なんだけどなー。やっぱり、胸くらいしか自慢できるものがない、おバカさんには日本語通じないかなー」

　睨にらむ月下に微笑ほほえむ日向。端々に混じる悪口の応酬に、男性陣は内心で悲鳴を上げる。

「亜あ賀が沼ぬまくんたちの実力は、今や昔とは比較になりません。スター小隊の高機動連携だけでも手一杯なのに、速いだけの、どっかの駄馬の面倒まで見ろなんて言われたら田た中なか君、今こ年としの冬を迎える頃にはハゲてますよ？」

　日向の見解に月下が「あぁん？」と巻き舌になる。鷹たかのような睨みを左側へ向けた。

「そうなのかい。田中」

[image: ]

　言われて田た中なかはビクッとなる。震える中指で眼鏡めがねを押し上げた。田中が見たのは、賛同を求めるような日向ひなたの菩ぼ薩さつ顔と、否定しろと強要する月げつ下かの明みよう王おう顔だった。

「あ、いえ。そ、そそそ、それは状況次第というか。大丈夫な時もあって、あ、でもダメな場面もなくはないというか、私の技量向上が今後の課題として挙がってきて──」

「「はっきり答えろや（答えなさい）、メガネ」」

　ドスの利きいた二人の声が重なる。

　恐怖に耐えられなくなったオルソンと山やま武たけは、思わず抱きあった。

「これなんて無茶ゲーよ！」

「先生！　とりあえず謝っとけ！」

　日向と月下は仲が悪い。更には、それぞれの役割に強い誇りと責任感を持っている。

　最前線を走って敵を撹かく乱らんする月下たち五番隊──

　砲撃で仲間たちを支援する日向たち四番隊──

　どちらも隊にとって有益な存在だ。故に二人とも譲らない。

「さっきから黙ってますけど貴方あなたはどう思いますか。副部長さん」

　大だい地ちは「ひ！」と悲鳴を上げた。

「亜あ賀が沼ぬまくんたちも大変だよねー。こんな人に振り回されて……可哀かわいそぉ」

「おい。人の子分に色目つかってんじゃねーぞ。オメーら、いつから私以外の女に尻尾しつぽ振るようになった？　去勢すんぞ」

　三人に優しく言う日向、余計に機嫌を悪くする月下──大地は、どないせいゆうねんと突つっ込みたくなる。そんな様子を見かねてか、夏なつ樹きたちが入ってきた。

「「「「そうたいちょおぉおお！」」」」

　三バカ＋田中が夏樹に泣きつく。茜あかねが「気持ち悪！」と一歩、後ずさった。

「あん？　立ち聞きしてたのかよ」

「すまん。熱中してるようだったから邪魔をしたくなかったんだ」

　月下に凄すごまれても夏樹はどこ吹く風だ。日向が月下に提案する。

「そーだ。総隊長に決めてもらいましょうよ。伍いつ橋はしさんも、氷ひ室むろ隊長の判断なら文句ないですよね？」

　どこか言げん質ちを取りに来るような物言いだった。月下は「ふん」と鼻を鳴らすも否定しない。夏樹は腰に手を当てて考える。紫し貴きと茜に聞いた。

「二人はどう思う？」

　紫貴と茜は一度顔を見合わせる。まず紫貴が言った。

「日向の判断力を軽んじている訳じゃないけど、やはり砲撃指揮を執りながら、最前線の状況を把握しきるのは負担が重すぎるわ。伍橋さんの言った通り、現場の状況は一秒毎の変化の積み重ねだもの」

　日向の笑え顔がおがピシリと固まる。月下はドヤ顔になった。今度は茜が言う。

「でも月下さんが前に出過ぎて、やりづらいのは確かなんですよねー。ルート指定まではしなくとも、何かあったらポイントまで移動してもらうっていうのは絶対にした方がいいと思います。月げつ下かさんは単独での誘導がほとんどだから、現場の人に予あらかじめ頼んでおくのが最良なんでしょうけど───」

　月下が目を据わらせる。日向ひなたは「ほほほ」と嘲あざけった。二人の意見を夏なつ樹きがまとめる。

「決まりだな。後方から見て不ま味ずいと判断したら八や雲くもから七扇に伝令を飛ばす。以降の五番隊の誘導は彼に引き継げ。そのための【指揮補佐】だ。それに七なな扇おうぎの三番隊は、戦場の中程に居る場合が多い。必要なら前線へ救助にも向かえる。七扇には俺おれから言っておくから、以降はそのようにしてもらえるか？」

　夏樹に言われ……日向と月下はやっと刀を納める。

「はーい。では四番隊の子には伝えておきますねー」

「確かにそれなら……あいよ。五番隊も徹底させる」

　大だい地ちが「おぉ！」と感動する。そんな大地の肩に山やま武たけが手を乗せる。

「副部長ー。総隊長に手間かけさせんなよー」

「一瞬で終わったよ。大地無能ね」

「う、うっせ！　俺はまだ成長中なの！　伸び代なの！」

　オルソンに大地が摑つかみかかる。夏樹は苦笑して大地に聞いた。

「そういえば亜あ賀が沼ぬま。君は確か、来月が誕生日だったな」

「？　うっす。二日っす。それが何か？」

　大地が質問返しをする。夏樹は含みのある笑いをした。

「いや……良いことがあるといいな」

　大地は眉まゆを寄せつつも「ウス」と応こたえる。夏樹は何かを思い出したような顔になった。

「あ、そうだ。三人とも今晩は分かっているよな？」

　聞かれて三人は顔を見合せる。拳こぶしを握って山武が言った。

「一八時っすよね!?　店！　ちゃんと押さえときました！　部員にも招集かけてますんで！　皆、むっちゃ楽しみにしてますよ！」

「そうか。じゃあまた夜にな」

　そう言って夏樹は行こうとする。そんな彼を日向が呼びとめた。

「あ、氷ひ室むろ総隊長」

「ん？　どうかしたか？」

　日向はどこか言いにくそうに──頰ほおを紅潮させながら──夏樹に聞いた。

「あの……グラン二号の整備について、整備部に要望をまとめて出しておいたんです。橘たちばな部長から何か聞いてませんか？」

　言われて夏樹は考える。でも心当たりはなかった。

「いや。特に何も聞いてないな。俺の方から催促しておこうか？」

「え……あ、そうですか……いえ、大丈夫です。そんな大したことじゃないので──」

　日向はぎこちなく笑う。夏樹にはその笑え顔がおがどこか無理をしているように見えた。







　同日・一四時──氷ひ室むろ義塾・戦闘科校舎。

「んふふー♡」

　葵あおいが夏なつ樹きの右腕に抱きついている。その顔は満腹になって眠そうにしている猫のようだ。夏樹は顔を赤くしていた。

「い、一いちノの瀬せっ。そんな引っつかないでくれ、みんな見てるから」

「えー、いーじゃーん。最近隊長、裏方仕事ば～っか。ぜんぜん私の相手してくれなかったじゃないですかー」

　ぐいぐい身体からだを押しつけてくる葵──夏樹の腕は、タンクトップの大きな膨らみに包まれている。夏樹はどうしてもそこに意識が行ってしまう。軽い自己嫌けん悪おに襲われた。

　三人が巡回していたら、シミュレーター帰りの葵とばったり出くわしたのだ。特に予定のなかった──大だい地ちや大和やまとに仕事を丸投げしてる──葵は、勝手についてきた。

　四人が校舎の廊下を歩く。時折、生徒たちが意味ありげな視線を二人に送った。

「でも隊長、水みず臭くさいですよ。言ってもらえれば私も手伝ったのに」

　葵は片目を開けて照れる夏樹を見る。夏樹は逃げるように、あらぬ方向を向く。

「一ノ瀬頼む。本当にそろそろ離れてくれ」

「隊長……テレちゃって可愛かわいい！」

　葵は母性本能をくすぐられたのか、一層夏樹に引っ付く。その一方──

　ガリ！　と、夏樹たちの後ろで紫し貴きが親指の爪つめを齧かじる。茜あかねは「うわー」と、声を上げた。紫貴は長い前髪の隙すき間まから葵の背中を睨にらみつけている。

　──この、痴女がぁあぁあ。

　その形ぎよう相そうは、嫉しつ妬とに狂って噴狂する一人の女だった。

　──無駄に胸なんて押しつけて……もう発情した牝めす犬いぬじゃない！　あとその尻も！　エロそうに振ってぇええ！

　紫貴は「きぃいいいぃ！」と声をもらす。茜は「え～」と、嫌そうな声を上げた。

　──私はね！　もう六〇回は孕はらんでいるの！　想像で！　毎朝・毎晩、彼に無茶苦茶のグチャグチャにされてるの！　想像で！　そんな私のエイルンを[image: ][image: ]！

　紫貴の我慢は容易たやすく限界を迎える。足早に葵へと向かう。

「ごめんあっさーせ！」

　紫貴は葵にヒップアタックをした。葵は「なぁ!?」と、つんのめる。

　突つき飛ばされた葵の尻を、紫貴が蹴ける。葵は「ぎゃん！」と可愛い声を上げて蹴け飛とばされた。今度は紫貴が夏樹の腕に絡からみつく。

「氷室くんが嫌がってるでしょ。人目も考えなさいよ！　ん[image: ][image: ]」

　紫貴が唇をタコみたいにして夏樹に近づく。

「ちょ！　九重ここのえ！　九重ぇ!?」

　夏なつ樹きは紫し貴きの頭を慌てて押さえる。今度は葵あおいが紫貴の髪を後ろから引っ張った。

「痛いっ、たいじゃない！　この女ターミネーター！」

「お返しだお返し！　オマエこそ、どさくさに紛れて私の隊長に何してやがんだ！」

「私のって何よ!?　氷ひ室むろくんはねぇ！　私を妊娠させる男なのよ！」

「妊!?　おま！　こんな所で何言ってるんだよ！　へ、変態！　変態変態！」

　ギャースカ言い合う二人を夏樹が止めようとする。すると後ろで茜あかねが夏樹のブレザーの袖そでを引いた。

「陽ひ葉よう！　君も二人を止め──」

　夏樹は茜の顔を見て言葉を止める。茜は二人のケンカする姿を嬉うれしそうに見ていた。

「なんか、本当の姉妹みたいですよね……でも、緑みどりさんがいた頃のお二人って、いつもあんな感じだったんですよ？」

　夏樹は二人を見直す。遠慮も建前も無く、言いたいことを言い合う紫貴と葵──

「でも緑さんが亡なくなってから、どこか疎遠になっちゃって……どっかで壁みたいなのを作ってたと思うんです。外から見た印象ですけど。だからかな。私は今の方がいいなって思っちゃうんですよね」

　夏樹はそういうものかと思う。口元を緩ゆるめて茜に言った。

「君が一番大人だな」

「ガキが多いんですよ。私の近くにいるお姉さんたちって」

　オシャマな茜の頭を夏樹は撫なでる。二人はしばし、紫貴と葵の喧けん嘩かを眺めていた。







　同日・一五時半──戦せん騎き装そう・第一格納庫。

　第一格納庫の事務室では、珍しい取り合わせになっていた。

　セレン・柔じゆう呉ご・飛鳥あすか・アギトの四人だ。セレンはどこか興奮した面持ちでスケッチブックを三人に見せていた。色鉛筆で描かれたファンシー調のイラストだ。無意味に花や星のマークが書いてある。セレンはこれを「きかくしょ」と、のたまった。

　柔呉が「んん？」とじっくり絵を眺める。書かれているのはおそらくデストブルムだろう。一枚目は、デストブルムの周りに花火のような絵が描かれていた。

　それを見て飛鳥が「ほーほー」と頷うなずく。

「デストンの重火装オプションかー」

　言われてセレンが「ふんふんふん！」と頷く。柔呉はおったまげた。

「合ってるの!?　お前すごいな！」

「うーん。デストンは今のままでも火力は十分かなー。ゴテゴテ背負わせると、マシンアームの可動範囲も狭めちゃうと思うんだよね」

　セレンは残念そうに俯うつむく。またいそいそとスケッチブックをめくった。

　今度はＲＰＧで出てきそうな剣と盾を持ったデストブルムのイラストだ。セレンが一枚めくると〔ズバア！〕という効果音表記と、マリス（？）を切った絵が描かれていた。

「つうとコレは、さしずめ接近戦強化案か？　でも、そもそもデストは、近寄る前にヤレみたいなところあるし。こんなもん持たせるくらいなら、マシンアームのブレードで斬きっちゃった方が早いだろ」

　セレンは衝撃を受けたように硬直する。でも負けじとスケッチブックをめくる。

　今度はリボンをつけたデストブルムの絵だった。柔じゆう呉ごは大きく首をひねった。

「んと………………ごめん。俺おれ、これ分かんないかも。え、何すんのこれ？」

「オシャレ」

「はいダメー！　ブー！　デストンは厳いかつい方がカッコイイです～！」

　飛鳥あすかが手で大きく×印を作る。セレンが「むー！」と飛鳥の胸を押す。セレンの手が飛鳥の巨乳に埋もれて、柔呉は思わず鼻を押さえた。

　一方、話を聞いていたアギトが後ろからひょいとセレンのスケッチブックを取り上げる。

「魔術師マジシヤンは火力特化で造られてるからな。ああ見えて案外脆もろいんだ。砲の撃ち合いとかはあまりやらせたくない。休眠に入れば簡単に修復するが……戦闘中ともなるとそうはいかない。だとすると──」

　アギトは何枚もイラストをめくりながら、中の一枚に目を止める。

「付け焼刃でも効果がありそうなのは装甲を増すことぐらいか」

　アギトはスケッチブックをセレンに返す。そのページを柔呉と飛鳥が覗のぞきこむ。

　イラストは、デストブルムの全身に鉄板のような装甲が何枚も貼はられた絵だった。

「あー。爆発反応装甲リアクテイブアーマーならアリかも。デストン、頭は固いけど、ボディは骨だし。あそこに戦車砲打ちこまれたら、とか考えるとけっこう怖くないすか、ダンナ？」

「まぁ、その前に、人間が襲ってくるとかあんまり考えたくないけどな。着脱式なら、いざという時は捨てちゃえば問題ないか。身体からだにへばりついた奴が、嚙かみついたらドン！　でも面白いかも……うん、いんじゃね？　これくらいならうちでも、簡単に組めそうだし」

　飛鳥と柔呉が真剣に話し出す。セレンはソレを見て有頂天になる。学園随一のメカニック二人が、自分のイラストをみて、それを形にできるか話し合っているのだ。

　セレンは感じたことのない感動を覚える。アギトのタンクトップを小さく引いた。

「アギト……なんか、クロのこと知ってるみたい」

　アギトは笑みを浮かべる。セレンの耳元に口を寄せた。

「魔術師マジシヤンは俺の友達が作ったんだ」

　セレンは眉まゆを丸くして「ほんと？」と聞く。アギトは肩をすくめて「噓うそ」と言った。セレンがポカポカとアギトの背中を叩たたく。丁度そこへ、夏なつ樹きたちがやってきた。

「夏樹夏樹！」

　セレンはスケッチブックを奪い取って夏樹に見せる。興奮気味に言った。

「クロ！　天魔服滅！」

「コレ……デストブルムですか？」

　茜あかねがイラストを見て首を傾かしげる。セレンの挙動が可愛かわいいのか葵あおいがセレンに抱きついた。セレンの頭頂部にキスをする。

「ちゅ！　ちゅ！　セレン可愛い！」

　セレンは葵にじゃれつく。スケッチブックを見ていた夏なつ樹きと紫し貴きに柔じゆう呉ご達が近寄る。

「あ、柔呉。八や雲くもが、以前に整備部に出した依頼がどうなったか気にしてたぞ」

　言われて柔呉はバツの悪そうな顔になる。

「あー、やっべ。覚えてはいたんだが……ちょっと迷う所があってな」

「？　忘れて無ければいいよ。でも出来るだけ早くしてやるといいんじゃないか」

　柔呉にしては歯切れが悪いと夏樹は思う。それから確認作業に入った。

「あ、みんな。今日だが時間と場所は聞いているな？」

「うん！　ボクは行っくよー！　ホルモン食べたい！　あとキャベツ！」

「おお。江え藤とうからメールもらってるぞー。仁義なきジャンケンで、負けた奴には涙を吞のんでもらうことになった」

「また機会を見てやりますので。今日いけない人にはそう言って頂けると助かります」

　柔呉の返しに、紫貴が悪びれた様子で言う。夏樹はそれからアギトにも聞いた。

「睦むつ見み。君もくるだろ？　七なな扇おうぎや武蔵むさしさん、塾長もご臨席くださるそうだ」

　アギトは笑って両肩を持ち上げた。

「氷ひ室むろ夏樹くん。俺おれは騒がしいのが嫌いなん──」

　途中でアギトは言葉を止める。セレンがアギトのタンクトップをちょんちょん引いていたのだ。葵が面白そうにアギトを見ている。アギトはそっぽを向いた。

「──だが……キンと冷えたやつは旨うまそうだ」

　言いながらアギトはセレンの頭を撫なでた。セレンの眉まゆが緩ゆるやかになる。

「おまえは魔術師マジシヤンの恩人だ。無下にはできん」

　──恩人？

　夏樹はアギトの言い回しを不自然に感じる。でもすぐに関心は失うせていた。







　同日・一七時半──第四格納庫・付属事務室。

　事務室扉の前には車くるま椅い子すの日向ひなたがいた。日向は車椅子のポケットからコンパクトミラーを取り出す。化粧を確認し、髪を整える。ドアが開く音がするとポケットに鏡をしまった。

「あれ、副部長？」

　出てきたのは柔呉だ。日向は内心緊張しながらも、普段通りの口調で言った。

「あ、部長。部長も今終わりですか？　だったら一緒にお店まで行きません？」

　日向は言いながら、おかしくないと思う。自分と柔呉の間柄なら変な話ではない。

「あ～、そう。そうね」

　対する柔呉は急に言葉を詰まらせる。足下や壁に視線をやる。

　柔じゆう呉ごは壁際にあった鋼材コンテナに目がいった。銀のコンテナは鏡面状になっており、柔呉の姿が映り込んでいた。柔呉は自分の顔を見て、一瞬固まる。それから日向ひなたに謝った。

「わり、副部長。俺おれまだ生産日報、終わってなくてさ。悪わりぃけど先に行っててくんね？」

「……あーそうですか。分かりました」

　日向は微笑ほほえんで承諾する。でも胸中は一気に暗くなった。

　何な故ぜ、彼が噓をついたのか──そればかりに考えが行く。

　柔呉は楽しいイベントが控えている日は、報告物を決して残しておかない。早手回しをして終わらせておく。日向はその事をよく知っていた。

　──私……何か嫌われることでもしちゃったのかな。

　日向は顔色を変えない。でも気持ちはどんどん暗くなっていった。

　──やっぱりアレ……かな。

　思い当たる節は一つ。七月にあった内乱軍の襲撃についてだ。

　日向はこの日、四割ものテロリスト戦力を壊かい滅めつさせてしまったのだ。初出撃の機体で。

　当然、相当数の敵をこの手に掛けた──殺した──事になる。

　──普通……ビビるよね。

　日向は朗らかに笑って車くるま椅い子すの向きを変えた。

「じゃあ、先に行ってますね」

「おう。また後でな」

　日向は一人車椅子を進ませる。柔呉はわざと三〇分、時間を潰つぶしてから退勤した。







　同日・一九時──第弐富士・市街地。

「急げ急げ」

　夏なつ樹きとセレンが駅の階段を下っていく。一いつ旦たん、マンションに戻ったので二人とも私服姿である。二人は指定された居酒屋に向かっていた。

　今日は戦闘科生徒の大掛かりな懇親会が開かれていた。

　ここ数日の生途会の慰労。連戦連勝の機兵部のお祝い。それを傍そばで支える整備部とか、新入部員の歓迎とか、後追いで多くの理由がくっつけられた会となっている。

　セレンはちょこちょこ先を急ぐ。夏樹はそんな背中を笑いながらついて行く。

　商店街のゲートを潜ると人出が一気に多くなった。部就労上がりの氷ひ室むろ義塾生もいれば、この島で働く一般人たちの姿も。夏樹ははぐれないようにセレンの手を取った。

　セレンは夏樹を見上げる。一方の夏樹は特に気にすることもなく先を急ぐ。

「はぐれたら大変だ。シロも落とすなよ」

　セレンは俯うつむく。まただと思った。ヌイグルミを抱く胸元──心臓がうるさいくらいに暴あばれ出している。セレンは夏樹の顔を見上げる。恥ずかしくなってまた顔を下に向けた。

　セレンの不思議なこの気持ちは、日に日に大きくなっている。

　夏なつ樹きと初めて会ったばかりのあの頃より……押さえるのが難しくなっていた。

　こんな気持ちをくれる彼──この人と出会わなければずっと暗くら闇やみに押し込まれていたはずの自分──皆と楽しく過ごすことができた今日──仲良しになれたデストブルム──

　また一緒にいてくれるようになった友達たち──

　セレンの中で様々な想おもいが、浮かんでは消える。セレンは盗み見るように夏樹を見上げる……すると頰ほおに赤みが差した。

　セレンは不意に足を止める。夏樹もつられて歩を止めた。「どうした」とセレンに聞く。

「夏樹のおかげで……世界が変わったの」

　セレンは繫つないだ手に僅わずかな力を込める。

「綺き麗れいだなって思えるの。景け色しき。空とか、あと花も。周りの人が優しいの。殴なぐってこない、あと怒鳴られない。声かけてくれて、輪の中に入れてくれる……みんな笑ってる……夏樹と会って、夏樹に助けられた人……みんなみんな──」

　夏樹は「違うよ」と優しく否定する。セレンと繫いだ手に、もう片方の手を乗せた。

　夏樹は屈かがんでセレンと目線を合わせる。

「俺おれは何もしてない。皆が頑張って、セレンが頑張ったから今があるんだ。そしてこれはずっと続くものなんだぞ？　全部は君たちの心一つだ──」

　言いながら夏樹は、人差し指で自分の胸を差す。

「こころ？」

「自分と同じくらい、誰かを思いやる事ができたら世界はどんどん優しくなる。皆で手を取り合って力を合わせていけば、どんな困難にだって負けはしないさ」

　夏樹は言い終えるとセレンの頭をクシャクシャと撫なでた。セレンはいつもより力が強かったので嫌がる。ボサボサになった髪を手て櫛ぐしで整える……頰は真まっ赤かになっていた。

「総隊長ぉ[image: ][image: ]！」

　二人は呼ばれた方を向く。店の前で半裸の大だい地ちが大きく手を振っていた。夏樹はセレンの手を引いて歩きだす。

「今日はいっぱい楽しもうな」

　セレンは無表情のまま頷うなずく。夏樹を追い掛ける最中、セレンは思った。

　この手を……ずっとずっと繫いでいたいな、と────




　串くし焼やき酒場【赤富士御殿】は本日、氷ひ室むろ義塾の貸し切りとなっていた。

　一階フロアの宴会場が生徒たちで賑にぎわっている。

　お座敷スペースには、六人用テーブルが八脚置かれている。

「「「「飲～んで飲んで飲んでっ！　飲～んで飲んで飲んでっ！　飲～んで飲んで飲んでっ！　飲～んで飲んで飲んでっ！」」」」

　一階フロアに飲んでコールが響く。夏樹とセレンは場の雰囲気に当てられた。気分が高揚する。座敷の中央で武蔵むさし・オルソン・山やま武たけが一気飲みをやっていた。

　何な故ぜか三人とも上半身裸だ。

　鍛え上げられた三人の筋肉が、汗と店内照明でオレンジ色に光っている。

　武蔵むさしはピッチャーの生ビールを豪快に傾ける。両サイドの二人も大ジョッキで、ビールにしか見えない何かをグビグビ飲んでいた。でも二人は未成年なので、お酒ではないはずだ。ジョッキ半ばで、二人は鼻から小麦色の液体を噴き出した。

「……ぷはぁ！　うぇえええええええええええええぇい！　しゃおらぁあ！」

　一方、ピッチャーを飲みほしたマッチョ爺じじいが雄お叫たけびを上げる。観客たちが盛大に沸いた。

「「「「武蔵！　武蔵！　武蔵！　武蔵！」」」」

　武蔵コールに合わせて、武蔵が両手の指をクイクイと動かす。

「遅かったじゃないか」

「塾長！　すみません、残務処理に手間取ってしまって」

　夏なつ樹きはカウンター席にいた雷らい鳥ちように声を掛けられる。雷鳥は「よっこいしょ」と席を立つ。お座席スペースに寄っていった。

「ほら武蔵さん！　主賓が来たから年寄りは退散するよ！」

「Ｙｅａｈぁあ!!」

　顔が真まっ赤かの武蔵が、雷鳥の胸を鷲わし摑づかみにする。

「「「「うぉおおおおぉおぉおおぉ！」」」」

　生徒の興奮は最高潮に。でも武蔵はそれで終わらない。そのまま雷鳥の胸を揉もみしだく。「爺じいさんさすがだぜ！」的なコメントが噴出する。雷鳥は武蔵にゲンコツをした。

「塾長～！　行っちゃうんですかぁ!?　私、さみしい～！」

　女子生徒の一人がおふざけ口調に声をかける。雷鳥は片目を閉じて言い返した。

「ションベン臭くさいガキといつまでも飲んでられるかい。こっからは大人の時間だよ」

　生徒達から「「「「ヒューヒュー！」」」」と、ひやかしの声が上がる。

　武蔵はニヤリと笑ってＴシャツを肩に掛ける。左手で雷鳥の尻をまさぐった。宴会場がまたドっと沸く。雷鳥が武蔵の顔面にストレートを見舞う。

「会計は済んでるから好きにやんな！　ただし死人は出すんじゃないよ！」

　雷鳥の一声に生徒たちが「「「「ハーイ！」」」」と応こたえる。すぐ満場の拍手が鳴った。

　雷鳥は夏樹の肩を叩たたいてから暖の簾れんをくぐる。武蔵もすれ違いざまに言った。

「またゆっくり話そう。お疲れ、グランサン」

　夏樹も「はい」と応える。武蔵は雷鳥の尻を追って居酒屋を後にした────

　夏樹とセレンは端のテーブルへ案内される。夏樹は上座に座らされた。

　すると音も無く紫し貴きと葵あおいが両隣にやってくる。オレンジジュースとウーロン茶の瓶をそれぞれ持つ。二人の視線がぶつかると、火花が上がった。

　一方、テーブルの上は焼け野原状態だった。皿の上には何も残ってない。

　セレンはてきぱきと空の皿を積み上げていき、畳の上に除のける。余よ所そのテーブルから手付かずの料理をもってくると、夏樹の前に並べていった。夏樹はよく気付かれないなと感心する。一方、その手際に葵あおいと紫し貴きが恐れをなす。女として負けたようで。

　小皿と箸はしを持ち、セレンは夏なつ樹きの隣に座る。

「何食べる？」

「あの黄色いの、美お味いしそうだな。あと、それも初めて見るな！」

　夏樹は身を乗り出して料理を物色する。セレンは夏樹の言った出し巻き卵と味み噌そ串くしカツを小皿に乗せた。他にも焼き鳥を数本と牛筋煮込みをよそって、夏樹に小皿を手渡す。

　夏樹が料理を口にし、相好を崩す。それを見たセレンが微笑ほほえんでいると──

「とっっくむぅうう！」

　背後から茜あかねが抱きついてくる。茜の顔は真まっ赤かだった。

「遅かったですねぇ！　ちゃんと飲まなきゃダメですよぉ？　イェイ！」

「？　茜……なんか変。あと、息臭くさい」

　セレンが茜に言う。茜は俗に言うヘベレケ状態だった。

「お酒なんて飲んでまへんよぉ！　小麦色のジュースをもらっただけですぅ！　へへへー」

　茜がにへらと笑ってセレンに頰ほお擦ずりする。セレンは嫌そうに身を捩よじった。そんなセレンの反応が楽しいのか茜は「特務可愛かわいい！」と、後ろからセレンの巨乳を摑つかんだ。

　夏樹は「ぶほ！」と咀そ嚼しやくしていた卵焼きを吐き出す。

「むぅう！」

　セレンは煩わずらわしいのか抵抗を始める。強く身体からだを捩るが、茜は執しつ拗ようにセレンの胸を揉もんでくる。セレンのＧカップを下から持ち上げた。

「胸が……重い!?　くぅう！　どうせ私は小さいですよぉ！　うぇううええ」

　今度は急に泣きだす始末だ。夏樹は眉まゆをハの字にする。セレンはウザイと思った。

　しかし別のテーブルで一気飲みが始まるのを聞き、「私もやるー！」と茜は立ちあがる。

　夏樹はそんな茜の背中を見送った。

「ああいう一面もあるんだな」

「この二カ月、よくやってくれてたから……例の計画もあったし、大目に見てあげて」

　隣の紫貴がグラスのオレンジジュースを、夏樹の方へ近付けた。夏樹も箸を置いて、オレンジジュースのグラスを取る。

「お疲れ様。氷ひ室むろ総隊長」

「こちらこそ。いつもありがとう」

　二人はグラスをぶつける。紫貴の顔は上気していて、普段よりも色っぽく見えた。

　セレンも混ぜて欲しそうに自分のグラスを二人に近付ける。紫貴は「はいはい」とセレンとも乾杯をした。そんなセレンを、隣の葵が見る。

　葵は、どこか遠くを見るような目だった──





　　　　＊＊＊＊＊






　二人しかいない夜のロープウェイ──葵あおいは隣にいるセレンに聞いた。

「セレンってさ……隊長のこと好きなの？」

　セレンは無表情のまま葵の方を向く。何かを考え……くるりと背中を見せた。

「内緒」

　その小さな背中を見て、葵の気持ちが逸はやる。葵は噓笑いをして、セレンの背中に抱きついた。

「じゃーヒント！　どう思っているかだけ！　誰にも言ったりしないからぁ！」

　セレンの頭に頰ほおをつけて、ぐりぐりする。セレンはくすぐったそうに身体からだを捩よじらせた。それから振り返って葵を見る。

「夏なつ樹きは……王子様」

　セレンのはにかんだ顔を見て……葵はいたたまれない気持ちになっていた──





　　　　＊＊＊＊＊






　──アレってやっぱり……。

「……のせ。一いちノの瀬せ」

　呼ばれて葵は我に返る。夏樹がグラスを葵に近付けていた。

「どうした。ボーっとして？」

「あ！　いえ！　何でもありません！　あ……カンパイっ」

　葵は自分のグラスを夏樹のグラスにぶつける。小気味良い音が二人の耳を撫なでた。







　同じ頃──静かなカウンターバーで、雷らい鳥ちようと武蔵むさしは飲み直していた。

　雷鳥はワイン、武蔵はロックグラスを手に。雷鳥が紫の液面に視線を置いている。

「若い頃を……少し思い出していました。アナタがいてアドゥルフがいて。暁あかつき隊たいのみんなと、あんな風に騒いでいたのを──」

「もう四〇年以上も前かぁ……楽しかったよなぁ。ま～、雷らいさんはモテモテだから、気が気じゃなかったんですが。特にアドゥルフ、あのウインナー大好き、ドイツ野郎」

　グラスを傾け、ロックのウイスキーを飲み干す。ソレを見て雷鳥は「ふふ」と笑った。

「カハぁ！　喉のど！　喉、焼けた！」

「そんなペースじゃ持ちませんよ。あぁ……そうね。貴方あなたは、自分に自信が無いくせに嫉しつ妬と深かったから。悪い気はしなかったですけど──」

　雷鳥もワイングラスを傾ける。武蔵はカウンターの木目に視線を置く。

「どうして雷さんは……あいつのプロポーズを受けなかったのよ。財閥もオイラも無視して、普通に結婚してれば……人並みの幸せだって摑つかめていたかもしれないのに──」

　サングラスを取った武蔵の表情は沈んでいた。

　それを見て雷らい鳥ちようはまた笑う。武蔵むさしの大きな肩にしな垂れかかった。

「さぁ……忘れてしまったわ」







　それは山盛りのチャーハンだった。パラッと炒いためられた米を、卵が黄色くコーティングしている。てっぺんに盛られたのはネギの山だ。

　一皿・三人前はあるソレを……月げつ下かが豪快に搔かき込んでいる。追走するのは大だい地ち・山やま武たけ・オルソンの三人だ。四人によるフードファイトが行われていた。

　月下はチャーハンを頰ほお張ばる。口に米粒をつけ、咀そ嚼しやくし、また頰張る。時折、ラーメンスープで口を漱すすいでは、チャーハンを搔き込み続けた。

「「「ぶふぉお！」」」

　途中、スター小隊が米粒を噴き出す。

「もぐもぐ！　ん……かー！　旨うまかった！　げふ！」

　月下は皿を乱暴に置き、親父おやじ臭くさくゲップした。月下が空の大皿を高々と上げる。観客から拍手の雨が降った。月下は三人に言う。

「情けない。っぷぅ。スクワット五〇！」

　そう言って渡されたジョッキを受け取る。月下はゴクゴクと喉のどを鳴らして【ビールにしか見えない何か】を飲む。

　スター小隊は「「「うっす！」」」と、その場でスクワットを始める。




　カウンターで背を丸めているのは柔じゆう呉ごだ。柔呉の右隣では大和やまとが顔を真まっ赤かにしていた。

　大和はジョッキを呷あおって、ガンとカウンターに置く。乳白色の液体なので、只ただのカルピスだろう。

「ただで食べる飯が、こんなに美お味いしいなんて知りませんでしたぁ！」

　それから「うえっぷ」と、気持ち悪そうにゲップする。柔呉が大和の背中を擦さすった。

「機兵部、結構こういうのやってるべ？　お前、どれだけ呼ばれてないのよ」

　柔呉の左隣にはアギトもいる。徳利を傾け、お猪ちよ口こに透明な液体を注いでいる。日本酒では無く水だろう。お猪口を持った手を柔呉の方へ。

「ブチョーと飲むの、かなり久しいな」

「おー。お前が禁固刑くらってからはパッタリだったからな。何にせよ、戻ってきてくれてこっちも大助かりだわ。俺おれもまた雷らい公こう、弄いじれて楽しいしな」

　柔呉は中ジョッキをお猪口にぶつける。それから二人同時に呷った。

　柔呉は口元に泡をつけたまま呟つぶやいた。きっとビールを模したジュースだろう。

「これも……全部あいつのおかげだな」

　アギトは口元の笑みを取り去る。柔呉は串くしカツを嚙かじった。

「もぐ、んぐ。みんな、無くした物でいっぱいだ。でも同じくらい、今は手に入れたもんがある。見ろよ……神かん無な木ぎさんの時以来だ。こんなに皆が楽しそうにしてるのは──」

　柔じゆう呉ごは肩越しに宴会場を見る。大和やまとが口を尖とがらせて口を挟んだ。

「フン。あの女の場合、自分の楽しみを優先して周りがそれに便乗してただけだ。まったく……こっちは裏方だ、領収書で大迷惑だったよ本当勘弁して下さいよ」

　大和は目を据わらせて枝豆を摘つまむ。

「ま……退屈はしなかったけどな──」

　そして、どこか寂しそうに呟つぶやく。アギトはお猪ちよ口こに口を付ける。

「青春は単なる人生の花盛りではなく、来るべき結実の秋への準備の季節である……。三つの時代を渡った、政治家でジャーナリストで学者だった、忙しいオッサンの言葉だ」

　大和と柔呉がアギトを見る。

「嬉うれしい事も悲しい事も、全すべては糧かてとなって刻まれていく。今は分からなくても、振り返って初めて見える景け色しきがある……苦しみの種で咲く、喜びの花だってあるだろう」

　アギトはお猪口を見詰めながら言った。

「だから俺おれはいつも笑っていたいとは思わない。そんなのは傲ごう慢まんだ」

　大和は「ふん」とジョッキを持つ。柔呉もジョッキを手に取った。

「たまにはこういう雰囲気も悪くないと思ってしまったわ。また来てやっても良いからその時は誘ってくださいお願いします」

「こういうときに、オマエみたいなことを言えるとモテるんだろうな」

　アギトのお猪口と、二人のジョッキがまたキンと音を立てた。




　一足遅れてきた夏なつ樹きとセレンは会食を楽しんでいた。紫し貴きと葵あおいも混じり、時間は緩ゆるやかに流れていく。そんな夏樹たちの下へ、四人の男子生徒がやってきた。

「君らは？」

　彼らは最近、機兵部に入ったばかりの新入部員だった。緊張の面持ちで一人が言う。

「じ、自分ら！　氷ひ室むろ先輩の言葉に憧あこがれて機兵部に入ろうって決めました！」

「あの時の演説、本当に感動しました！」

　彼らが言っているのは、夏樹が生徒総会で行った勧誘についてだった。

「ああ。すまん、俺もあの時は熱が入ってしまって……なんか恥ずかしいな」

「あら。カッコ良かったわよ。とても貴方あなたらしくて」

　夏樹が恥ずかしかると紫貴が感想を添える。セレンも同意するように頷うなずいた。一人の新入部員が堰せきを切ったように話し出す。

「自分！　エイルン隊長のファンなんです！　あ、握手！　してもらってもいいですか！」

　小太りの彼が手を差し出す。夏樹は「もちろん」と、その手を握り返した。

「よろしく頼むぞ。この手で、戦えない人たちをどうか守ってあげて欲しい」

「は、はい！　自分、光栄です！」

　すると他の生徒が夏樹の傍そばに座っていく。次々と質問を浴びせてきた。

「あの！　いつか自分、五番隊のような前線で戦いたいって思ってるんですけど、亜あ賀が沼ぬま教官の機動とか見ちゃうと、一生できそうにないっていうか──」

「大丈夫。亜賀沼たちにだって初めてはあったし、死ぬほどの努力があって今がある。ちゃんと意識をもって取り組めば、やってやれないことはないさ」

「総隊長も昔！　射撃戦が苦手だったって聞きました！　訓練でコツとかありますか！」

「そうだな。こういうのって意外に近道が効きかなかったりするものなんだ。反復してこなすしかない。あと苦手意識は持つなよ。遠回りになってしまうからな」

「じゃあ──！」「あとおれ、本土に母ちゃんが──」「総隊長はいつ──」

　質問の嵐あらしに、夏なつ樹きも捌さばき切れなくなる。気付けば、たくさんの生徒たちが夏樹のテーブルに集まってきていた。人の波に押され、紫し貴き・葵あおい・セレンが夏樹に身体からだを密着させる。

「た、隊長、すみません」

「役得！　じゃなくてっ……人気者は大変ね」

「暑い」

　葵・紫貴・セレンに、夏樹は「すまん」と謝る。すると大だい地ちが夏樹に声を掛けた。

「総隊長！　記念写真撮りましょ！　記念写真！」

　大地はパンツ一丁で、上半身や顔にマジックでラクガキをされていた。夏樹は快諾する。

「よし！　二階の皆にも声を掛けよう！」

「しゃー！　写真撮りたい奴、携帯とタブレット出せー！　山やま武たけとオルソンに渡せなー」

　大地が場を仕切りだす。山武とオルソンが面倒臭くさそうに言った。

「え～、俺おれらカメラマンかよー」「というか、もっと人手欲しいよ」

　そんな山武の背中を田た中なかが叩たたく。上半身裸なので良い音がした。

「痛いった！　痛ったいから先生！」

「早く動け。上からも人がどんどん降りてくる」

　大地たちが誘導を始める。人の波に従って夏樹たちも移動した。最初は端の方に立っていたが、押され、手を引かれて、結局、中心に納まる。

　セレン・葵・紫貴もちゃっかり夏樹の傍そばに居座っていた。

　彼らの前で、山武が携帯のカメラ機能をセッティングする。

「総隊長！　女三人も侍はべらせてうらやま……しくはないか。会長、部長にお子ちゃまじゃ。ぶっちゃけ胸以外──」

「江え藤とうくん。あなた降格にするわよ」

「前歯折るよアゴ髭ひげ」

「山ヤ武マキライ」

　三人に睨にらまれ、山武は良い笑え顔がおで黙る。そのやり取りで皆が笑いだした。

「早くしろよアゴ髭！」

「前から思ってたけど山武、髭そった方が良いよ！」

　大地とオルソンがヤジを飛ばす。大和やまとが右の端っこで呟つぶやいた。

「べ、別に記念写真なんて欲しくないが、どなたか、データのコピー頂けたらもらってやってもいいぞ」

「あ、そ、そこだと、フレームに入らないかもしれないからさ、副部長」

「す、すみません。あ！　部長ももっと、こっちに寄って下さい」

　大和やまとの真反対で、柔じゆう呉ごが日向ひなたの車くるま椅い子すを押す。後ろの方で月げつ下かがボヤいた。

「山やま武たけー、早くしな。焼きそばが冷める」

「月下ちんまだ食べるの!?　ウハ！　その爆乳、そうやって大きくなったんだね！」

　椅子の上に立って、ぴょんぴょん跳ねる飛鳥あすかが言う。

「ほら茜あかね。もうちょっとだから……頑張れ」

　田た中なかが、おぶっている茜に言う。背中の茜は「むにゃ」と寝言を漏らした。

「夏なつ樹きくん、とっとと号令をかけてくれ。こういうのはキャラじゃない」

　大和の隣に座るアギトは、手酌でまだ飲んでいた。

　皆の笑え顔がおに囲まれ────夏樹は少し戸惑う。

　──こんなに多くの人に慕われたのは……初めてかもな。

　夏樹ことエイルン＝バザットは、自分を脇役だと思っている。

　どんな舞台にも必ず主役がいる。ジンのような者こそが、それに相応ふさわしい。

　そういう人物こそ華を持つべきで、自分は一歩引いたところで華を眺めているだけでいい。エイルンこと、夏樹はそう思ってきた──

　自分の分を分かっているつもりだから……夏樹は違和感を拭ぬぐえなかった。

「すまん。江え藤とう。こういう経験はあまりなくてな。音おん頭どをとってくれないか？」

　夏樹の右腕を抱いている葵あおいが言う。

「隊長ってば優しい～。おらアゴ、アンタに華もたせてやってんだよ。早くしな」

「部長ってさ！　ホンっっっっっっっト！　総隊長以外の男の扱い、酷ひどいよね!?」

　その後、山武の発案で、夏樹が『俺おれたちは』と言ったら、『氷ひ室むろ義塾生だ』という掛け声で決まる。紫し貴きが、夏樹の左肩に乗り掛かる格好で言った。

「じゃあ氷室くん。お願いね」

「夏樹。ガンバ」

　胸の中にいるセレンにも励まされる。カメラをセットした山武が「いきました！」と、スライディングして最前列に飛び込む。夏樹は照れながら掛け声を言った。

「じゃあ行くぞ…………俺たちはっ！」




「「「氷室義塾生だぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」」」──カメラのシャッターが音を立てて切られる。




　この日…………誰もが、氷室義塾の前途は明るいと信じて疑わなかった。






Ⅴ　発動と罠









　明みよう星じよう奪取作戦・前日七時──氷ひ室むろ義塾メインストリート。

　校門から入ってすぐの表通りは生徒たちで賑にぎわっていた。皆、電光掲示板に群がっている。他にもタブレット端末や携帯電話で学園の通知メールを見る者もいた。

「休校のお知らせだって。やった！　明日、授業も部就労もないじゃん！」

「あ、でも午前から夕方まではシェルター待機になってる。なんで？」

「国と何かの実験をするんだって。だからか……最近よく自衛隊の人、見るもんね」

　生徒たちは、降って湧わいた休日に賑わった。







　同日・九時──氷室義塾・第一教育棟。

　大会議室では戦闘科各部の長たちが集められていた。ホワイトボードの前で紫し貴きが明日の予定について説明をしていた。

「──と、非戦闘科生は休校扱いとなりますが、当直の整備部と、機兵部全員は本部待機となります。実験中は第一格納庫へ集まるように言われてるから、時間になったら各部の長は生途会に人数報告をしてください」

　横長の白いミーティングテーブルが二列・八脚ずつ──その一つに行儀悪く腰掛けていた葵あおいが手を上げた。

「ねー。明星のネイバーフッド再登録実験って、昔、何度やっても上う手まくいかなかったヤツだよね？　なんで今更、やることになったの？」

「確か四〇〇回以上試しても、武蔵むさしさんの登録を外せなかった実験ですよね」

　車くるま椅い子すの日向ひなたが葵に続いて質問する。紫貴が答えた。

「今回は、氷室側から別の策でアプローチしてみると米軍に申し出たそうです。まぁ、ネイバー保有国は、自国ネイバーの研究成果を定期的に開示することが義務付けられているから、その一環でしょう。来月はＵＮ講和会議も控えている事だし。名目では日米合同の体をとっています。その関係で学園内には、多くの自衛隊関係者が入っています。氷室義塾生としての誇りを持ち、決して失礼のないようにしてください」

　紫貴が表向きの事情を言う──この場で【明星奪取計画】を知る生徒は、生途会の一部と、夏なつ樹き・大和やまとの二人だけだ。明日の計画は葵たち隊長格といえど聞かされていない。

　それだけ重要なミッションということになる──月げつ下かが言った。

「ネイバー絡がらみか……確かに一般生徒はシェルターに待機させておいた方が無難か。ネイバーを狙ねらって、前みたいなテロリスト共が襲ってきたらコトだしな」

「じゃあ俺おれらが有事に備えて待機、っていうのも頷うなずけますね」

　月下に山やま武たけが同意する。大だい地ちが紫貴に聞いた。

「じゃあ、疾しつ風ぷうは武装させて待機の方がいいっすよね？」

　聞かれて紫し貴きが押し黙る。最前席に座っていた茜あかねが立ち上がって振り向いた。

「それは大丈夫です。『警戒してますよー』ってポーズが取れてさえいれば──」

「いや」

　不意に夏なつ樹きが茜の話を遮さえぎる。入口の付近に立っていた夏樹は前に出た。

「皆はいつでも出られるようにしておいてくれ」

　茜が小走りで夏樹の傍そばまで行く。彼に耳打ちした。

「氷ひ室むろさんっ、不ま味ずいですよ。実験時、学園側は武装解除するよう、防衛省からお達しが来てるんですからっ」

「そこが少し引っ掛かってな。何、保険みたいなものだ。俺おれから塾長には言っておく」

　夏樹がそういうと茜は唇を尖とがらす。承服したのか席に戻った。

「柔じゆう呉ご。機兵部の疾風は市街地戦闘を視野に入れ、明日までに換装を終えておいてくれ。今、この島にはネイバーが二機もあるんだ。それをめぐって前の唐紅軍タンホンジユンみたいな輩やからが襲ってこないとも限らない。自衛隊が防備に回ってくれているとはいえ万全を期したい」

「全機分か……ちょっと掛かるな。スター小隊と鬼灯ほおずき。雷らい公こう、グランはどうする？」

　柔呉が自分のタブレット端末を出す。メールアプリを開いて、メールの文面を作り始めた。夏樹は大だい地ち・オルソン・山やま武たけを見る。

「スター小隊の装備は、亜あ賀が沼ぬま。君の判断に一任する」

「分っかりましたぁ！」

　大地が手に自分の拳こぶしを打ちつける。夏樹は次に、日向ひなた・月げつ下か・飛鳥あすかに視線を向けた。

「伏ふし見みは来週行うはずだった、モーションデータソフトのアップデート作業を。もう今日から取りかかってくれて構わない。八や雲くも・伍いつ橋はしの両名は有事の際、各隊をどう動かすかを考えて俺に提出。状況によっては君たちにも単独任務を任せるかもしれない」

「了解」「ハイハーイ」「……はっ!?　やっとくよ！」

　月下・日向に遅れて、何か考え事をしていた飛鳥が返事をする。

「睦むつ見み・一いちノの瀬せも今日は整備部の調整に手を貸してやってくれ。君たちの機体は一番、セッティングに時間がかかるからな。配備箇所は追って通達する」

　葵あおいが「了解です！」と、元気よく返事をする。アギトは頷うなずきながら読んでいた本のページをめくった。

「各自、気を引き締めて明日は取り組んで欲しい。俺からは以上だ。すまん。九重ここのえ、陽ひ葉よう、俺も今日はエルフィーナの調整をやっておきたい。細かい詰めは頼む」

　夏樹はそう言うと足早に会議室を出た────

　会議室を出たところで、大和やまとが後ろから追いかけてきた。

「氷室」

　呼ばれて夏樹が振り向く。真剣な表情の大和に、夏樹は言った。

「七なな扇おうぎ。君に俺から言う事はない。明日の計画を成功させる事だけを考えてくれ。彼とまた会う為ためにもな」

　それを聞いて大和やまとの身体からだに電流が走る。大和は考えを切り替えるように頭を振った。

「すまん……双条の調査結果を聞いてから、お前と話せてなかったからな」

　大和の動揺には理由がある──二人は独自に双そう条じよう水す久く那なの調査を行っていた。既にエルフィーナの調べで学園を襲った謎なぞのネイバーの居所は摑つかめている状態だった。

「例のネイバーが、ロイヤルガード管轄のカリフォルニア・バルド、両基地付近の海中を定期的に回っているのは分かったんだ……双条がいるのもその基地のどれかだろう。相手は国連という事になる」

「……今、慌てて話すことでもないか。手間をかけた」

　大和はポケットに手を入れて振り返る。大和の背中に夏なつ樹きが笑いかけた。

「君なら絶対に出来る。だから明日は頑張れ」

　大和は背を丸めて歩き出す。皮肉気に笑って返事をした。

「プレッシャーかけないでくださいよ」

　大和の背中を見て夏樹は思う……明日は絶対に大丈夫だと。







　翌日────【明みよう星じよう奪取作戦・当日】

　黒雲が第弐富士の上空を覆う。雲海の中では雷鳴が唸うなりを上げていた。いつ雨が降って来てもおかしくない天気である。

　氷ひ室むろ義塾は準・戦闘態勢で戦闘科が持ち場に就いていた。




　一五時──司令管制室。

　スーパーコンピューターがダース単位で並ぶ。内装は、どことなく映画館を思わせる。

　一ひと際きわ高い司令席に雷らい鳥ちようが腰をかける。その下では生途会役員・一六名がその補佐に就いていた。今日の実験は氷室財閥主導で執り行われる。

　正面に掲げられる三つの巨大モニター──中央のモニターには明星の格納庫が映し出されている。また、本土の首相官邸と回線が繫つなげられていた。

　左モニターには映像通信で一人の人物が映り込んでいる。雷鳥がその人物に言った。

「立ち会いには防衛大臣か統合幕僚長が来ると思ってたんだが……総理自らとはね。うちらも身が引き締まる思いさ」

　映像に映るのは初老の男性だ。顔には年輪を思わせる皺しわを刻む。垂れ目が特徴的で愛あい嬌きようのある顔つきをしている。現・内閣総理大臣【濱はま田だ優ゆう】は映像越しに言った。

『そんな風に仰おつしやらないで下さい、氷室さん。米国の方は、何やら立て込んでいるらしく、今日の実験には立ち会えないということでしたので……私のような者でも、置いておけば箔はくくらいは付くでしょう』

　総理はそう言って額ひたいの汗をハンカチで拭ふく。その様子を見て茜あかねが紫し貴きに耳打ちした。

「テレビで見たとおり、優しそうなオジサンですね。濱はま田だ総理って──」

「濱田優ゆう……マリス特殊戦支援における、自衛隊の海外派遣を悉ことごとく断っている事から『腰ぬけ濱田』『チキントップ』と、海外からの風当たりは強いけど、この三年でＧＤＰを七パーセントも引き上げた、やり手よ。ああやって汗を拭ふいてる姿を面白がって、本土ではハンカチ総理なんて呼ばれているらしいわ」

　椅い子すを転がして田た中なかが会話に混ざってくる。

「特に戦傷病者、マリス戦で障害を負った人の雇用口斡あつ旋せんには力を注いでいるみたいです。また幾つかの税率引き下げ政策から、この一〇年で最も日本経済を回した内閣って、経済誌に書いてありました……強タ硬カ派のロシアやアメリカなんかからは、睨にらまれてそうですが──」

　彼らがヒソヒソ話をする一方で、雷らい鳥ちようと総理が話す。

「今回はいろいろとすまなかったね。結果的にそちらの顔を潰つぶすような真ま似ねをして」

「バカにされるのは慣れっこですよ……それに、氷ひ室むろ義塾がマリスと戦ってくれているから私たちも、内政問題に注力できています。そこはギブアンドテイクということで──」

　二人の朗らかな談笑がしばらく続く。準備が整うと、茜あかねが雷鳥に声を掛けた。

「塾長。武蔵むさしさんの準備が終わるみたいです」

　二人は話を打ち切って、中央モニターに視線を移す。総理が雷鳥に質問した。

『仮死状態にすると言ってましたが……ネイバーフッドの登録書き換えとは、どうしても大掛かりになってしまうんですね』

「ネイバーは搭乗者が死亡する以外、スロットを空けられないからね。結ゆう城き氏は大戦の英雄……そうでなくても、ここはヘキサの人権を認める氷室義塾だ。うちのシマでヘキサの殺害なんて絶対に認める気はないからね」

　言いながら雷鳥は煙草タバコに火を点つける。「それはそうと」と、続けた。

「本土そつちの方も、準備は済んでいるね？」

　聞かれて総理は苦笑いを浮かべる。ハンカチでまた額ひたいの汗を拭いた。

「ええ。そちらはご心配なく──」

　雷鳥は煙を吐く。下方の紫し貴きに許可を下す。

「じゃあ紫貴。始めとくれ」

　紫貴は「ハイ」と答え、中央スペースに行く。逸はやる気持ちを意識的に抑えつけた。

　氷室義塾の更なる飛躍を信じ……紫貴は作戦の始動を命じる。

「これより、明みよう星じようのネイバーフッド再登録実験を行う！」







　同時刻──ネイバー第二格納庫。

　格納庫内には、一区画を間借りして医療スペースが仮設されていた。

　全長三メートル、幅一・五メートルのカプセル──機械製の診療台──が横たわる。

　中には全裸の武蔵むさしが眠っている。カプセルの頭部付近はガラス製となっており、チューブを咥くわえる姿が外から窺うかがえる。カプセルの周りには、施せ術じゆつ着ぎを着た医療スタッフが作業に従事していた。チームの一人が英語で言う。

「Ｂ－ｎｓと体内血液の全交換、完了です」

　カプセルの横には心電図が置かれている。緩ゆるい波を描いていた線がやがて一直線になる。

　ピ──という電子音が鳴った。一人が通信機を手に取る。

「心停止確認……検体番号ＮＦ－Ｊ００１、ムサシ・ユーキ。仮死状態に入りました」

　英語で、作業完了の報告を行った。

　その様子を遠目で大和やまとが眺める。彼の両サイドには武装した自衛隊員が立っていた。

　──一ひと先まずは上う手まくいったか。

　大和は内心で胸をなでおろす。大和は現在、白のパイロットスーツを着ている。これは機兵部で着る防護服とは違う、ネイバー搭乗用のパイロットスーツだ。

　大和は気を引き締めて、背後を向く。巨大ハンガーに背を預ける明みよう星じようを見た。

　──この俺おれが……明星に乗る。

　大和はカラカラの喉のどを唾つばで潤す。緊張と興奮でどうにかなりそうだった。

　──爺じいさんの、結ゆう城き武蔵の後継者として。

　白銀のサムライ。初めて見た時、一目で恋に落ちた。大和にとっては、ずっと焦がれ続けてきた英雄機である。大和は昨晩の武蔵との会話を思い出した──





　　　　＊＊＊＊＊






　真っ暗な天てん井じよう──其そ処こは大和の自室だった。

　ベッドで寝るのは武蔵。床に追いやられているのは家主のはずの大和だ。パンツにシャツの寝巻姿で、二人とも電気の点ついていない蛍光灯を見つめていた。

「な～んか懐かしいな。こうやって布団ふとん並べて寝るの」

「そっちが勝手に押しかけてきたんだろ。ったく。暑苦しいったらないわ」

　武蔵の言に大和は憎まれ口を叩たたく。

「大和ちゃんよ…………辞めたかったら、今からでも一緒に雷らいさんのところに行ってやるぞ？　明星に乗るっていうのは、おめぇさんが考えてるほど、温ぬるくはない」

「爺さんさ」

　武蔵の話を断ち切るように大和は質問する。

「俺に会いに岡山の保管領に来た時……その時にはもう、この話が決まってたのか？」

　武蔵はそのまま押し黙った。大和は続ける。

「巷じゃ【神童】なんて祭り上げられていたガキなら、明星の跡取りに相応ふさわしい。そう思ったんじゃないのか？」

【七なな扇おうぎ家】はもともと由ゆい緒しよある公家の一門に数えられる。

　しかし二〇五〇年以降、急速に衰退する。そんな衰退期に生まれたのが大和だった。

　大和やまとは一族の復興を期待され、最高の英才教育を受けて育つ。

　持ち前の才能に後押しされ、文武の両方を修めていく。戦せん騎き装そうの操そう縦じゆうもその一環だ。

　最終的には試作戦騎装【無花果いちじく】のテストパイロットを要請されるまでに至った。

　周りの大人たちは口を揃そろえて、大和を【神童】と呼んだ。

　しかし、そんな神童の噂うわさを聞きつけた一人の政治家が、七なな扇おうぎ家に接触する。

【マリス粉砕】をスローガンに、大和を客寄せパンダに使ったのだ。戦騎装を乗り回す天才小学生は当時大きな話題を呼んだ。没落しかけていた七扇家は一気に脚光を浴び始める。

　しかし二〇六三年──大和にとっては七年前の出来事となる。

　全国中継の選挙演説中、公衆の面前で大和にヘキサが発症してしまったのだ。

　後に【明治通りの神童堕ち】と呼ばれるようになった事件である。

「ヘキサになった俺おれは嫡子の座を失い、絶縁状態で岡山の保管領に放ほうり込まれた。虐待紛いのヘキサの扱いに絶望していた時に出会ったのが、英雄と称たたえられるネイバーフッドの爺じいさんだった……この話に偶然なんて設定を付けたらＢ級の烙らく印いんを押してやる」

　黙っていた武蔵むさしは、声のトーンを落として言った。

「入領して早々、二〇人も病院送りにしたのが一〇歳のガキとか言われたら気になるじゃん。で、興味が出て見に行っただーけ。邪推カッコワルイ」

「………別に怒ってる訳じゃねーんだけどさ。爺さんは俺の事、実の子みたいに育ててくれただろ？　アレもさ。明日のための布石だった、とかか？」

　大和は声音を変えることなく聞く──

　ヘキサになって以降、大和は武蔵の世話になっていた。その間は本当の親子のように育てられた。大和が明みよう星じようや武蔵に対する憧あこがれを持つようになったのはこの頃からだ。

　そして……気付けば実の父のような親愛を武蔵に抱くようになっていた。

「逆だよアホちん。お前と一緒に暮らすようになって？　まー、もしも『息子むすことかいたらこんな感じかなー』って思ったら、なぁんか他の候補者見せられても気乗りしなくてなぁ…………まぁ、完全においちゃんのエゴですわ！　ごめんなさいよ！　へん！」

　武蔵が上半身を上げて「ぺぇ！」と唾つばを飛ばす真ま似ねをする。それからタオルケットを頭から被かぶった。大和は子供かよと思う。

「歳とし考えろよ、筋肉ジジイ……まぁ、うん、分かった」

　大和は口に笑みを浮かべて寝がえりを打つ。その背中を武蔵に向けた。

「爺さんは、俺が明星に乗ったら嬉うれしいよな」

「う～ん。嬉しいってのとは微妙に違うが……肩の荷が下りる。それは間違いない」

「…………なぁ？　もう寝ようぜ。明日は何かと疲れそうだ」

　そう言って大和は眠りにつく。眠る直前まで抱いていたのは充足感だった。

　──ああ、俺は……爺さんに親孝行できるんだ──





　　　　＊＊＊＊＊






　大和やまとは胸の前で拳こぶしを握る。気力は十分だった。

　すると黒スーツの男が大和の下へやってくる。手には布でくるんだ刀を持っていた。

　黒スーツは上質な生地の風ふ呂ろ敷しきを解く。一本の日本刀が現れた。

「被検体番号七八八！　七なな扇おうぎ大和！　明みよう星じようの起動キー【フツノミタマ】を一時貸与する！　抜刀は、明星の中に入るまで厳禁とする！　復唱！」

　大和は大きな声で復唱確認をとる。それから差し出された刀を取った。

　これで武蔵むさしは日本を半世紀も守った。大和はそう思うと、重さ以上の何かが肩に圧おし掛かる気がした。

　──これからは……俺おれがヘキサを守ってやる。

　大和は託された刀を強く握り締めた。







　その頃──夏なつ樹きは一人、本部の地下にいた。

　思う所があっての単独行動である。夏樹は地下通路を行く。進んでいると右の角から黒スーツの男が二人、現れる。彼らは談笑しながら夏樹の後ろを帯同した。

　夏樹が階段脇わきを抜ける。今度は白衣の男が三人降りてきた。彼らも行き先が同じなのか、そのまま夏樹の背後を歩く。
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「だいぶ遅くなったな」

「ここの保管領は飯が美う味まいらしいぞ」

　夏なつ樹きは肩越しに白衣の集団を一いち瞥べつする。三人とも屈強な体つきをしていた。

　夏樹は僅わずかに目を細める。目に入った右の角を曲がった。夏樹はエスカレーターで上に行こうとしたが、工事中で通行止めになっていた。

　そのまま道を逆戻り……先にあるエレベーターを目指す。

「俺おれらはこのまま本部の入り口の奴らと交代だ」

　今度は二人の自衛隊員だ。左の角から現れ、彼らもまた夏樹に帯同した。

　気付けば夏樹の背ろには、七人の男たちがぞろぞろと歩いている。

　夏樹は顔色を変えずに耳を澄ます。夏樹の超聴覚が彼らの鼓動を拾っていた。

　──……速い。

　夏樹は歩きながら横目で、白衣の男の腰元を見る。不自然な膨らみが在あった。夏樹は素知らぬ顔で視線を戻す。

　やがて道の終端であるエレベーターに到着した。

　夏樹はボタンを押してから振り向く。一〇人以上の男たちが同じようにエレベーターを待っていた。チンという音がなる。エレベーターの扉が開扉した。

　夏樹は親指を立てて、エレベーターの中を指さす。

「このまま黙って乗る者には何もしない」

　夏樹は毅き然ぜんとした態度で警告する。

「それ以外の者は……容赦しないぞ」

　夏樹の相そう貌ぼうに戦意が宿る。男たちが一斉に夏樹へと飛び掛かった────







　氷ひ室むろ義塾・第五格納庫。

　ここは氷室義塾の敷地内では曰いわくつきの場所とされる。中には、非合法で開発された特殊武装や、機体など物品などが放ほうられている。

　広大な屋内──照明は申し訳程度しか照らされていない。コンテナの物影に隠れているのは呼吸を整える夏樹だった。

「はっ、はっ」

　──いったい……何が起こっている？

　夏樹は敵団を撃退し、この場所まで逃げ込んでいた。学生服のブレザーは破やぶれ、シャツも汚れている。口元には血が付いていた。

　敵対勢力の襲撃なのは間違いない。不可解なのは、撃退した者の中に自衛隊員がいた事だ。しかし偽装工作という可能性も捨てきれない。

　──通信施設を押さえられていたら厄介だぞ。

　夏樹はすぐに連絡を取ろうとしたが、電話が通じなかったのだ。銃声が聞こえないことから、まだ局所的な動きなのかもしれない。夏なつ樹きはそう推測する。

　夏樹は物陰から出て、格納庫の中央を突つっ切る……その時だ。




「ぐっ!!」──夏樹の身体からだを三つの夜間用照明スポツトライトが照らした。




　夏樹は右手で顔を隠す。迷彩服の集団が一斉に姿を現す。

「貴様は完全に包囲されているぞ！　氷ひ室むろ夏樹！」

　金属音を鳴らし、向けられる自動小銃────夏樹は自衛隊に完全に包囲されていた。







　同時刻──司令管制室。

　中央モニターに、包囲された夏樹が映し出されている。

　そして司令管制室もまた、押し寄せた自衛隊員に占拠されていた。役員たちが皆、頭に手を乗せている。学内を映す、二四個のカメラも同様の光景を流していた。

　第一格納庫にいる整備部や機兵部に、自衛隊員たちが銃を向けている。ネイバー格納庫にいるセレンや大和やまとは、鋼鉄の床に押し倒されていた。雷らい鳥ちようは威圧を込めて聞く。

「これはいったいどういう事だい……総理？」

　画面の中の総理は憂い顔になる。

『すみません、氷室さん……事が事だったため、このような措置を取らせてもらいました。我々、内閣府は不穏な情報を察知したのです。この【明みよう星じよう再登録実験】に乗じ……【クーデターを企くわだてている者】がいると』

「……クーデター？」

　雷鳥は強く眉まゆをしかめた。総理は『はい』と頷うなずく。

『そしてこれが、クーデターに直接関与していると思われる容疑者のリストです』

　正面モニターに並ぶ画像を見て、田た中なかは絶句した。茜あかねの顔からも血色が失われる。

「これ……」

　セレン・葵あおい・茜・飛鳥あすか・月げつ下か・アギト・大和・日向ひなた・紫し貴き・大だい地ち・オルソン・山やま武たけ・田中・柔じゆう呉ご、夏樹の一五人──

　かつて夏樹の呼び掛けに応じた、学園の中核生徒たちに間違いなかった。

「うちの子たちがクーデター？　ちょっと話が飛び過ぎて、付いていけないねぇ……そう思うに至った根拠はなんだい？」

　画像を見て雷鳥が鼻で笑った。総理は一度、目を伏せる。改めて雷鳥を見た。

『これは過日、防衛省の下へ送られてきた映像のデータです』

　中央モニターにムービーデータが再生される。

　紫貴はそれを見て顔色を失い……次に湧わいたのは怒りだった。

　それは、夏樹が学園の中核生徒を集めた時の映像だった。

「これ……田た中なかたちじゃん」

　男子生徒が映像を見て言う。田中は面を伏せている。両肩をぶるぶると震わせ、脂汗をかいていた。ムービーデータの夏なつ樹きが喋しやべる。

『氷ひ室むろ義塾の最終目標は、世界中のヘキサ保管領を一か所に統合し、一個の独立国家を建国すること』

　紫し貴きは「いったい誰が」と、憎らしげに零こぼす。

『俺おれたちが創つくるのは、ヘキサとヘキサを愛する者たちが気兼ねすることなく一緒に暮らせる国だ』

　茜あかねは額ひたいに手をやる。指の間から覗のぞく眼球は震えていた。

『それが何を意味するのか分かっているのか？』

『ああ。俺たちは世界とケンカをすることになるね』

　大和やまとの質問に夏樹が応こたえたところでムービーデータは打ち切られた。

　左モニターの総理が再び話を始める。

『……ヘキサは普通の人間よりも頭がよく、身体能力もずば抜けて高い。更に氷室義塾生は、氷室総そう帥すいが手ずから育てた精鋭だ。テロリストの一個艦隊を、僅わずか戦せん騎き装そう・二個中隊で壊かい滅めつさせてしまうほどの……そんな君たちが何かを企たくらんでいるのは明白だ』

　さしもの雷らい鳥ちようも言葉を失っていた。その様子を見て総理は大きく嘆息する。

『私どもはこれを学園全体の総意だとは思っていません。あくまで一部のヘキサの企くわだてだと思っています。六〇〇〇人近くのヘキサを連帯で裁くような真ま似ねはするつもりはないとだけ、先に明示しておきます』

　総理の視線が田中、茜、そして紫貴へと移る。

『ですが、直接関与の疑いのある、リストの一五名はこの場で捕縛させてもらいます。調査をしてみないと分かりませんが……尋問の如何いかんでは氷室さん。貴方あなたにはもう一度、本土に来て頂くことになるやもしれません』

　雷鳥の首筋に汗が垂れる。何な故ぜ、よりにもよってこのタイミングなのか？　雷鳥は、その疑念が晴れなかった。

　一方で、モニターの総理は夏樹に視線を向ける。

『そして、クーデターの首謀者と思われる少年……そう、氷室夏樹くんです。彼については私どもの方でも調べさせてもらいました。それはもう徹底的に』







　夏樹は視線を配り、機会を窺うかがう。周囲には数十枚という光学画面が浮かんでいる。

　夏樹には、この包囲網を破やぶりたくとも破れない理由があった。

「……くっ」

　夏樹は苦く悶もんの表情で光学画面を見る。

『夏樹』

『隊長っ』

　後ろに手を回されたセレン。頭に手を乗せる大だい地ちも──映っているのは学園の各所で捕えられた仲間たちだった。

　夏なつ樹きは険しい顔で光学画面の一枚一枚を見る。

　大和やまと・日向ひなた・月げつ下か・アギト、そして葵あおい……規格外十番テンナンバー生徒の悉ことごとくも拘束されていた。

　不意に、一ひと際きわ大きな光学画面が正面に浮かぶ。映ったのは濱はま田だ総理だった。

『初めまして、氷ひ室むろ夏樹くん』

　夏樹は眉まゆをひそめる。総理は夏樹に自己紹介をした。

『私は総理大臣をやらせてもらっている濱田優ゆうというものだ。話は聞いていたはずだから、今、自分がどういう状況に置かれているかは分かっているね？』

　聞かれて夏樹は小さく首しゆ肯こうする。総理は続けた。

『私たち政府は、今日まで義塾の動向には細心の注意を向けてきた……はっきりいって義塾が潰つぶれるのは時間の問題だったんだよ。でも君だ。君がネイバーに代わる新兵器なんて、訳の分からんものに乗ってポッと現れ……学園は奇跡の復活劇を見せ始める』

　氷室義塾は半年前、崖がけっぷちにまで追い込まれていた。

　しかし滅びゆく学園に光が差し込む。とある〔イレギュラー〕の登場で、全すべての状況が一変していったのだ。

『攻略難度はＡに分類される希少クイーン体、【模倣型】。聞けば過去に、公式ネイバーを三機も投入する事例があったそうじゃないですか。それほどの難敵を、デビュー戦と思われる戦闘で完殺』

　夏樹はすぐに思い出す。この島に来たばかりの頃に戦ったクイーンの事だと。

『日本では一八年ぶりの襲来となった【繁殖型】。これもすごく強いそうなんですが、それを実質、ネイバーの投入もなしに撃破。こんなことが明るみになれば、世界中の軍関係者がひっくり返ると専門家は説明してくれました』

　画面に映る、大地たちスター小隊が顔を見合わせる。

『そして三匹目の多頭型の【亜種個体】、これはダメだ。とんでもない話じゃないですか……最新のセンサー網に引っ掛からないクイーンがいるなんて。そんな、ネイバーでも察知できなかった敵を探知し、第弐富士陥落の阻止に著しく貢献』

　映像のセレンが不安そうに『夏樹』と漏らす。

『六月終わりの、謎なぞのネイバー襲撃事件もありましたか。一個軍隊さえも退けるネイバーを何の情報もなしに迎撃し、圧倒した。人類の英知など足元にも及ばないネイバーをですよ？』

　総理は心しん底そこ参ったように俯うつむく。それから初めて……その顔に敵意を示した。

『ズブの素人しろうとの私が聞いたって分かる……絵空事みたいな奇跡がバーゲンセールみたいに大安売りされている。全ては君の登場によって』

　夏樹は思わず身構えた。総理は、夏樹の外堀を埋めていくように話を続ける。

『君は本当に凄すごい……その武勇伝の数々には私も童心を擽くすぐられました。でも彼らは知っているのかい？　君がずっと隠してきた──」

　すると光学画面の幾つかが切り替わる──それは〔ムービーデータ〕だった。

　映っているのは紅の髪と瞳ひとみをした少年である。

『これ…………夏なつ樹き？』

　セレンが言う。それはかつて、機兵部と遠征に行った時のモノだった。

『本当の姿を』

　夏樹がたった一人で謎なぞの部隊と戦っている。

　ドラム缶のような携行地雷を担かつぎ、戦せん騎き装そうの足を吹き飛ばしたところ──敵・部隊員の頭ず蓋がい骨こつを砕いて殴なぐり飛ばしたところ──海際で一人の喉のどを手刀で貫いたところ──

　また、映像はそれだけでは無かった。

　仲間を逃した後……敵の部隊を殺して回る姿も撮られていた。

　泥どろ沼ぬまの中から敵の足を引きずり込んだところ──背の高い木の上で、敵の首を宙釣りにして殺すところ──拾った石で、数十メートル先にいる敵の顔面を潰つぶしたところ──

　全すべては常軌を逸した身体能力の為なせる技だった。生徒たちは口々に驚きを漏らしている。

　初めて見る月げつ下かは驚きよう愕がくのあまり、率直な感想を言った。

『これ……本当なら人間じゃないぞ』

　言葉は剣となって夏樹の心に突つき立てられる。夏樹は無意識にセレンを見た……画面のセレンは恐怖に震えながら映像に見入っていた。

　夏樹は口を引き結ぶ。思わず『見ないでくれ』と言いそうになった。

『スタローンやトム・クルーズの映画を見てるみたいだよ……ああ、君たち若い人は知らないかな？　古い映画だが是非とも見てくれ。ここに映る、夏樹くんくらいカッコイイから……でもね？　彼が本当に凄いのはここからなんだ──』

　総理の言葉を聞き、夏樹は猛烈に嫌な予感が走った。

　また映像が切り替わる。

　すると葵あおいが──紫し貴きと茜あかねが──柔じゆう呉ごと整備部が──大だい地ち・オルソン・山やま武たけと機兵部が──日向ひなたと月下が──大和やまとが──そしてセレンが────その映像を見てしまう。




『きしゃああああああああああああああ！』──唸うなりを上げる四匹のポーン。

『うぉおおぉぉぉおぉおおおおぉおぉっ！』──天に向かって雄お叫たけびを上げる夏樹。




　それは──血だらけの夏樹と四匹のポーンが殺し合う映像だった。

　夏樹は大岩を持ち上げる。それでポーンの頭をかち割った。黒い血が夏樹の顔に掛かる。

　飛び掛かる別のポーン……夏樹は咄とつ嗟さに、地面から木を引き抜き、それを盾に。

　ポーンの牙きばが、木端をばら撒まいて幹を嚙かみ折る。

　夏樹は下に潜りこみ、拳こぶしを思い切り掬すくい上げる。血ち飛沫しぶきを上げてポーンの顎あごが砕かれた。

　また、夏なつ樹きはどんな攻撃を受けても倒れない。腹を裂かれてもポーンに跳び掛かるのだ。ボールみたいに地面を転げ回っても、また突撃していくのだ。

　髪を振り乱し、血ち飛沫しぶきを飛ばし……咆ほう哮こうを上げて怪物を殺そうとする。

『死ねぇえええええええええええええええっ!!』

　最後の映像は、ポーンの上顎あごと下顎をこじ開け、引き裂くシーンだった。

　生の奪い合い──とても原始的な暴力の形。

　その映像は普通の人にはどう映るのだろう……夏樹は虚うつろな視線で仲間たちを見る。

　田た中なかは吐き気を我慢しているようだった。紫し貴きは目を閉じ、下を向いている。柔じゆう呉ごが額ひたいに手を当て、日向ひなたは信じられないように首を横に振っていた。大だい地ち・オルソン・山やま武たけは息をするのも忘れているようだった。葵あおいは顔を震わせている。茜あかねは『ありえない』と呟つぶやき、月げつ下かは右目を細めて汗を流す。一般生徒が口ぐちに『化物、化物』と呟いていた。

　そしてセレンも……。セレンは顔を逸そらして泣いていた。

　夏樹は虚無感に襲われる。

『二〇七二年に配備予定の特殊機甲歩兵……最新の【日にち四よん式しき機き甲こう服ふく】を装備してもポーンとの肉弾戦なんて不可能だ。じゃあ君は？　人の形をしているが、君の中身はいったい何で出来てるんだい？　常識的に考えると君の存在は在り得ないんだ』

　夏樹は総理に『そうでしょうね』と言い返してやりたかった。

　何な故ぜなら自分は───この世界の住人ではないのだから。

『そしてこの情報だ。これは、ロイヤルガードの５番機主任……氷ひ室むろ塾長とかつて戦場を潜り抜けた、【アドゥルフ・バルマー中佐】から聞いた話です』

『アドゥルフが!?』

　総理の言葉に雷らい鳥ちようが声を上げる。画面の中の生徒たちがまたざわめいた。

『公式にはされていないが氷室総そう帥すいには、直系の血縁関係にあたる氷室夏樹くんという実孫が居たそうだ。あー違うよ。君の事じゃない。この──』

『彼の事だ』

　一枚の写真が光学画面に投影された。

　夏樹は虚脱する。それは氷室雷鳥の本当の孫【氷室夏樹】の写真だった。

『彼が正真正銘……氷室財閥総帥・氷室雷鳥のご令孫・氷室夏樹だ』

　総理の告げた真実が……子供たちに衝撃を与えていく。

『この写真に映る彼は二年前、ネイバー０番機の起動実験で、機体ともども消失している……つまり死亡しているんですよ。あの時、パイロットについては知らされてなかったが、総帥の実の孫がヘキサだったとは私も驚きました』

　総理の話を聞いて大地が呟く。

『じゃあ。じゃあ総隊長は……いったい？』

　夏樹は諦てい観かんの念と共に、自分のつま先を見詰める。

『クイーンを撃破でき、ネイバーすら圧倒する戦術兵器。そしてその身体からだ……君の背後には途と轍てつもない科学力を持った機関ないし、組織があると私たちは見ている。学園の爆発的な成長の裏に、君がいたのは紛れもない事実だろう』

　総理は諭すように夏なつ樹きに語りかける。




『そんな君が……国家の転覆を図っている』




「違います！　俺おれはただ！　理不尽に虐しいたげられるヘキサ達を救おうと──っ」

　夏樹が思わず弁明しようとする。でも総理は聞く耳を持たなかった。

『国連加盟国の過半数は、ヘキサを徹底管理する方針で意思統一が為なされている。それがよりにもよって、ヘキサの国を作るだなんて……これがもし、国連の耳にでも入れば日本の立場なんて簡単に吹き飛んでしまうよ』

　濱はま田だ総理は細く、長く息を吐く。その吐息は僅わずかに揺れていた。

『現状、クイーンはネイバーで倒す以外、核攻撃しか対処手段が無い。それを倒してしまうネイバー以外の新兵器、そしてソレに乗る君は、どんなに少なく見積もってもネイバーと同等以上の価値がある……話の運び方次第では世界の軍事バランスさえも覆くつがえしかねない強烈な火種になるんだ』

　総理は夏樹を改めて見る。その表情にあったのは恐怖だった。

『ここまで言えば分かってくれるかな？　そうだ。私は君が怖い……怖くて怖くてたまらないんだ』

　そして総理は夏樹に……否いな──エイルン＝バザットに、最後の質問を浴びせた。

「これらを踏まえて君にお聞きしたい。偽物の氷ひ室むろ夏樹くん」

　全員の目がエイルンに向けられる。懐疑・疑問・畏い怖ふ……さまざまな感情をその目に宿して。総理は姿勢を正して続きを口にした。




『君はいったい……どこの、何者なんだい？』




　人は自分と違う者を忌き避ひする。自分の知らないモノを恐れる性質を持っている。そして恐怖は、時として人を惑わす。搔かき立てられた恐怖は原動力となって人を突つき動かす。




　濱田総理は────日本政府は【エイルン＝バザット】が怖かったのだ。





　幕まく間あい　【ドール・ワルツ・レクイエム　　第八話　〔小さな戦争〕
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　艦内通路でエイルンが赤い軍服の集団と話をしている。エイルンは顔を強こわ張ばらせた。

「ツルギが……裏切った？」

　彼らは貴族の嫡子のみで編成された隊だった。中央に立つ青年は笑う。

　もみあげのカールが特徴的な青年──デネブ艦隊所属の【エーデル・マクシミリアン】は、もみあげを弄いじりながらエイルンに言った。

「これはこれは。大尉に昇進なされた平民卒のエイルン＝バザットではないか。そうだ！　事もあろうかあの女、ラインハルト軍に要請されていた開発中の新型機とそのデータを全すべて持ち出し、件くだんのアリスの操者に降ったのだ。彼奴きやつらは、自分らを【サクラノツルギ】などと名乗り、我らラインハルト軍にも宣戦布告をした！」

　エーデルは大おお袈げ裟さにマントを払う。それからエイルンの胸元に人差し指を付けた。

「皇帝陛下は我らエーデル隊に彼奴らの抹殺を命じられた」

　エイルンは瞳どう孔こうを震わせていた。

「末席とは言え、ムーンクラウンに名を連ねるレーバンガルド家も地に落ちたな。同じ貴族としてなんと嘆かわしい事か……だから下げ賤せんの者の血は信用ならんのだ」

　エーデルたちが歩きだす。他の隊員は通り過ぎざまにエイルンを嘲ちよう弄ろうした。少し行ったところでエーデルが歩を止める。

「そういえば貴様……幼少の頃、あの娘と関かかわりがあったそうだな？」

　エイルンが驚いて身を翻ひるがえす。エーデルは嫌みたらしく笑っていた。

「いくらお前が主席合格とはいえ、一平民ごときが陛下の直参にあたるアルタイル艦隊に配属されるなんておかしいと思ったんだ。まさかレーバンガルドの後ろ盾を持っていたとは……女をたらしこんで上に上がる。下賤な者のやりそうなことだ」

　エイルンが目を剝むいてエーデルに詰めよる。他の隊員がエイルンの両腕を摑つかみ、拘束した。怒りを押し殺すエイルンの顔と、嬉うれしそうに笑うエーデルの顔が向き合う。

「この任務を果たし、昇格した暁には、貴様は木星圏のデルターナあたりに送ってやる。愚かな夢をみる平民たちに教えてやってくれよ。『平民こそ最前線で命を落とすべきなんだ』と。平民どもの希望の星……バザット大尉」

　そう言ってエーデルが踵きびすを返す。エーデルたちは嘲ちよう笑しようを響かせて去っていった。

　エイルンは強く憤いきどおる……脳裏では、昔のことを思い出していた。




《エイルン！　私のこと忘れたら絶対許さないっ！　絶対、絶対っ許さないんだから！》




　別わかれ際ぎわのツルギは……泣きながらそう言っていた。エイルンは静かに息を吐く。

　──俺おれは……アイツの泣き顔を見るのが嫌で。

　エイルンはしっかりと前を見据える。既に目には決死の覚悟が宿っていた。

　エイルンは胸の勲章──大尉のエンブレム──を摑つかむと、勢いよく引き千切る。







　砂漠の上空を進む一隻の宇宙戦艦──デネブ艦隊所属【軽戦闘艦ジェーン】

　ブリッジの客席ではエーデルが足を組みながら、シャム猫と戯たわむれていた。

　突如、船体を振動が襲う。シャム猫は驚いてエーデルの足から飛び下りた。ブリッジに敵機を知らせるアラート音が鳴り響く。エーデルが声を荒らげた。

「何事だ！」

「シュプリームドールによる砲撃です！　識別は……!?　ラインハルトのものです！」

　オペレーターが応こたえる。正面の映像に一機のロボットが映し出された。

　白いロングヘアーに、ハイブーツのようなレッグユニット──赤い騎士を思わせるＳＤシユプリームドールだった。赤いＳＤは大口径のランチャーを脇わきに抱え、船体に砲撃を繰り返していた。

「エドレスカＭｋⅡっ!?　あの機体カラー……エイルンかっ！」

　エーデルは目に闘志を燃やす。この状況を楽しむかのように言った。

「後ろ盾を失い、功を焦ったか！　エーデル隊出るぞ！　このアカナの砂漠を、下げ賤せんな者の血で染めてやろうぞ！」────




　エドレスカの周りを、何機ものＳＤが囲んでいく。

　全機、灰色の騎士を彷ほう彿ふつさせるデザインだ。その中心にマントを付けた指揮官機が遅れて現れる。エーデルが言った。

『愚かなりエイルン＝バザット！　あんな女など見捨てておけば、少しは生き永らえられたものを！』

　コックピットの中でエイルンはしきりに目め配くばせする。エーデル隊がエドレスカを完全に包囲していた。その間もエーデルから音声通信が入る。

『それとも命いのち乞ごいをするか!?　軍籍を剝はぎ、召使いとしてなら取り立ててやってもいいぞ！　選べ！　このまま嬲なぶられ、命を落とすか！　それとも、我がマクシミリアン家に永遠の忠誠を誓うか！』

　エイルンは額ひたいに汗を浮かべる。強がるように笑みを作った。

「エーデル……君は俺に、模擬戦で一度でも勝てたことがあったか？」

『こ！　こ、ここここっ！　このっ平民がぁあああああぁ！』

　エーデル隊がエドレスカに襲いかかる。エイルンの髪と目が紅色に染まった。






Ⅵ　勇者の正体









　疑念と畏い怖ふの眼まな差ざしを浴びながら、夏なつ樹き改め、エイルン＝バザットは立ちつくす。

　無言のエイルンを総理が眺めている。総理は葛かつ藤とうするように、その眉み間けんの皺しわを深くしていた。

『……調査の過程で分かったのは、何も君の異常性だけではない』

　総理は画面向こうで机上のボタンを押す。

　エイルンの周りに別の画像が何枚も映し出される。それは学園の生徒たちと楽しそうに過ごす、エイルンの日常風景の数々だった。

『誠実で勤勉。礼節を重んじる好青年だったよ、君は……何より土ど壇たん場ばで見せる君の勇敢さには、心を震わせられる映像が幾つもあった……そんな君だからヘキサである彼らが、ここまで心を開いたんだとも思う』

　総理はゆっくりと額ひたいを揉もむ。まるで、抱えた心労を解ほぐすかのように。

「結局、私は分からなかった……これが人心掌握のための演技なのか。それとも君の持つ、生来の気質なのか。本当なら納得いくまで真偽を追求すべきなんだ。でも……だから──」

　総理は目を閉じ、痛む腹を擦さする。そして意を決したように顔を上げた。

『氷ひ室むろさん……少し私に独り言を喋しやべらせてくれませんか？』

　映像の雷らい鳥ちようが総理の方を向く。

『もし、もしですよ？　気前のいい誰かが『日本を常任理事国にしてあげるよ』と儲もうけ話を持ちかけてきたら……これは、そんな他愛のないｉｆの話です』

『総理……台本にありませんっ』

　総理の画面から官僚の声だけが流れる。エイルンは眉まゆを曇らせた。

『きっと国益は上がるでしょうね。ネイバーも二機持つことができ、マリスへの対処も容易になる……でも、そうそう良い事ばかりにも思えないんですよ』

　映像の茜あかねが「それって」と漏らす。エイルンもすぐに分かった。

　総理が話しているのは、今日、発動されるはずだった【明みよう星じよう奪取作戦】の事だ。

「世界中の国々が【米国神話】の再来を恐れている。そう思わせるに至ったのが、億人規模の犠牲者を出した【オペレーション・ヘラクレス】です」

　オペレーション・ヘラクレス──二〇三〇年に米国主導で起きた歴史的敗戦である。

　億人規模の犠牲者。主要都市・三五箇所の陥落と、戦略的放棄──

【バレッタ条約】を締結させるに至った大敗北は、世界中の国という国にマリスの恐怖を刻み込んだ。

『オペレーション・ヘラクレスは、一国がネイバーを独占していたことで起こった悲劇だ。そして日本は、いつだって米国の腰ぎんちゃくと見られている。そんな傀かい儡らい国こくが力を持ち、新たなネイバーを持つ……アメリカと合わせれば、これで四体です』

　まず、映像の茜あかねが何かに気付いた。

『それを見たら加盟国はどう思うでしょうか？「日本とアメリカが手を組んで、力を持とうとしている。これはオペレーション・ヘラクレスの時と同じじゃないか？　もしかして、また……【米国神話】が来るんじゃないか？」そう、思うんじゃないですかね』

『総理。台本通りにっ』

　先ほどの官僚の声がする。映像の紫し貴きは表情を歪ゆがめていた。

『日本は国土が狭く、食物の生産量が少ない。更にマリス問題で食料自給率は大幅に下がっている。輸入に頼らなければすぐに立ち行かなくなってしまう。また輸出国でもあるから交易を渋られれば外貨の獲得も難しくなる。そこを突ついて、加盟国が嫌がらせをしてきてもおかしくない……何な故ぜか？　オペレーション・ヘラクレスが怖いからですよ』

『総理！　もうお止やめ下さい！』

　官僚が悲鳴のような声を上げた。映像の雷らい鳥ちようは、表情から感情が失うせていた。

『どうして……今、このタイミングなのか。それがずっと腑ふに落ちなかった。言うタイミングは他に幾らでもあったろうに。でも、それがやっと分かったよ──』

　雷鳥の相そう貌ぼうに無機質な殺意が宿る。

『裏切ったね…………総理』

　総理は何もいわない。目を伏せたまま話を続けた。

『そこで話は戻ります……気前のいい誰かがそんな話を持ちかけてきたら？　きっと私は、こう言うでしょう。「お気持ちは嬉うれしいけど、どうか洞どう窟くつには入らないで欲しい。そこには宝が有るかもしれないが、怖い怪物も眠っているんです」と──』

　総理は話しながらエイルンの方を向いた。

『もしも彼が、力ずくでその儲もうけ話を実現させようとしたら？　多分、私はどんな手を使っても、その話を無かったことにすると思います……ただ一番、話が丸く収まる方に』

　雷鳥は感情を窺うかがわせない。淡々と総理に返した。

『道路を引くのに邪魔になった建物を……シロアリ退治にかこつけてぶち壊す。どうして壊したんだと聞かれれば、「あの建物は柱が腐っており、危険なので仕方なく壊しました」と言えばいい……つまるところ、シロアリでもクロアリでも構わないわけだ？　建物を壊す口実にさえなれば──』

　総理は雷鳥と目を合わせない。胃が痛むのか、お腹なかを手で強く押さえていた。

　総理は憂いの眼まな差ざしでエイルンを見る。

『夏なつ樹きくん……許してくれとは言わない。どうか私を憎んでくれ』

　総理の目を見てエイルンは気付いてしまう……彼もまた苦しんでいるのだ、と。

　エイルンの視界の端──光学画面の一つ──で、アギトが笑っている気がした。

　総理は居住いを正す。その語調を変えた。

『無駄話は終わりです。写真に挙げた一五名はこのまま本土へ護送させて頂きます。彼らの護送が終了次第、自衛隊には学園から退去するよう指示を出してありますので──』

『クーデターなんかすっかよタコ！　放せよオイ！』

『違うんです総理！　あの映像は総理が思ってるようなことじゃなく！』

　画面の向こうで抵抗する大だい地ち。弁解しようとする茜あかね。

　エイルンは自責の念に囚とらわれる。あの時の自分の発言が、仲間たちを窮地に立たせてしまったのだ。エイルンは黙考の末……紅の懐中時計──エンブレムクロック──を開ける。

「エマージェンシーコール。再生メモリー、アサルト」

『警告。干渉領域に衣類を検知。再生を続けますか』

　エンブレムクロックから電子音声が流れる。画面の総理が目の色を変えた。

『何をしている』

　エイルンは纏まとっている濃緑のブレザーを見る──半年間、この学園で過ごした証あかしを。

　寂しげに視線を落とし、エイルンは「許可する」と言う。

　エンブレムクロックの軍章を指で撫なでた。

　手に持った懐中時計に〔エイルン＝バザットと認証〕という意の光文字が浮かぶ。

『待ちなさい！　抵抗をすれば発砲命令を出しますよ！』

　画面向こうで総理が椅い子すから立ち上がる。でもエイルンは止まらなかった。

「ゲットセット」

　プログラム言語を走らせるように光文字が羅列される。

　懐中時計から、青い光が侵食するようにエイルンの腕を伝っていく。光の膜が全身に行き渡る。強い発光現象が起こった。

　この場にいる全員が画面を通して目撃する。

　光が止やむと……エイルンは真紅のパイロットスーツに着替えていた。

『変身……した？』

『すっげぇえええぇええええええええ！』

　葵あおいが呟つぶやき、飛鳥あすかが絶叫を上げる。

　真紅のパイロットスーツ──肩や腕、腰や背中のプロテクターが鈍い光を放つ。右手の甲に装着されたエンブレムクロックから機械音声が流れる。

『制限時間は六〇分。時間超過後はデフォルトメモリーに強制転換されます』

　パイロットスーツの首から下に向け、青い線が通る。スーツの装甲部分が拡張し、盛り上がった。夏なつ樹きのパイロットスーツは〔アサルトスーツ〕にモードを変える。

『だから止めなさい！　君は囲まれているんだぞ！　近こん藤どうさん！　こちらからは絶対、先に撃たせないで下さいよ！』

　画面の総理は、完全に落ち着きを失った様子だった。

　一方でエイルンは寂しげな笑みを浮かべる。画面に映る仲間たちに声を掛けて言った。

「亜あ賀が沼ぬま……妹さんには定期的に電話をかけてやれ。メールよりもきっと喜ぶぞ」

　大地は顔を引きつらせる。エイルンは一緒に映るオルソンと山やま武たけに言った。

「江え藤とう。亜賀沼は後先を考えない節ふしがある。君が上う手まく軌道修正してやってくれ。オルソン、二人がケンカしたら止めるのは君の仕事だ。頼んだぞ」

　画面の二人が困惑する。エイルンは月げつ下かと日向ひなた、飛鳥あすかとアギトの方を向く。

「伍いつ橋はし、八や雲くも、睦むつ見み……まだまだ機兵部はヒヨっ子ばかりだ。だから君たちが助けてやってくれ。君たちにはその力がある。どうか彼らを頼む。伏ふし見みは……君はそのままでいいな。君の発明がたくさんの人を幸せにすると信じてる」

　言葉を失う日向と月下。飛鳥はきょとんとする。アギトは双そう眸ぼうを窄すぼめていた。

　エイルンは田た中なかと茜あかねに向く。

「すまない田中。君とは配信用の猫の動画を撮る約束をしてたよな。できそうになくなった……陽ひ葉よう。こんな俺おれを今までフォローしてくれてありがとう。君には本当に助けられた」

　田中と茜は瞳ひとみを震わせる。まるでエイルンの言葉は、別れを言うような口ぶりだった。

「七なな扇おうぎ、柔じゆう呉ご……本当にすまない。君らには色々と押し付けてしまう事になるが、学園が倒れないよう、皆を陰から支えてやってくれ」

　柔呉は顔を曇らせ、大和やまとは「バカ野郎」と目を瞑つぶる。エイルンは紫し貴きと葵あおいに言う。

「一いちノの瀬せ。何があっても決して迷うな。自分の信じる道を行け。九重ここのえ。君は冷静なくせに危なっかしい所があるから心配だよ……でも胸を張れ。君たちはとてもいいコンビだ。これからは、君たちが学園を引っ張っていくんだぞ」

　葵は意味が分からないようで「隊長？」と聞き返す。紫貴は「まさか」と呟つぶやいた。

　最後にエイルンは画面のセレンを見る。

　困惑するセレンを見つめ……エイルンは小さく「元気で」と呟く。

　エイルンは腕時計を見るようにエンブレムクロックを弄いじる。

　手の甲にＡ４判の光学書面データが浮かぶ。エイルンは一六ケタのパスワードを入れる。光学画面に【確認】の一文字が表示された。

『それ、もしかして……』

　画面の紫貴が何かに気付く。慌ててエイルンを制止した。

『待って！　氷ひ室むろくん！　早まらないで──っ！』

　エイルンは迷わず【確認】を押す。







　司令管制室ではエイルンの様子が映し出されている。この場にいる誰もが正面モニターに釘くぎ付づけになっていた。

　雷らい鳥ちようの司令席で『ピピ！』と、電子音が鳴る。データ受信の通知だった。雷鳥は届いたデータを再生する。浮かんだのは、エイルンの顔写真が載る〔退学申請書〕だった。

　雷鳥の前に〔許〕と〔否〕の一文字が表示される。

　雷鳥は沈痛の面持ちになる。正面モニターの中でエイルンは笑っていた。

『塾長も。どうかお元気で』

　下方スペースにいる紫貴が大仰に振り返る。慌てて、その手を雷鳥へ伸ばした。

「塾長！　お止やめください！」

「坊や……許しておくれ」

　雷らい鳥ちようは顔を下げる。僅わずかに震えた指先で……〔許〕の文字を押す。

　正面モニターにでかでかと【エイルンの学生証】が映る。その学生証に〔抹消済み〕の朱字がスタンプのように押された。田た中なかが声を震わせて呟つぶやく。

「退学、処分」

　紫し貴きは吸い込まれるように映像を見た。やがて、その両りよう眼めに涙が溢あふれる。

「バカ……バ、カぁ」

　紫貴は立ったまま泣きだしてしまった。







　第五格納庫に映る、葵あおいとセレンは狼ろう狽ばいしていた。

『何だよ、退学って？』

『夏なつ樹き……いなくなっちゃうの？』

　彼女たちと同じように、光学画面に映る生徒たちも言葉を失っている。

　エイルンはそんな彼らに優しい声で言った。

「今までありがとう、みんな。この半年……とても楽しかった」

　濱はま田だ総理は信じられそうな顔でエイルンを見ていた。

『どうして君は……そんなことができる？』

　エイルンは総理を正視する。目を閉じ、意識を集中させた。

　こめかみをぶん殴なぐるような感覚が走った。

「！」──エイルンが瞼まぶたを開ける。

　髪と瞳ひとみの色が、波紋が渡るように黒から紅へと変わった。子供たちはエイルンの変身を目撃する。それは少年が勇者へ変へん貌ぼうした事を意味していた。

「貴方あなたの質問にお答えします、総理……確かに俺おれは氷ひ室むろ夏樹ではありません──」

　エイルンは真まっ赤かな目で、信じられなそうにしている総理を見上げた。




「俺は……別の世界の宇宙から、この星へやって来ました」




　エイルン＝バザットは新人類である。

　月の天才科学者・ドクターツルギに、エルフィーナ・ルインレーゼを託された超人戦士。

　鋼鉄よりも堅い進しん化か鎧がい骨こつ格かく──絶対に破裂しない蛮弾力内臓──爆発増加する強化人工筋肉──何百倍の伝達速度を誇る超敏化神経系──

　エイルンは自分の信念を貫き通す時、余すことなくこの力を行使する。

『マジ、っすか』

『やっぱり夏樹……宇宙人』

　山やま武たけが言ってセレンが呟つぶやく。総理が混乱するように聞いた。

『別の、世界？』

　仲間たちが瞠どう目もくする中、エイルンは続けた。

「総理。貴方あなたがた政府は一つ、重大な感違いをしている。この学園にいる不穏分子は一人だけです。学園生徒を脅し、大勢に牙きばを向くように仕向けたのは……この俺おれだ！」

　エイルンは、紅の瞳ひとみで真まっ直すぐに総理を見る。

「見ての通り、俺は氷ひ室むろ義塾と袂たもとを分かった！　そして真相は退学後に分かったのだから、学園に管理責任は無いはずだ！　貴方がたも、その方が都合がいいでしょう！」

　エイルンの言っている事────それは学園にかかる嫌疑の全すべてを被かぶろうとしているのだ。エイルンは周囲の気配を探る。腕を広げ、両足を広げて……臨戦態勢を取った。

　自分を包囲する者たちにエイルンは大声で言う。

「さぁ！　これで遠慮は無用だぞ！　俺に用があるんだろう！」

　エイルンが周囲に向かって吠ほえる。




「痛い思いをしたい奴からかかってこい!!」




　一斉に鳴り響く銃声。エイルンは咄とつ嗟さに顔をガードした。十発以上の麻酔弾が、見えない壁にぶつかったかの様に弾はじかれる。

　更なる銃声──今度は狙そ撃げきだ。エイルンは蹴けるように足を上げて避よける……空中で不安定な姿勢のまま身体からだを捻ひねった。スーツの手首から投げナイフが飛び出る。

　エイルンは回転ざまにナイフを投げ飛ばした。

「ぐあ！」

　二階に潜んでいた狙撃手が落ちてくる。エイルンは床に這はうように着地した。地面を叩たたくように跳ね、バック転をする。一秒前にいた箇所を、何発もの銃弾が穿うがつ。

　エイルンは縦横に格納庫内を走りだす。男たちのうめき声が上がり始めた。

　そんなエイルンを遠目に、部隊長が大声を張り上げた。

「機甲歩兵！　スリープ解除！　発砲を許可する！　殺しても構わん！」

　壁をぶち破やぶって四機の人型が格納庫内に侵入する。

　迷彩色の宇宙服のような出で立ち──くるぶしにタイヤを付ける。両腕には鉄骨のようなアームユニットが付いていた。

　次期、陸上自衛隊配備予定の【日にち四よん式しき特とく殊しゆ機き甲こう服ふく】を着た機甲歩兵隊だった。

　一機の機甲歩兵がエイルンに体当たりをする。エイルンは真正面からその身体を受け止めた。エイルンの両足が火花を上げて、コンクリートを擦る。黒い足跡を作って機甲歩兵の突進が止まった。エイルンの真まっ赤かな目が上を向く。

『このぉお！』

　機甲歩兵の右肘ひじ──内部の装薬──が炸さく裂れつした。鉄の拳こぶしがピストンのように突つき出される。エイルンが鉄てつ拳けんを受け止めた。エイルンの握力で鉄の拳こぶしがぐにゃりと潰つぶされる。

　エイルンは左アームユニットも脇わきで挟む。

「マリスあいつらの力はこんなもんじゃない！　絶対に組んで戦おうなんて思うなよ！」

　エイルンがそのまま機甲歩兵を持ち上げ……空中で腹部を蹴ける。機甲歩兵の腹が陥没し、上へと蹴け飛とばされる。即座に横から別の機甲歩兵が走ってくる。

　エイルンは敵の突進の勢いを殺さず、その左腕を担かついだ。

「ふっ！」

　豪速の一本背負い──コンクリートにヒビを入れて機甲歩兵の身体からだがバウンドした。ヘルメット内で、機甲兵が唾つばを吐く。

　部隊長が呆ぼう然ぜんと、手に持ったトランシーバーを落とした。

「最新式の……機甲戦闘服だぞ？」

　エイルンは残り二人の機甲兵も無力化する。壁の大穴を通って第五格納庫を脱出した。







　司令管制室内は騒然となる。状況の急転に皆、浮足立っていた。

　映像の総理が、汗を浮かべて雷らい鳥ちように言う。

『氷ひ室むろさん。学園が彼と、無関係と主張するなら我々はそれを汲くみ取りましょう！　その上で氷室義塾に要請します！　逃亡者の確保、不可能ならば射殺を！　彼を絶対、この島から出さないでください！』

「あんたっ、言ってて恥ずかしくないのかい！」

　総理の物言いに、雷鳥は口をへの字に曲げる。

『学園の無実を証明してくださいと言ってるんです！　もしも彼を取り逃した場合、他の一四名はもちろん！　貴方あなたにも軍事法廷に出頭してもらう事になりますよ！』

　総理は唾を飛ばして雷鳥に言う。既に総理の顔には欠片かけらの余裕も残っていなかった。

『何を迷う事があるんですか！　アンタ、この島のトップでしょう!?　この第弐富士は、人生の半分を費やして作ったって、言ってたじゃないですか！　もう分かって下さいよ！　これが私個人のできる！　限界ぎりぎりの歩み寄りなんですよ！』

　総理は半ば泣きつくように雷鳥に言った。

『日本はやっと安定に向けて歩きだしたんです！　今、氷室義塾を失う訳にはいかない！』

　雷鳥は数秒の黙考を経て……全館放送を入れた。

「氷室義塾・戦闘科に通達。内閣府の要請により、これより自衛隊の作戦行動に協力するものとする……現在、逃亡中の侵入者を捕まえな」

　紫し貴きは拳こぶしを握って俯うつむく。茜あかねが「そんな」と項垂うなだれた。雷鳥は総理に力なく言った。

「総理……アンタが殺そうとしているのはシロアリじゃない……座敷わらしだ。座敷わらしを家から追い出せば、災いがやってくるよ」

『……英断に感謝します、氷室総そう帥すい』

　総理は小さな声で言うと回線を切った。

　雷らい鳥ちようは苛いら立だちのあまり、司令席の手すりを思いきり叩たたいた。

　──エイルン……ぜったい、捕まるんじゃないよ！

　生途会は当惑を拭ぬぐえないまま、エイルンの捕縛指令を現場に流し始めた。







　戦せん騎き装そう・第一格納庫──

　格納庫内はいつもの喧けん騒そうを取り戻していた。しかし漂うのは引火しそうな緊迫感だ。自衛隊員の監視の中、機兵部員たちは搭乗準備を進める。

　仲間たちを助けるために罪を被かぶった──エイルンを捕まえるために。

　作業車が行き交う。整備部員や機兵部員も走っていた。声を上げて指示を出し、戦騎装の起動準備に入る。

　そんな中、大だい地ちは動かなかった。歯を嚙かみ締めてコンクリートを睨にらむ。その少し後ろではオルソンと山やま武たけが黙って大地の背中を見ていた。

「っ！」

　大地が思い切ったように一歩を踏み出す。憤然と自分の疾しつ風ぷうへと向かって行った。一拍遅れてオルソンと山武が走り寄る。

「大地！　おい大地ってば！」

　大地は足を止める。二人に背中を向けたまま言った。

「オメーらはこっから別行動をとれ。絶対に俺おれに付いてくんな……こりゃ命令だ」

　言って大地は再び歩き出す。絞り出すようにこう言った。

「俺、オメーらだけは撃ちたくねーからよ」

　その言葉を聞いて二人は顔を見合わせる。「「へ！」」と笑った。

「後の事は任せたわ」

　大地が背中越しに言う。そんな大地の後頭部をオルソンが殴なぐった。

　大地は後頭部を押さえて悶もだえる。涙目で「あんだよ！」と振り返った。

　そして大地は面めん食くらう……山武とオルソンは笑っていた。

「何、一人で盛り上がってるのかな。このハゲ」

「僕ぼくらチームなんだから。動くときは三人一緒よ」

　それを聞いて大地の目に、ぶわっと涙が溜たまる。「おめぇら！」と鼻水を垂らした。

「総隊長、俺らのこと庇かばって罪、被ったんだべ？　これで裏切るとか、ダセー真ま似ねできねーじゃん？」

「まー。命令違反はお手のものね！」

　二人の言葉に大地は鼻水をすする。赤くなるほど両りよう頰ほおを強く叩いて気合を入れた。

「しゃっ……スター小隊！　いっちょ派手にやってやろうぜ！」

　三人は自分たちの機体へと走った。







　戦せん騎き装そう・第三格納庫──

　防護服姿の月げつ下かが足早に歩く。月下は、予あらかじめ移動してあった自分の機体へ向かっていた。

　月下の正面に三人の自衛隊員が立ち塞ふさがる。一人が月下に自動小銃を向けた。

「容疑者リストに載っていた、テンナンバーの伍いつ橋はし月下だな？」

「そうだよ」

　月下は気だるげに答える。ズボンポケットからヘアピンを取り出し、左の前髪を上げた。

「貴様ら、テンナンバーは優先して氷ひ室むろ夏なつ樹き・捕縛の任に当たれ。奴と学園が無関係と言うのなら、結果を以もつて自身の潔白を証明しろ……我々の銃口は、今も貴様らに向いていることを忘れるな」

「どのみち他の子じゃ、束になってもお話にならないよ」

　通りすぎようとした月下の肩を自衛隊員が摑つかんだ。

「変な気は絶対に起こすなよ……事は貴様らだけでなく、学園全体に及んでいる。無関係な者たちを、只ただのヘキサに戻したくはないだろう？」

「……仕事はするさ」

　月下は肩の手を振り払う。改めて自分の機体へと向かった。




《みんなも一緒に連れて行ってあげてね？　隊・長・さん！》




　かつて言われた言葉が脳裏を過よぎる。月下は自じ嘲ちようして左手の義手を見た。

　──こんなザマになっても、できる事がある、か。

「安心しな。学園も機兵部も……無くなりはしないさ」

　月下は、ここにはいない誰かに語りかける。自分の機体を静かに見上げた。

「さぁ。散歩の時間だよ」

　伏せた状態で鋼鉄の獣が鎮座している。今、その牙きば型のカメラが黄色に点灯した。







　戦騎装・第四格納庫──

　表情を沈ませた日向ひなたが車くるま椅い子すを進ませる。防護服姿だ。日向にもまた、氷室夏樹・捕縛の任が降りていた。

　自分の働きが、自身や柔じゆう呉ごたちの未来に直結している。日向は気持ちを落ち着かせるように、心臓を二回叩たたく。それから自分の専用機、グラン二号へと向かった。

「？」

　日向は不意に車椅子を止める。前方で騒ぎが起こっていた。

　柔呉と整備部だ。一〇名近くの自衛隊員たちに囲まれている。柔呉は、普段では考えられいような険しい剣幕だった。

　日向ひなたが見る中、柔じゆう呉ごは後輩の頰ほおを張り倒す。日向は慌てて車くるま椅い子すを進ませた。

「部長！　何をやってるんですか！」

　間に入るように日向が車椅子を滑り込ませる。柔呉が興奮気味に言った。

「聞いてくれよ副部長！　このボケチンども！　リキッドの搬入忘れてやがったんだ！　しかも整備で抜いた分、空缶と勘違いして生産部に持ってかせちまったんだとよ。オメーら緊張感無いにも程があんだろ！　整備任務、舐なめてんのかよっ、おい！」

　柔呉は身を乗り出し、また後輩の頰を張る。凄すごい音が鳴った。日向はすぐに直感する……これは柔呉たちの演技だと。彼らはグランの発進を遅らせようとしているのだ。

　痺しびれを切らしたように、自衛隊員の一人が柔呉の肩を乱暴に摑つかんだ。

「いいかげんにするのはオマエだ！　そんな猿芝居が通じると思ってるのか！　容疑者の分際で！　これ以上、搔かき回すなら共謀者としてしょっぴくぞ！」

　日向はその言葉を聞いて血の気が引く。

　反して柔呉は引かない。逆にその自衛隊員の胸倉を摑んだ。

「そっちこそ引っ込んでて下さいよっ。うちらの整備で人が死ぬかもしんないんすから」

　柔呉の態度に自衛隊員は痺れを切らす。自動小銃のストックをおもむろに振り翳かざした。

「おぶ！」

　柔呉が顔を押さえて大きくよろめく。日向が「部長！」と悲鳴を上げた。

　柔呉の鼻から、ぼたぼたと鼻血が垂れる。屈かがんだ柔呉に、自衛隊員はまたストックを落とす。鈍い音を立てて、柔呉の側頭部が打たれた。

「ぐが！」

　柔呉の巨体が地面に倒される。そんな柔呉を守るように日向が割り込んだ。

「私が八や雲くも日向です！　規格外十番テンナンバー指定の！　すぐに発進準備にとりかかりますから、乱暴は止めて下さい！」

「副部長、ダメだ」

　倒れた柔呉が日向を止めようとする。隊長らしき人物が日向の前に来た。

「お前、容疑者リストに載っていた一人だな……よし。貴様はすぐにアレで出ろ」

　部隊長が親指で差す。近くには一機の戦せん騎き装そうが鎮座していた。

　太い両腕。肥大化し過ぎた腿もものデザインが特徴的である。全身を群ぐん青じよう色で塗られる。頭部に二本のセンサーアンテナを付ける。

　機動性に大難を持つも、射撃性能は他の戦騎装を圧倒する。

　砲撃戦特化の重戦騎装──ＧＧｚ－36Ｃ２【グラン二号・フレイムパンチャー】である。

「貴様の働きで仲間の未来が決まる。それを忘れるな」

　その命令が、日向の胸に大きな重石を乗せる。間を置いてから日向は暗い顔で頷うなずいた。

「貴様は銃の扱いに長たけたヘキサだったな……さっさと侵入者を撃ち殺してこい」

「ダメに決まってんだろう！」

　柔じゆう呉ごの怒声が隊長の声をかき消す。瞠どう目もくする日向ひなたを隠すように、柔呉が立ち塞ふさがった。

「こんな女の子に、なんて命令してんだ！　アンタっ！」

　鼻血で顔半分を真まっ赤かにした柔呉──鬼気迫る表情で言った。

「副部長の銃は、俺おれらを守ってくれるための物で……仲間を撃つためのモンじゃないっ」

　日向は瞳ひとみを拡げる。言い様のない喜びがその胸に染しみ渡っていった。

　一方で、自衛隊員たちが柔呉に銃を向ける。

　日向はそれを見て覚悟を決めた……自分と彼を守るための戦いをすると。

　日向は微笑をその顔に貼はり付ける。

「ありがとうございます、部長」

　日向が柔呉の作業着を後ろから引っ張る。

「でも部長……私、前に言ったじゃないですか。私はそんな綺き麗れいな人間じゃありません」

　日向は笑う。それは感情を全く窺うかがわせない、微笑ほほえみの仮面だった。

「私は撃つ行為に、意味とか想おもいとか、そういうセンチメンタルな感情は挟みません。たぶん、自分を守る為ためなら、躊ちゆう躇ちよなく引き金を引ける……そんな薄情な人間なんです」

　柔呉は怪け訝げんそうな顔になる。日向は続けた。

「多分、氷ひ室むろさんを殺しちゃっても、ショックは受けるんだけど、すぐに自分の中で流しちゃうと思うんです。朝起きたらいつも通りで……シャワーを浴びて朝の準備をしてるんだろうな。きっと私なら──」

　柔呉は否定するように「噓うそだ」と言う。

「部長、知ってるじゃないですか。唐紅軍タンホンジユンが攻めてきた時、私は、銃と弾薬を駆使して、その四割を壊かい滅めつさせたんですよ？　当然、それに伴う人命も私はこの手で奪っています」

　日向の言葉に、整備部員たちは耳を疑う。

「詳しい死者の数を聞いた時、私が何を思ったか分かりますか？『もっと弾薬があれば、その倍になっただろうな』……です。その日もちゃんとご飯を食べて、ぐっすりと眠ることができました」

　日向は、嚙かんで含めるように言う。本当の自分は〔人間などではない〕……まるでその事実を、白日の下に晒さらすかのように。そして日向は──




「それに部長は……私の本質に気付いたから、私から逃げてたんですよね？」




　──拒み続けていた結論を、この局面で飲み干した。

　対する柔呉は、打ちのめされたような顔になる。「待ってくれ」と小さな声で言った。

「飛鳥あすかさんに言われました。私は殺戮の天才なんだそうです。壊したり、殺したりすることに喜びを感じ、ハイになればなるほど、自己のパフォーマンスが上がっていくそうなんです……もうそんなの、人間って呼べないですよね」

　日向は自じ嘲ちよう気味に笑う。その場違い過ぎる、優しい微笑が全員の背筋を凍らせていた。

　たった一人を除いて……。日向ひなたは抑揚なく言った。

「そんな女に言い寄られても気味が悪いですよね……気持ち悪いですよね」

「副部長！　だから待てって！　俺おれがいつ、そんなこと！」

　柔じゆう呉ごが何か言おうとする。日向は表情を何も変えず「いいんです」と打ち切った。

「だから部長、安心して下さい。私は氷ひ室むろさんのこと撃てます。殺せます」

　日向は車くるま椅い子すの向きを変える。その背中に柔呉は「ダメだ！」と叫びかけた。

「前に部長、私を正義の味方と言ってくれましたけど……やっぱり違いましたね」

　日向は肩越しに笑う。その顔を見て柔呉は言葉を失った。

「私は人の皮を被かぶった、怪物なんです」

　声音を変えずに日向は言う。それから車椅子を進ませた。

「副部長！　だめだそんなの──っ！」

　柔呉は後を追いかけようとする。しかし自衛隊員が二人掛かりでそれを止めた。

「副部長ぉお！」

　日向は振り返る事なく、グラン二号で出撃してしまう。







　司令管制室──

　生途会でも仲なか違たがいが起こっていた。

「対象は第一校庭を通ると推察されます！　そこへ何人か待ち伏せを送ってください！」

　田た中なかが現場の自衛隊に指示を送っている。その様子は必死そのものだ。そんな彼の後ろから、女子役員が近寄った。後ろから手を伸ばし、田中の通信を勝手に切る。

「あの総隊長が、クーデターなんてする訳ないじゃん。さっきのだって、誰がどー見たって他の人、庇かばってたようにしか見えなかったでしょ？　それをアンタ、何してんの？」

「邪魔するなよ！　仕方ないだろ、命令なんだから！　指離せよ！　疑われちゃうだろ！」

　田中は──コンソール盤のボタンを押し続ける──彼女の指をどけようとする。女子役員は両手でボタンを押さえ、それに抵抗した。

「それに僕ぼくは……僕は！　最初から反対だったんだ！」

　田中が勢いよく立ち上がった。切迫の表情でまくしたてる。

「あの人が全部悪いんだよ！　僕たちは彼に力ずくで言う事を聞かされてただけだ！　さっきの映像だって嫌々のところ連れてこられて！　僕はたまたま居合わせた、だけで──」

　田中は焦点の合わない視線を下にやる。そんな田中を女子役員は白い目で見た。

「……あんたがゴミだっていうのは、よぉく分かったわ」

　言われて田中は顔を上げる……その声を裏返らせた。

「あの人なら、僕がこう言う事を望んでいる！　僕はあの人の気持ちを第一に考えて！」

　パァン！　と鋭い音が鳴る。田中のメガネが床へと落ちた。

「もう黙れよ……糞くそメガネ」

　田た中なかを叩たたいた女子役員は自分のコンソール席に戻っていく。

　そんな喧けん騒そうを余よ所そに、茜あかねがそっと雷らい鳥ちようの方を振り向く。上方で雷鳥は、茜に小さく頷うなずいて見せた。茜は席の下で自分の携帯電話を弄いじる。学内に展開した自衛隊戦力の位置をエイルンに送信しているのだ。

　──紫し貴きさん、トイレに行くって出ていったけど……氷ひ室むろさんの所に向かったのかな。

　茜は指を動かし、考え事をする。エイルンの位置情報を確認しようとマップを見た。

　その時、二四個のカメラ映像の一つに目が止まる。

　──睦むつ見みさん？

　カメラ映像内でアギトが手を振り被かぶる。するとその画面がザーっと途切れた。







　ネイバー第二格納庫──

　武蔵むさしを仮死状態にした医療スタッフたちが頭を押さえて地面に伏せる。

　格納庫内には大和やまとの怒声が響き渡っていた。

「この、大馬鹿野郎がぁ！」

　大和は目を血走らせて、アギトの胸倉を摑つかむ。アギトは右手に短刀を下げていた。その白はく刃じんから血が滴したたり、コンクリートへ落ちていく。

「助けにきてやったのに、酷ひどい言い草だな」

　アギトは返り血のついた顔で不敵に笑った。

「いいか聞けよ、戦闘狂！　アイツがなんで自主退学してまで、自衛隊と鬼ごっこをしてると思う？　学園を守るためだろうが！」

　大和は怒りのまま死体の一つを指さす。二人の周囲には血の海が広がっていた。

　自衛隊員の死体が無残にも転がっている。全すべてはアギトの所業だった。

　そして、それは……エイルンの覚悟が水泡に帰した事を意味していた。

「学園のヘキサが自衛隊の人間を殺した！　こんな大不祥事！　あのババアが責任を取るだけじゃ済まないぞ！　学園を乗っ取りたくて仕方ない防衛省が、ここぞとばかりに乗り込んでくる！　オマエのせいで、第弐富士が無くなるかもしれないんだよ！」

　怒鳴られてもアギトは平静としていた。むしろその表情は、怒る大和を注意深く観察しているようだった。

「そうか。やはり、オマエの怒るポイントはそこなんだな」

「……人の話、聞いてるのかよ？」

　大和の怒りが性質を変える。燃えるような怒りが冷えた怒りに裏返った。

「状況を正しく認識する判断力。目標達成のためなら手段を選ばない、現実的思考。多才に溺おぼれることなく磨き上げられた技能。長年かけて醸成されたヘキサへの執着と身内感情……そして、【呼応ボイス】────一いちノの瀬せと迷うところではあったが、やはり総合的にはオマエの方が良さそうだ」

　アギトが声音を変えずに言う。大和やまとの目が完全に据わった時だ。

「ッ!?」

　突然の一いつ閃せん──大和は紙一重で白はく刃じんを避よける。刃が頰ほおを掠かすり、鮮血が飛んだ。

　大和はそのままバックステップで下がる。地面に落ちていた日本刀を拾った。

「ふざけるのも大概にして下さいよっ……本気で顎あごの骨、砕きましょうか？」

　大和は頰の血を拭ぬぐう。

　対するアギトは黒漆の短刀を逆手に持つ。それを大和に向け、構えを取った。

「ふざけるな、か……言っておくが七なな扇おうぎ。俺おれはオマエよりもずっと怒っているんだぞ？　この世界の奴らにな」

「……はぁ？」

　大和が胡う乱ろん気げな声を上げる。アギトは口から笑みを取り払っていた。

「この歪ゆがみは度し難がたい。俺たちの思い描いていた流れとかけ離れすぎている。安定期に運ぶためとはいえ、かなり頭にくる事態となってしまった。そこで七扇、俺はお前に白羽の矢を立てることにしたんだ」

「意味分からない事をペラペラっ、ペラペラっ……さっぱり見えてこないんですがね！」

　大和から質問を受け、アギトは短刀を鞘さやに納めた。

「七扇。お前はヘキサがどうやって生まれてくるか……考えたことあるか？」

「なに？」

　突然の質問に大和は目を細める。アギトは左手の甲を大和に見せた。するとアギトの左手に〔もう一つの刻印〕が浮かび上がってくる。

　刻印の中には【[image: ]】のローマ数字が刻まれていた。それを見て大和の神経が高ぶる。

「その……刻印っ」

「ナンバー15、悪魔デビルのアルカナを持つネイバー。イギリスが噓うその公表をしている方じゃない、本物の方の15番機……俺はそれのネイバーフッドだ」

　アギトは大和に重い声で言った。

「そして今、俺が質問したことの意味……察しのいいお前だ。おそらく全部に気付く」

　アギトは短刀を順手に持ち、明みよう星じようを指す。

「戦車チヤリオツトに乗ればな」

　大和は湧わき出る動揺を押さえる。声を震わせてアギトに聞いた。

「お前は、いったい何なんだよ！」

　アギトは長い髪をかき上げる。

「俺は選別者……ネイバーを相応ふさわしき者に託すのも仕事に入っている」

　二人が話す中、ネイバー格納庫のメインゲートが音を鳴らして開いて行く。

　大和は慌ててゲートの方を見る──

【キャラピラを付けた貯水タンク】のような物体が入ってくるところだった。

　群ぐん青じよう色で塗られている。球体のタンクの横には【二つ折りの砲筒】がマウントされていた。外部スピーカーを通し、見知った少女の声が響く。

『アギたーん。準備できたよー、ってうわーっ！　これ死体ッ!?　生死体っ!?』

　自走兵装ユニット【グラン一号・フェニックスハート】に乗った飛鳥あすかだった。

「伏ふし見みか！」

　大和やまとが驚く中、アギトはグラン一号の方へ向けて歩きだす。大和と一〇メートル以上、距離を開けてから振り返った。アギトは不敵に笑って、右手を水平に広げる。

「七なな扇おうぎ！　お前は恵まれている！　舞台に上がる権利を得たのだから！　だが心しろ！　お前が踊らされるのは、果てのない闘争のワルツだ！」

　そう言ったアギトが「来いアモン！」と叫び声を上げる。

　割れる空間──中から勢いよく、機械製の大悪魔が上半身を覗のぞかせる。

『なにこれ……すっげ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!』

　現れた六つ目の巨大ロボットに飛鳥は大興奮する。

「戦車チヤリオツトはお前に預ける！　真実を知ったお前はどちらを選ぶんだろうな！」

　全長二三メートルの悪魔は四枚の翼を畳んで、アギトの背後でしゃがむ。己の操者にかしずくように。アギトと大和の視線がぶつかった。

「さぁ……お前は誰のために鎮魂歌レクイエムを奏かなでる」

　大和は白銀の人機【明みよう星じよう】を見上げる────そうして睦むつ見みアギトは誰にも気付かれずに始める。悪魔の悪戯いたずら劇は、音も無くその序幕を終えていた。






Ⅶ　涙









　氷ひ室むろ義塾の地下スペースではセレンが連行されていた。

　手を後ろに回され、セレンは泣きながらエイルン夏樹の名を叫んでいた。

「やぁ！　いやあぁ！　夏なつ樹きぃ！　行かせて！　夏樹行っちゃうぅ！」

「いいかげん！　大人しくしないか！」

　随伴する一人が暴あばれるセレンを叱しかりつける。セレンはビクッとなって口を噤つぐんだ。

　エイルンとの戦闘が開始され、セレンは早々にデストブルムから引き剝はがされていた。ネイバー格納庫の外へ外へと連れて行かれる。

「夏樹ぃ、夏樹ぃ」

　ポロポロと泣きながら連れて行かれるセレン。四人の自衛隊員は粛々と任務を遂行する。

　セレンが泣きながら視線を左に向けた。

「？」

　ひゅるひゅると、自衛隊の背後に〔蔓つる〕が生えてくる。鋼鉄製の蔓は、足元の鋼材を貫通し、花のように咲いていた。セレンは目を白黒させる。

　セレンを見て隊員が横を向く。

　でも蔓は、既に地面に引っ込んでいた。彼が視線を戻すと蔓はまた生えてくる。

　──クロ！

　それはデストブルムのマシンアームの一部──白兵戦用のカッターウィップ──だった。

　触手がしなって〔自衛隊員の首を刎はねる真ま似ね〕をした。それから蔓つるは『？』を描く。

　セレンは顔を青くして、首をぶんぶん横に振った。自衛隊員たちが不審に思って、また後ろを向く。何も無く彼らは視線を戻す。またニュキニョキと蔓が生えてきた。

　触手は先端を丸めて、シュ！　シュ！　と〔パンチを打つ真似〕をした。

　セレンは「ふんふん」と頷うなずき、許可を出す。

「さっきから貴様！　何を、ぶぼっ！」

　怒鳴った自衛隊員の身体からだがくの字に曲がる。先端をボールみたいに丸めた触手が腹に打ちこまれていた。殴なぐられた隊員が壁に激突する。

　電光石火のスピードだ。触手は他の二人の意識も飛ばす。

　最後の一人がセレンに自動小銃を向けた。次の瞬間、小銃が四つに切断される。部品とライフルの弾が散った。そして最後の一人も壁に叩たたきつけられる。

　気付けば四人の自衛隊は昏こん倒とうさせられていた。

　セレンは「クロ！」と嬉うれしそうに、触手──先端のボール部分──を手で包み込む。

「夏なつ樹きたいへんなの！　たすけて！」

　触手は頷くように頭こうべを垂たれる。再び足下の穴へと戻っていく。

　セレンもデストブルムを目指し、走り出した。







　氷ひ室むろ義塾・敷地内──

　天気は大雨となっていた。校舎や街路樹を雨粒が叩く。増水した雨水は川になって道を流れていく。学園内では銃撃の音が散発していた。

　雨の川を鋼鉄の大足が踏み敷く。飛沫しぶきが全方位に散って、コンクリートにヒビを入れた。

　鋼鉄の巨人が肩から煙を上げる。右肘ひじから先は欠損していた。

　一〇メートルの全身は迷彩色。戦車がそのまま人型になったようなフォルムだ。

　この機体は【巌がん流りゆう】──陸上自衛隊の主力戦せん騎き装そうとなる。そのパイロットが言った。

『お前ら自分が何をやってるか分かって──っ！』

　巌流は腰にマウントしたマシンガンを左手に構える。




　巌流の対面上──学園のメインストリートを三機が滑走してくる。




　アイカメラにブルーの機体カラー。瘦そう身しんのスタイリッシュなボディを雨が濡ぬらす。足下には巨大タイヤロードホイールを付ける。

　Ｉ─42【疾しつ風ぷう】──その高機動な号戦装備の機体だった。追随する二機の頭部はゴーグルのデザインとなっている。その二機もブルーカラーだ。

　機兵部が誇る、撹かく乱らん機動小隊【スター小隊】の大だい地ち機・オルソン機・山やま武たけ機である。

　アイカメラの疾しつ風ぷう・大地機が、戦せん騎き装そう用コンバットナイフ【バレルスライサー】を逆手に構えた。ナイフ片手に加速する。

『これは明確な敵対行為だぞ！　それが分からない──っ！』

『分かっててやってんだ！　この……ハゲっ！』

　波打つ一いつ閃せん──ナイフの軌跡は巌がん流りゆうの脇わきの下を潜った。大地機が回転して、巌流を通り過ぎる。腱けんを斬きられたように巌流は左腕をダランとさせた。

　一秒後、後続の二機が来る。オルソンと山武は鉄骨を両腕に抱えていた。

『ハゲは！』『テメーだっ！』

　オルソン機と山武が鉄骨をバットよろしく……交差の瞬間、フルスイングした。

　巌流の頭がかっ飛ばされる。

　巌流を戦闘不能にし、三機はすぐさまその場を去る。風の如ごとき奇襲で、スター小隊は既に五機の巌流を無力化していた。大地が言う。

『奴やつこさん！　そろそろ本気になる頃合いだ！　このまま校庭に回るぞ！』

　三機が表通りを下る。右側に野球場のフェンスが見えた。大地機を先頭にフェンスを飛び越えていく。グラウンドは雨を多分に吸いこんでおり、着地の衝撃で泥が跳ねた。三機は泥だらけになりながらグラウンド中央に向かう。

　山武機が先頭を行き、機体を斜めにしてブレーキを掛ける。

『確かこの辺に……あった！』

　泥の中に巨大な鉄製の取っ手があり、山武機がそれを引っ張る。

　六メートル四方の分厚い蓋ふたが開く──中から戦騎装用の武器が大量に現れた。

『こっからは撃ち合いだ！　野郎ども！　しこたま持ち出せ！』

　大地が中から戦騎装運用アサルトライフル【スイートビー】のグリップを抜き去る。オルソン機が携帯用の盾やマガジンを取る。山武機は携行式のランチャーを右脇に抱えた。

　突如、付近で泥が跳ねる……銃撃だった。スター小隊の各機が背中合わせに周囲を警戒する。校庭を取り囲むように、六機の巌流が集まってきていた。

『悪ガキ共！　大人しく機体から降りろ！』

　スイートビーを構えた巌流から警告が飛ぶ。その巌流の頭部に、空のリキッドタンクが投げつけられる。ドラム缶の腹を叩たたいたような音がした。

『うっさいよバーカ！』

　オルソンの挑発が飛ぶ。大地も同じく声を張り上げた。

『その機体、零番配属だろ!?　だったら総隊長が、そんなアホなことするはずねーって分かってんだろうが！　何がクーデターだ、バッカくせぇ！　こんなの全部、インボーだ！』

　口汚い言葉と共に、大地機が頭上に向けて威嚇射撃をする。零番配属とは第弐富士配属を指す。つまり彼らも、エイルンと共に戦ってきた部隊だった。

　巌流隊が銃口を正面に向ける。スター小隊の銃口も巌流に向かった時だ。

『このクソ虫どもぉおおおおおおお!!』

　田た中なかの激げき昂こうがグラウンド内に響き渡る。

　コックピットで山やま武たけは、耳をキーンと痺しびれさせていた。

「痛いつぅう！　田中マジギレ!?」

　耳を押さえて画面を見る。田中の顔が強制通信でコックピットモニターの右側に映った。

『すぐに攻撃をやめて投降しろ！　返事をするな！　抗弁をするな！　黙って言うことを聞け！　本当に砲撃要請して殺すぞ、このクソ虫が！』

　田中はメガネをずらし、顔を真まっ赤かにして怒っていた。







　司令管制室では田中がキレにキレまくっていた。

「お前らいったい何発撃った!?　何機ダメにした!?　むこうのコマンドポストがカンカンに抗議してきてんだよ！」

　田中は髪を振り乱し、狂ったように自分のコンソール盤を叩たたく。

「お前ら状況わかってるのか!?　僕ぼくら、間違えたら戦犯扱いで逮捕されるんだぞ!?　こんな事したら、僕たちまで氷ひ室むろ隊長と繫つながっていると思われるじゃないか！　巻き込まれる奴の身にもなってくれ！　こんな時に感情で動くなよ！　状況が余計悪くなるだけだって、何で分からないんだよ！」

　目を血走らせ、涙を浮かべてモニターの三人を睨にらみ上げる。三人の顔を見ると田中にまた沸々と怒りが湧わいてくる。

「こうなったらお前ら全員、責任もって退学──っ！」




『『『うっせぇえええええええええええええぇ!!』』』──三人が逆ギレした。




　映像通信の大だい地ち・オルソン・山武が、同時に中指をおっ立てる。

『しょっぺぇこと抜かしてんじゃねーぞ田中ぁ！　だいたい！　庇かばってもらっておいて何だ、その手の平の返しっ!?　本気で言ってんなら、そのメガネ、叩き割るぞ！』

　山武は更に、右手の中指もおっ立てて唾つばを飛ばす。

『栄えい太た郎ろう、気持ち分かるけどそれはダメよ。とても気持ちが悪いよ』

　オルソンは白い目で田中を見る。

『総隊長がここまで根性見せてくれて！　それをっ……それをテメェえ！』

　映像の大地が言いながら拳こぶしを振り上げる。大地の映像にヒビが入り、田中は「ひ！」と身体からだを引かせた。

『意地も義理も捨てちまったら、そんなもんは人間じゃねぇ！　ただのウンコ生産機だ！　俺おれらはもう金輪際、テメーのオペじゃ走らねぇ！　死ねよ！　この裏切りモン！』

　言われて田中は胸がつかえる。メガネの奥で両りよう眼めを震わせた。

『タマを預ける仲間は絶対ぜつてぇ見捨てねぇ！　俺おれらは死ぬまで五番隊だ！　気にいらなきゃ兵隊でもなんでも送ってこいやぁ！』

　三人に凄すごまれ、田た中なかは鼻をすする。顔をクシャクシャにして泣くのを我慢していた。

「だってっ……だって──」

『あーもういい。田中、迷惑かけたね』

　突然の通信だった。正面モニター──スター小隊の足下に何かが投げ込まれる。

　三機の足下に突つき立てられたのは〔砲戦用の巨大盾〕だった。







　校庭──

　もう一機のロボットが三機の前に降り立つ。微震を起こし、グラウンドの泥が八方に散った。その機体から月げつ下かの声が放たれる。

『うちの馬鹿どもが迷惑かけました』

　全身は群ぐん青じよう色。ゴリラのような巨腕と、牙きば型のカメラを持つ。それは武器を持てない代償に、驚異的な運動性とスピードを手に入れた機体だった。

　機動戦特化の重戦せん騎き装そう──ＧＧｚ－36Ｃ３【グラン三号・ファイヤーキッカー】である。

『やっぱり……月下さんはそっちすか』

　大だい地ち機が手にもったスイートビーを右肩にマウントする。月下の声が響く。

『あんたら、状況を理解してんのかい？』

　ゴリラ立ちしていたグラン三号が直立する。両腕のコーナータイヤが内部に収納された。

『まぁ最悪、私たちはいいよ。でも婆さんはダメだろ？　あの婆さんがトップから外されたら義塾の理念は吹き飛ぶ……後は防衛省に顎あごで使われて、ヘキサの前で尻を振って走るだけの人生だ。そんな将来がお望みかい？』

　オルソン機が円形盾バツクラーを左手に装着した。

『わお。それは超、大変ね』

　山やま武たけ機がランチャーを捨て、グラン三号へ機体を向ける。

『けど、まーアレなんすわ、姐あねさん。はい、じゃあそうしますって引ける場面でもないんすよ』

『……いいかい？　これは破格の話なんだ。あの人モドキで、全部手打ちにしてくれるって言うんだから……いいじゃないか？　一人の犠牲で丸く収まるんなら。アンタらもう少し、大人になりな』

　グラン三号の牙が黄色く光った。大地機が二つ目のカメラでグラン三号を捉とらえる。

『俺らは月下さんから「タマを預ける仲間は見捨てるな」って教わったんすよ？』

　雨は激しく降り、四者の機体をずぶ濡ぬれにする。全身に付いた泥を洗い流していった。

　やがて月下が周りの巌がん流りゆう隊に言う。

『すんません、先行っててください。コイツら躾しつけてから、後を追いかけます』

　一機の巌がん流りゆうが構えていた銃口を下げる。グラン三号に声をかけた。

『損な役回りだな』

　その声に……月げつ下かは何も答えなかった。

『芦あし屋や中隊！　これより正門の防備に回るぞ！　タンクマン４より本部管理中隊ＣＣＶ！　次のポイントに移動する！　ヘキサの反乱？　バカ、ただのガキの小こ競ぜり合いだ！　もう済んだから正門に回るぞ！』

　そう言って一機が校庭に背中を見せる。その機体を追うように他の巌流たちも続々とグラウンドを後にした。残された四機が睨にらみ合う。

『ったく、女々しいったらない。あの人だって分かってやってんだから割り切んなよ。一人は皆のために……綺き麗れいな話でオチがつく』

『なんか……さっきかららしくねーセリフばっか吐くんすね。姐あねさん』

　月下の言葉に、山やま武たけが声音を低くする。月下は嘆息した。

『……今日は手ぇ抜けるほど、心に余裕が無いんだけど。それが分かって、唸うなる度胸はあるかい？』

　グラン三号がゴリラ立ちになる。スター小隊の三機が三方に散った。グラン三号を取り囲むように距離を取る。三人が言った。

『唸うなるどころか、あんま舐なめてっと、ガブ！　ってなっちゃうかもしんないですよ？』

『お手と、お座り以外も芸はあるよ！　ボス！』

『月下さん……さっきから、何、企んでるんですか？』

　大だい地ちの質問に、月下は苛いら立だちに息を漏らす。それから鋭い声で言った。

『アンタら、ちょっと寝てな！』

　豪雨の中、四機のハイスピードバトルが始まった。







　氷ひ室むろ義塾・地下スペース──

　大地たちが地上の自衛隊を食い止めている頃、エイルンは地下スペースまで入り込んでいた。茜あかねの手助けで戦闘は最小限に抑えられている。彼の愛機【エルフィーナ・ルインレーゼ】の待つ第七地下シェルターまで、あと少しの所まで来ていた。

「クソ！」

　エイルンは隔壁扉を叩たたく。地下に入るや、通路の所々で隔壁が降ろされていた。おそらくは進路を阻はばみ、待ち伏せするポイントに誘導するつもりだろう。

　エイルンはそう当たりを付ける。すぐにまた走り出した。

　鋼材が剝むき出しの、灰色の通路をエイルンは行く。Ｔ字路に出た。エイルンが右に曲がろうとしたら、突如隔壁が降りてくる。左手の道も同様に塞ふさがれた。

　エイルンは嫌な予感がして、背後を振り向く。走って来た一本道を、波のように隔壁が塞いでいく。エイルンは悟った。

　──ここに閉じ込めるつもりか！

　そう思った矢先、天てん井じようからガスが噴出する。催眠ガスだった。エイルンは口元を手で塞ふさぎ、隔壁扉を打ち破やぶろうとする。

「氷ひ室むろくん！」

　誰かの声と共に、左の隔壁が再び持ち上がる。エイルンはスライディングをして、生まれた隙すき間まに滑り込んだ。隔壁の向こう側には紫し貴きが立っていた。

「九重ここのえ!?」

「こっちよ！　早く！」

　驚いたエイルンの手を引き、紫貴が駆けだす。しばらく行くと、紫貴は一つの壁の前で止まった。上側にある〔赤い矢印〕を確認して頷うなずく。

「非常用の脱出ダクトを使って！　今、私の権限で強制的に開ける！　ここから行けば第七地下シェルターまですぐだわ！」

　紫貴はカードタイプの学生証を取り出す。四枚の光学画面が彼女の周りに浮かび上がった。併せて、浮かび上がった光学キーボードに紫貴は高速でコードを入れて行く。

「聞いて！　政府は常任理事国をやることに怖おじ気けづいたの！　革新ではなく停滞を選んだんだわ！　だから有りもしないクーデターをでっちあげて、明みよう星じよう奪取作戦そのものを有う耶や無む耶やにしようとしている！　貴方あなた一人を罪人に仕立て上げる事で、全部を無かった事にする気なのっ……許せない、そんなの絶対、許せない！」

　紫貴は恨うらみ節のように怒りを零こぼす。そんな紫貴の肩をエイルンが摑つかむ。

「俺おれの事なんてどうでもいい！　そんな事より、こんなことをすれば君は！」

　エイルンが声を掛ける中、壁に四角形の脱出口が開放される。紫貴が言った。

「さぁ行って！　追手が来る！」

　紫貴が光学画面を閉じ、穴を指差す。でもエイルンは動こうとしなかった。そんなエイルンの手首を取り、紫貴は彼の身体からだを引き寄せる。

「一年！　いえ、半年以内に必ず！　貴方が学園に戻ってこられるよう手は打ちます！　だから今は何としても逃げ切って！　貴方はこの世界に現れた唯一の希望なの！」

「しかしっ！」

「……そんな顔しないで、大丈夫だから。それに、いざとなったら貴方がまた助けに来てくれるでしょ？」

　思いつめるエイルンの頰ほおを、紫貴は優しく擦る。

「前みたいに、最高にカッコよく。期待していい？」

　そう言う紫貴の目め尻じりには微かすかな涙があった。エイルンはやがて強く頷く。

「……ああ、約束する。必ず君は俺が助け出す」

　紫貴は安心したように「ん」と言う。手を離すとエイルンは脱出口に向けて走った。

　四角形の穴に跳び込んだ時……肩越しに紫貴を見る。

　紫貴は両手を後ろに回して微笑ほほえんでいた。

「またね……エイルン＝バザットさん」




「っ!?　君はまさか！　俺おれのこ──っ」

　エイルンに全すべてを言う事を許さず、脱出口が閉じる。

　紫し貴きは目め尻じりの涙を指で拭ぬぐう。それから表情を険しくした。両手を頭の上に乗せ、紫貴は背後を向く。銃を持った自衛隊員が五人、紫貴に銃口を向けていた。







　第七地下シェルター前──地下大鉄道。

　氷ひ室むろ義塾の広大な地下スペースには、機体輸送用の地下線路が縦横に引かれている。

　エイルンは脱出ダクトを降り、第七地下シェルターの前まで来た。

　全高四〇メートルはあるメインゲートを目指す。線路の敷石に足を取られながらも、エイルンは走り続けた。入口まであと数十メートルという所で、何かの駆動音を聞く。

　エイルンは慌てて右へ飛び込む。寸秒後、前方にあった枕まくら木ぎが吹き飛んだ。敷石が舞う。地面で頭を抱えて伏せていたエイルンが顔を上げる。

　巌がん流りゆうがスイートビーをエイルンに向けていた。その銃口からは硝煙が上っている。

　その機体の後ろから、もう一機やってくる。エイルンは飛んできた石で頰ほおを切っていた。頰の血を拭いながら立ち上がる。銃を構える巌流から警告が飛んだ。
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『観念しろ！　抵抗しなけばこちらも危害は加えない！』

　エイルンはゆっくり頭の上に手を乗せる。すると別の機械音声が聞こえてきた。

『もう待機状態を解いてよろしいでしょうか？　ムッシュ』

　それは女性の声だった。エイルンは声を張り上げてそれに応こたえる。

「許可する！」




　大だい轟ごう音おん──四〇メートルの鉄門が吹き飛んだ。




　鉄門が縦に転がる。四〇メートルの鉄塊が二体の巌がん流りゆうと激突した。巌流は四肢を飛ばす。転がったメインゲートは、そのまま鉄道内壁に突つき刺さった。

　メインゲートを殴り開けた淑女がエイルンの前までやってくる。

　全長一七・二メートル──デザインは女性を象かたどった物だ。貴婦人帽子にフリルカチューシャ。真紅のドレスにもフリルをあしらい、薔ば薇ら飾りがスカートに付く。

　ロングヘアー状の衝撃排出路ブロンドテクトは気品さえ漂っている。

　愛機【エルフィーナ・ルインレーゼ】は、ミッドナイトブルーの瞳ひとみでエイルンを見た。彼の足下に手の平を寄せる。

『私がお迎えに参じてもよろしゅうございましたのに』

「君は力加減が下へ手ただからな。あまり派手にやられると学園に迷惑が掛かる」

　言ってエイルンはエルフィーナの手の平に乗る。エルフィーナは嘆息した。

『ご自分に火の粉が掛かっているというのに……状況は把握しております。どこもかしこも敵だらけということですか』

　エルフィーナは手を胸元まで持ち上げる。エイルンはエルフィーナを見上げて笑った。

「敵なんていないよ。ただ状況がそうさせてしまっているだけだ。それに……最大の味方は、いつだって俺おれの傍そばにいてくれるじゃないか」

　エイルンがそういうと『まぁ』と、エルフィーナは口元に微苦笑を浮かべる。

『御お上じよう手ずになりましたね。では参りましょうか』

　エルフィーナの首元のブローチが下にずれる。エイルンはエルフィーナのコックピットに飛び乗った。それからエルフィーナに尋ねる。

「エルフィーナ。俺が彼らを脅していた事が分かる、証拠のような物を残せないか？　例えば、嫌がる彼らに俺が何かを強要する映像とか。特定の誰かへの脅迫文でもいい」

『可能です。学園の皆さまへの保険ですね。かしこまりました。では、しばしお待ちを』

　エイルンは「すまん」と笑う。

　その間に一通のビデオレターを作り、それをデストブルムへと送信した。







　ネイバー格納庫──

　出入口のドア前でセレンは悪戦苦闘を繰り広げていた。学生証をカードキーに通しても赤ランプが点つく。中へ入れないようロックが掛けられていた。

「むぅう！」

　セレンは癇かん癪しやくを起こして鉄の扉を叩たたく。傍そばの手すりから身を乗り出し、数メートル先にあるメインゲートを見た。セレンは決める……大きく息を吸い込んだ。

「クー！　ロー！」

　格納庫の外からデストブルムを呼び出す。すると格納庫の内側から、尋常ではない倒壊音と人々の悲鳴らしき声が聞こえてきた。そして──

　縦に四つ、黒い破壊光が放たれる。二つのメインゲートの接触面に四つの穴が開いた。その穴から鋼鉄の蔓つるが蛇みたいに這はい出し……メインゲートが力ずくでこじ開けられた。

　パールのアイカメラを輝かせ、セレンの前に要よう塞さいのような機体が現れる。

「クロ！」

　セレンが大声を上げて万歳する。デストブルムはマシンアームを伸ばしてセレンの身体からだを絡からめ取った。そのままセレンをコックピットへと乗せる──

　セレンはコックピットシートに飛び乗る。シートからベルトが飛び出て、セレンの腰に巻きついた。セレンが水晶ユニットに手を乗せるとコックピットに照明が点く。

　三六〇度四方の画面モニターも起動した。

　モニターの起動と同時に正面にメールアイコンが表示される。セレンは首を傾かしげてメールを展開した。正面モニターにエイルンの顔が表示される。

「夏なつ樹き！」

『セレン。すまない……こんな事になってしまって』

　セレンは息をするのも忘れてビデオレターを見る。

『今日は君に、見られたくないものを見られてしまった……もしかしたら、君はもう俺おれの事を怖がっているかもしれない。でも、聞いて欲しい事があるんだ』

　エイルンは苦笑する。そのどこか寂しそうな顔を見て、セレンはぶんぶんと首を横に振った。そんな事ないと言うように。エイルンは続ける。

『さっきも言ったが、俺は君の知らない世界から来た……実は地球人でもないんだ』

　セレンは目を開く。「やっぱり」と呟つぶやいた。

『俺は月からやってきた……ああ、君の知る月じゃないよ？　ちゃんと人がいて、文明があって、国がある。この世界とは違う月から、エルフィーナに乗ってこの島に来た』

　エイルンは困ったように笑い、鼻で息を吐く。

『……この島に来たばかりの頃、君はそんなつもりは無かったのかもしれないが、俺は君に救われた……俺の何もかもが噓うそと否定され続けたこの世界で、君だけが俺を肯定してくれた。味方になってくれたんだ……君がいたから、俺は今も、俺のままでいられる』

「私も！　私も！」

　セレンはビデオレターであることを忘れたように声を返す。

　エイルンは真剣な表情になった。

『セレン。俺おれはこの星からマリスを一掃する。必ずだ。そして君や、何の罪も無い人々を救って見せる……だから何も心配はいらない。これからは、みんなと仲良くするんだぞ』

　セレンはそれを聞いて「え？」と声を漏らす。

『君はもう一人じゃない。君にはたくさんの仲間がいる。もう俺がいなくても大丈夫だ。だから……だから──』

　画面のエイルンが言葉を詰まらせる。セレンはエイルンの顔を見て青い瞳ひとみを揺らした。

　エイルンは紅い目に涙を溜ため……唇を震わせていた。

『もう……俺がいなくても、泣くんじゃないぞっ』

　セレンの目にも涙が溢あふれる。溢れた涙はすぐに頰ほおを伝った。

『宿題もちゃんとやって……あまり一いちノの瀬せや九重ここのえに甘えっぱなしなのも、感心しないぞ。あんまり、夜更かししちゃ、ダメだからな。あとは……ぐ……だめだな。職業柄……別れは慣れてるはずなんだが……今回のは、少しキツイ』

　エイルンは泣くのを堪こらえ……頑張って笑え顔がおを作った。セレンは我慢できず「ヤ！」と、シートから身を乗り出した。

「ダメ！　絶対ダメ！　ヤ！」

『約束する。誰にも、どうしようも出来なくて……もしも君が泣かされていたら。世界中のどこにいたって駆けつける。君を泣かす奴は、俺が星の彼方かなたまでぶっ飛ばしてやる』

　エイルンは涙を拭ぬぐい、真まっ直すぐに前を向く。




『君が出会った夏樹は……君だけの味方だ』




　セレンの目から滂ぼう沱だの涙が流れる。セレンは「ヤァ！」とモニターに手を伸ばした。

「夏なつ樹き、一緒！　ずっとずっと一緒がいい！」

『セレン……さようなら』

　その言葉を最後にビデオレターが終了する。

　最後の言葉は、セレンが今まで聞いてきたどんな言葉よりも……残酷なものだった。

「だめ！　さよならダメぇ！」

　セレンの胸は引き裂かれたように痛かった。セレンは涙を散らして泣き続ける。

「やだやだ！　やぁ！　絶対ヤァあ！　一緒！　一緒にいるのぉ！　夏樹は私がいないとダメ！　ご飯とか！　皮ごと、物食べる！　生でも食べちゃう！　お店で変な事する！　私が教えてあげないとダメなの！　だから行っちゃヤダぁああああ！」

　セレンは頭をふって泣きじゃくる。水晶ユニットに手を乗せ、しきりにエルフィーナと通信しようとする。しかし、通信は一向に繫つながらなかった。

「夏樹、行っちゃ、ヤダァアああぁああ！」

　セレンの嘆きは、デストブルムの外部スピーカーを通して悲しく響き渡った。






Ⅷ　ド根性









　氷ひ室むろ義塾郊外・森林──

　雨の降りしきる森林からエルフィーナが赤い上半身を覗のぞかせる。エルフィーナは跳ねるように山道を下っていた。既に【高機動兵装コンバツト・オプシヨン】に着替え済みだ。

　美脚を覗かせ、腰には花のようなシルエットのスラスターを付けている。顔には〔Ｖ字の仮面〕を掛けていた。その後ろを、何機もの疾しつ風ぷうが追ってくる。

　全機、グレーのカラーリング。ゴーグル型の頭部だ。一般部員たちの機体である。

　エルフィーナは泥にヒールを滑らせながら急停止……背後へと向いた。

　一機の疾風が泥を搔かきわけて向かってくる。女子部員の悲痛な声が辺りに響いた。

『総隊長！　投降してください！　私、貴方あなたと闘いたくありません！』

　彼女の疾風がスイートビーを乱射する。エルフィーナの左手が宙を踊った。鋭い金属音が鳴る。見せるようにエルフィーナは左手を掲げた。

　五指に挟まれたモノ──それはスイートビーの弾丸だった。

『噓うそ!?』

　彼女の疾風が急停止する。だが遅い……エルフィーナは右の拳こぶしを繰り出していた。

『迷惑を、掛ける！』

　疾風の首が殴なぐり飛ばされる──千切れた頭部は数百メートル先まで飛ばされた。

　別の疾風が森の中から飛び出す。膝ひざからバレルスライサーを引き抜き、エルフィーナの背後めがけて飛び掛かる。

『見ただろ！　こいつは化物だから！　俺おれらのことずっと騙だましてたから！　政府からも敵認定されて！　だからぁ！』

　振り下ろされるナイフ……その手首をエルフィーナが摑つかんで返す。柔術だ。疾風が仰あお向むけに倒され、地面に人型の跡ができる。頰ほおに泥を付けてエルフィーナが拳を上げる。

『泣きながら、向かってくる奴があるかっ』

　拳が落とされる。その疾風の頭部は微み塵じんも無くなった。

　エルフィーナは屈かがんだ状態から立ち上がる。木々を潜り抜け、続々と機兵部の疾風がこちらへ向かってきていた。

『なんで私たちが闘わなきゃいけないんですか！』

『こんなのおかしいよ！　お願いだから投降してください！　総隊長！』

　二機の疾風がバレルスライサーを持って肉薄する。接触までのコンマ数秒……エルフィーナは右肩の可変式ブラストダガールイン・セイバーの柄つかに手を掛けた。

　抜刀二に閃せん。青い剣けん閃せんが走って、二機の胴体から下が切断される。

　切断面をオレンジ色に溶解させ、上半身が泥の中に沈む。即座に背中からコックピットブロックが二つ飛んだ。エルフィーナも右肩に可変式ブラストダガールイン・セイバーを戻しながら飛び退のく。程なく機体の残ざん骸がいが爆砕した。爆炎が木に燃え移り、周囲の木を燃やし始める。四機の疾しつ風ぷうがエルフィーナの前に着地していく。

『すまない。どうしても捕まる訳にはいかないんだ』

　エルフィーナが右手を下げて、彼らの機体の方を向く。

『この機体はある人から託された物なんだ……俺おれは死んでもそれを守り通さなくてはならない』

　エイルンが言い、エルフィーナが左手を前に構える。右の拳こぶしを腰に引き、両足をゆっくりと開く。

『それって！　私たちと戦ってでもってこと!?』

　エルフィーナが勢いよく上を向く。雨と共に、別の戦せん騎き装そうが降ってきた。

　葵あおいの専用機──Ｉｚ－42Ｃ【鬼灯ほおずき】だ。

　鬼の戦騎装は右手の太た刀ちと、左手の小太刀をエルフィーナへ振り下ろす。

　対するエルフィーナは両手でその二刀を摑つかんだ。空中の鬼灯は、即座に両肩の巨大ブースターを点火させる。推進力で押しきろうとした。エルフィーナのヒールが泥に沈む。

『鬼灯!?　一いちノの瀬せか！』

『甘い』

　エイルンとエルフィーナが交互に言う。エルフィーナの指が鬼灯の刀を粉々に折った。

　舞った刀の破片が鬼と淑女を映す。鬼灯のブースターは爆発するように逆噴射した。

　鬼灯はエルフィーナと一気に距離を取る。

『……これしか聞かない。だから答えて、隊長』

　着地した鬼灯から葵の質問が飛ぶ。

　黒と赤のボディを雨に濡ぬらして、鬼灯は直立する。

『私たちに教えてくれた事や優しい言葉……あれは噓うそだったの？　名前と同じように』

　葵の声はとても弱々しいモノだった。強く振る雨音がしばしの沈黙を取り持つ。

　やがてエイルンはその質問に答える。その声には強したたかな怒りが込められていた。

『幾ら君でも……本気で怒るぞ』

　鬼灯は、腰にマウントしたリボルバー式グレネード【クロガネ】を右手に持つ──

　コックピットで葵はエイルンの声を聞く。ライダースタイルのまま、その表情を穏やかな物にした。

「そっか」

　葵はスッキリした顔で笑い……憂いを帯びた視線を下げる。

「やっぱり……私の隊長だ」

　葵は観念したように右の操そう縦じゆう桿かんを引く──鬼灯のクロガネが火を吹いた。

『ぐああああぁ！』

　鬼灯の右隣にいた疾風の下半身が吹き飛ばされる。その疾風からすぐコックピットブロックが飛び出した。鬼灯がクロガネを取り回しながら、反転する。

『部長!?』

『何してんだよアンタ！』

　鬼灯ほおずきから疾しつ風ぷう各機が慌てて距離を取った。鬼灯が首をエルフィーナに向ける。外部スピーカーを通して葵あおいが叫んだ。

『行って！　機兵部は私が押さえます！』

『ば、馬鹿野郎！　俺おれがいったい何のために！』

　エイルンの叱しつ声せいが飛ぶ……でも、葵は笑って聞き返した。

『私たち……また会えますよね？』

　そう聞いてきた葵の声は……涙で濡ぬれていた。

　しばしの沈黙が渡る。やがてエイルンは強くそれに答えた。

『ああ……絶対に、また会おう！』

　エルフィーナがスラスター群ウイング・パレオを点火させる。エイルンは森林を降りていった。残される鬼灯と八機の疾風。

　即座に一機が、鬼灯を取り押さえに飛び掛かる。女子部員が言った。

『部長！　こんなことしたら部長は！』

　その疾風の頭部を、鬼灯が乱暴に押し返し……鉄の手の平が爆発した。

　首から煙を上げて疾風が後ろに倒れていく。鬼灯がすぐさま背後を向いた。

『こんなことしたら戦犯にさせられますよ!?』

　別の疾風が鬼灯の胸部にナイフを落とす。葵の消沈した声が漏れた。

『ごめんね、皆──』

　半月を描くコンバットナイフ──ナイフを持った手首が舞う。疾風の手首──切断面の先──から火花が上がる。鬼が目を光らせ、コンバットナイフを思い切り振り上げた。

　疾風の首が飛ばされる。他の機体がすぐさま鬼灯から距離を取った。鬼灯はナイフを逆手に持ち、クロガネを正面に構える。鬼灯から葵の声が流れた。

『私さ。皆にずっと隠してたことがあるんだ』

　鬼灯は銃口を仲間たちに向ける。葵が涙声で皆に言った。




『私ね、あの人のことが好き。とってもとっても……好きなの』




　クロガネの銃口が爆はぜる。同時に八機の疾風が散開した。

　榴りゆう弾だんは命中することなく、後方で爆発を起こす。

『そんなの大昔に気付いてましたよ！　馬鹿ぁ！』

『鬼灯のマーカーを赤に！　いくぞ皆！』

　一般部員の機体が鬼灯へ集中する。ここでもまた仲間同士の撃ち合いが始まってしまう。




　山の緑が高速で横切っていく。真紅の装甲が雨を切った。スラスターの青い炎が機体を前に進ませる。エルフィーナは低空飛行で山道を降りていく。
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　コックピットのエイルンは周囲を警戒しながら第弐富士の脱出を図る。

『ムッシュ。デストブルム黒帽子から何度も通信が入っています。プリンセス・セレンからと。よろしいのですか？』

「……可哀かわいそうだが、そのまま回線はカットしておいてくれ。交信履歴を作る訳にはいかない。学園の立場も危うくしてしまう可能性は極力、潰つぶしておきたいんだ」

　エイルンはセレンの事を考えると胸が締め付けられる。でもそれがセレンを守るためだった。エイルンが操そう縦じゆう桿かんを握り直した時だ。

　突然の攻撃シグナル──コックピットモニターの左側が赤く光った。

「っ!?」

　エイルンは操縦桿を既に右に倒していた──エルフィーナのスラスター群ウイング・パレオの噴出口が一斉に左を向く。エルフィーナが真横へくるっと回転した。

　付近にあった、大木に風穴が開く。

『狙そ撃げき！』

　大木が音を立てて倒れた。エルフィーナが着地しざまに背後を向く。

『おらよぉ！』

　今度は岩の礫つぶてがエルフィーナの顔面を襲う。エルフィーナの左腕が鞭むちみたいにしなる。フリッカージャブが岩を砂に変えた。

『!?』

　岩の次に来たのはもっと大きな影だった。エルフィーナは飛んできたそれを両手で押さえる。エルフィーナのアップにした髪が金色に光った。

　ヒールの踵かかとが泥を巻き上げ、エルフィーナは数メートルほど後退させられる。

　エルフィーナが押さえたのはグラン三号だった。

『八や雲くもと伍いつ橋はしか！』

　エルフィーナがグラン三号を軽く突つき飛ばし、ハイキックを繰り出す。

　グラン三号がエルフィーナの腿ももに手を乗せる。エルフィーナの足を足場に、グラン三号が空中で更にジャンプした。エルフィーナのハイキックが空を切る。

『っぶね！』

　グラン三号が何回転もして着地、巨大タイヤロードホイールが泥を巻き上げる。グラン三号はすぐに森の中へ身を隠す。エルフィーナのサングラスに青い線が入る──

「テンナンバーが二人……どうする？」

　コックピットの中でエイルンが気配を探る。視線を配り、二機からの攻撃を警戒した。エルフィーナから進言が来る。

『グラン三号牙目を撃破後、グラン二号ウサギ耳を射撃武装にて撃破することを推奨。グラン二号ウサギ耳はこちらの射程内に捉とらえています』

「……普通の敵ならそうするんだがな」

　エイルンは冷や汗を搔いて笑う。

　エイルンを困らせているのは二人を無傷で無力化する、このハードルの高さにあった。

「せめて、二人が乗っているのがＳＤシユプリームドールだったら」

　エイルンは今日、初めて戦せん騎き装そうという兵器規格と戦った。

　得た感想は〔脆もろすぎる〕ということ。おまけにサイズが小さいため、やり難いのだ。

　殺せばいいだけのマリスと違い、操そう縦じゆうには細心の注意を求められる。そこで〔中途半端に強い機体〕と〔折り紙付きの操縦者〕が二セットで現れたのだ。

　エイルンは外部スピーカーをオンにする──

　ボクシングスタイルを取るエルフィーナから、エイルンの警告が流れた。

『グラン二号パンチヤーの集音機能なら十分に拾えるはずだ！　二人に警告する！　俺おれに戦闘の意思はない！　このまま退いてくれ！　そちらが向かってくる以上、こちらも迎撃せざるを得なくなる！』

　エイルンはゆるぎない事実を脅迫の文句にする。

『君たちを殺さずに無力化する自信が俺にはない！　ほんの誤差で、俺は君たちを殺してしまうだろう！　それだけ君たちと俺とでは、乗っている機体の性能に開きがある！』

　エルフィーナは泥のリングの上で仮面を濡ぬらす。

『死にたくなければ退け……命を無駄にするな』




　エルフィーナより二八〇メートル地点──森林。

　密林の陰に隠れ、グラン二号が五一ミリスナイパーライフル【スレイコンドル】を構えていた。その照準はエルフィーナに合わせられている──

　コックピットでは日向ひなたがモニターに映るエルフィーナを睨にらんでいる。その目は半眼だった。いつもの彼女からは想像もつかない、冷たい表情である。

「それで引き下がれるほど、状況は甘くないんですよ」

　不意に通信が入ってくる。回線は月げつ下かからだった。

「重役出勤ですか？」

『犬どもの躾しつけに手間取ってね』

　日向の問いに月下は短く答える。それから声を重くして日向に提案した。

『おい。陰険ウサギ。二人掛かりでいくぞ。合わせな』

「弱気じゃないですか。もしかしてさっきので怖くなったんですか？」

　日向は声を冷たくして言う。でも月下からは予想外の反応が返ってきた。

『ああ。ありゃマズイ。全身の毛を抜かれるような寒気を感じた。以前にクイーンに出くわした時の比じゃない。なんだアレ？　あんなのと今までコミュニケーションとってたのかよ、私は──』

　月下の声は僅わずかに上ずっていた。日向もそんな声を聞くのは初めてである。

「……葵あおいちゃん程じゃないにしても、伍いつ橋はしさんのそういう感覚は、野生動物に通じるものがあります。それほどまでですか」

　日向は考える──理性というリミッターをつけて勝てるほど彼は弱くない。

「伍橋さんは何とか隙すきを。あとは私の方でやってみます」

『ああっ、クソ！』

　月下からの通信が切れる。日向は更に目を細めた。モニターに映るエルフィーナを眺める……やはり、見れば見るほど美しい機体だった。いつまでも愛めでていたくなる。

「氷ひ室むろさんは強い。私が知る中では遥はるか上の上を行く存在──」

　あれを壊す。あんな兵器とは思えない、美術品のような機体を。

　お人にん形ぎようさんのような足が砕けたら。薔ば薇らの花のようなスラスターがもげたら。ドレスのような装甲が焼け焦げたら。あの『私、綺き麗れいでしょ？』とでも言いたげな美び貌ぼうに、弾を撃ち込んで撃ち込んで撃ち込んで…………グシャグシャに壊したら？

　日向は抱くように両腕を抱える。震えが込み上げてきた。日向の口元に笑みが宿る。

「貴方あなたには感謝してます……本当に。でも、それはそれ。これはこれです。私とあの人が天てん秤びんの受け皿に乗せられた以上……私も、なりふりなんて構ってられないんですっ」

　日向の顔が喜悦に歪ゆがむ。日向は「くひ！」と笑って、声を裏返らせた。

「ねぇ、氷室さん！　どちらか化物なのか勝負してみましょうよ！」

　日向は〔火薬抜きの弾丸〕を手に取る。それを奥歯でガチリと嚙かみ締めた──

　グラン二号の単眼が赤く光る。弧を描いて右へ移動した。グラン二号はスレイコンドルを肩裏にマウントする。

　代わりに九五ミリカノン砲【ヒステリーマイワイフ】を右腕に下げた。




『ッ!?』

　エルフィーナは瞬時に右肩へ手を伸ばす。肩から青いレイピアを引き抜いた。青い光刃が斜めに軌跡を描く。

　徹甲弾が真っ二つに……その時、エルフィーナの背後からグラン三号が飛び掛かる。

『砲弾切るとか！　アンタ五○衛門かよ！』

『何!?　この世界にも出来る奴が！』

　エイルンの驚き声と共に、エルフィーナが後ろ回し蹴げりを繰り出す。グラン三号はその蹴りを両腕でがっしりブロックする。しかし──

『うぁああああああああぁ！』

　グラン三号が一直線に吹き飛ばされた。その間も遠距離から徹甲弾が飛んでくる。

　エルフィーナは左にシフト、半身になって避よける。逆ぎやく袈け裟さに振られた可変式ブラストダガールイン・セイバーが、砲弾をまた真っ二つにした。

『見かけに反して、なんてパワーしてんだっ！』

　バギー走行でグラン三号が森の中から跳び出す。『お返しだ！』とドリフトをした。後輪で泥が巻き上げられる。エルフィーナの顔に文字通り泥が掛かった。

『そら！　よっと！』

　グラン三号は両手で地面を叩たたく。跳び上がって、後ろ脚を一直線に伸ばした。

　グラン三号の後ろ蹴りがエルフィーナの顔面を襲う。

　しかし、グラン三号の片足をエルフィーナが宙空でわし摑づかんだ。鳥の足でも持つように、グラン三号を思い切り水平に振る。

『なぁ!?』

『よくも──っ！』『待て！　エルフィーナ！』

　身体からだを巻き込むように、エルフィーナがグラン三号を地面に叩きつける。仰あお向むけでグラン三号が泥の中にめり込む。

『私の顔に！』

　エルフィーナはそのままグラン三号を踏み壊そうとした。エイルンが叫ぶ。

『コントロールをっ、返せ！』

　不意にエルフィーナが、無理な姿勢で踵かかとを持ち上げる。逆サマーソルトキックだ。

　ヒールの踵が、すぐそこまで来ていた徹甲弾の軌道をギリギリ逸そらす。

　徹甲弾がエルフィーナのスラスターの一基を掠かする。装甲に一直線の傷が付いた。

　グラン三号が跳ねるように起きる。また森の中へと逃げた。

『熱くなるな！　安い挑発だ！』

『申し訳ございません』

　エルフィーナは即座に体勢を立て直す────




「衝撃吸収装置シヨツクアブソーバーが働いてコレかよっ。下がコンクリだったら、グラン三号こいつでも戦闘不能だった……フレームが歪ゆがんで、左足の駆動系も切れてる」

　ライダースタイルの月げつ下かはグラン三号を走らせながら舌打ちをする。現在は前髪を上げて左目を隠していない。両りよう眼めで見ないとグランのスピードに付いていけないのだ。

　月下は冷や汗が背筋を伝っていくのが分かった。

「目ん玉にカメラでも積んでるのか？　それか昆虫みたいな構造してるとか！　動体視力とか、そういうレベルじゃねー。私より目の良い奴なんて初めて会った！」

　月下はバイクを走らせるように、身体からだの重心を右へ傾かせた。映している景け色しきが大きく右に曲がる。月下は「直線機動じゃダメだ」と呟つぶやく。

「フェイントは利きいた。でもフェイントに掛かった上でこっちの動きに反応できてる感じだった。弾丸を摑つかみ取るような変態だ……やってできない話じゃない。アレがダメなら線の動きは何やっても見切られる……となれば──っ」

　月下と葵あおいは似ている。二人とも持ち前のセンスが前面に出るパイロットだ。葵の場合、思考はノイズと捉とらえるが、月下はそうは思わない。

　思考し、動きに意味を持たせて最適化を目指す。それが速さに繫つながるからだ。だから理論や戦術など、後付けできる知識やテクニックの習熟を決して疎おろそかにしない。

　自身の牙きばと爪つめを研ぐ猛獣と、狩りの仕方を学ぶ猛獣──両者を表現するならそうなる。

　そして月下は後者のタイプと言えた。

『さっさとお縄に付きな！　この犯罪者っ！』

　グラン三号が豹ひようのようにジャンプをする。木々の葉を跳び越え、エルフィーナへと飛び掛かった。中の月下が『陰険ウサギ！』と呼び掛ける。

　エルフィーナをまた狙そ撃げきが襲う。エルフィーナの裏うら拳けんが眼前で払われる。弾はじかれた弾丸がエルフィーナの足元の泥を穿うがつ。

　先ほどのような徹甲弾による砲撃ではない。スレイコンドルによる狙撃だった。

　その挙動が稼かせいだ〇・五秒が……グラン三号とエルフィーナの距離を一気に縮める。

『回避できないような面の攻撃！』

　グラン三号が空中で前転……その背中をエルフィーナに向けた。

『特大のパチンコ玉、三〇〇〇発分！　避よけられるもんなら！』

　グラン三号の背中が縦に割れる。散弾の砲口が五つ覗のぞいた。




『避けてみな！』──グラン三号の背中から散弾の花火が射出される。




『甘い！』

　逆さになったグラン三号をエルフィーナが下から掬すくい上げる。お盆でもひっくり返すように、グラン三号が空中でその向きを変えた。

　三〇〇〇発のベアリング弾が黒雲の空に向かって吐き出される。

　それでも何発かはエルフィーナを掠かすめた。エルフィーナの右腕装甲に引っ搔かき傷が生まれる。仮面にも僅わずかなヒビが入った。

『このっ……反則野郎！』

　空中で舞ったグラン三号──その腹目がけてエルフィーナが拳こぶしを振り上げた時だ。

『ッ!?!?』

　エルフィーナが瞬時にスウェーバックする。二機の間を割くように砲弾が通りすぎた。







『こう、スピードで搔き回された上での狙そ撃げきっ！　やりづらいったらない！』

　グラン二号のコックピットに、エイルンの悔しがる声が流れ込んでくる。

　それを聞く日向ひなたの心中は穏やかでなかった。

「くっ」

　スコープから日向は顔を上げた。咥くわえていた弾丸を「ぷっ！」と吐き出す。その目は据わっていた。日向は感情と思考を切り離して考える。

「着弾までのコースは完かん璧ぺき。問題はドッグファイトの最中でも、射出された弾丸に反応しきる、あの反応速度……飛来する砲弾を斬きる人なんて、初めて見ました」

　日向は苛いら立だちを抱えながらも「ふふ」と笑いだす。弾道を読まれてしまうのなら、攻め口を変えるだけだ。

　日向はメインモニター下にある、サブモニターを弄いじり始める。

　表示されたのは【砲弾アイコン】だ。スペルの付く砲弾が何種類も表示された。

　日向はその中から【ＡＰ】【ＡＰ】【ＨＥ】の順に砲弾を選択する──

　グラン二号が持つ、九五ミリカノン砲のシリンダーが動きだす。右に半回転、右にもう半回転、最後に左に一回転した。日向の選択した順に、砲弾がセットされる。

『さぁ！　ロシアンルーレットの時間ですよ！』

　日向の上ずった声が外部スピーカーから漏れる。グラン二号は、九五ミリ砲の砲身レバーを引く──

　コックピットで日向は、新しい弾丸を咥える。サイトスコープを覗のぞき込んだ。

　エルフィーナとグラン三号が肉弾戦の応酬をしている。日向の口元が喜悦に歪ゆがむ。

　サイト内でグラン三号が離れた瞬間……日向の指がトリガーを絞った。

　──二秒間隔！

　日向は左横のレバーを引く。二射装そう塡てん。トリガーを絞る。左横のレバーを引く。三射装塡。トリガーを絞る。トリガーを絞る度に、砲撃の振動がコックピットを揺らす。

　グラン二号は計三回の砲撃を繰り返した。日向の興奮は急激にせり上がる。

　──いけっ！

　砲弾には大別して二種類ある。

　装甲に穴を開けるための砲弾──徹Ａ甲Ｐ弾。

　着弾時に爆発する砲弾──榴ＨＥ弾。

　日向ひなたはこれを混交させて撃ったのだ。エルフィーナが砲弾を斬きり払うと見越して。

　──一発っ……二発！

　サイト内でエルフィーナが光刃を振るう。リズミカルに一発、二発と砲弾を斬り落とす。狙ねらい通り……斬り易やすい位置とタイミングで、わざと撃ったのだ。そして三発目──

　──さぁ、これで！

　日向は喜笑を浮かべた時……サイト内のエルフィーナが予想外の行動を取った。

　エルフィーナはくるりと回る。ターンを決めるように、三発目──榴ＨＥ弾──を回避した。日向は「え？」と声を漏らす。弾丸が口から零こぼれ落ちた。

　サイト内では、エルフィーナの背後で大爆発が起こっていた。日向に悪お寒かんが走る。

「まさか。飛来する弾種を……識別している？」

　日向は思い返す。先ほども榴ＨＥ弾は使用していた。でも、エルフィーナは確か──

「すべて、回避していた？　じゃあ、あれは……まぐれじゃ無かったんだっ」

　日向は取り乱して頭を抱える。発掘した事実が、日向と彼の未来に陰りを差す。




『二人掛かりは汚いかい！』

　グラン三号がエルフィーナの頭上を飛び越える。すれ違いざまに携行地雷を五個、投下した。ドラム缶のようなソレらが、エルフィーナへと落ちていく。

『いや──』

　半秒五連──拳けん撃げきの残像が周囲に走った。

　エルフィーナが両拳こぶしを腰に納める。エルフィーナの全周で大爆発が起こる。グラン三号の携行地雷は全すべて弾はじき飛ばされていた。

『これくらいで倒されるほど……ヤワでもない』

　エルフィーナが空中へ首を向ける。グラン三号から『くっ！』と、月げつ下かの声が漏れる。

『どんだけの──っ』

　グラン三号が空中で反転した。大木の幹を足場に……全体のバネを利きかせて飛び上がる。大木がへし折れた。グラン三号の巨体を推進力が押す。

『修羅場くぐってきてんだ！』

　グラン三号が頭上で手を合わせる。全重を乗せてのハンマーパンチを繰り出した。

　エルフィーナが半身になる。グラン三号のハンマーパンチが空を切った。

　銃口を向けるように、エルフィーナが拳を上げた。月下に敗北の二文字が過よぎる。

『っ!?』

　エイルンのくぐもる声が漏れる。エルフィーナが勢いよく、北西を向いた。

『待て二人とも！　様子がおかしい！』

　制止を呼び掛けるようにエルフィーナが手を前に掲げる。九死に一生を得たグラン三号は、辛くも泥の上を着地した。そしてエルフィーナと同じ方を向く。

　市街地から黒煙が立ち上っていた。







　司令管制室──

　茜あかねが口元を押さえて瞳どう孔こうを拡げている。先ほどまで争っていた生途会役員たちも正面モニターに釘くぎ付づけになっていた。その顔は茜と同じ蒼そう白はくである。

「なんて……ことをっ」

　茜は目め尻じりに涙を溜ためる。正面モニターに映るのは後ろ姿だった。

　白銀の人機──ネイバー７番機【明みよう星じよう】の背中だ。その両手には多面突撃機関砲【ジャッジメントファッカー】を抱えている。

　前方に広がる街は燃えていた。ビルが倒壊し、そこかしこで火災が起こっている。

　この静寂空間でただ一人、雷らい鳥ちようだけが声を上げていた。

「大和やまと！　通信にでな！　大和！」

　明星の両脇わきにあるマシンガンが火を吹き続ける。ネイバー用に合わせて作られた大口径の機関砲だ。乗用車が紙みたいに千切れ、コンクリート道路を穴だらけにする。

　そしてまた一機……巌がん流りゆうの装甲が穴だらけになって爆砕する。

「何やってんだい！　このアホ垂れ！　やめろ！　……やめ、とくれ」

　雷鳥が声を掠かすれさせて正面モニターを見る。明星はまるで止まらない。

　今度はジャッジメントファッカーの下の銃口──一二五ミリ砲──から、砲弾が吐き出される。何発もだ。風を切る鈍い音がして、砲弾が市街地へと落ちていく。

　第弐富士の街が燃えていく。街に上がる炎を反射して、明星の装甲は赤く光っていた。

『どうして明星が起動しているんです！　制圧班は何をやっていたんですか！』

　濱はま田だ総理もまた、映像の向こう側で大声を上げていた────

　程なくして、状況は最悪へと転がり落ちる。

　街に展開していた自衛隊戦力は、明星に総攻撃を開始した。







　エルフィーナのコックピットでは、エイルンもその様子を捉とらえていた。街の方から砲声の大だい轟ごう音おんが聞こえてくる。

「七なな扇おうぎは登録に成功したのか!?　でも、なんでこんな事っ！」

『ムッシュ！』

　エルフィーナの突然の呼びかけ。エイルンは慌てて操そう縦じゆう桿かんを前に倒す──

　エルフィーナが一気に頭を下げて前へ滑り込む。その頭上を砲撃が通り過ぎる。後方で爆発が起こった。今度は横からグラン三号が、大木を棍こん棒ぼう代わりにして振り被かぶる。

『だから待て！　様子がおかしいんだ！』

　エルフィーナがそれを半身で避よける。棍こん棒ぼうがエルフィーナの足下を掘った。

『明みよう星じようと自衛隊が交戦を始めた！　次々と自衛隊の機体がやられている！　七なな扇おうぎを止めないと！』

『そんなの知らないね！』

　グラン三号が大木を左上に振り上げた。

『何が何でもアンタを捕まえて！　アイツらに帰ってもらわなきゃいけないんだよ！』

　エルフィーナの蹴けりが大木を木端に変える。『この！』と、その踵かかとをグラン三号の頭上に振り降ろそうとした。

『くっ！』

　スラスターを点火──蹴りを中断し、エルフィーナは右へシフトする。

　続けざまに二発、背後からの弾丸が宙空を通り過ぎた。




『八や雲くもも！　聞こえているんだろう！』

　エイルンの声を、もはや日向ひなたは聞いていなかった。

「また……避けられた。噓うそ、こんなの──」

　先ほどの攻防以降、日向は完全に動転していた。

　日向は【ＨＶＡＰ】という砲弾アイコンを指で押し続ける。別の砲弾種を選んだ。

　高速徹甲ＨＶＡＰ弾──これは約二倍以上の初速を誇る、貫通力に特化した砲弾だった。

「できるわ、日向。貴方あなたに撃ち落とせない物なんてないっ……無いんだから！」

　日向は、手探りで弾丸を探す。新しい物を咥くわえ、サイトスコープを覗のぞき込んだ。サイト内でエルフィーナを捉とらえる。日向はベストタイミングで引き金を絞る。

　でも避けられる。日向はムキになって引き金を引き続けた。

　砲弾を斬きり落とされ、避けられる度……エルフィーナの視線は日向に向かう。

　貴方の居所は摑つかんでいる。やろうと思えばいつでもやれる──エルフィーナの表情は、そう言っているように見えた。日向の苛いら立だちがとうとう爆発する。

「また！　また当たらない！　ズルイ！　そんなの卑ひ怯きようよ！」

　嚙かんで凹んだ弾丸を叩たたきつけるように捨てる。日向は両りよう頰ほおに爪つめを立てた。爪が刺さり、微量の血が爪つま先さきに滲にじむ。

「私の弾が当たらない!?　ない！　あるはずない！　私は閃光の八ライトニング・エイトなのよ？　他は零こぼしてもこれだけは取り零しちゃダメっ」

　日向の頭に過よぎったのは……糸目の彼の姿だった。

「私だけでなく、あの人の人生も掛かってるのよ？　きっと気持ち悪いって思われた！　あの人に嫌われてまでココまで来たのよ？　ダメ。絶対に失敗なんて……できない！」

　日向はモニターのエルフィーナを睨にらむ。新しい弾丸をガチリと嚙み締めた。

　照準──即座に引き金を引く。

　モニターのエルフィーナはバック転をする……また避よけられた。

　照準──引き金を引く。照準──引き金を引く。照準──引き金を引く。照準──引き金を引く……………何発、撃っても当たらない。当たらないのだ。

「クソ！」

　日向ひなたは弾丸を叩たたきつけるようにまた捨てた。それでは収まらず、コックピットの壁を思い切り殴なぐりつける。

「グラン！　ちゃんと照準を合わせなさい！　このノロマ！　愚図！　貴方あなたがあの機体のスピードに付いていけていないから弾が当たらないの！　この欠陥品！　私は悪くない！　私はやってるもん！」

　日向は双そう眸ぼうを震わせる。強い寒気に襲われていた。その目に涙が込み上げてくる。

「お願いだから……頑張って、当ててよぉ」

　日向は震える身体からだを抱き締める。抱きしめても身体は寒いままだった。

「私だって、怖いんだよぉ」

　日向は一人、泣きだしてしまった。







　エイルンたちが死闘を繰り広げている頃──彼らはその戦場へと向かっていた。

　泥を搔かき分け、雨に濡ぬれながら……大きな影が山道を下っていく。

　枝葉に分かれるように、その大きな影から三つの影が飛び出していった。







　グラン三号がエルフィーナの周りを旋回する。液状の泥が弧を描いて波打った。

『おい！　陰険ウサギ！　おい！』

　グラン三号の損害は著しいまで広がっていた。四肢の関節部から火花が上がっている。ゴリラのような左腕は、内部から骨のようにフレームが飛び出していた──

　コックピットの月げつ下かは焦る。本格的に打つ手がなくなっていた。

　──ダメだ！　二人掛かりでもコイツは止められない！　他に手！　手はっ!?

　月下は重力を逆さまに感じる。逆転したモニターのエルフィーナを驚きよう愕がくと共に見た。

　その時、月下に一つの閃ひらめきが走る……月下は薄い笑みを浮かべた──

　宙返りしたグラン三号が着地する。山道の泥が四散した。

『もう止めろ伍いつ橋はし！　勝負は決した！』

　エルフィーナは、ねじ切った車輪──グラン三号のコーナータイヤ──を捨て去る。

　グラン三号が距離を取るように後方へ跳ぶ。

『アンタ、知ってたか？　ここに来る前、大だい地ちたちが自衛隊どもとやりあってたのを──』

『亜あ賀が沼ぬまたちも!?』

　月下が問うと、エイルンは声に焦りを見せる。

『も？　ふーん……「も」って事は、他にもいるんだ。馬鹿な奴──』

　グラン三号が森の中に姿を隠す。茂みのざわつく音が続いた。それに混じって月げつ下かの怪しい声がエイルンに届けられる。

『じゃあ、向こうでドンパチやってるのは一いちノの瀬せか。あとは会長さん辺りが臭くさいね。知ってたか？　会長さんのアンタを見る目。ありゃ間違いなくアンタに惚ほれてる。一ノ瀬も馬鹿みたいに分かり易やしぃし……女の人生をダメにした気分はどうだ？　え、色男？』

『っ！』

　エルフィーナからエイルンのくぐもった声が漏れる。

『大だい地ちたちはもう第弐富士にはいられないだろうね。どこか、本土の保管領で受刑者みたいに暮らすんだろ。多分、一年くらいは大丈夫だと思うんだ？　でも後悔ってのは時間が経たってからの方が、ジクジクやってくるんだ。「なんであんなことしたんだろう」「どうしてこんな目にあってるんだろう」って──』

『……黙れ』

　エルフィーナは両手に可変式ブラストダガールイン・セイバーを持つ。青い光刃が二本、下方へ伸びた。

『自分に酔って、一時の感情に身を任す奴は馬鹿だ。アンタも努力を無駄されて腹が立つだろう？　あ、でもさ……もしかしてアンタ、それ計算してた？』

『伍いつ橋はし……お願いだからもう黙ってくれ』

　エイルンがそう言った時だ。

　グラン三号が森の木々から跳び出る……エルフィーナの頭上に鋼鉄の獣が迫った。

『やっぱりだ！　全部、狙ねらい通りってわけか！』

　エイルンは『黙れと──っ』と、声に怒りを混じらせる。

　宙を舞うグラン三号──その背後にエルフィーナが刹せつ那なの速さで回り込んだ。

『言っているんだ！』

　寸秒待たず、グラン三号の背後から青い光刃が伸びる──

　コックピットの月下はどこか安あん堵どした顔になる。

「隊長さん」

　月下は僅わずかに左腕を引く。機体がずれ、可変式ブラストダガールイン・セイバーの切っ先へ、わざとパイロットブロックを滑り込ませる。エイルンの驚く声が流れた。

『伍──っ!?』

「学校を守ってくれて」

　脳裏に浮かんだのは……神かん無な木ぎ緑みどりの笑え顔がおだった。

「サンキュな」

　エルフィーナの光刃が、グラン三号の背中を焼き貫こうとした時だった──

『月下さぁん!!』

　グラン三号が突如、真横へ飛ばされた。

　もつれ合うようにグラン三号は泥の上を転げ回る。エルフィーナから『疾しつ風ぷう!?』と、エイルンの声が漏れる。グラン三号にへばりついたのは、スター小隊の三機だった。

『亜あ賀が沼ぬまたち!?　じゃあ砲撃が止やんだのは！』

　エルフィーナが勢いよくグラン二号のいる方を向いた。




　一両の巨大トレーラーが爆走していた。幅一〇メートル・全高五メートル、重さ四〇トン──整備部の持つ、戦せん騎き装そう・運搬用の作業車では最大サイズの物だった。

「副部長ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　ハンドルを握る柔じゆう呉ごが叫ぶ。

　巨大トレーラーは木々を踏み倒す。八つの車輪で青い草を搔かき毟むしり、森を下っていく。

　その進行先では、グラン二号が巨大トレーラーを見上げていた。

『……部長!?　な！　何を！　止まって！　ブレーキを──っ』

　トレーラーはスピードを緩ゆるめるどころか更に増す。轢ひき殺す勢いで、そのままグラン二号へ突進した。

『運転席がっ！』

　グラン二号がマウントしていた全すべての銃を投棄──右腕に下げていたカノン砲と肩裏のスナイパーライフルが弾はじけるようにパージされた。グラン二号が大きく両手を広げる。

「何が──っ！　誰が──っ！」

　ハンドルを握る柔呉は糸目を開ける。あらん限りの声量をグラン二号にぶつけた。

「化物だってええぇえぇ!?!?」

　グラン二号は運転席を潰つぶさないよう、トレーラーを抱き止める。金属同士の接触で火花が散った。衝撃でフロントガラスが粉々に砕ける。

　柔呉の上半身が作動したエアバッグに包まれた。

『く[image: ][image: ]っ！』

　グラン二号は地面を踏みしめる格好で押し出される。背後にあった木が何本も折り倒された。




　グラン三号の身体からだにはボロボロの疾しつ風ぷうがしがみ付いていた。背中に山やま武たけ機。両腕に大だい地ち機とオルソン機という格好だ。全機、手足がグレーの新品の物に付け替えられていた。

　しかし他は酷ひどい。胸部・腹部の装甲が裂けたり、潰れたりと、酷い在あり様だった。

『何で!?　あれだけメタクソにされて走れる訳──っ！』

　月げつ下かの狼ろう狽ばいが森中に響く。山武の声が上がった。

『糸目の天使さんの計らいっすよ！　荷台で予備と交換させてもらいましっ、たぁ！』

　山武機がグラン三号の後頭部に頭ず突つきする。山武機のゴーグルが割れた。

　グラン三号が暴あばれ出す。左腕を抱いていた大地機を振り払う……大地機が泥の中を転げる。でも大地機はすぐに起き上がって、またグラン三号の左腕にタックルした。

『行かせねぇえええぇええぇ!!』

『い！　いい加減にしな！　自分たちが今、何をしたか分かってるのかいっ！』

　グラン三号の右腕のコーナータイヤが激しく回る。オルソン機の頭部が火花を上げて削られる。しかしオルソン機は絶対に手を離さなかった。

『総隊長！　明みよう星じようのトコいきたいのよね!?　だったら早く行くよ！』

　エルフィーナは双剣を降ろす。その両肩に可変式ブラストダガールイン・セイバーをしまった。グラン三号を押さえたまま大だい地ちが言う。

『たまには俺おれらにもカッコつけさせてください！』

『だがっ！』

　エイルンは一瞬、戸惑う。しかしエルフィーナは翻ひるがえり、スラスター群ウイング・パレオを点火させた。

『すまん！』

　エルフィーナは市街地に向けて飛翔を始める。

『待てっ！　行くな！　私は絶対に行かせちゃダメなんだ！』

　その背にグラン三号が右腕を伸ばす。でも後ろからオルソン機が右腕を押さえた。

『いい加減に──っ、しろぉおおおおおおおおぉお!!』

　グラン三号の牙きばカメラが光る。グラン三号は暴あばれ馬のように身体からだを捩よじり、腕を振った。

　三機の疾しつ風ぷうが泥の上に投げ出される。三機はすぐに地面に手を付き、泥だらけのまま起き上がった。グラン三号がズシンと、重い一歩を踏み出す。

『あんた達っ！　今のが最後の！　本当に、最後のチャンスだったのに──っ！』

　グラン三号の背中から蒸気が放熱される。対する三機は両腕を広げて行く手を阻はばむ。

『ねぇボス。僕ぼくらが粘る理由……本当に分からない？』

　オルソンが聞く。山やま武たけが怒りを押さえるように言った。

『胸に手を当てて考えてみて下さいよ。自分が今、何をしようとしたか。それに気付いて、俺らが姐あねさんを止めない訳ないでしょうが！』

　豪雨が四機の装甲を叩たたく。やがて怒気を孕はらんだ月げつ下かの声が響く。

『このっ……この──っ』

　グラン三号が右腕のコーナータイヤを展開する。大地が言った。




『俺らはっ！　月下さんを守りに来たんですよっ！』




『馬鹿犬どもがぁああぁ！』

　グラン三号の巨大タイヤロードホイールが急回転する。対する大地機が真っ先に飛び出した。オルソン機が左後ろに続く。山武機はその場に留まり、腰に手を回す。

　でもグラン三号の方が速かった。一瞬で大地機の横へ……巨体の残像を残し、大地機を抜いた。

『っ!?　オルソン！』

　グラン三号は、大地機の背後を走るオルソン機に飛び掛る。

『私は約束したんだっ！　緑あいつに！』

　ゴリラのような巨腕がブウンと振られる。オルソン機の胸部が盛大に凹んだ。




「ぶっ！」──コックピットでオルソンが後頭部をぶつける。鼻から血が噴き出た。




　オルソン機が大木に打ちつけられる。その間、グラン三号は空中で縦回転をしていた。

　グラン三号の肘ひじ先が何かを弾はじき返す。小さな金属音を上げて手しゆ榴りゆう弾だんが舞った。

　山やま武たけ機の投げたスタングレネードだった。山武機の眼前でグレネードが爆発する。山武機が白い光に吞のみ込まれた。

『ぐぁああ！』

『機兵部を残すって！　私の代わりなんざテメェらがやればいい！』

　グラン三号はブレイクダンスをする。背中で泥の上を回り、ドロップキックを繰り出す。

　山武機が背中から蹴けり飛ばされる。




「ぐぉ！」──コックピットモニターに頭から突つっ込む山武。モニター破片が舞い、山武は額ひたいから血を垂らす。




　山武機が泥の上を何回転も転がる。やがて力なく横たわった。

　オルソン機と山武機のアイカメラが同時に滅灯する。

『それが！　ポンコツに成り下がった私の最後の仕事！』

　グラン三号は四つん這ばいで着地した。足元の泥が波のように飛び散る。残された大だい地ち機は、まだ転進を終えたばかりだった。

『くっ！』

　振り返った頃には、グラン三号が巨腕を振り上げていた。

『親分の命の使い道に！　子分ごときが口を出すな！』

『ぐあぁあああああぁ！』

　マシンオイルとケーブルを絡からませ、巨腕が大地機の腹部を貫通する。

　大地機が痙けい攣れんするように振動し、やがて糸が切れたように頭こうべを垂たらす──正味五秒の決着だった。グラン三号は貫いた大地機を持ち上げる。

『はぁ、はぁ、……行か、なきゃ──』

　グラン三号が腕を振る。貫いた大地機を払い捨てようとした時だ。




　走る火花線──大地機の五指がグラン三号の巨腕を摑つかんだ。




『っ!?』

　月げつ下かのくぐもった声が漏れた。

『しつっ、こい！』

　あまりの怒りに月げつ下かの声が裏返る。しかし、月下と同じく……大だい地ちもまた怒っていた。

『……月下さん。緑さん大隊長だけでなく……俺おれたちのことも考えてくださいよ！』

　腹を貫かれた状態で大地機が面を上げる。そのアイカメラが青く光った。

『アンタと別れたくないからっ……ここまで踏ん張ってんだろうが！』

　大地機がグラン三号の右腕を引く。火花を上げて互いの機体が近付いた。中の大地は巻き舌で叫ぶ。

『野郎ども！　いつまで寝てやがんだよ！』

　山やま武たけ機の割れたゴーグルが青く光る。オルソン機のゴーグルにも光が灯ともった。

『『うぉおおおぉおおおぉぉぉおおぉおぉ!!』』

　山武機がグラン三号の右足にタックルする。胸部を凹ませたオルソン機もグランの左足に抱きついた。すると月下の声が怯ひるみを帯び始める。

『どこに、そんな力──っ！』

『テンナンバーが二人掛かりでも止められなかった！　しかも、その内の一人が死亡してれば！　学園の本気度と！　総隊長の壊れっぷりは政府の奴らにアピールできる！』

　山武が月下の心中を暴露する。オルソンもそれに続いた。

『あとは命令違反した僕ぼくらや、学校の立場とかよ！　そんな事のために自殺されて！　僕らが喜ぶと思う!?　このバカボス！　本気でブッコロシタイヨ！』

　山武機とオルソンの両肩から、煙と異音が上がり始める。更に大地が言った。

『学園最速。俺らの憧あこがれ、神馬の五スレイプニル・フアイブが……〔死〕に逃げるんじゃねぇ！』

『っ!?』

　大地機がまたグラン三号の右腕を引く──ボロボロの疾しつ風ぷうとグラン三号の頭部が、角を付け合わせる。大地の堪かん忍にん袋ぶくろの緒が切れた。

『自分がポンコツぅ!?　じゃあ俺らなんて粗大ゴミ以下ってことじゃねぇか！　いい加減、俺らの身にもなってくださいや！　えぇ？　オイコラっ！』

　大地の怒声が、壊れた外部スピーカーを通して発せられる。

『あの人がいない氷ひ室むろ義塾は、もう氷室義塾じゃねぇんだよ！　エイルンあの人がいて月下アンタがいての氷室義塾なんだ！　他なんてどこにも在ありぁしねぇんだよ！』

　オルソン機と山武機がグラン三号の膝ひざ裏に腕を伸ばす。

『それに俺ら！　アンタの事が好きなの！　とっくに伝わってると思ってたんですけどねぇ！　俺らを惚ほれさせた責任、ちゃんと取ってくださいよ！』

『僕ら三人！　ボスを誰がゲットするかずっと競争しているよ！』

　グラン三号の膝裏──関節部の駆動系──のケーブルを二機が引き千切る。

　大地機が両手をグラン三号の両脇わきに忍びこませる。

　疾風の鉄の指が、グラン三号の関節部──中のケーブル群──を絡からめ取る。

『アンタを死なせて総隊長がいなくなる！　そんなもんはもう！　俺らの氷室義塾じゃねぇ！　器が大事なんじゃねぇ！　中に、何が入ってるかが大事なんだ！』

　大だい地ち機がケーブルを引き千切った。グラン三号の両腕がダランと落ちる。

『本当に欲しい物なら、闘ってでも勝ち取る！　今日きよう日び！　犬っコロだって知ってるわ！　幸せは口を開けて待ってても──っ!!』

　大地機は最後、思いきり右の拳こぶしを振り上げた。




『来ちゃくれねぇんだ！』──大地機の右拳が潰つぶれる。同じくグラン三号の牙きばが砕かれた。




　砕けた牙型のカメラが滅灯する。グラン三号は前傾姿勢のまま崩れ落ちた──

「……ふう」

　コックピットで月げつ下かは頭を振る。汗が散って髪が舞った。

　月下はまた前髪で左目を隠す。その右目は、どこかすっきりしたように、緩ゆるやかなカーブを描いていた。

「こちら伍いつ橋はし、グラン三号。わり、もう立てない。作戦失敗だ」

　自機の周りには力尽きた子分たちの機体が同じように横たわっている。それを見て月下は満足そうに笑っていた。

「たく……この月下さんをときめかせるとかね」

　伍橋月下はエイルンの追跡を打ち切った。
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　二八〇メートル後方地点──森林。

　割れたフロントガラス。白いエアバックに埋もれて柔じゆう呉ごが気を失っていた。




《初めまして、橘たちばな先輩。私は八や雲くも日向ひなたです》

　──第一印象は、綺き麗れいな子だな……だったと思う。

　橘柔呉は細かい事は気にしない。でも、細かい事に気付いていない訳でもない。

　人を見る目は悪くないと自負している。そんな柔呉だから八雲日向という人間は、ついつい目が行ってしまう人物となった。

　──しばらくして何となく分かった。あぁ、この子は笑え顔がおで武装しているんだなって。

　柔呉が日向の心しん底そこに気付くまで、あまり時間は掛からなかった。

　孤立したくない──敵を作りたくない──誰からも好かれていたい──凄すごいと思われていたい──もし誰かが敵になっても、それ以外の人が自分の味方になって欲しい──

　故に、日向は微笑ほほえむ。自分の本心を隠すため……。自分の立場を守るため……。

　──やることはやってるんだし、そんなに綺麗なんだから、もっと好きなように生きればいいのにな……窮屈な生き方してんなって思った。

　柔呉が日向に惹ひかれたポイントはここにある。

　優れた容姿に、怪物的な技術を持ちながら、その内面は意外に俗っぽい。やる事は凄くても、けっこう小さなことで悩んでいるのだ。

　外そと見みに反した人間味──柔呉は日向のそんなギャップに惹かれていた。

　──この子は人に嫌われるのが怖いんだと思う。弱みを見せることで被こうむるデメリットにばかり目がいっちゃう。だから一定の距離までしか人を近付けない……俺おれはそれがさ──

『・長！　起・・く・・い！』

　──せめて、俺と一緒にいる時くらい……。




　柔呉の指がピクリと動く。大音量で日向の声が耳に入ってきた。

『部長！　部長！』

　トレーラーを受け止めたグラン二号が運転席を覗のぞいている。

『返事をしてください！　部長！』

　柔呉は「ぶは！」っと、大きく息を吐いてエアバッグから顔を起こす。

『良かった……生き、てた』

　柔呉は割れたフロントガラスの向こうに、グラン二号の頭部を発見した。

　──なんか色々、思い出しちまったな。

　柔呉はシートベルトを外す。しぼみ始めたエアバッグを乱暴にどけた。

『どうしてこんな無茶を！』

　日向の声を無視し、柔呉が足下から拾い上げたのは〔消火器〕だった。

「あとは野となれ、山となれ……か」

　柔じゆう呉ごは肩を落として深呼吸した。それからホースを伸ばし、柔呉は安全ピンを抜く。ホースの先──グラン二号の単眼──に向け、白い粉を噴出した。

　グラン二号の頭部が真っ白になる。

『きゃっ！　な！　何っ!?』

　柔呉が運転席のドアを蹴けり開けた。ドアに足をかけ、トレーラーのルーフに乗り上がる。

　柔呉は空になった消火器を、グラン二号の単眼に投げつけた。

『な！　何するんですか！』

「ハイ！　メインカメラ破損！　これで副部長は戦えませんっ！　戦闘は終わり！」

　ビックリした日向ひなたに柔呉は言う。それを聞いた日向は『馬鹿ぁ！』と大声を上げた。

『戦闘を止めになんて……こんな事したら！　部長、自分がどうなるか分かってます!?　他の人だって……せっかく私……頑張ったのに──』

「本当、面目次第もございません」

　日向の言葉に柔呉は頭を下げる。日向はより声を大きくした。

『部長、ちゃんと分かってない！　こんなの絶対後悔する！　何で、何でよ──』

「まー俺おれにも言い分があんのよ。副部長に汚れ仕事の全部を押し付けるって、男としてどーなんよ、とか。だから……俺も色々、腹くくって来た」

　柔呉は言って、両りよう頰ほおをバチン！　と叩たたく。両頰に紅葉もみじマークが付いた。柔呉は数秒、間を置き……「よし」と呟つぶやく。

「聞いてくれ副部長。一回しか言わん。実は俺──っ」

　身体からだに震えが込み上げる。柔呉はそれを握りつぶすように拳こぶしを作った。




「俺は…………副部長が好きだぁああああああああああああ！」




　柔呉が天に向かって吠ほえた。一世一代の告白を日向へぶつける。

『ふぇぁっ!?』

　日向の声にならない声が漏れた。柔呉は勢いよく頭を下げる。

「勘違いさせてすまんかったぁあ！　あと避けるような真ま似ねして、本っ当～にゴメン！」

　柔呉はしまっていた思いの丈をぶちまける。

「最近の俺、副部長のこと好き過ぎてうまく喋しやべれなかったんだよ！　キョドったりしたら気持ち悪いべ!?　カッコ悪く見られたくない、思春期特有のアレだ！　あとは、ホレ！　俺ってそもそも、ビジュアル系じゃないじゃん？　どちらかと言えばゲタ系！　一緒に歩いてても釣り合わないとか！　考えてたのは、そういうこと！　副部長が化物とか怖いなんて思った事、一度も無いわ！　そもそも、それ自体が初耳だわ！」

　柔呉は思いついた端はしからぶちまける。一度言葉を止めたら、声が出なくなると思った。

「副部長！　高たか嶺ねの花やん!?　告白したとして『オメー鏡見ろよ』って、突つっ込まれてもおかしくないべ？　それで深みに嵌はまんないようにって、あんな態度とって！　でも副部長が自分の事、そんな風に思い詰めてたなんて知らなくてよ！」

　柔じゆう呉ごは一瞬言うのを躊躇ためらう……しかし覚悟を決めて言った。

「なぁ！　もう無理して笑うの止やめろよ！　俺おれ、副部長が噓うそ笑わらいしてても、どんな気持ちなのか分かるぞ？　さっきだって今にも泣きそうなの、ずっと我慢してたべ!?」

『っ！』

「もう、俺と一緒の時くらい力抜けよ！　小せえ事なんて気にすんな！　副部長が何したって、俺が副部長を嫌いになるとか在あり得ないから！　もしも副部長のこと、化物だなんて抜かすアホがいたら俺が代わりにぶん殴なぐってやるよ！　それでも黙らん時は、橘たちばなさん必殺のレンチパンチだ！　三千発は殴ってやる！　後は、後は──っ！」

　柔呉は懸命に頭を回す。日向ひなたが欲しいと思う言葉を探した。でも都合よくは浮かばない。自分のボキャブラリーの貧困さに嫌気が差し……………………柔呉はヤケになった。

「あーもう！　面倒くせぇ！　聞いてくれ副部長！」

　柔呉は右手をグラン二号に差し出し、お辞儀した。




「結婚してくれ！　俺！　毎朝、副部長の作った味み噌そ汁しるが飲みたい！」




　完全にヤケクソのプロポーズ────その後に来たのは静寂だった。

　聞こえるのは降りしきる雨の音。やがて響いたのは日向の嗚咽おえつだった。

『ひく！　こちらっ、グラン、二号、八や雲くも日向……頭部の、ひく、メインカメラをやられて、前が、見えませんっ。何にも、前が見えないから……もう、戦えないです』

　日向の涙声を聞いて柔呉は当惑する。

　グラン二号は両手を重ねて、柔呉の頭上に……鋼鉄の手の平が傘になる。外部スピーカー越しに日向が言った。

『絶対……幸せにしてくださいね』

　柔呉が糸目を目いっぱいに広げる。へなへなと腰を抜かした。

　しばらく経たってから「マジ？」と、信じられなそうに呟つぶやくのだった。
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Ⅸ　付属品ヘキサ









　日向ひなたたちが戦闘不能になった頃、市街地の戦闘は終息に向かっていた。

　明みよう星じようの対応に追われ、学園を包囲していた自衛隊は市街地に戦力を割くことになる。

　────その結果は惨憺たるものだった。

　大穴が開いた一区画──真下にあった自衛隊の作戦指揮所がまず潰つぶされた。

　その後、餌え食じきになったのは、郊外部に展開していた戦車部隊だ。指揮系統を分断された戦車部隊に瓦が礫れきの剛速球が降り注ぐ。戦車や自じ走そう榴りゆう弾だん砲ほうの特火部隊は、その悉ことごとくが潰された。燃えた残ざん骸がいからは現在、黒煙が立ち上っている。

　市街地の中心道路には、一〇〇メートル単位のめくれた跡があった。付近に在あるのは巨人の足跡と、スライムみたいな粘性物質だ。

　エルフィーナを捕縛するために自衛隊が用意していた切り札である。

　罠わなは発動され、明星は全身を鳥とり黐もちまみれにされる。しかし、それでも明星は止まらなかった。表層プレートごと道路をめくり返して、工作部隊を皆殺しにしたのだ。

　エルフィーナの捕縛及び、学園を制圧するために展開されていた一個師団は、大和やまとの知略と明星の剛力によって六割以上が粉砕されていた。

　白銀の人機が静かになった街を闊かつ歩ぽする。明星を繰る大和は、情念の炎にその胸を焼かれていた──





　　　　＊＊＊＊＊






《機兵部が実働しだしてすぐの頃、俺おれは神かん無な木ぎの強引なヘッドハントで機兵部に入部させられる。当時の俺には不可解だった……どうしてあの頭の悪い女が部長なのかが──》




　小さな部へ屋やに大和やまとが立つ。タンクトップに迷彩ズボン姿だ。部屋の真ん中にはミーティングテーブルが一脚。そこで緑みどりと一人の少女が話をしていた。

　年は大和たちよりも下だ。化粧はしていなく、顔色は悪い。下ろし立てのタンクトップに迷彩ズボンを穿はいている。彼女は終始、何かに怯おびえた様子を見せいていた。その手の甲には、赤い歯型が幾つも出来ている。自傷の跡だと、大和は一目で分かった。

　──ヘキサになって第弐富士こんな所に連れてこられたと思えば、明日からマリスと戦ってください、だからな……話なんて頭に入ってかんだろうに。

　表情にはださない。しかし大和は彼女に同情していた。

　氷ひ室むろ義塾は政府との主導権争いで鎬しのぎを削っている。学園側はヘキサの有用性を早期に示したがっていた。それらの背景から、高い適性を持つヘキサは、戦闘科への配属が義務付けられている。彼女もまた、入島してすぐに機兵部へ配属される事となったのだ。

　──保管領デビューがこの第弐富士ってだけで、十二分に幸運な事なんだが……そんなこと、分からんよな、実際。

　大和は難しい顔になる。その一方で緑が一通りの説明を終えていた。

「ハハハ。我ながらウジ虫みたいな人生、歩んでるなー」

　少女は虚うつろな目のまま、笑う真ま似ねをした。

「石の裏に隠れたら、今度は石をめくり返されて、食べられるなんて……最後がマリスの餌えさとか、嫌な人生だったなー」

　少女は色を失う。その顔は完全に青ざめていた。緑は慌てて彼女に手を伸ばした。

「西にし川かわさん、大丈夫、そんな事には──」

「なるに決まってる！　分かりきってる！」

　少女は興奮のあまり、テーブルをひっくり返す。緑が驚いて尻しり餅もちをつく。大和が慌てて、壁から背を離した。

「本当に私……ヘキサになっちゃったんだ。前の私だったら、こんな大きなテーブル、重くて持ち上げられなかったのに。何だよ？　Ｂランク身体変化分類フイジカルって……ロボット乗ってマリスから逃げろとか……私みたいな鈍どん臭くさい奴、ついばまれて終わっちゃうよ」

　少女は自分の両手を見る。力なく地べたへ腰を落とした。

「やだよぉ、死にたくない、よぉ」

　少女は子供みたいに泣きだしてしまう。大和は眉まゆを寄せる。見かねて少女に言葉を掛けようとした。しかし──

「だいじょーぶ。千ち尋ひろちゃんは死なない。死なないよー」

　緑みどりが被かぶさるように彼女を抱擁する。あやすように彼女の背中をぽんぽんと叩たたいた。

「だって貴方あなたは今日から、私たちの家族になるんだもん……千尋ちゃんの命は家族全員で守っちゃうんだから。だから大丈夫だよー」

「か、ぞく？」

「お姉さんね？　親の顔、知らないんだー。物心付く頃には施設に居てさ。六歳のときに同じ施設にいた子とヘキサになっちゃって……で、こことは別の保管料に移送されたんだ」

　大和やまとは眉まゆを顰ひそめる。緑が他の保管領出身者だとは初耳だった。

「其そ処こはね。毎日一〇杯までしかお水をもらえないの。ご飯も毎日二回で、あんまり味がしなかった。いじめっ子もいっぱいて、大人もみんな意地悪だった……何度『死んじゃいたいなー』って思ったか分からなかったよ」

　──こいつも……アレを経験してきたのか。

　大和は自分の頭に血が上るのが分かる。一生忘れらない仕打ちの数々が、脳裏を駆け巡っていた。

「一人だけだったら擦り切れてた。きっと今、ここにはいない。でも私には、小こ姑じゆうとのような友達と、男の子も顔負けの妹がいたから……一緒だから今日まで生きてこれたの」

「……うらやましいです」

　それを聞いて緑は、彼女の両肩を押し返す。笑って彼女と向き直った。

「人ひと事ごとじゃないよ！　今日から千尋ちゃんも、その家族の一員なんだから！」

　大和も思わず吸い込まれる。彼女を照らしたのは太陽のような緑の笑え顔がおだった。

「一緒にご飯を食べて、一緒に寝て。ときどき喧けん嘩かもして、その何倍も笑いあおう！　苦しいときと悲しいときは、一人で泣かないこと。苦しかったらさっきみたいに伝えてね。皆、千尋ちゃんみたいにいっぱい傷ついて、それでもマリスと戦ってる……血の繫つながりがなんだ！　私たちは命を預けあうんだ。互いを思いやれない、仮面家族に負けるもんか！」

　緑の言葉を聞き、少女は固まる。硬直したまま、その目から涙をボロボロと零こぼした。

「わたし、中学のとき酷ひどい苛いじめにあって……何年も不登校だったんです」

「……うん」

「最初は、どうにかしようと思ったんです。でも、頑張っても上う手まくいかなくて。そしたら今度は、自分の部へ屋やから、出られなくなっちゃってっ」

「うん、うん」

「あとは、一カ月前にこの刻印ができ、て……そしたらママ、泣きながら『こんなことになるならアンタなんか産まなかったわよ』て……何度も、何度も、私、ぶって──」

　また泣き出した彼女を緑は抱きしめる。その背中をポン、ポン、と優しく叩いた。

「よし……じゃあ薔ば薇ら色いろの人生を送っちゃおうか。そして千尋ちゃんのお母さんに会ったら、皆で笑って『どうだぁ！』って自慢してやろう」

　少女は緑みどりの胸で盛大に泣き始める。大和やまとは顔を背けながら緑にゴメンのジェスチャーをする。そして部へ屋やから出て行った。

「目から汗が出るとか……今こ年としの風か邪ぜはアヴァンギャルドだな」

　大和は目元を押さえて、上を向く。その格好で彼らに声をかけた。

「そしてお前らは、緑あいつのこと、好き過ぎだ」

　廊下にはテンナンバーの面々が並んでいた。葵あおいと茜あかねはもらい泣きをしている。月げつ下か・日向ひなた・水す久く那なの口元は綻ほころんでいた。

　紫し貴きは顔を背け、グスっと鼻をすする。




《Ｅランク指定の未変化分類ノンギフト。機兵部一のお荷物隊長さまは、皮肉な事に、隊の誰よりも人の痛みを知っていた。凝り固まった心を解きほぐすことに長たけていた。あいつのヘキサの対する親愛は本物で……気付けば俺おれも、アイツらと志を共にしていた》




　隣小島・森林──奥地。

　二機の疾しつ風ぷうが背中合わせに膝ひざを突つく。二機とも、両膝から火花を上げていた。駆動ケーブルの断線で機動不能に追い込まれたのである。

　外部スピーカーから少女の泣き声が流れていた。

『私たち、このまま……死んじゃう、のかな』

『誰かーっ！　誰かーっ！』

　一人が必死に助けを呼ぶ。二機は通信機能にも障害を来していた。

『おーまーたーせー』

　一機の疾風が茂みを潜って滑走してくる。その疾風は、動けなくなった二機よりも損害が大きかった。全身が汚れ、頭部ユニットを失っている。左肘ひじから先も折損していた。

『『部長!?!?』』

　二人が驚きよう愕がくと共に名前を呼ぶ。それは緑の疾風だった。

『どうして部長が!?　零番隊の新入りたち、置いてきたんですか!?』

『んー？　ヤマえもんに任せてきた。私が一番近かったから急いで来たんだ』

　緑の返答に、一人が『バカー！』と大声を上げる。

『それって完かんっ璧ぺき！　二次災害コースじゃないですか！』

『このおバカ部長！　お花畑！　妖よう怪かい・Ｉカップ！』

　泣き出す二人の機体の前に、緑機がしゃがむ。

『ごめんごめん……でもさ。不安な時に誰かが来てくれると安心できるでしょ？』

　緑が優しく問いかける。二人分のくぐもった声が漏れた。

『何かあっても一緒に死んで上げる位しかできないけど……最後まで頑張ってみよ？』

『『ぶちょう[image: ][image: ][image: ]』』

　二人の泣き声が周囲に響き渡る。そのすぐ後、森の茂みが大きくざわついた。

『っ！』

　緑みどり機が転進。アサルトライフルを構えて背後を向く。木々を折り倒しながら大型マリス【ルーク】が迫ってきていた。左右から小型マリス【ポーン】も飛び出した。

　三匹は涎よだれを散らして大口を開ける。三人の少女が悲鳴を上げるよりも先だった。

　同じく、三機分の機影が飛び出す。

『代われ！』

　藍あい色いろの疾しつ風ぷうが右腕にトンファーを構える。トンファーが風車の羽みたいに回転した。

『顔面っ、ぶちまけろ！』

　一匹のポーンの頭がトマトみたいに潰つぶされた。

『三番隊と合流させてきたから──っ！』

　白銀の疾風が、肩の突とつ斬ざん刀とう【カネサダ】の柄つかを取る。

『命令違反じゃ、ありません！』

　幹から竹たけ割わり──ポーンの脳天から股また下したまでを一刀両断した。

『粋のいい』

　ルークの首横に銃剣が突つき立てられる。

　二丁剣銃を持つ、悪魔の意匠の戦せん騎き装そう──漆黒の疾風。

『咲け』

　銃火が爆はぜる。五発分の連弾がルークの首をズタズタにした。ルークの巨体は、黒い血の花を咲かせる。巨きよ軀くは横へ転がり、ルークは事切れた。

　水す久く那なと大和やまとの疾風。そしてアギトの専用機、雷らい公こうだった。

『ふえぇえ……みんな、ありがとぉ』

　緑の泣き声と共に、緑機はその場に座り込む。緑機の前に雷公が立った。

『……うっかりしてると惚ほれてしまいそうになる。良い女だよ、お前は』

　アギトの声に、水久那機と大和機の首が雷公へ向く。

『睦むつ見み、とっとと敵を減らしてきなよ。カバーは弐番隊でしますから。わざわざアピールするために、ここまで下がってきたの？　余裕あるよね、いつも君』

『零番隊の警護は三番隊の主任務なんでー。悪魔の六デーモン・シツクスさまのお手を煩わずらわせる必要なかったよね、というかご迷惑掛けましたね！　けっ！』

　二人から辛しん辣らつな言葉が浴びせかけられる。雷公は二丁剣銃を構え、緑機に背を向けた。

『本陣まで送る。どうせ行きがけだ。殿しりがりはやってやる』

『アギトくんっ……カッコイイ』




『『無視かよロンゲ！』』──大和と水久那の声が重なった。




《部員全員が規格外十番テンナンバーの隊長たちを目指し、中心でアイツがへらへら笑ってる……それがあの隊が一番力を出せる自然体。このバランスを保つ事ができれば、きっとあいつの夢にも手が届く……俺おれはそう信じていた》

　作戦ブリーフィングで機兵部は全員、多目的室に集められていた。

　教壇には紫し貴きが立つ。戸口付近には緑みどりと茜あかね。飛鳥あすかもブリーフィングに参加していた。

「飛翔型……何でそんなのが日本にくんだよ」

　顔を青くした一人の男子が呟つぶやく。一般部員は、誰もが似たような表情を浮かべていた。

「南米の方に出るクイーンのはずでしょ？　空中戦丙種フレームなんて、私、使えないよ」

「それより雄のナイトだ！　最低、八〇ミリはないと外殻を破やぶれないってっ……じゃあ、どうすんだよ！　疾しつ風ぷうにそんなデケー砲、持たせられねぇぞ!?　どう戦えってんだよ！」

　大だい地ちがテーブルを蹴ける。腕を組んでいる月げつ下かが、そんな大地を諌いさめた。

「ピーピー騒ぐな、みっともない。騒ぐ前に頭を回しな」

「でも月下さん！　気合や根性でどうにかなる問題じゃないっすよ！　今回のは！」

「いや、大地。使うの頭ね。根性論好きなの、知ってっけど」

　怒鳴って返した大地に、山やま武たけが突つっ込みを入れる。

　紫貴から説明を受けた部員たちは、完全に意気を消沈させていた。そんな部員達たちを見て、紫貴の胸中にも黒雲が生まれる。そんな紫貴の肩を緑が叩たたいた。

「ハーイ、紫貴。タッチ交代！」

　紫貴は一瞬面くらう。冷や汗をかいてから「任せたわ」と教壇を降りた。緑はニコニコ笑いながら、書状を皆に見せる。それには〔遺書〕と書かれていた。

「ハーイ、みんな注目ー。これは、作戦前に書くことが義務付けられた、私の遺書になります。書くのに三〇分も掛かった、罪つくりな悲しい悲しいお手紙です。これをぉ──」

　高々と遺書を上げてから、緑は遺書をビリビリに破り始めた。全員が思考停止に陥おちいる。

　緑は「どーん！」と、紙かみ吹雪ふぶきを撒まく。紙片の雪が、辺りに舞い落ちた。

「みんなー！　今晩は何食べたいー!?　私は焼き肉が良いなぁ」

　緑は教卓に手を付いて笑い掛ける。部員全員が呆あつ気けに取られた。

「ハラミ・タン塩・ハツ・シマチョウ・そしてカルビカルビカルビ！　上カルビ五〇人前とか胸が躍らない!?　あとはライス大盛り！　ダイエット？　ダイエットは明日からするものです！」

　緑が嬉うれしそうに話し始める。あまりに場違いな光景だった。そんな緑に月下が言う。

「マリス、殺した後に焼き肉とか……まぁ別に私は大丈夫だけど。ダメな奴もいるから、他のも食べられる方がいいんじゃないか？」

「え～姉御。食べ放題だと肉のグレード落ちるじゃん。私、焼肉だったら焼肉だけ食べたい！　っていうか焼肉でいいじゃん！　焼肉いこ焼肉！」

　テーブルの上で胡坐あぐらをかいていた葵あおいが続く。水す久く那なが申し訳なさそうに手を上げた。

「あのぉ。今月、部費がピンチで……特別報奨金とか生途会から出たりしませんか？」

「双そう条じようくん。そもそもソレ横領よ？　でも、いいわ……前向きに検討します」

　紫貴が暗に許可を出す。茜が紫貴に言った。

「その時は生途会も合同ですから！　良いですよね、紫し貴きさん！」

　朗らかな空気が流れ込んでくる。一人、また一人と席から立っていく。規格外十番テンナンバーの面々が緑みどりの左右に並び立った。

「ナイトだっけ？　こいつを一番落とした奴が、店で一番高い肉を食う！　それでいいよね、緑ネエ！」

　一人軍隊【炎の一フレイム・ワン】の一いちノの瀬せ葵あおいが、自信たっぷりに言った。

「一ノ瀬さん。鬼灯ほおずきは空戦フレームつけられないから、その条件だと首を絞めるんじゃないかな？　それでいいなら、僕ぼくも乗ろうかな」

　オールラウンダー【波の二ウエイブ・ツー】の双そう条じよう水す久く那なが相あい槌づちを打つ。

「じゃあ、生還率の一番高い作戦を考えないといけませんね」

　天才作戦立案家【妖精の三フエアリー・スリー】の陽ひ葉よう茜あかねはフッと前髪を吹き上げる。

「ふっふっふっ！　こんな事もあろうかと！　作っておいたよ葵ちん！　その名も、リボルバー式グレネード【クロガネ】！　鬼灯の狂腕のみが持てる、連装式の榴りゆう弾だん砲ほうよん！」

　マッドサイエンティスト【兵器の四アームズ・フオー】の伏ふし見み飛鳥あすかがＶサインを作る。

「旨うまい飯が待ってるなら、死ぬには惜しい日だね」

　最速のランナー【神馬の五スレイプニル・フアイブ】の伍いつ橋はし月げつ下かが小さく笑う。

「臆おく病びよう者ものの目には、敵は常に大軍に見える……戦国時代に鉄砲を持ち出したオッサンが言ってたな。怖いなら布団ふとんに包くるまっていろ。抜けてもどうせ、俺おれ一人で埋められる」

　絶対領域アンタツチヤブル【悪魔の六デーモン・シツクス】の睦むつ見みアギトが口端に笑みを浮かべる。

「四番隊は全機、二種フレームで出撃かな。砲撃ポイントも考えたいから、後で茜ちゃんお話いいですか？」

　百発百中のガンナー【閃光の八ライトニング・エイト】の八や雲くも日向ひなたが首を捻ひねった。

「降下したポーン・ルークは陸上に誘いだしてから迎撃。今回は早期に【オペレーション・デスサイズ】を仕掛けます。最初の五〇分間を何としても生き延びて下さい」

　戦略兵器レベルの戦術指揮官【氷の九アイス・ナイン】の九重ここのえ紫貴が命令する。

　──敗北などありえん。何たって、この俺が付いているんだからな。

　無言の大和やまとが拳こぶしを握る。後に【刀の七ブレイド・セブン】と呼ばれる少年は誓った。

　──お前は俺が勝たせてやる。

　大和はその目に緑を映す。その日ひ溜だまりのような笑え顔がおを曇らせてなるものか……と。

　テンナンバーたちを頼もしく感じ、緑は家族に最後の号令をかける。

「よぉおし！　神かん無な木ぎ大隊！　皆で帰ってからの～……焼肉ファイヤーだぁ！」

　緑が片腕を天高く上げる。機兵部の全員が総立ちになって雄お叫たけびを上げた。




《神無木緑は、最後の最後までこの第弐富士を……氷ひ室むろ義塾を信じていた。ヘキサに優しい未来を実現させようとした。それを……それを貴様らはっ》──





　　　　＊＊＊＊＊






　全身を雨で濡ぬらす白銀の人機──明みよう星じようは既に掃討戦に入っていた。

『死ね』

　巌がん流りゆうの装甲が、四五ミリ機関砲によって穴だらけにされる。

　背後にあったスーパーマーケットのエントランスも無残に砕け散った。ガラス破片をばら撒まき、表に置いてあったカートの山が針金のように潰つぶされる。

　その店は、学校帰りに大和やまとがよく寄ったスーパーだった。

『死ね』

　投げ飛ばされた巌流がコンビニに頭から突つっ込む。陳列棚やアイスのショーケースを押し潰して巌流の上半身は店内に。即座に背後からコックピットブロックが射出された。

　そのコックピットブロックを大足が覆う。コックピットブロックごと、明星は巌流の下半身を踏み潰す。駐車場のコンクリートに亀き裂れつが走った。

　そのコンビニで毎朝、朝ごはんを買い、大和は学校へ登校していた。

　明星は再び歩き出す。兜かぶと頭の耳元で機械音が鳴る。

　周囲の音を明星は敏感に察知した。一〇階建ての百貨店の前で止まる。

　その百貨店は────かつて緑みどりの買い物で引っ張り回されたデパートだった。

　百貨店、目がけ……明星は右足を後ろへ振り上げる。

『人間は皆……死んでしまえ！』

　サッカーボールのように建物を蹴けり飛ばす。

　蹴り一発でデパートが倒壊を起こす。建物の瓦が礫れきがビルの背後へ。

　その下を静かに進んでいた四機の巌流に、岩の雨が降り注ぐ。

　四機は巨大タイヤロードホイールで急発進、瓦礫から逃れようとする。しかし、一機が逃げ遅れた。瓦礫に潰されて爆砕する。

　逃げた三機のうちの一機に、明星が飛び掛かった。跳躍一つで数十メートルという距離を簡単に稼かせぐ。

　慌てて銃を上に向けた一機──その胸部を明星の大足が踏み敷いた。

　巌流が轟ごう音おんを立てて、仰あお向むけに倒れる。明星は手に持っていたジャッジメントファッカーの銃口を、巌流の頭部に向けた。

『心して答えろ。間違えればそれが遺言になる』

　雨を背に受け、明星が踏み敷いた巌流を見下ろす。

『お前は人か？　それともヘキサか？』

　踏み敷かれた巌流から、男の裏返った声が返ってくる。

『に！　ヘ！　ヘキサですっ！』

『噓うそつけ』

　明星がコックピットごと巌流を踏み潰す。

　明みよう星じようはのそりと右を向く。残ざん骸がいに足を挟まれて動けない一機を見つけた。その巌がん流りゆうに明星はジャッジメントブロウを向ける。そして同じ質問をした。

『よぉ……お前は、人か？　それともヘキサか？』

『じ！　自分は……自分は人間です！』

　若い男の声が返ってくる。

『じゃあ殺さなきゃな』

　一二五ミリ榴りゆう弾だんが放たれる。一発で巌流がバラバラに粉砕した。爆砕した破片が明星の鎧よろいを叩たたく。明星はここから逃げようとする最後の一機に銃口を向ける。

『お前は人か？　それともヘキサか？』

『く！　くそぉおおぉ！』

　巌流が乱機動を取る。ジグザグに六車線の幹線道を走り回った。明星の機関砲が火を噴く。濡ぬれたコンクリートに大粒の弾だん痕こんが刻まれていく。弾痕は逃げる巌流を追っていった。

『止やめないか！』

　明星の撃っていた突撃機関砲──その脇わき腹を青い光が貫く。溶解した銃身はすぐに爆発を起こした。逃げまどう巌流を背に隠すように、エルフィーナが幹線道路に降り立つ。

『残存する部隊に告ぐ！　死にたくなければ下がれ！　できるだけ遠くに！』

　エイルンの警告を余よ所そに、明星は左手に抱えていたジャッジメントブロウを持ち上げる。その銃口で、エルフィーナの背後──逃げようとする巌流──を撃とうとした。

　エルフィーナのブラスト銃剣ルイン・ブレスから光弾が放たれる。明星が撃つ前にエルフィーナが機関砲を破壊した。明星はゴミを捨てるように左手の銃を放ほうる。

『七なな、扇おうぎっ──』

　エルフィーナから、怒りに震えるエイルンの声が流れる。

『どうして、こんな事をしたっ！』

　二人が過ごした繁華街は破壊の限りを尽くされていた。

　ショッピングモールを、なぞるように弾痕が刻まれている。洋服店のショーケースは壊れ、中のマネキン人にん形ぎようは上半身を無くしている。

　ケバブの移動販売車は横転し、車体横には風穴が開いていた。

　同じく巌流部隊の残骸が転がる。ある機体は手足を無くし、上半身をプレスされていた。またある機体は、爆砕して八方に残骸を散らしていた。

　其そ処こかしこで火災も発生している。爆発の火が周囲の建物へ燃え移っているのだ。

　そんな大雨の幹線道路で、明星とエルフィーナが睨にらみ合う。

　明星は二〇・五メートルなのでエルフィーナより若干身長が高い。

　街の惨状にエイルンは憤いきどおる……しかし、大和やまとの様子がおかしいことに気付いた。やがてエイルンは曇った声で大和の名を呼ぶ。

『……七なな扇おうぎ？』

　明星は両手で頭を抱える。まるで痛む頭を押さえるような仕草だった。

『氷ひ室むろ、聞いてくれ……俺おれは、とんでもない事をしてしまった』

　コックピットのエイルンは息を吞のむ。大和やまとからこんな弱々しい声を聞いたのは初めてだった。エイルンは只ただ事ごとではないと思う。

『政府は、いや、政府だけじゃない。おそらくは氷室も……俺たちはずっと騙されていたんだ』

　明みよう星じようの外部スピーカーを通して大和の声が届く。エイルンは眉まゆを顰ひそめた。

「騙だまされていた？」







　司令管制室──

　生途会は、自衛隊への撤退指示と、市街地の情報収集に奔走していた。それを余よ所そに、雷らい鳥ちようと総理は言い合いをしている。そんな中、茜あかねが報告した。

「司令！　市街地の様子を捉とらえました！　なんとか集音できそうです！」

　正面モニターの映像が切り替わる。対たい峙じする明星とエルフィーナが映し出された。画面が切り替わる事で、映像通信の総理は口を閉じる。雷鳥も意識をそちらに向けた。

　雑音が酷ひどい。しかし二人の声はしっかりと聞き取れた。雷鳥は耳を澄ます。

　──何の話を？

『ヘキサは原因不明の病気だと、政府は公式に発表している……でも、違ってたんだ』

『違っていた？』

　二人の話を聞き、雷鳥の全身を怖おぞ気けが襲う。生途会役員達もざわめきだした。

「何の話？」

「……ヘキサって病気じゃないの？」

　役員達が小声で話す。大和の憤いきどおる声が司令管制室に流れた。

『聞け氷室。そんなものは民意操作のための噓うそっぱちだったんだよ。俺は……俺は、なんてことを──』

　雷鳥の身の毛がよだつ。雷鳥は「まさか」と零こぼした。

　──明星のアレは、確かに切らせていたはず！

　雷鳥は顔を真まっ青さおにする。下の役員達を怒鳴りつけた。

「聞くな！　みんな！　その話を聞くんじゃない！」

『何があった！　君はいったい何を見たんだ！』

　エイルンの質問と生途会の疑問が合致する……役員達は、二人の話に聞き入っていた。

　そんな中、総理も状況に追いつく。雷鳥と同じような表情になった。

『……それ以上喋しやべらしちゃダメだ！　彼は気付いてしまっているっ！』

　総理が声を裏返らせる。そんな中、大和は小さな声で言った。

『ネイバーだったんだ』

『ネイバー？』

　そうして子供たちは知ってしまう────何な故ぜ、自分たちがヘキサになったのかを。




『ネイバーだったんだよ……ヘキサを作っていたのは』




　役員、全員が瞠どう目もくする。茜あかねは、手に持っていたインカムを落とした。







　コックピットでエイルンも瞠目する。その声を震わせた。

「本当……なのか？」

『ああ。俺おれは確かにこの目で見た……通信回線を開いてくれ。今、証拠を見せる』

　生気の無い大和やまとの声にエイルンは従う。

　コックピットモニターが切り替わる。白いパイロットスーツの大和が映った。

　大和の顔色はすこぶる悪いものだった。

『ネイバーフッドの再登録シーケンスで明みよう星じようを再起動した際、本土にヘキサの反応が、四一一体、観測された。しかも同時に……これはつまりヘキサが誕生したということ。そしてコレだ。俺が明星に登録した時点で……左手にもこの刻印が、浮かび上がったっ』

　画面の大和は最後、血を吐くように言う。左手の刻印をエイルンに見せた。

【Ⅶ】のローマ数字が刻まれた、六角形ヘキサの刻印──それはまさしく、大和が明星のネイバーフッドになった証あかしだった。

『これが……これが動かぬ証拠だ！　ネイバーには人をヘキサに変える機能がある！」

　エイルンは愕がく然ぜんとなる。目の前でスパークが起こった気がした。自分でも動どう悸きが激しくなっていくのが分かる。エイルンは全身に、氷水を掛けられた気分だった。

「つまり……じゃあ……ネイバーが、ヘキサを生んでいた？」

　大和が『そうだ』と、歯を嚙かみ締める。映像の大和にどす黒い感情が宿っていく。

『明星に別のネイバーフッドを宛あてがおうにも出来ない訳だ。明星はもともとヘキサしか乗れない機体だったんだよ。これは状況からの推論だが……只ただのヘキサをネイバーフッド化し、自機の搭乗者にする。いわば明星は【搭乗要件緩和型】のネイバーだったんだ」

　エイルンは言われて思い出す。ネイバーは動力と自己修復機能を除き、外観・兵装・操作仕様に至るまで、統一の取れていない規格だと。

『数量限定の、量産できない攻略兵器。対して、放ほうっておけばゴキブリみたいに増え続ける敵。ネイバーの弱点とマリスの特性は絶望的なまでに相性が悪い……だがソレも、ヘキサという要素を混ぜればクリアできるっ』

　エイルンも全すべてに合点がいく────この世界に蔓延はびこる、歪ゆがみの正体に。

『そりゃ、お上も本気になる。何せ、たった十一体しかないんだからなぁ』

　大和が二つの感情に染まり切る……一つは怨えん嗟さ、もう一つは憤ふん怒ぬだった。

『ヘキサという撒まき餌えを用意し！　引き寄せられたクイーンをネイバーが食う！　ネイバーは！　ヘキサとセットで一つの運用形態だったということだ！』

　その言葉を最後に大和やまとは通信を切る。映像が切り替わって外の明みよう星じようが映し出された。

　明星は天に向かって手をかざす。

『俺おれらヘキサは！　【ネイバーの付属品】でしかなかったんだよ！』

　エイルンは慌てて操そう縦じゆう桿かんを引く──エルフィーナがバックステップで後方へ下がった。




　激震──幹線道路に亀き裂れつを走らせ、両刃の直刀が突つき刺さる。




【曙あけぼの丸まる】──全長一八メートル、総重量四〇〇トンの巨大刀ダンビラだ。装飾も何もない武骨な柄つかを付ける。明星のみが扱える専用武器だ。

『ヘキサの解放を願い続けた俺が、事もあろうか新たなヘキサを作る片棒を担かついだ……それだけじゃないっ！　ヘキサを生み出す明元星凶に心を奪われ！　ずっと憧あこがれ続けてきたんだ！　……なぁ、氷ひ室むろ。こんな皮肉な話ってないよな？』

『七なな扇おうぎ、自分を責めるな！　君は知らなかったんだ！　これは事故みたいなものだろう！』

　困窮する大和にエイルンは必死に呼びかけた。しかし返ってきたの大和の怒声だった。

『知らないで済ませられるか！　俺は四一一人もの人生を滅茶苦茶にしたんだぞ！　アレだけ忌いみ嫌い続けたヘキサにっ…………この手で悲しい同胞を作りだしてしまったんだ！　この落とし前は付けさせてもらう！』

　明星は自重よりも重い刀を軽々と引き抜く。拳こぶしを突き出すように天に掲げた。

　明星のアイカメラが緑色に発光する。

　すると……ダンビラの刀身を薄い光の膜が包んでいった。

『どうせ爺じいさんの事だ。昔のアニメやゲームに触発されて、登録時にこの形状フオームにしたんだろうが……これは俺の趣味じゃない』

　身の丈程もあるダンビラ──それがまるで金かな鎚づちで打たれたかのように、小さくなっていく。鉄同士が凝縮を起こしていった。刀身が細く、鋭く磨かれていく。

『形が……変わっていく』

　エイルンの声を余よ所そに……曙丸は完全にその形を変えた。

　分厚く、幅広かった両刃の段平刀が、片刃の【野の太だ刀ち】に変わっていた。

　背負い太刀とも呼ばれる日本刀の一種だ。

　明星はダンビラ改め、野太刀を氷室義塾の方へと向ける。

『濱はま田だ総理！　そして氷室雷らい鳥ちよう！　聞いているんだろう！』







　司令管制室──

　正面モニターには大和の顔が表示されていた。

『この作戦！　当初は全すべて、貴様らの政略だった！　自演でマリスを放逐するというのは噓うそ！　第弐富士に向かうマリスの一部が、本土に進路を変えると貴様らは知っていたんだ！　都心部に新たなヘキサが集中発生すると見越して！　そうだな！』

　大和やまとは鬼の形ぎよう相そうで詰きつ問もんする。話を聞かされていない役員達が顔を見合わせる。懐疑の念が伝でん播ぱしていった。大和は血走った眼めで二人を睨にらみつける。

『そこから考えられる貴様らの狙ねらいは二つ！　一つは年老いた爺じいさんから俺おれへパイロットを交換すること！　もう一つは言わずもがなヘキサの補充だ！』

　怒っているのは大和だけではない。総理もまた怒っていた。

『なんて……なんてことをしてくれたんだっ！』

　あの総理からは想像もつかない様相だった。苦虫を嚙かみ潰つぶした顔で雷らい鳥ちようが言う。

「聞きな大和！　アンタは今、重大な誤解をしている！　確かにネイバーにはヘキサを作る機能があった！　でもそれは──」

『黙れ人間！』

　正面モニターの明みよう星じようが曙あけぼの丸まるを振る──オフィスビルに鋭利な断面が切りこまれた。

　ビルは斜めにズレ落ち、倒壊する。曙丸の切っ先がモニターに向く。

『俺らは政府の！　人間どもの都合で人生をめちゃくちゃにされたって事だろ！　こんな島に押し込められ、銃を持たされ、化物と戦わされて！　仲間たちも失った！』

　雷鳥は押し黙って、その視線を落とす。

『この事実が明るみに出れば人権擁護を謳うたう団体が黙っていない！　かと言って、内輪揉もめを抱えてマリスの対処などできん！　人民操作のプロパガンタとして【ヘキサ】という虚像をお前らは作り上げたんだ！　国連加盟国・全体でグルになってな！』

　大和の怒声に涙が混じる。

『そんなの！　お前らで何とかしろよ！　ネイバーなんか使わず、核でも何でも使えばいい！　そのために税金もらってんだろ？　爺さんが血ち反へ吐どを吐いた半世紀！　一七でこの学園の礎いしずえになった神かん無な木ぎもそうだ！　どれもこれも全部、全部！　テメェらがネイバーなんてもんを目覚めさせたから起こった事じゃねぇか！』

　大和は言いながら『何がヘキサの楽園だ！』と叫ぶ。

『この第弐富士は！　この街も氷ひ室むろ義塾もそうだ！　こんなもの、貴様の自己満足で出来た、蠟ろうの城だったということだろ！　応こたえろ、氷室雷鳥！』







「七なな扇おうぎ……」

　コックピットにいるエイルンは、沈痛の面持ちでモニターを見る。

　明星は八つ当たりをするように切ったビルの、もう半分を蹴けっ飛ばす。

『何がヘキサだ！　俺らの人生は貴様らの都合で──っ!?』

　明星が言葉を止め、海の方を向く。全く同じタイミングでコックピットに警告音アラートが鳴った。エイルンはサブモニターを見て、その声を低くする。

「何も……こんな時にっ」

『ムッシュ。マリスを確認しました』







　司令管制室でも同じ情報が入っていた。茜あかねが自分のコンソール盤を見て報告する。

「近海にいたマリス群です！　子団規模、およそ四〇〇〇！　本土にいるヘキサに引き寄せられて進路を変えたんだ……予想到着地点！　神奈川・横よこ須す賀か基地！」

　茜の報告に、映像の総理は片手で頭を抱える。

『ぐ、ぬ』

『ほーら……おいでなすったぞ』

　映像通信の大和やまとは、壊れたように笑い始める。

『なぁ総理……何時間持つ！　三時間か!?　四時間か!?　食われるぞー、たくさんの人間が！　なぁ？　あんた、マリスを見たことあるか？　奴ら、人間をスナック感覚で食ってくんだ！　これはアンタら、政府の落ち度だぞ！　死ね！　死ねよ人間！』

　大和は嬉き々きとして総理を嬲なぶる。

『それとも評議会に泣きつくか？　いーなソレも！　この内輪の馬鹿騒ぎも全部見せてやれよ！　国連内で日本がどこまで落ちぶれていくか楽しみだ！　金の無いヨーロッパ圏なんて、ここぞとばかりにふんだくりに来るぞ？　日本は金もってるからなー！　ネイバー保有国の特権が無くなり、輸入を渋られでもしたら、たちまち食料問題を引き起こすぞ！　いいな！　最高だ！　全部全部！　壊れてしまえ！』

　顔を手で覆う濱はま田だ総理──指の間から大和を睨にらむ。

『君はそれでも、英雄武蔵むさしの後継者か』

『……その英雄を、道具として五〇年、酷使した政治屋が！　どの口で爺じいさんを語る！』

　役員達は誰も喋しやべらない。言葉にはしないが、彼らも大和と同じ気持ちだった。

　苦しむ総理を見て……留飲が下がる思いだった。

『泣いて土下座をしても俺おれは絶対に助けない。あのセレン金髪も無理だろ……べったりの氷室アイツを、寄ってたかって貴様らは苛いじめた。今、こうしてデストブルムが暴あばれていないのが不思議なくらいだ。全部アンタの責任だ──』

　大和は最後に雷らい鳥ちようを見る。その両りよう眼めはドブのように濁り、淀よどみ切っていた。

『一度でもあんたを信じようなんて真ま似ねをした自分には、臓ぞう腑ふの底から反へ吐どが出ます。どうかアンタの余生がグチャグチャになりますように』

　雷鳥は視線を落としたまま何も言わない。生途会には、各所──防衛省及び、政府関係各所──から通信が鳴り続けていた。しかしソレに出ようとする者はいない。

　自分たちをヘキサに変え、人生をめちゃくちゃにした。

　その事実を隠いん蔽ぺいし、戦争の道具にした。

　怒るなというのが無理な相談なのだ。子供たちは大人たちを見限っていた。

　俯うつむき、動こうとしない役員たち。

　でも……正面モニターに新たな映像が表示される。

　子供たちは思い出す──この場において、黙っていられない者がいることを。

　人が諦あきらめ、国が見限り、神が見捨てても。

　馬鹿を見て、割を食い、貧乏くじを引き続けたとしても。

　弱者の涙が流れる限り────戦い続ける【熱血軍人】がいる。

　役員たちは、その顔を見て目を疑う。

　総理も雷らい鳥ちようも大和やまとでさえも……………………息を吞のんで彼を見た。




『俺おれが行きます』




　その髪と瞳ひとみを真まっ赤かにした少年──エイルン＝バザットが立ち上がる。




　第弐富士の市街地で、大和の叫び声が響き渡る。

『お！　お前！　真正のバカか!?　お人よしにも限度があるぞ！』

　明みよう星じようはコンクリートを踏み割る。右手の刀をエルフィーナに向けた。

『お前が何者かなんて、この際どうでもいい！　散々お前を使い倒して！　旗色が悪くなったからと、切り捨てた氷ひ室むろ義塾！　お前が邪魔だからと、消そうとした日本政府！　そんなもののためにお前が果たす義理など何も無い！』

　エルフィーナからエイルンの毅き然ぜんとした声が返ってくる。

『どいてくれ七なな扇おうぎ。このままだと、罪もない大勢の人たちが死んでしまう』

　明星は動揺を露あらわにしてエルフィーナににじり寄る。

『お前、言ってたろ!?　ヘキサを救おうと！　ここで人間どもが何人死のうと、もうどうだっていいだろ？　奴らは報いを受けるべきなんだよ！』

　エルフィーナのコックピットで、エイルンはモニターに映る明星を正視していた。

「俺は、罪もないヘキサが理不尽に虐しいたげられる世界……そんなのは絶対におかしいと思ったから世界を変えようと言ったんだ。救うべき弱者に、人もヘキサもない」

　エイルンの戦う理由──弱くて泣く、理不尽に奪われて泣く、そんな人たちを守るために自分は軍人になった。無為に奪われていい命など在あるはずが無い。

『お前、異常だぞ！　ここまでの事をされて何も思わないのか!?　何も感じないのか!?　コイツらはお前のことを使い捨ての雑巾にしたんだぞ！』

　エイルンは素直に嬉うれしいと思う。大和の怒りの中には、自分を想おもってのモノが含まれている……でも、エイルンは大和の間違いを正すように言った。




「そうしなくてはならない位に追い詰められていたんだ！　学園も！　日本政府も！」




　モニター横に表示されていた、濱はま田だ総理と雷らい鳥ちようが息を止める。

「政府は国民の安全と秩序を！　塾長は大勢に抗あらがってまでヘキサに未来を作ろうとした！　立つ位置によって、正義はその矛先を変える！　どちらにも背負うものがあって、守らなければならない人がいる！　憎むべきはマリスであって、彼らではない！」

　エイルンは大和やまとに叱しつ声せいを浴びせかける。

「だから君も憎しみに吞のまれるな！　戦う相手を間違っているぞ！」

『間違ってるのはお前の方だ！　人はお前が思ってるほど綺き麗れいじゃない！　利権！　利得！　欲望を満たす為ためなら、他人を蹴け落おとし、その手を汚す！　お前みたいに善意で公務、要職に就ける者など全体の何割もいない！　人は！　人間は！　お前に守られる価値なんて無いんだよっ！』

　明みよう星じようから、訴えにも似た大和の叫びが上げられる。エイルンは逆に質問した。

「じゃあ君は……何の罪もない人々が死んでも良いと、本当に思っているのか？」

　質問の声には確かな怒りが込められていた。その質問に大和も怒声で返す。

『当たり前だ！　俺おれらの犠牲の上で安あん寧ねいを貪むさぼる豚どもが！　何人死のうと、知った事か！』

　エイルンは鼻で大きく息を吸う。それを強く吐き出した。エイルンは視線をモニターの茜あかねに移す。

「日本政府及び、氷ひ室むろ義塾に要請する……付近にいる全戦力を遠ざけろ。時間的に手加減できそうにない」

　茜が困ったような顔で声を上げた。

『で、でもっ！』

「人の命がかかっているんだ！　早くしろ！」

　エイルンの怒声が茜や生途会役員達を叩たたき起こす。

『『『『りょ！　了解！』』』

　生途会の返事が来る。するとサブモニターに映っていた戦せん騎き装そうの光点マーカーが後方へと下がっていった。エイルンは両手で操そう縦じゆう桿かんを握る──

　雨に濡ぬれるエルフィーナからエイルンの警告が流れ出る。

『最終警告だ……どけ、七なな扇おうぎ。俺は君と戦いたくない』

　明星は怒るように両肩を震わせていた。

　手に持った野の太だ刀ちで道路を切り付ける。明星は大きくその一歩を踏みしめた。

『このっ…………このっ！　石頭がぁぁああ!!』

　道路を踏み割り、明星は野太刀を振り上げてエルフィーナへと向かう。




　赤き英雄機と白き英雄機──両者の激闘が雨の下、始まった。






Ⅹ　エイルン＝バザット









　第弐富士には轟ごう音おんが鳴り響いていた。

　鉄がぶつかる音──建物が壊れる音──道路が裂ける音──

　景観を失った市街地は、淑女とサムライの合戦場となっていた。

『七なな扇おうぎぃいぃ！』

　エルフィーナの拳こぶしが明みよう星じようの兜かぶと顔を殴なぐり飛ばす。刀を持った明星が、一直線に吹き飛ばされる。

　──信号をへし折る。──ビルを貫通する。──海上を滑って何キロも転げ回った。

『ぐぉおぉお！』

　明星の全身が第弐富士を囲う、【要よう塞さい外壁】に縫いつけられる。

　全高四〇メートルの鉄壁が傾いた。揺れは第弐富士全体に地震をもたらす。

　その後を追って、スラスター群ウイング・パレオを最大噴出させたエルフィーナが飛んでくる。エルフィーナは光る拳を振り上げていた。

『ぐう！』

　明星が縫いつけられた身体からだを壁から引き剝はがす。明星は壁を張り手で叩たたいた。その衝撃で身体を反転させる。半秒後、エルフィーナの拳が要塞外壁に突つき刺さった。
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　厚さ七メートルの四〇メートル外壁が吹き飛んだ。




　拳こぶしの衝撃が海面を爆発させる。猛たけり狂うような水爆発が起こった。大量の水に吞のまれて明みよう星じようも吹き飛ばされる。明星が港の埠ふ頭とうに激突した。港全体を津波が覆う。

『……明星コイツじゃなきゃっ、頰ほおの一撃でオシャカだった！』

　降ってくる海水に機体を濡ぬらし、明星は上半身を起こす。左頰は深い窪くぼみが刻まれていた。全身鎧よろいにも、数カ所にヒビが入っている。

『それが異世界製の兵器って訳かよ！　乗ってる奴もチートなら！　乗ってる物までチートとか！　どっちがラノベ主人公だよ止めて下さいよ！』

　明星が野の太だ刀ちを前に向ける。エルフィーナが港に舞い降りた。

　エルフィーナは着地するとジークンドーの構えを取る。明星も耳横に野太刀を立て、構えを取り……大和やまとが言った。

『でも、それだけの話！　だから──っ！』

　明星が曙あけぼの丸まるを振り上げる。

『俺おれが退く理由にもならん！』

　明星が野太刀を振り回す。エルフィーナはソレを真っ向から迎撃した。

　止むことのない剣けん閃せんと拳けん閃せん──刀と拳の交わりで二重奏が奏かなでられる。

　明星の剣の悉ことごとくをエルフィーナが拳と足で迎撃する。

　回し受けで刃を逸そらし、蹴けりで刀を弾はじき、剣の腹を殴なぐって飛ばす──一回一回の防御の後には苛か烈れつな反撃が待っていた。

　──明星の頰にフックがめり込む。──ボディブローが鎧ごと機体を持ち上げる。──沈んだ白銀の額ひたいに膝ひざが飛んだ。

『ぐ！　ぼ！　ごっ！』

　明星から大和の苦く悶もんの声が続く。

『『はぁああ！』』

　明星の顎あごにエルフィーナの掌底が当てられ……その肘ひじをエルフィーナが叩たたき押す。

　掌底がロケットになった。顎を起点に、明星が空へ吹っ飛ばされる。踏み締めたヒールで港にヒビが入った。

『ぐああぁああぁ！』

　背負い太刀が弧を描いて飛ばされる。停泊していたタンカーを真っ二つに両断した。

　明星は横転して資材倉庫を押し潰つぶす。

『どうした！　君の怒りはそんなものか！』

　エルフィーナからエイルンの叱しつ声せいが飛ぶ。明星は、荒い呼吸音を鳴らしながら、海の方へ手を伸ばす。すると海中に沈んだ曙丸が明星の下へ飛んでくる。

『何でそこまで、他人のために……自分を捨てられるんだよ！』

　明みよう星じようが再び走りだす。助走をつけながら曙あけぼの丸まるを摑つかんで回転……回りざまに柄つかを両手に持つ。明星は横一文字に野の太だ刀ちを振り抜いた。

　衝撃と風が、転がる瓦が礫れきと水みず飛沫しぶきを巻き上げる……しかし曙丸が切ったのは空だ。

　明星の頭上では、エルフィーナが既に垂直回転していた。

『はぁ！』──エルフィーナが明星の右肩に左踵かかとを落とす。

　直下の衝撃が明星を襲う。明星の片膝ひざが地面にめり込んだ。しかし──

『捕まえたぞ！』

　エルフィーナの左足首を明星が摑む。エルフィーナからけたたましい警告ビープ音が鳴り響いた。

『貞操の危機を感知。自律迎撃に移ります』

　明星の胸部に右のヒールが刺さる。白銀の板金が凹んだ。エルフィーナがその体勢のまま身体からだをねじる。両足が扇風機の羽のように踊った。

　明星の手が弾はじかれる。エルフィーナのスラスター群ウイング・パレオが火を噴く。エルフィーナは落下直前でホバリング、空中で明星の頭部をわし摑んだ。

『ご質問には私がお答えします。サムライ大和やまと──』

　エルフィーナの膂りよ力りよくが増す。空中で自重と、スラスターの推力を乗せた。




『それが私の旦那さまムツシユだからです』──明星の後頭部を地面に叩たたきつける。

　コンクリートに亀き裂れつが入った。衝撃が響き渡る。エルフィーナは『ハァ！』と明星の腹を蹴けり上げる。明星が今度は横向きに転がり、地面を揺らした。

『コントロールを返還します』

　エルフィーナは腰に右手をやる。倒れる明星にエイルンが言った。

『聞け七なな扇おうぎ！　誰もがヘキサを憎み、蔑さげすんでいる訳でない！　君たちを惜しみ、力になりたいと思う者だっている！　君は今、そんな人たちまで見捨てようとしているんだぞ！』

　明星は、剣を杖つえにして上体を起こす。既に関節のあらゆる所から火花が上がっていた。

　大和の辛つらそうな声が流れる。

『それと！　俺おれらを食い物にした上の連中が苦しむのは──っ！』

　明星は膝のバネを利きかせて跳躍……エルフィーナへ飛び掛かった。

『別問題だ！』

　明星が空中で刀を振り下ろす。鋭い金属音が鳴り響いた。

　エルフィーナの顔寸前で止まる刃やいば──エルフィーナは手で挟むように刃を止めていた。

　真剣白刃取りである。大和とエイルンの舌戦は続く。

『どんなに頭でそれらしい理屈を並べても感情が暴あばれる！　心が搔かき毟むしられて仕様がねぇんだよ！　この痛みはヘキサになった奴にしか絶対に分からない！』

　数多あまたの傷を兜かぶとに刻んだ明星が、その頭部を近付ける。

『誰もがオマエみたいに！　殴なぐってきた奴のことまで考えて、手を差し出せると思うか!?　自分に出来るからってソレをこっちにまで押しつけないでくださいよっ』

『じゃあ聞かせてくれ！　どうすれば君は納得する！』

　エルフィーナもその美しい顔を、曙あけぼの丸まるの刀身に近付ける。

『力を得たからと！　今度は自分が、意に沿わぬ者を押さえ付け、斬きり捨てられれば満足なのか!?　そんなことをして何が残る！』

『やられた事をやり返して！　いったい何が悪い！』

　明みよう星じようが更に力を込めた。エルフィーナの両踵かかとが地面に埋まる。

　その言葉を聞いて……エイルンの苛いら立だちが爆発した。

『この！　分からず屋がぁっ!!』

　エルフィーナが取った刃やいばを引く。明星が体勢を崩した。明星の腹部にエルフィーナの拳こぶしがトンと当てられる。

　エルフィーナの無拍子一打ワン・インチ・パンチ──真っ赤なヒールがコンクリートに沈む。明星がバウンドせずに二キロ先まで殴なぐり飛ばされた。




　エイルンたちの声は他の者たちも聞いていた。




　司令管制室で、二人の激闘を見守る茜あかねと田た中なか。そして生途会役員たち。

『人類が君たちにしてきた事は決して許されることではない！　でも半面で、多くの救えた命もあった！　善悪の部分を抜きにしても！　それは君も分かっているんだろう！』

『ああ！　文字通り俺おれらは生いけ贄にえに捧ささげられたって訳だ！　大勢を生かす為ために！　人間どもの悪意によって！』




　グラン二号のコックピットで、身を寄せ合う柔じゆう呉ごと日向ひなた。

『病気ならいざしらず！　故意に！　大人たちの都合で！　俺らはヘキサにさせられたんだぞ！　その苦しみがお前に分かるか！』

『人は！　誰しも弱い心を持っている！　この世界は、マリスのせいで一〇億以上の犠牲を出し、国土の多くを奪われてきた！』




　グラン三号を傘にし、雨宿りをするスター小隊。グラン三号のコックピットから二人の声が流れてくる。

『戦争は、闘いの矢面に立つ者を、まずおかしくしていく！　最前線に立つ兵士を！　それを預かる指揮官を！　果ては何百万という命を預かる為政者を！　そうさせてしまう、魔物が戦争には潜んでいるんだ！』

『じゃあお前は！　俺たちがヘキサになっても仕方なかったと言いたいのか！』




　コックピットの中で葵あおいは獣のように息を上げる。コックピットモニターに映っているのは、戦闘不能になった部員たちの疾しつ風ぷうだった。

『そうじゃない！　前線に立つ兵士こそ、それを忘れてはダメなんだ！　そうしないと憎しみに吞のまれるぞ！　今の君のように！　憎しみは戦火を広げ、また新たな憎しみを生む！　この流れを、誰かがどこかで切らなければならないんだ！』




「貴方あなたはそう……エイルンは、そうだもんね」

　営倉に放ほうり込まれた紫し貴きは微笑ほほえんでいた。隠し持っていたスペアの学生証から、司令管制室の音声が流れ込んでくる。

『そんな理想論で片付けられるほど、人の感情は単純じゃないんだよ！　握った拳こぶしは！　上げた拳はどこへ振り下ろせばいい！』

『その握った拳では、何も摑つかめないと言ってるんだ！　分かってやれ、七なな扇おうぎ！　彼らにもまた！　果たさなければならない責任があったんだと！』




　司令席で雷らい鳥ちようは寂しそうに笑う。いつの間にか空になっていた煙草タバコの箱を握り潰つぶした。

『塾長のように、必要ならば毒も一緒に吞んでくれる人が必要なんだ！　結果的には生徒を欺くことになってしまっても！　義塾を立ち上げる為ために、あの人が泥を被かぶってくれたから、ヘキサを救う道が開けたんじゃないか！』

『でも神かん無な木ぎは死んだぁ！』

　また映像の先では濱はま田だ総理が背を向けている。総理は窓の外を眺めていた。

『同じように何かを守りたくて、手を汚し！　心を砕いている人だってきっといる！』

『爺じいさんの五〇年は!?　その大半が軍の人体実験に費やされたんだぞ！』




　デストブルムのコックピットで膝ひざに顔を埋めて泣くセレン。セレンは涙を流しながら面を上げる。映像に映るエルフィーナを見た。

『武蔵むさしさんたち、先人の犠牲を乗り越え！　氷ひ室むろ義塾ができたから、俺おれは君たちと出会えた！　俺はこの世界でも、掛け替えのない仲間たちを得ることができたんだ！』

『それ、は──っ！』




　エルフィーナがブラスト銃剣ルイン・ブレスを振り抜く。明みよう星じようの曙あけぼの丸まるが弾はじかれ、資材倉庫に突つき立てられる。エルフィーナは神速の速さで刀を納め、左拳を引いた。

『その仲間には七扇！　君も含まれている！』

　エルフィーナのボディブローが明星の腹を持ち上げる。

『ぐっ……ほっ』

　明星は両膝から崩れ落ちる。全身が弛し緩かんしていき両腕を垂らす。明星は轟ごう音おんを立てて港に機体を沈める。完全にその機動を停止させた──

　エルフィーナのコックピットで、エイルンは明星の背中を見つめる。

　エイルンの目の奥には涙が溜たまっていた。

「でも、君が俺のために怒ってくれた事……俺おれは決して忘れない。短い間だったが、本当に楽しかった。ありがとう、七なな扇おうぎ」

　コックピットモニターに映る明みよう星じようが、仰あお向むけに身体からだの向きを変える。

『お前なんて……どこへでも行って、野垂れ死んじまえ。コンチキショウ』

　そう言った大和やまとの声には……涙が滲にじんでいた。エイルンは心の中で礼を言う。

「……行こう。エルフィーナ。俺たちの役目を果たしに」

　エイルンは両手の操そう縦じゆう桿かんを握り直す──エルフィーナが雨空を見上げた。




『エルフィーナ・ルインレーゼ！　出撃するオンステージ・コンバツト！』




　真紅の淑女が第弐富士を飛び立つ……この悲しい戦いを終わらせるために。







　灰色の海上をエルフィーナが進む。風を切り、背中からスラスターの青い粒子を飛ばして。真紅のドレス装甲は泥で汚れている。無数の傷も刻まれていた。

　Ｖ字の仮面にヒビを入れ、エルフィーナ・ルインレーゼは進む──

　コックピットの中でエイルンは操縦桿を握る。高速で過ぎる海上を見据えていた。

　警告音が鳴り始める。攻撃シグナルだった。エイルンはエルフィーナに謝る。

「すまない、エルフィーナ。いつも俺の無茶に付き合わせて──」

『仰おつしやってくれたではございませんか。お母様の下へ逝いく時は、本機も一緒に連れて行ってくださると……ムッシュの赴くべき戦場が、私の踊るべき舞台です』

　エイルンは小さく笑う。気合をいれるように「よし」と気を引き締めた。

「この悲しみを打ち砕く！」

　エイルンが操縦桿の先端のボタンを二回押す──

　飛翔するエルフィーナが両脇わきからブラスト銃剣ルイン・ブレスを二丁抜刀する。即座に空に向けた。

『エイルン＝バザットオレと！　エルフィーナ・ルインレーゼオマエで！』

　銃口から、青い光弾が撃ち出される。エルフィーナの上空で爆炎のカーテンが引かれた。

　それは米海軍・海上自衛隊の両軍による、艦砲射撃だった。







　司令管制室──

　正面モニターに、味方からの砲撃に晒さらされるエルフィーナが映る。

　雷らい鳥ちよう、濱はま田だ総理、そして生途会の役員達がそれを見つめていた。

「ねぇ……あの人は、日本を守るために今、向かってくれてるんだよね？」

　女子役員がモニターを見上げながら田た中なかに聞く。田中はモニターを見ないように視線を逸そらしていた。

「ねぇ！　こんなのおかしいよ……絶対おかしい！　ねぇ！　これって！　こう思う私がおかしいの！　いけない事なの!?」

　エルフィーナが海上を滑るように砲撃を避よける。回避の都度、ブラスト銃剣ルイン・ブレスを放ち、戦艦の艦砲を破壊していく。これは轟ごう沈ちんさせないよう、無力化だけに努めているのだ。自分が殺されかけているのにも拘かかわらず……別の男子役員が言った。

「第弐富士の近海は特別戦闘区域だから、上空に逃げようにもクイーンの無差別物質消去ＩＭＥの射程内に入る危険がある……だからもう、ああやって艦隊の中を中央突破するしかないんだ」

　茜あかねは唇を震わせている。心の中で激しい葛かつ藤とうが起こっていた。

　この場で本当に正しい事は何なのか……彼の足を止めることではない。決して。

　今こそ手を取り合い、協力すべきだ。

　でも、それをやれば罪となり罰せられる──この板挟みに茜は、強い怒りを覚えていた。

「これのどこが……正しいことなのよっ」

　茜は口を嚙かみ締める。右目から一筋の涙がこぼれた。堰せきを切ったように、大きな動きで通信回線のボタンを押す。インカムをオンにした。

　隣にいた田た中なかが、ボタンを押した茜の腕を慌てて摑つかむ。

「待て！　止やめてくれ！　それをしたら僕ぼくはっ！　ぶ！」

　田中の鼻頭に、茜のパンチが刺さる。涙を散らして茜は吠ほえた。




「現場で戦う人をサポートするのが私たちの仕事じゃなかったんですか!?」




　田中は鼻血を垂らして放心する。茜は動かない先輩役員達に言う。

「この場で誰が正しくて！　何をするのが正解かなんて皆分かってんでしょ!?　何よ！　みんなしてビビって！　邪魔するなら、お前ら全員出てけぇ！」

　茜はインカムのスイッチを入れて、自衛隊のコマンドポストに懇願する。

「こちら生途会より本部管理中隊ＣＣＶ！　お願いです！　その人を攻撃しないでください！　今、その人は！　神奈川に侵攻している……クイーンの討伐に向かって、くれてるんです。私たちに、アレだけの、仕打ちを、受けて──」

　言いながら滑舌を悪くする。茜はボロボロと泣いていた。

「なんで……あの人がこんな目にあうの？　おかしいよ。あの人は皆を守ろうと、一番、誰よりも危険な目にあって、命懸けで、だだがってぐれてるのにぃ」

　茜のそんな姿を見て、一人、また一人と通信回線を開いた。

「私からもお願いします！　その人を！　その人を攻撃しないで！」

「日本に攻めてきているクイーンをやっつけに行ってくれているんです！　その人は敵なんかじゃない！　クーデターなんかする訳ないだろ！　敵じゃないんだよ！」

　鼻血を出した田た中なかは、動き出した役員達を見る。止めようと声をかけても聞いてもらえない。「くそ、くそ！」と、狼ろう狽ばいする。田中の目に涙が溜たまっていく。

「やめ！　そしたら、僕ぼくらが……戦犯に──」

　唇を震わせ、拳こぶしを震わせ、全身を震わせ……田中の脳裏に過よぎったのはエイルンと過ごした日々だった。思い出してしまうと……田中も自分を止めることができなかった。

　田中が大声で総理に言う。

「濱はま田だ総理！　僕は！　僕は、生途会上等役員の田中栄えい太た郎ろうです！」

　総理は僅わずかに目を広げる。役員達も田中に目を奪われた。

　田中は大声で総理にまくしたてた。

「聞いてください！　あの人の機体なら横よこ須す賀かまで一時間足らずで行けます！　必要なら五分！　いえ三分で根拠を準備して、そちらに送らせて頂きます！」

　それから田中は総理に頭を下げる。

「ごめんなさい……僕、あの写真が出た時……心臓が止まる程怖かった。犯罪者にされちゃうかもしれないって。それだけで頭がいっぱいになって……自分可愛かわいさに、総隊長を」

　田中は深く深く、総理に頭を下げ続けた。

「どうか！　どうか……お願いします……彼への攻撃を……止やめさせてくださいっ」

　零こぼれる涙が、田中のメガネのレンズに溜まっていく。

「その人は僕の……僕たちの友達なんです。だから、どうか……殺さないでっ」

　田中に倣うかのように、他の生徒も映像の総理に懇願を始める。役員たちは必死に濱田総理に頭を下げた。映像の総理はずっと執務机の上で頭を抱えていた。

　やがて……独り言のように呟つぶやく。

『日本の子供であるこの子たちを……ヘキサと分けて見るようになったのは、いつからだったか──』

　映像の総理が立ち上がる。画面向こうで誰かに話しかけた。




『近こん藤どうさん、作戦は中止です。即刻、スカーレット・レディへの攻撃命令を解いて下さい』




　役員達が驚いて顔を上げる。静観を貫いていた雷らい鳥ちようはその目を押し広げた。

『総理！　自衛隊側にどれだけの被害が出ていると思っているんですか!?　しかも義塾のヘキサに殺されてだ！　この騒ぎのケジメをどこからとるおつもりか！』

『どの道、バレッタ条約は違反してしまったんです。今は民間人に死者を出さないためにも彼との共闘は決断すべきだ』

　総理は脂汗をハンカチで拭ふく。断腸の思いで言った。

『自衛隊はスカーレット・レディの援護に！　近藤さん、いえ防衛大臣！　今すぐ幕僚長に連絡し、作戦を切り替えるよう言って下さい！　あと民間人には一人も死人をださせないでくださいよ！　スカーレット・レディが横須賀に到達するまでなんとしても持ちこたえさせて！　いいですね！』

　総理がそう言うと画面向こうが騒がしくなる。総理が田た中なかたちの方へ向く。田中は感極まって「ありがとうございますっ」と、何度も何度もお礼を言った。

　総理は『氷ひ室むろさん』と雷らい鳥ちようの方を向いた。

『自衛隊側に相当数の死者を出してしまった……政略、と彼は言ってたか。そうかもしれない。最初から全部、貴方あなたたちと腹を割って話し合えば……こんな事にはならなかったのかもしれない』

「……歳としをとると、あの坊やのようにはいかないね」

　雷鳥が形だけの笑いを浮かべる。二人は険しい顔で睨にらみ合った。

『政府と氷室義塾の間には、問題も確執も山積みだ。だから──』

　総理はため息を零こぼす。肩を落として脱力した。

「だから……全部終わったあとで、とことん話し合いましょう。ヘキサの問題も含めた、互いの立ち位置と、他国への対応などを。そして……彼の処遇についても』

　それを聞いた茜あかねは、悪い意味に捉とらえる。総理に向かって嚙かみついた。

「このバカ総理！　ここまでしてもらって何も恩義を感じないの？　次の選挙では、絶対に人民党の足ひっぱってやるんだから！」

　それを聞いた総理は『おいおい』と、顔を曇らせる。

『勘違いしないでくれ……私が言ってるのは、あのヒーローを、どうやったら日本で保護できるか。それを話し合うんだ』

「……え？」

『彼が、心の綺き麗れいな人物というのは私にも十分伝わった。彼に助力を請えば、もしかしたら、新たな可能性を模索できるかもしれない。後は……まだ見ぬ友好国と、どの国よりも早く関係を築けるチャンスだ』

　雷鳥は鼻で笑う。新しい煙草タバコの箱のビニールを開けた。

「一時休戦、ということだね」

　総理は『ええ』と頷うなずく。

『現場から統合幕僚長を通して、上がってきてますよ。作戦の中止ないし、再考を願います、って。その小さいオペレーターさんが泣きだしたあたりかな』

　言われて茜はすぐに思い当たる。自分と懇意にしてくれている通信部隊の仕業だと。

　茜は嬉うれしそうにはにかんで涙を拭ぬぐう。雷鳥は役員たちに命令をした。

『茜。セレンに出撃命令を。坊やの援護に向かわせな。さて、ガキ共。こっからは平常運転だ！　文句は後で聞いてやるから今は仕事に集中しな！』







　ネイバー格納庫──

　コンテナが鋼材に叩たたきつけられて潰つぶれる。ハンガー鉄柱が、鋼鉄の蔓つるによって、へしゃげられた。デストブルムがアイカメラを真まっ赤かにして暴あばれる。

　セレンはデストブルムに無断搭乗した段階で、茜あかねから格納庫を出るなと厳しく言い含められていた。そうしないと氷ひ室むろ義塾が無くなってしまうと脅されて。

　でも、エルフィーナが攻撃され出したのを見て、セレンは我慢ができなくなる。

　セレンの怒りに同調したデストブルムは、終ついに暴れ出していた。

『特務！』

　デストブルムのコックピットに突如、茜の顔が映し出される。

「むぅーっ！」

　セレンが茜を拒むように癇かん癪しやく声を上げる。外ではデストブルムが、格納庫の壁に頭ず突つきをした。セレンは意を決したように茜に言う。

「もう行く！　夏なつ樹き助ける！　みんな夏樹苛いじめるから！　私が夏樹を助けるの！」

『はい、どうぞ！』

「行くったら！　行──？」

　セレンは途中で言葉を止める。涙目で茜を見た。映像の茜は半泣きで笑っていた。

『政府の追撃命令が解除されました！　もう氷室さんを差し出さなくてよくなったんです！　だから特務！　出撃です！　氷室さんの援護に行って下さい！』

　セレンが信じられなそうに「ホント？」と聞き返す。

『ハイ！　だから氷室さんと一緒にマリスをぶっとばしてきてください！』

　セレンの両りよう眼めにまた涙が溜たまる。今度の涙は歓喜の涙だった。セレンは声を弾ませてその名を呼んだ──

『クロ！』

　デストブルムのアイカメラが赤からパールに変色する。







　日本本土・東京──【緊急マリス対策本部】

　一〇人掛けの大テーブルが縦に四つ──各省庁の長が揃そろっていた。会議室のドアが勢いよく開く。濱はま田だ総理と防衛大臣が入場する。総理は一段高い、首相席に腰掛けた。

　巨大な中継モニターを背に総理は言う。

「話は聞いているね。作戦は失敗した。各おの々おの、言いたい事はあるだろうが今はマリスの上陸阻止にのみ、注力して欲しい……スカーレット・レディと共闘してだ」

　場が一気にざわめきだす。総理は胃が痛くなった。夜通しかけて決めた方針を自分一人の判断でひっくり返したのだから……でも──

「都市部迎撃に回していた【トワ壱作戦】の艦隊戦力は既に横よこ須す賀かに向かわせてますよ」

　自衛隊の隊服を着る老人が、老眼鏡を取りながら言った。

「予あらかじめ提出していた、ケース一九に当てはまると解釈し、東部方面隊もまもなく移動は完了します。戦闘指揮所も鎌倉に移しました」

　席から立ち上がり、紙媒体の〔作戦要綱〕を総理の前まで持ってくる。

「予備の予備……第参候補に挙がっていた東京湾共同迎撃第参作戦を修正した【トワ参作戦】の立案をここにさせてもらいます。名前は……急ぎなのでこのままでどうでしょう？」

　意表を衝かれた顔で、総理は要綱を受け取る。幕僚長は続けた。

「あとは貴方あなたの裁可だけですよ。総理」

「君を三日も寝かせず、縛りつけにしてこんな体たらくだったんだ。怒鳴られるくらいの覚悟はしてきたんだけどね、石いし橋ばし統合幕僚長……準備が良すぎでしょう？」

「今日は……良い熱をもらいましたから」

　幕僚長は形だけ笑う。総理の隣に立つ防衛大臣がネクタイを締め直しながら言った。

「私はもう、それに目を通してあります。安保条約上、少し気に入らない点もありますが事態が事態です。決行に問題はないと思います」

　防衛大臣がそう言う。バックモニターに洋上に展開した海上自衛隊が映し出された。

「民間人の避難は終えているんですよね？」

「五〇分前に海上の封鎖は済んでいます」

「いつでも、何発でもぶっ放せますよ」

　幕僚長が言って、防衛大臣が言った。総理は短く息を吐く。

「はい！　では【トワ参作戦】の決行を承認します！　武器の使用制限を全面解除！　とにかくマリスの上陸だけは許さないで下さい！」







　神か奈な川がわ県けん・横よこ須す賀か──横須賀基地・管制室。

　広大な指揮所。正面には巨大な中継モニターがある。中には二〇〇人近くのコマンドポスト将校が通信任務に就いていた。横須賀基地司令が通信している。

「作戦了解。攻撃を中止後、トワ参作戦を決行します」







　相模さがみ湾わん・洋上──護衛艦【榛はる名な】

　前部甲かん板ぱんが大雨と風に揺られる。其そ処こに、青色の防護服を着た海上自衛隊員が並ぶ。

　彼らの背後には、巌がん流りゆうに酷似した機体──【海人うみんちゆ】が片膝ひざをついて待機している。巌流のカラーリングを白と青に変えたような戦せん騎き装そうだ。前に立つ部隊長が言った。

「トワ参作戦が始動された！　ここにいる全員、マリス戦は初めてだったな！　遺書は書いてきたか！」

「はっ！　今も胸ポケットにしまってあります！　机にしまい忘れたので、生還してから入れようと思います！」

　一人の部下が声を張って言う。部隊長は「結構！」と叫んだ。

「我々の潜水後、艦隊の支援砲火が開始される！　我々は船団の護衛だ！　マリスが大口を開けて近寄ってきたら！　魚雷をその口にブチ込んでやれ！　一匹たりとも、艦にマリスを取りつかせるな！」

　部隊長が号令を掛ける中、甲かん板ぱん上の砲塔が次々と回頭していく。

　周囲にいる随伴艦の砲塔も同じ方を向いた。部隊長は命令する。

「全員搭乗！」

　旗艦・榛はる名なから、水わ中号戦装備の海人うみんちゆが海中に飛び込んでいく。







　エルフィーナが海上で停止する。足下で水みず飛沫しぶきが舞った。

　コックピットでは、汗だくのエイルンが声を上げた。

「これはっ！　どういう事だ！」

　エイルンは頰ほおの汗を拭ぬぐう。雨のように降り続いていた砲撃がいつの間にか止やんでいたのだ。状況を整理すべく、エイルンは右脇わきのサイドモニターを拡大、確認する。

「くっ！　一難去ってか！」

　サイドモニターには二〇〇以上の赤マーカーが近付いてきていた。これは海中を泳ぐ、ルーク・ポーンの軍勢を指す。エイルンが両手の操そう縦じゆう桿かんを素早く引く──

　エルフィーナが両肩から可変式ブラストダガールイン・セイバーを引き抜く。雨の中、青い光刃が二本伸びた。

『一気に抜ける！　戦闘は最小限に！』

『かしこまりました』

　エイルンの命にエルフィーナが応こたえる。腰部のスラスター群ウイング・パレオが青く光った時だった。




　爆はぜる海面──エルフィーナの前方で大爆発が起こる。




『な、なんだ!?』

『艦砲の着弾を確認。進行上にいるマリスを狙ねらい撃ったものと推察』

　エイルンが驚く中、砲声は鳴り続ける。海上では大爆発が起こり続けた────




　海域は、激しく潮流が荒れていた。

　藍あい色いろと灰色の混じり合う水の世界で、異形の軍団が進む。

　一種は【ポーン】──三メートル程の人型の異形だ。垂らしたベロを尾のように伸ばす。

　ポーンは身体からだをくねらし、気泡に紛れて潮流の中を進んでいく。

　ポーンを周辺に侍はべらすのは【ルーク】だ。カエルのように水を搔かきわける。二〇メートル近い巨きよ軀くを持った獣人たちだった。先頭団だけでも二〇はいた。

　数珠じゆずつなぎで同量のマリスが後に続いている。その先頭団に……三本の魚雷が向かう。

　先頭を泳いでいたルークの鼻頭に魚雷がぶつかる──海中で爆発が起こった。球体状の衝撃が敵団を吞のみ込む。爆発は誘爆を引き起こし、より大きくなった。

　海中を進むマリス群に、魚雷が次々と撃ち込まれていく。

　海中でアイカメラを光らせる海人うみんちゆ──八機の戦せん騎き装そうが、両肩の魚雷を撃ち出している。

　海上から降り注ぐ艦砲弾と、至近距離からの魚雷攻撃で、マリスはその四肢を海中にばら撒まいて行った。




「これは──」

　エイルンはエルフィーナのコックピットで声を吞む。サブモニターに蔓延していた赤マーカーが消えていくのだ。サブモニターには一本の道が伸びていく。

　また、周囲の景け色しきを投影していた正面モニターには艦隊が映り込んでいた。

　艦砲が炎の唸うなりを上げ続けている。

　エルフィーナの進行上の敵を排除しているのは彼らで間違いなかった。しかも、砲撃の爆破圏内には決してエルフィーナを入れることなく。

　エイルンは当惑を隠せない。すると知らない回線元から通信が入った。

　エイルンは逡しゆん巡じゆんするも、通信に出た。

『こちら横よこ須す賀か基地管制。この回線は、スカーレット・レディのモノで間違いないか』

「ああ、そうだ」

　エイルンは頰ほおから汗を垂らしながら答える。通信先の女性は言った。

『零ぜろ番ばん島とうで進行中だった作戦は中止。貴官の撃墜命令は解除された。これより貴官を丁重に、クイーンの下までお送りしろと我々には厳命が下っている』

　エイルンはそれを聞いて目を丸める。

「で、では！」

『はい。お話しできて光栄です、零番島の【紅あか薔ば薇ら姫ひめ】。わたくし共のやったことを棚上げにして恐縮ですが、お願いします……日本を助けていただけませんか？』

　エイルンは次第に顔を緩ゆるませる。大きく頷うなずいてそれに応こたえた。

「ええ、もちろん！　俺おれはそのためにここへ来たんですから！」

　エイルンとエルフィーナは、最短距離でクイーンへと向かう。







　マリスの大群は、神か奈な川がわ県けん・南部にある三浦半島へと集結していた。

　横須賀基地は、駐屯する陸上部隊を派兵。日米混成部隊による防衛線を構築する。海上自衛隊と共同の海際迎撃が展開されていた。

　双眼鏡を覗のぞく自衛隊員──望遠レンズの中では、何十という怪物が海面から上半身を覗かせる。怪物たちはスピードを全く緩めることなく、砂浜をかけ上って行った。

　彼はその様子を見ながら、呼び声を通信機に向かって上げる。

「３・２・１……だんちゃーく、いま！」

　弾着観測に合わせ、浜辺が爆発する。数十匹が肉片となって爆炎に打ち上げられた。

　数キロ先に展開した戦車と、八五ミリ迫撃砲の混交砲撃だ。

　このように、上陸したマリスには、陸上自衛隊の特化火砲による迎撃が開始されていた。

「撃っても撃っても撃っても！」

　彼は今日、初めてマリスと戦う。

　戦車砲、自じ走そう榴りゆう弾だん砲ほう、自走ロケット砲と、基地からかき集めた、有りったけの特化火砲が、この防衛線には投入されている。しかし、敵の侵攻はまるで緩ゆるまなかった。

「これがマリスか！」

　慄おののきと共にその名を呼ぶ。その時、射撃指揮所からの通信が入った。

『第六中隊。そのまま水みず際ぎわ迎撃を行い、一六五五に第四防衛ラインまで後退。その後、艦砲による支援砲撃を執り行う。その間、第六中隊は補給に入れ』

「了解」

　彼は鋭い返事をして、通信を切る。再び双眼鏡を覗のぞいた。

「自衛隊を……日本を舐なめるなよ。怪物ども！」

　双眼鏡に映る怪物たちを睨にらみつける。彼は大雨の中、弾着観測の任を続けた。







　海中からソレは背中を覗かせる──二〇メートル近い、巨人の背中を雨粒が叩たたく。

　クイーン【標準型】だ。海中でクイーンは頭部と胸部の口から、黒い粒の塊と、白い玉を吐き出し続ける。吐き出された白い玉と黒い粒は、爆発的に大きくなった。

　それらは数秒で小型マリス【ポーン】、大型マリス【ルーク】に変へん貌ぼうを遂げる。

　両者は生み落とされた途端、身体からだをくねらせて泳ぎ始める。

　標準型は、産み落とした子供たちを侍はべらせて海中を進んでいた。

　その対面────数キロ先からエルフィーナが猛然と向かってくる。

『ムッシュ。デストブルム黒帽子の反応を捉とらえました。本機の一四キロ後方を時速一一〇キロで航行中──』

　高速飛行するエルフィーナから報告が上がった。エイルンが声を上げる。

『セレンも来てくれたか！』

　自衛隊の作戦が開始されてからというもの、エルフィーナの交戦回数はゼロだった。エイルンは最短距離・最大全速でクイーンを目指す。

　エルフィーナの前方──海面一帯に黒い影が差した。

　海底を進んでいたポーンの群体が浮上してきたのだ。黒い影は、みるみる大きくなっていく。しかしエルフィーナはスピードを緩めない。一直線に前へ進む。

　横殴なぐりの艦砲──巨人が薙なぎ払うように、海面ごとポーンが吹き飛ばされる。

　エルフィーナは海水に装甲を叩かれる。速度を落とすことなく、海上を突つっ切った。

　進行上の水みな面もが急激に持ち上がる。山のように膨らんだ海水から、今度はルークが飛び出す。トビウオのように滑空……ルークが大口を開けてエルフィーナに飛び掛かった。

　飛び出す鋼鉄の偉丈夫たち──二機の海人うみんちゆが、ルークの体を取り押さえた。

　二機の海人が、再びルークを海へと引きずり込む。

　エルフィーナは避よける素振りも、迎撃の素振りも見せない。協力してくれる自衛隊を信じ……前へ、前へと進む。

『デストブルム黒帽子より支援砲火きます。弾着時間、およそ三秒』

　Ｖ字の仮面を波で濡ぬらし、エルフィーナが真正面を向く。その後方から何十本というミサイルが飛んできた。ミサイルは弾道飛行でエルフィーナを追い越す。

　更に、周海にいる全艦隊の艦砲が斉射された。




　鉄と火薬の大斉唱──二キロ先の洋上が吹き飛ばされた。




　衝撃で大波が上がり、エルフィーナに向かってくる。エルフィーナは両腕で顔を隠す。そのまま高波へ飛び込んだ。高波を貫通し、真紅の人型が海上に踊り出る。

『ムッシュ。周辺にいるポーン・ルークの反応、消失しました』

『今度は俺おれたちが応こたえる番だっ！』

　エイルンの声に呼応して、エルフィーナが右拳こぶしを持ち上げる。

『ルインレーゼ・クロスを展開します』

　ドレスの袖そでが浮かぶように上腕にジョイントする。袖そで口ぐちのフリル装甲が変形・拡張し、拳にまとわりつく。エルフィーナの右拳に手袋がはめられた。拳が青色に発光を始める。

『ルイン・ウィール……最大回転マキシマム・ローテーシヨン、ムーンシェル、臨界点リミツトレベル』

　海面を裂くエルフィーナ──右拳から青色の粒子が蛍ほたるのように舞い上がった。

『展開完了……願わくばこの拳に彼の信念ワガママが宿りますように』

　機体にインプットされた、母親ツルギの声が再生される。エイルンが叫んだ。

『行くぞぉおおおぉ！』

　エルフィーナの腰部スラスターが唸うなりを上げる。

　エルフィーナは、どす黒く変色した海域に入る。海面にはバラバラにされたポーン・ルークの肉片が浮かんでいた。

　エルフィーナは、肉眼で捉とらえられる距離までクイーンに接近する。

『顔をっ……見せろ！』

　エイルンの怒声が海域に響き渡る。エルフィーナが右踵かかとを天高く持ち上げる。右のヒールが青い光を纏まとう。エイルンが最初に吠ほえた。

『ルイン・サイズ！』『ハァァアアアァ！』

　エルフィーナの裂れつ帛ぱくの気合と共に、海に右踵が落とされた。

　大水柱が天へと伸びる。間欠泉のように打ち上げられる海水……同じく、クイーンの巨きよ軀くも上空へと打ち上げられた。

　エルフィーナのスラスター群ウイング・パレオが青い粒子を撒まき散らす。

　エルフィーナがクイーン目がけて突貫した。月の女神は光の拳こぶしを腰元へ引く。周囲を覆わんばかりに右拳が青く輝いた。

　その一方──クイーンが水の牢ろう獄ごくから飛び出した。全長二〇メートルの巨人が空中で両爪つめを振り上げる。

　砲弾となった両者が、互いの距離を食い潰つぶす。クイーンは奇声を上げた。エルフィーナの頭上に両腕を振り下ろす。対するエルフィーナは更にスピードを求める。

　Ｖ字の仮面──ミッドナイトブルーの瞳ひとみ──が青い軌跡を描く。

　数々の魔を屈服させた勇者の剣────エイルンとエルフィーナがそれを振り上げた。

『「月の女神ルインレーゼの名のもとに！」』

　クイーンの狂爪が先に伸びる。エルフィーナが首を傾けた。怪物の腕がエルフィーナの首横をすり抜ける。

　そして……クイーンの腹を目がけ、エルフィーナがその拳を振り抜いた。




『「星に還れぇえぇええええええええぇ！」』




　星をも砕く女神の剛撃──上半身と下半身を畳むように、標準型の身体からだが折れ曲がった。

　クイーンは音の壁を越えて殴なぐり飛ばされる。

　クイーンが流星となって黒雲を貫く。すると空を覆っていた雲が一瞬で搔かき消えた。

　太陽の光が一気に周辺を照らす。

　あれだけ降り続いていた雨が一瞬で止やむ。灰色の海が蒼そう海かいに変わってしまった。

　氷ひ室むろ義塾・日本政府の両軍は確かに見る。

　戦いを終えた月の女神──その兵器とは思えない美しさを。

　濡ぬれた真紅の装甲を反射させ、一七メートルの淑女が仮面を取る。アップにしていた髪を解き、長いブロンドが海上で舞う。エルフィーナは淑しとやかな笑みを浮かべた。

『今日は……ずいぶんとドレスを汚してしまいました』

　気付けば砲撃の喧けん騒そうは止んでいた。海は静けさを取り戻していく。

　その静けさこそ、戦闘の終わりを告げていた。驚異が去ったと誰しもが悟る。

　他の世界からやってきた……優しく強い、一人の少年の手によって────

　コックピットでエイルンは一息つく。勝利がもたらした安あん堵どに、その口元を緩ゆるめた。

「……ああ。帰ったら、」

　言いながらエイルンは、自分の状況を思い出す。無我夢中ですっかり忘れていた。

「そうか、俺おれはもう……ん？」

　エイルンは気付く。サブモニターの端にメールアイコンが点滅していた。メールを開くと雷らい鳥ちようからの物だった。

　緊張を覚えながらも、エイルンはそれを読む……すると緊張の糸がぷっつりと切れた。

「はぁあああ」

　全身を弛し緩かんさせてシートに背を預ける。エルフィーナが『なんと？』と聞いてきた。

「どうやら、君に惨みじめな思いをさせなくて済みそうだ」

『それはそれは──』

　紅の勇者と真紅の淑女は共に笑い合う。

　勇者は還るべき場所を見つめ……その髪と瞳ひとみを再び黒へと戻した。

「ん？　ハハッ」

　すると様々な箇所から通信が入ってくる。勇者は、一人の少女からの通信に出る事にする。

　こうして勇者の潔白は証明された。

　人々は勇者を怖がった。勇者が大きな力を持ち、自分たちの理解を超えた存在であったからだ。でも……それを氷解させたのもまた、勇者だった。

　報いを求めぬ誠の善意が、人々の心を動かしたのだ。

　勇者は少女に何を言うかを考え、通信に──────────────────




『これで……終わりと思ったか？』




　見知った男の声が流れる。エイルンの思考が一瞬停止した。

　突然、コックピットにアラート音が鳴り出す。機内照明が赤色に点滅を始める。

　エイルンは驚きよう愕がくに声を漏らした。

『な──っ！』

　エイルンが愕がく然ぜんと目を見開く。

『──に！』

　エルフィーナの機体状態ステータス画面は……〔両腿もも〕が赤く点滅していた。




　セレンがライトブルーの瞳を震わせる。

「な……んで？」

　デストブルムのコックピットでセレンは見た。空間から悪魔のような両腕が伸びていた。その両腕が、エルフィーナの美しい両足を貫いたのだ。

　セレンは飽和する感情を抱え、水晶ユニットに触る──

『夏なつ樹きぃいいいいいいいいぃいぃいいいいいっ！』

　帽子裏のスラスターが点火する。デストブルムがエルフィーナに向け、急発進した。




『ぐぉおおぉ！』

　エルフィーナの左肩から胸にかけて、四本の爪つめ跡が刻まれた。エルフィーナが即時、スラスター群ウイング・パレオを展開しようとした。

　鳴り響く雷鳴────赤い稲光がスラスターの二基に浴びせかけられる。エルフィーナのスラスター群ウイング・パレオが爆砕した。

『ぐあああぁあ！』

　エルフィーナが落下する。墜落する戦闘機のように弧を描いて海面に落ちていく。

『パレオを！　緊急パージ、します！』

　エルフィーナが割れた電子音声を発する。腰部のスラスターが投棄された。エルフィーナの腰後ろが淡く光る。微わずかな推力がギリギリ、エルフィーナの落下を防いだ。

『な！　ん、で……こんなことを！』

　大破寸前まで追い込まれたエルフィーナ。

　両膝ひざから下を失ったエルフィーナは、左肩を押さえて天を見上げる。




『答えろ！　睦見アギトっ！』────蒼そう天てんに座す、機械の大悪魔。




　広がる四枚の翼。頭部ユニットに六つのアイカメラを付ける。右肩に【[image: ]】のローマ数字と【悪魔のモニュメント】を刻む。全身に巡るダークパープルの模様は血管のようだった。そのデザインは【悪魔】と呼ぶに相応ふさわしい。

　悪魔はエルフィーナを空から睥へい睨げいする。ネイバー15番機【アモン】だった。

　シート型のコックピットにアギトが座る。エイルンの音声がコックピットに流れてくる。

[image: ]

『その機体はいったい!?　いや、それよりもどうして──っ！』

　アギトはせせら笑うようにエイルンに話しかける。

「さしものお前も、この連戦は応こたえただろう。ずっとお前が改造人体を解くのを待っていたんだよ。星の王子様」

『!?　どうして……俺おれの改造人体を？』

　アギトは口から笑みを取り去る。アギトの両りよう眼めが変質した。

　白目の部分が黒に変わり、瞳ひとみが金に変色する。

「エイルン＝バザット……お前とタッグを組んだ時のその機体の反応速度は、俺の数秒予知ビジヨンにも対応できてしまう。だから、ずっと機会を窺うかがっていたんだ……機体の方を潰つぶすためにな」

　エイルンから怒りの声が届けられる。

『どうしてこんな！　それに何な故ぜ、アリスの【時次元破壊ＴＤブレイク】をその機体が使える！　あれはアヴァンアリスとグリムガントにしか使えないはずだ！』

「コイツは時間の方は無理だ。だが、アレみたいに無駄な動作をとらなくていい利点もある……ん？　噂うわさをすればホレ。本家の登場だ」

　アギトの返答に、エイルンは『……本家？』と、声音を曇らせた──




　アモンが首を上に向ける。上空では、空間がガラス破片のように砕けていた。

　闇やみの中から二本の黒腕が現れる。空間から這はい出るように真っ黒なボディが現出した。

　その姿はまさに【魔人】──

　全身装甲に夥おびただしい古傷を抱える。魔人のロボットは拳こぶしと拳を打ちつけた。拳の先に火花が散る。海面上にいるエルフィーナから、エイルンの驚きよう愕がくが漏れた。

『ア……ヴァン、アリス？』

『ムッシュ。お、逃げ、下さ──い。様子が、おかし──』

　エルフィーナの壊れた電子音声が流れる。天空にいる魔人の機体から男の声が流れた。

『エイルン、バザットだな？』




　コックピットのエイルンは生き肝を抜かれる。

「っ!?　ジンか！　ジンなんだな!?」

　コックピットモニターに映る魔人は、両肩に幾何学模様の魔法陣を作りだす。

　一方でアモンが不意に四枚の翼を広げた。翼の周囲に雷球が四つ生まれる。赤い稲光がアモンの周囲に放電された。

　降りしきるミサイルの雨──放電によって誘爆し、爆炎が周囲に広がる。

『夏なつ樹きぃいいいいいいいいいいいいいいぃいいぃ！』

　アイカメラを真まっ赤かにして、デストブルムがアモンの下へ突撃する。

「や！　やめろセレン！　君の勝てる相手じゃ──っ！」

　咄とつ嗟さにエイルンが叫んだ。画面に映るアモンが何もない空に向けて片足を上げる。

『危ないから──』

　アモンは、何もない宙空にケンカキックをする。空間が割れ、アモンの足の先が消えた。

『下がってろ！』

　デストブルムの頭部にアモンの右足が刺さる。デストブルムは帽子にヒビを入れ、モニター画面の枠外に飛ばされた。

「セレン！」

　エイルンはすぐさまモニターを操作する。再びデストブルムをモニターに映した。

　吹き飛ぶデストブルムの真上──割れた空間──から、大悪魔が上半身を覗のぞかせる。

『どけぇええええええええぇ！』

　セレンの叫びと共に、デストブルムがマシンアームをアモンに伸ばす。

『兄貴が弟を殺そうとしちゃ──』

　アモンが空間の中に逃げ込む。今度はデストブルムの真横に、拳こぶしを振り上げて現れる。

『ダメだ！』

『きゃあぁああぁああ!!』

　また帽子を陥没させて、デストブルムは更に吹き飛ばされる。

　二機が離れていく。電子音が鳴り、モニターが再び上空を映し出した。

　魔人の機体がエルフィーナのことを見下ろす。

『予定が変わった……お前にはここで退場してもらう事とする』

「説明しろ！　君はいったい何をしようとしている!?　君はこの世界の氷ひ室むろ夏なつ樹きで！　俺おれたちの世界にサクラと一緒にやってきた！　そうなんだろう！　ジン！」

　魔人が両手の拳を左右に広げる。魔人のパイロットはエイルンに言った。

『お前はここに来るべきじゃなかったんだ……サブキャラクターかませ犬っ！』

　急降下する魔人……エイルンは咄嗟に操そう縦じゆう桿かんを握り直した──

　エルフィーナが左肩から可変式ブラストダガールイン・セイバーを抜く。光のレイピアを伸ばす。しかし魔人は既に、右の手刀を振り上げていた。

『ぐあぁああ！』

　エルフィーナの右肩が斬きり落とされる。レイピアを握った右腕が海へと落ちた。

『ジンやめろ！　エルフィーナはもう！』

　エイルンの制止が響く。でも魔人は止まらない。エルフィーナのブローチ──コックピット──目がけて、黒い拳を繰り出した。

『っ!?　エルフィーナ！　ダメだ！』

　エルフィーナが拳を受け止めるように、破損した左腕を伸ばした。

　手の平から肩先まで、エルフィーナの左腕が粉砕される。エルフィーナの両肩と両膝ひざから火花が上がった。これで美しい両腕も無くなってしまう。

　魔人がトドメを差すように、左の拳を引き上げた。

『よせ……よせぇええぇえええぇ!!』

　エイルンが叫ぶ中……魔人の拳こぶしが、表情を無くした淑女へと落とされる。

『私、貴あナタ・愛シ・──』




『エルフィーナぁああぁ!!』──エルフィーナの顔半分がバラバラに砕かれる。




　エルフィーナのコックピット内は、赤い警告ランプが点滅を繰り返していた。

「うぉおおぉおぉおおぉ！」

　中でエイルンが号泣する。何度もエルフィーナの名前を呼び続けていた。

「エルフィーナ！　返事を！　返事をしろ、エルフィーナぁ！」

　紅の瞳ひとみに涙をためる……エイルンは魔人の機体を怨えん嗟さの眼光で睨にらみ上げた。

「君は……この機体が俺おれにとって、どういうものか知っているはずだ!!」

　モニターに映る魔人は再び浮かび上がる。エイルンから距離を取っていった。

『星の寿命が近付いている。お前ではこの流れを止めることは出来ない……もう還れ』

　魔人の前後左右に魔法陣が浮かび上がった。

「ジイイィイイイィイイン!!」

　エイルンは噴狂の叫びを上げる。でも……エイルンの想おもいに反し、機体は完全にその機能を停止させていた──

[image: ]

　大破したエルフィーナの周りに変化が起こる。

　コーヒーにミルクを落として混ぜるように周囲の空間が渦巻いた。

　そんなエルフィーナに向け、デストブルムが高速で飛翔する。

　エイルンを助けるべく、四本の触手をエルフィーナに伸ばした。

『夏なつ樹きぃいいいいいいいぃいいぃ！』




『サタン、コンフェス！』──魔人が拳こぶし同士を打ちつける。




　その瞬間──魔人の全身から極大の衝撃が生まれた。エルフィーナの全身が光に吞のみ込まれる。そして海域一体を、白い大爆発が覆い尽くす。

『いやぁああああああああああああああああああああぁああ！』

　セレンの慟どう哭こくは爆発に吞まれていく。デストブルムは後方へと吹き飛ばされていった。

　こうしてセレンは突然の別れを強いられる。




　九月二七日・一七時〇五分────エイルン＝バザットとエルフィーナ・ルインレーゼに関かかわる全すべては……この世界から消失した。






エピローグ









　悪夢のようなあの日を境に……氷ひ室むろ義塾の全てが変わった。




　一〇月一七日・八時──氷室義塾・第一戦せん騎き装そう格納庫。

　一つのハンガーの前で大だい地ちたちスター小隊が棒立ちする。三人の様相は、かつての彼らとかけ離れていた。三人の身体からだは完全に瘦やせ細っていた。

　更に大地に関しては頰ほおがこけている。眼がん窩かはくぼみ、目ばかりが大きくなっていた。

　三人は三週間ぶりの登校となる。

　謹慎中の彼らに与えられたのは別れという、無慈悲な罰の連続だった。

　三人は焦点の合ってない目で、ただその機体を見上げる。

　ブルーカラーの人型──頭部は二ア眼イカメラを採用されている。

　顎あご下には二本のセンサーアンテナ。額ひたいにも二本伸ばしている。全身のフォルムは筋肉質で逞たくましい。大地たちが乗る疾しつ風ぷうに酷似した機体だった。

　Ｓ－49【風ふう神じん】──疾風の後継機にあたる、ロールアウトしたばかりの最新戦騎装だ。

　そして……大地が副部長になってから、ずっと申請を出し続けていた機体でもあった。

　大地は震える手で、納品書の書面データを見る。

〔納品日：二〇七〇年一〇月二日　申請者：亜あ賀が沼ぬま大だい地ち　申請受託者：氷ひ室むろ　夏なつ樹き〕

「俺おれの……誕生日」

　納品日を見て大地が呟つぶやく。大地はかつてのやり取りを想起した。




《そういえば亜賀沼。君は確か、来月が誕生日だったな》

《？　うっす。二日っす。それが何か？》




　大地は肩を震わせる。その顔をクシャクシャにし、両膝ひざをコンクリートに付けた。後ろに立つオルソンと山やま武たけも唇を震わせ……その目に涙を溜ためた。

「「「「うぉおぉおおおおおおぉぉおぉ！」」」

　総隊長の形見の前で三人は泣く。声を張り上げ、鼻水も拭ぬぐわず……押し寄せる滂ぼう沱だの悲しみに、ただただ打ちのめされた。




　氷室夏樹（偽ぎ名めい）が殺害されて以降、氷室義塾は国連から厳しい処分を受ける。




　ヘキサによる、ネイバー７番機【明みよう星じよう】の略取と逃亡──ネイバーを奪われるという、未み曽ぞ有うの大事態は決して許されるものではなった。

　表向きは被害者側である米国が、賠償のほとんどを日本政府に要求しなかった事。また、実質、明星が未運用のネイバーだった事が、氷室義塾を首の皮一枚で救うこととなる。

　氷室義塾は莫大な〔慰謝料〕と〔ヘキサの研究データ〕を提出する運びとなった。




　そして裏取引による、〔規格外十番テンナンバーの譲渡〕──行方ゆくえ不明となったアギト・飛鳥あすかを除く、怪物ヘキサのほとんどが各国機関へと売り渡される。




　結局、学園に残ったのは【氷室義塾】という名前だけだった。

　この決定後、濱はま田だ総理は二週間で辞任へと追い込まれる。何者かによって濱田内閣の不祥事の数々が、世間に暴露されたためであった。そして新内閣へ政権は移行する。

　氷室義塾は行政指導の下、統合幕僚本部の直下──防衛省傘さん下か──の一組織として吸収される。それに併せて学園の運営も改変された。

　非戦闘科を中心とした、過半数のヘキサは本土のヘキサ保管領へと移送が決定。




　氷室雷らい鳥ちようは総そう帥すい職を辞任────────事実上の失脚へと追い込まれた。




　そして、エイルン＝バザットの死から、およそ一年の月日が経たつ。

　勇者のいなくなった世界で……人類に更なる災厄が振りかかろうとしていた。


ＦＩＮ








あとがき　（注：本編の余韻を楽しみたい方は、時間をお空け下さい）









　皆様、お久しぶりです。金髪巨乳狂いです。じゃなかった！　東あずま龍りゆう乃の助すけですねっ。日常では「東」と呼ばれる機会が少ないので、ときどきＰＮを忘れそうになります。

　今回も安定の六カ月刊行でした。お待ちいただいた読者の方は申し訳ございません。

　ここで、心の叫びを上げさせてくださいませ。

「四カ月刊行、無理ぃい！（絶叫）」

　東は兼業作家（未婚）ですので、半年スパンで待って頂けると助かります。

　さっそく謝辞に！（ページ都合で巻きとなっております）

　世紀末覇者たんとうさま。抱かれたいイケメン編集で居てくれて助かりました。自分に噓うそをつかない編集さんこそ最強です。今度……抱いてもいいんですよ？（錯乱）

　汐せき山やまさま。デザイン三体と、大おお暴あばれに大感謝です！　ガチムチ枠が足りないなーと思っていたので、明みよう星じようさんを見た時は「ふぁ！」となりました。

　出版関係者さま（特に校正様！）いっつも、本当にすみません！　助かっております。

　最後はまた読者様に戻ります。ということで『エイルン・ラストコード、一部・完！』でございます。あとごめんなさい。【大和やまと＆明星巻】は、次巻以降に必ずやりますからっ。

　そして、なんとなんと！　大発表です!!




【『エイルン・ラストコード』コミカライズ決定】！　うふぇぇえあぁああ!?!?




　筆を取るのは、皆さまご存知【みことあけみ】先生です！「女の子」「クリーチャー」「ロボ」「ミリ」と、原作者死ね！　と、罵ば倒とうされても仕方のないエイルンの漫画化を……たいへん嬉うれしいのですが、みこと先生が過労死しないかが心配です。

　どうぞ原作も合わせまして、これからも宜よろしくお願いします（地面に額ひたいグリグリ）

　東、かつては漫画原作者死亡、じゃなかった！　志望でしたので、原作サイドの事なら何でもお手伝いしますよ！（目キラキラ）

　実は東、小説家になる前は漫画原作者を目指しておりました。まさかまさか、こんな形でかつての夢まで実現するとは……（へ、関かかわるな？）

　そして、ここまで来れたのも、全すべては読者さま、お一人様・お一人様のおかげです。

　今日まで見限らず、お読みいただき本当にありがとうございます。

　人間バトルが続いたので、６巻はまたマリスさんに登場してもらいましょうね。

　次巻はいったいどうなるんでしょう……いや、マジどうしよう（滝汗）

　今後も、一人でも多くの人に喜んで頂けるよう一筆入魂！　努力・精進してまいります。

　それではまた！　６巻でお会いいたしましょうね！


東　龍乃助
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